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はじめに

ま
た
パ
ー
パ
ス
を
Ｍ
Ｖ
Ｖ
の
上
位
概
念
と
位
置
付
け
、「
な
ぜ
自
社
は
存
在
す
る
の
か
（
＝
社
会
に

ど
ん
な
価
値
提
供
を
す
る
の
か
）」
と
い
う
、「
W
H
Y
」
を
表
現
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
そ
の
文
脈

の
場
合
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
将
来
目
指
す
べ
き
道
筋
を
表
す
「
W
H
E
R
E
」、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
何
を
行

う
の
か
を
定
義
し
た
「
W
H
A
T
」、
バ
リ
ュ
ー
は
こ
れ
ら
の
実
現
方
法
を
示
し
た
「
H
O
W
」
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、こ
う
し
た
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
定
義
付
け
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、企
業
に
よ
っ

て
は
、
あ
え
て
「
パ
ー
パ
ス
」
と
表
記
し
て
い
な
く
と
も
Ｍ
Ｖ
Ｖ
に
同
義
が
内
包
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
た
め
、
本
著
で
は
パ
ー
パ
ス
を
日
本
人
な
ら
古
く
か
ら
抱
い
て
い
る
「
信
念
」、
も
し
く
は
「
志
」
と

し
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ
も
含
め
た
社
会
と
の
関
わ
り
方
、
世
の
中
へ
の
価
値
提
供
へ
と
拡
大
解
釈
し
て
取
材
し
て

い
ま
す
。

パ
ー
パ
ス
と
い
う
言
葉
や
概
念
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の
経
団
連
に
あ
た
る
ア
メ
リ
カ
の
大
手

経
済
団
体
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
が
、
2
0
1
9
年
8
月
に
「
企
業
の
パ
ー
パ
ス
に
関

す
る
宣
言
」
を
発
表
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
の
宣
言
で
は
、
そ
れ
ま
で
企
業
経
営
の
原
則

だ
っ
た
「
株
主
資
本
主
義
」
か
ら
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
」
へ
の
転
換
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
、
世
界
最
大
の
資
産
運
用
会
社
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
の
C
E
O
で
あ
る
、
ラ
リ
ー
・
フ
ィ
ン

は
じ
め
に

こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
リ
ス
ナ
ー
ズ
が
「
シ
ェ
ア
出
版
」
と

呼
ぶ
共
著
型
の
出
版
企
画
、
こ
の
度
は
「
パ
ー
パ
ス
（
p
u
r
p
o
s
e
）」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
タ
レ

ン
ト
の
坂
東
工
さ
ん
に
よ
る
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
皮
切
り
に
30
社
の
リ
ー
ダ
ー
に
そ
の
想
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ー
パ
ス
と
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
目
的
」「
意
図
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
こ
こ
日
本
で
も
2
0
2
1

年
頃
か
ら
企
業
の
「
存
在
意
義
」
を
問
い
直
す
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
、
昨
今
で
は
パ
ー

パ
ス
に
軸
を
置
い
た
経
営
は
「
パ
ー
パ
ス
経
営
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
が
定
め
て
い
る
経
営
理
念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
（
Ｍ
Ｖ
Ｖ
）
と
、
こ

の
パ
ー
パ
ス
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
本
著
で
は
以
下
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
経
営
理
念
と
は
、
経
営
を
行
う
際
の
原
理
原
則
と
な
る
「
価
値
観
」「
も
の
の
考
え
方
」「
創
業
経

営
者
の
想
い
」
な
ど
を
言
語
化
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
パ
ー
パ
ス
は
、»

社
会
と
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
く
意
識
し
た
理
念

«

と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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はじめに

ク
氏
が
年
次
書
簡
で
パ
ー
パ
ス
の
重
要
性
に
つ

い
て
触
れ
、
翌
年
に
は
、
パ
ー
パ
ス
こ
そ
が
企

業
の
永
続
的
成
長
の
原
動
力
と
な
る
と
述
べ
た

こ
と
で
、
世
界
中
の
経
営
層
か
ら
耳
目
を
集
め

た
の
で
し
た
。

日
本
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
取
り
巻
く
環

境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
将
来
予
測
が
困

難
な
「
V
U
C
A
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て
久
し
く
、

さ
ら
に
国
籍
や
性
別
、
年
齢
等
の
違
い
を
受
け

入
れ
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
」、
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
の
た
め

の
「
E
S
G
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」「
社
会
へ
の
価

値
提
供
」
を
宣
言
し
た
パ
ー
パ
ス
が
注
目
さ
れ

る
の
は
、
時
代
の
要
請
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

身
も
蓋
も
な
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、
パ
ー
パ
ス
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
一
時
的
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
や
一
種
の
方
便
に
終
始
す
る
可
能
性
は
残
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
些
細
な
き
っ

か
け
で
生
ま
れ
た
企
業
や
事
業
に
も
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
で
、
永
続
的
な

成
長
・
発
展
を
続
け
る
に
は
、
夜
空
の
北
斗
七
星
の
よ
う
に
、
大
局
的
で
不
動
の
“
志
”
が
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
知
る
超
大
手
企
業
か
ら
メ
ン
バ
ー
数
十
数
名
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

価
値
観
で
語
ら
れ
た
千
差
万
別
の
パ
ー
パ
ス
を
読
み
比
べ
、
こ
の
本
を
手
に
し
た
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
道

標
が
み
つ
か
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

2
0
2
2
年
12
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
C
E
O　

垣
畑 

光
哉

パーパス・ミッション・ビジョン・バリュー比較イメージ図
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目
　
次

は
じ
め
に
　
　

2

ア
ー
ト
×
体
験

「“
0

↓

１
”
で
創
造
す
る
価
値
」
を
提
供

株
式
会
社
M
O
R
I
Y
A
　
C
E
O
／
A
r
t
i
s
t
／
A
c
t
o
r
　
坂
東 

工
　
　
14

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
世
界
を
幸
せ
な
驚
き
で
包
む
。

株
式
会
社
M
I
X
I
　
代
表
取
締
役
社
長 

上
級
執
行
役
員
　
木
村 

弘
毅
　
　
24

都
市
緑
化
の
技
術
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
す
る
空
間
で
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

東
邦
レ
オ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
吉
川 

稔
　
　
34

匠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
と
し
て

世
界
の
も
の
づ
く
り
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
い
く

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
工
藤 

正
一
　
　
44

パ
ー
パ
ス
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
社
員
が
進
む
べ
き
道
を
示
す
「
北
極
星
」

三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
数
原 

滋
彦
　
　
54

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
、「
共
に
未
来
を
生
き
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

株
式
会
社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
　
代
表
取
締
役
社
長 

経
営
執
行
役
社
長 

C
E
O
兼 

C
S
O
　
斎
藤 

悦
郎
　
　
64

「
で
き
な
い
理
由
を
並
べ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」

住
民
起
点
の
D
X
で
行
政
や
地
域
社
会
を
再
デ
ザ
イ
ン

福
島
県
磐
梯
町
　
町
長
　
佐
藤 

淳
一
　
　
74

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
が
生
き
や
す
い
世
界
の
実
現
に
よ
り
、

未
来
の
日
本
の
価
値
を
高
め
る

未
知
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
C
E
O
　
下
方 

彩
純
　
　
84

01020304050607 S
p
e
c
i
a
l 
I
n
t
e
r
v
i
e
w
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 「
ビ
ジ
ネ
ス
に
価
値
の
あ
る
つ
な
が
り
を
提
供
す
る
」

『
笑
顔
』『
感
動
』
が
広
が
る
N
o
．
1
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て

G
M
O
コ
ネ
ク
ト
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
安
田 

暁
史
　
　
94

技
術
と
人
の
チ
カ
ラ
を
信
じ
、「
変
化
の
時
代
」
を
生
き
抜
く

株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ロ
　
代
表
取
締
役
社
長
　
嶋
岡 

学
　
　
104

「
食
」
に
関
わ
る
産
業
・
人
を
活
性
化
さ
せ
、

世
界
で
の
日
本
の
価
値
を
上
げ
る

株
式
会
社
ク
オ
レ
ガ
　
代
表
取
締
役
　
佐
藤 

康
成
　
　
114

「
や
っ
て
み
よ
う
」「
や
れ
る
」
を
引
き
出
し
、

人
と
企
業
の
可
能
性
を
広
げ
る

ミ
イ
ダ
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
後
藤 
喜
悦
　
　
124

起
業
の
再
現
性
を
高
め
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
量
産

「
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
課
題
解
決
基
盤
を
つ
く
る
」

株
式
会
社
B
L
U
E
P
R
I
N
T 

F
o
u
n
d
e
r
s
　
代
表
取
締
役
C
E
O
　
竹
内 

将
高
　
　
134

自
然
治
癒
力
の
最
大
化
に
よ
っ
て
、
社
会
の
生
き
る
力
を
育
む

株
式
会
社
S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
　
代
表
取
締
役
社
長
　
高
階 

耕
治
　
　
144

「
P
R
O
D
U
C
E 

N
E
X
T 

～
し
あ
わ
せ
な
未
来
を
、
共
に
拓
く
～
」

I
P
O
を
目
前
に
控
え
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
が
描
く
未
来
図

株
式
会
社
ラ
イ
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
　
代
表
取
締
役
社
長 

C
E
O
　
北
村 

俊
樹
　
　
154

正
当
な
対
価
を
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
受
け
取
れ
る

健
全
な
業
界
を
目
指
し
、
相
場
観
の
是
正
を
促
す

株
式
会
社
イ
ク
リ
エ
　
代
表
取
締
役
　
濵
島 

広
平
　
　
164

0809101112131415



11 10

M
E
O
対
策
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
、

日
本
人
の
Q
O
L
と
店
舗
の
課
題
を
解
決

ケ
イ
ビ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
北
島 

万
乘
　
　
174

「
女
性
の
、
そ
し
て
仲
間
の
人
生
を
輝
か
せ
た
い
」

そ
の
気
持
ち
に
素
直
に
突
き
進
ん
で
き
た
か
ら
、
今
が
あ
る

株
式
会
社
M
A
H
A
L
O
　
代
表
取
締
役
社
長
　
松
井 

裕
香
　
　
184

 

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
本
を
見
せ
た
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
流
動
化
に
よ
り
、
日
本
の
競
争
力
を
強
化
す
る
」

株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
　
代
表
取
締
役
　
金
居 

宗
久
　
　
194

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
I
T
業
界
に

株
式
会
社
ル
ー
ト
ゼ
ロ
　
代
表
取
締
役
　
柴
田 

侑
亮
　
　
204

世
の
中
の
「
不
毛
」
を
な
く
し
て
、
顧
客
に
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る

株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
　
代
表
取
締
役
社
長
　
沢
辺 

敦
志
　
　
214

人
材
不
足
の
課
題
に
挑
む
。

仕
事
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
の
提
供
を
通
じ
、
働
く
人
の
可
能
性
を
広
げ
る

株
式
会
社
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
　
代
表
取
締
役
　
中
村 

大
介
　
　
224

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
教
育
革
命
！　

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
進
学
を
実
現

株
式
会
社
ジ
プ
ロ
ス
　
代
表
取
締
役
　
鏑
木 

稔
　
　
234

「
誰
も
が
、
人
生
の
選
択
権
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
」

幾
度
も
の
困
難
が
教
え
て
く
れ
た
、
本
当
の
豊
か
さ

ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
今
村 

邦
之
　
　
244

1617181920212223
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仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
る
人
を
増
や
す

株
式
会
社
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
　
代
表
取
締
役
　
松
井 

英
之
　
　
254

不
動
産
の
売
主
・
買
主
の
想
い
に
寄
り
添
い
、「
喜
ん
で
い
た
だ
く
」
を
第
一
に

株
式
会
社
日
本
不
動
産
販
売
　
代
表
取
締
役
　
村
田 

和
忠
　
　
264

「
必
要
な
人
に
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
届
け
る
」

社
名
に
込
め
た
想
い
を
胸
に
1
0
0
年
企
業
を
目
指
す

ジ
ッ
ト
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
石
坂 

幸
太
郎
　
　
274

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
て

若
者
が
輝
け
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
下
山 

慶
一
郎
　
　
284

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
産
業
の
リ
ア
ル
を
知
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
集
団
と
し
て
、

世
界
中
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
ち
早
く
社
会
実
装
す
る
役
割
を

ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
菅
原 

匡
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
締
役
／
C
o

−
F
o
u
n
d
e
r
　
澤
田 

寛
　
　
294

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
変
わ
り
続
け
る
世
界
の
中
で
、

新
し
い
時
代
の
U
I
・
U
X
を
創
造
す
る

T
h
i
r
d
S
c
o
p
e 

E
u
r
o
p
e
　
代
表
取
締
役
　
河
合 

彩
乃
　
　
304

対
話
を
大
切
に
し
、
組
織
の
課
題
に
深
く
寄
り
添
い
、

結
果
が
出
る
ま
で
支
援
を
続
け
る

株
式
会
社
セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
　
C
E
O
　
古
賀 

洋
士
　
　
314

む
す
び
に
　
　
324

24252627282930
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0
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１
”
で
創
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株式会社MORIYA

More
Details

1977年、東京生まれ。日本大学芸術学部卒業後、渡米。俳優・ナレーター・
アーティスト・起業家とパラレルキャリアを実践。「硫黄島からの手紙」など
でハリウッド映画出演を果たした後、日本へ帰国。2011年、アーティスト
活動を始動。初の個展に2,000人以上を動員。2015年、レザー作品が衣装
美術家・黒澤和子の目に留まり、映画「真田十勇士」の衣装制作を依頼され
る。2019年、NYで個展を開催。現地メディアやNHKなどの取材を受ける。
Amazon Prime配信リアリティーショー「バチェラー・ジャパン」「バチェロ
レッテ・ジャパン」全シリーズの司会進行。2018年12月、株式会社MORIYA
を設立しCEOに就任。
俳優・司会としての活躍が知られる一方、アーティストとして、人や場所、企
業（コミュニティ）の持つエネルギーを色彩で表現するアート作品「オーラ
アート」が注目を集めている。

P r o f i l e

東京都渋谷区桜丘町23-17 #408
https://auraart.tokyo

CEO／Artist／Actor

坂東 工
T a k u m i  B a n d o

Special Interview

C o n t a c t
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一
方
、
会
社
を
立
ち
上
げ
、
俳
優
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
な
ど
、
多
様
な
企
画
開
発

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
手
が
け
る
。

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
活
動
か
ら
、「
好
奇
心
旺
盛
で
、
新
し
い
こ
と
に
次
々
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
人
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
出
会
い
、
そ
の
都
度
相
手
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
応
じ
る
う
ち
に
能
力
が
引
き
出
さ
れ
て
き
た
の
だ

と
坂
東
は
話
す
。

「
『
こ
ん
な
こ
と
で
き
る
？
』
と
聞
か
れ
て
、『
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
』
と
始
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

芸
能
に
し
て
も
ア
ー
ト
に
し
て
も
、
ご
依
頼
に
応
え
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ギ
フ
ト
を
お
届
け
す
る

よ
う
な
気
持
ち
で
、『
最
善
の
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
』
と
心
を
砕
き
、
概
念
を
払
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
創
造
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
無
軌
道
・
無
目
的
な
僕
が
今
こ
う
し
て
存
在
で
き
て
い
る
の
は
、

出
会
っ
た
人
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
。
だ
か
ら
、
僕
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
笑
顔
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
、
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
言
い
表
す
と
す
れ
ば
『
恩
送
り
』
と
い
う
言
葉

に
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

坂
東
の
人
生
の
波
乱
は
、
幼
少
期
か
ら
始
ま
っ
た
。
5
歳
頃
ま
で
は
東
京
・
渋
谷
で
育
ち
、
そ
の
後
は

小
学
生
で
独
り
暮
ら
し
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
生
活
費
を
稼
ぐ

「
僕
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
『
衝
動
』
と
『
実
感
』
な
ん
で
す
。
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
衝
動
に
駆
ら
れ

た
時
に
は
、
目
的
や
意
図
、
概
念
と
い
っ
た
も
の
を
手
放
し
て
、
考
え
る
前
に
始
め
て
い
る
。
そ
ん
な
無

目
的
な
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
て
、
今
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
」

俳
優
、
M
C
、
ナ
レ
ー
タ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
起
業
家
。

坂
東
工
は
多
彩
な
顔
を
持
つ
。
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
2
0
1
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

リ
ア
リ
テ
ィ
番
組
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」「
バ
チ
ェ
ロ
レ
ッ
テ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
司
会
と
し
て
の

顔
だ
。
俳
優
と
し
て
は
2
0
0
6
年
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
デ
ビ
ュ
ー
。
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監

督
作
「
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
」
で
は
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
、
谷
田
大
尉
役
を
演
じ
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
は
、革
や
石
を
自
ら
手
に
入
れ
、ゼ
ロ
か
ら
手
が
け
る
作
品
を
制
作
。
映
画
「
真

田
十
勇
士
」
で
衣
装
を
手
が
け
、
ア
ジ
ア
ン
フ
ィ
ル
ム
ア
ワ
ー
ド
の
衣
装
美
術
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

ほ
か
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
は
渡
辺
謙
（
島
津
斉
彬
役
）
の
衣
装
制
作
を
担
当
し
た
実

績
を
持
つ
。
近
年
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
人
・
企
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
つ
磁
場
を
受
け
取
り
、
身

体
か
ら
流
れ
出
る
よ
う
に
色
彩
を
描
く
「
オ
ー
ラ
ア
ー
ト
」
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。
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住
居
を
転
々
と
し
た
。
10
歳
の
頃
、
母
・
兄
・
姉
と
4
人
で
夜
逃
げ
し
、
父
か
ら
離
別
。
そ
の
後
、
兄
が

大
学
進
学
で
家
を
出
て
、
姉
は
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
、
母
は
故
郷
の
大
阪
に
帰
っ
て
起
業
す
る
と
、
坂
東
は

小
学
4
年
生
に
し
て
独
り
暮
ら
し
と
な
っ
た
。

月
3
万
円
の
生
活
費
が
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
が
、
A
T
M
で
警
備
員
に
怪
し
ま
れ
、
お
金
を

引
き
出
せ
な
い
。
親
の
知
人
を
頼
り
、
新
聞
配
達
、
八
百
屋
の
手
伝
い
、
皿
洗
い
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を

使
っ
て
生
活
費
を
稼
い
だ
。
こ
の
頃
に
「
何
で
も
や
っ
て
み
る
」
ス
タ
ン
ス
の
素
地
が
培
わ
れ
た
。

や
が
て
芸
能
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
は
芸
術
学
部
演
劇
学
科
を
選
択
。
し
か
し
、
授
業
に
は
ほ

と
ん
ど
出
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
た
。

現
在
に
つ
な
が
る
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
19
歳
の
頃
に
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
体
験
だ
。
小
劇
場

で
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
を
観
た
時
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒

さ
れ
、
嗚
咽
す
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た
。「
こ
の
街
は
す
ご
い
」。
大
学
卒
業
後
、
磁
場
に
引
き
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
渡
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、「
ロ
ー
ド
・
ノ
ベ
ル
（
旅
の
小
説
）
を
書
き
た
い
」
と
漠
然
と
思
い
つ
つ
、
現

地
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
日
本
人
と
遊
ぶ
だ
け
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。し
か
し
、半
年
ほ
ど
経
っ

た
頃
、
1
人
の
女
性
を
き
っ
か
け
に
そ
の
生
活
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

「
命
を
燃
や
す
」
よ
う
な
生
き
方
の
始
ま
り

坂
東
は
現
地
で
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
う
日
本
人
女
性
と
付
き
合
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、「
彼
女
の
ダ

ン
ス
を
見
て
み
よ
う
」
と
思
い
立
ち
、
ス
ク
ー
ル
の
窓
か
ら
ス
タ
ジ
オ
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
身
長
1
7
5
cm
、
体
重
45
kg
ほ
ど
の
細
身
の
彼
女
が
、
す
ご
く
パ
ワ
フ
ル
に
踊
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
も
う
、
命

を
燃
や
す
か
の
よ
う
に
。
思
わ
ず
持
っ
て
い
た
ボ
ト
ル
を
落
と
す
ほ
ど
感
動
し
て
、『
あ
れ
、
俺
、
何
や
っ
て
ん

だ
ろ
う
』
と
目
が
覚
め
ま
し
た
。
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
人
生
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
っ
た
ん
で
す
」

坂
東
は
旅
に
出
る
計
画
を
立
て
た
。
彼
女
も
一
緒
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
車
と
2
人
分
の
寝
袋
を
準
備
。

と
こ
ろ
が
旅
立
ち
の
前
日
、
彼
女
は
突
然
「
日
本
に
帰
る
」
と
告
げ
る
。
坂
東
は
1
人
で
旅
に
出
た
。

旅
先
で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
た
ち
と
生
活
を
共
に
し
、
狩
猟
や
石
の
採
掘
に
夢
中
に
な
っ
た
。

結
局
、
旅
行
記
を
1
行
も
書
か
な
い
ま
ま
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
流
れ
着
き
、
1
年
半
の
旅
を
終
え
る
。

彼
女
へ
の
想
い
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代
。
公
衆
電
話
か
ら
彼
女
の

実
家
に
電
話
を
す
る
と
祖
母
が
出
た
。
そ
こ
で
彼
女
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

そ
の
時
、
彼
女
が
長
く
病
気
を
患
っ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
だ
と
い
う
。
旅
へ
の
同
行
を
と
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り
や
め
た
の
は
、
坂
東
の
夢
を
壊
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
…
…
今
と
な
っ
て
は
分
か
ら
な
い
。

受
話
器
を
置
き
、
泊
ま
っ
て
い
た
モ
ー
テ
ル
の
部
屋
へ
戻
る
と
、
旅
先
で
収
集
し
た
革
や
石
が
入
っ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
5
箱
が
目
に
入
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
絶
望
感
が
押
し
寄
せ
、
ベ
ッ
ド
か
ら
動
け
な
く
な
っ
た
。

そ
の
ま
ま
1
週
間
、
宿
の
ス
タ
ッ
フ
の
助
け
で
風
呂
に
入
り
、
食
事
を
と
り
、
よ
う
や
く
正
気
に
戻
っ
て

外
に
出
る
と
、
掲
示
板
に
貼
ら
れ
て
い
た
演
劇
学
校
の
生
徒
募
集
広
告
が
目
に
留
ま
っ
た
。

「
と
に
か
く
身
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
を
忘
れ
る
く
ら
い
に
何
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
ダ

メ
に
な
る

―
そ
ん
な
衝
動
に
か
ら
れ
、
演
劇
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
」

こ
れ
が
「
俳
優
」
の
道
へ
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
1
日
の
ほ
と
ん
ど
を
英
語
と
演
技
の
勉
強
に
費
や
し
、

名
門
の
演
劇
学
校
を
首
席
で
卒
業
。
講
師
か
ら
贈
ら
れ
た
「
君
の
英
語
は
80
％
し
か
分
か
ら
な
い
が
、
心

は
2
0
0
％
伝
わ
る
。
技
術
に
は
走
る
な
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
も
耳
に
残
る
。「
た
ぶ
ん
、
こ
の

時
の
教
え
を
自
分
は
ず
っ
と
守
り
続
け
て
い
る
」
と
、
坂
東
は
言
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て
俳
優
活
動
を
始
め
る
と
、
ア
ジ
ア
人
キ
ャ
ス
ト
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
連
戦

連
勝
。
し
か
し
彼
女
の
ダ
ン
ス
を
見
た
時
の
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な
感
動
は
生
み
出
せ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
坂
東
は
、
昔
、
空
手
で
鍛
え
た
身
体
能
力
を
活
か
し
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。

初
舞
台
は
教
会
。
ア
フ
リ
カ
の
打
楽
器
や
和
太
鼓
の
生
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
7
分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
終
え
た
時
、
1
，0
0
0
人
ほ
ど
の
観
客
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、

坂
東
に
は
そ
の
瞬
間
の
記
憶
が
な
い
と
い
う
。

「
ス
テ
ー
ジ
で
の
7
分
間
、
自
分
が
何
を
し
た
の
か
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
た
だ
ず
っ
と
、

照
明
の
奥
に
い
る
彼
女
と
会
話
を
し
て
い
た
。
楽
屋
に
戻
っ
て
気
絶
し
て
、
30
分
間
ほ
ど
意
識
が
戻
ら
な

か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
『
ゾ
ー
ン
に
入
る
』
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
く
ら
い
心
を
燃
や
し

て
い
れ
ば
、
彼
女
は
僕
の
中
で
ず
っ
と
生
き
続
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
」

自
ら
の
ア
ー
ト
作
品
に
覚
え
た
感
覚

「
僕
の
描
い
た
も
の
で
は
な
い
…
…
」

そ
の
後
、幅
広
い
芸
能
活
動
を
行
う
が
、俳
優
と
し
て
危
機
感
を
覚
え
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
映
画
「
硫

黄
島
か
ら
の
手
紙
」
の
撮
影
中
の
こ
と
だ
。
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
の
方
針
は
、
リ
ハ
ー
サ

ル
を
し
な
い
「
ワ
ン
テ
イ
ク
撮
影
」。
坂
東
は
陸
軍
大
尉
役
と
し
て
、
拳
銃
で
の
自
決
シ
ー
ン
に
臨
ん
だ
。

ゾ
ー
ン
に
入
り
、
彼
女
の
姿
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
が
頭
を
巡
っ
た
。
拳
銃
の
引
き
金
を
引
い
た
瞬
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間
に
は
「
命
の
糸
が
ぷ
つ
っ
と
切
れ
た
音
を
聞
い
た
」
と
い
う
。

そ
こ
か
ら
5
年
間
、
言
語
障
害
が
続
い
た
。
日
本
に
帰
国
し
、
映
画
や
ド
ラ
マ
に
出
演
す
る
も
の
の
、

セ
リ
フ
を
う
ま
く
話
せ
な
い
。
徐
々
に
仕
事
を
失
い
、
自
暴
自
棄
に
近
い
数
年
間
を
過
ご
す
。

新
た
な
転
機
は
33
歳
の
時
。
ふ
ら
り
と
入
っ
た
中
目
黒
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
坂
東
が
身
に
着
け
て
い
た
自
作
の
革
の
小
物
に
目
を
留
め
、「
私
に
も

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、百
貨
店
の
期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
品
、個
展
の
開
催
な
ど
、

提
案
を
受
け
る
が
ま
ま
に
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
活
動
を
開
始
。
個
展
前
の
1
カ
月
半
は
不
眠
不

休
で
作
品
制
作
に
没
頭
し
、
体
重
が
15
kg
落
ち
た
。
そ
し
て
制
作
を
終
え
た
時
、
坂
東
は
今
ま
で
に
な
い

感
覚
に
と
ら
わ
れ
る
。

「
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
て
、『
こ
れ
は
…
…
こ
こ
に
現
れ
た
も
の
は
僕
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
』
と

思
っ
た
ん
で
す
。“
客
観
視
の
視
座
”
が
生
ま
れ
た
瞬
間
で
し
た
。『
誰
か
が
僕
の
身
体
を
使
っ
て
作
っ
て

い
る
ん
だ
』
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
す
。
思
え
ば
、
戦
争
映
画
の
自
決
シ
ー
ン
で
自
分
を
撃
つ
瞬
間
に
見

え
た
も
の
も
、
実
は
ほ
か
の
誰
か
の
記
憶
で
あ
り
、
僕
の
身
体
を
使
っ
て
想
い
を
昇
華
さ
せ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
僕
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
僕
の
人
生
は
誰
か

に
と
っ
て
、『
自
身
本
来
の
質
と
の
対
峙
や
気
付
き
』
の
通
過
点
と
し
て
あ
る
の
だ
、
と
感
じ
た
ん
で
す
。

こ
の
時
か
ら
言
語
障
害
も
治
り
ま
し
た
」

以
来
、
坂
東
は
自
身
を
「
媒
介
者
」「
器
」
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
と
と
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
活
動
が
「
オ
ー
ラ
ア
ー
ト
」
だ
。
幼
な
じ
み
の
女
性
か
ら
「
私

の
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
絵
画
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
彼
女
か
ら
「
自

分
を
変
革
し
た
い
」
と
い
う
覚
悟
を
感
じ
、
承
諾
し
た
。
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
う
と
自
然
に
、
姿
形
を
写

す
の
で
は
な
く
、
色
を
塗
る
こ
と
で
彼
女
か
ら
感
じ
と
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
現
し
て
い
た
。
描
い
て
い
る

間
、
彼
女
は
涙
を
流
し
、「
自
分
自
身
を
洗
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
。

「
模
写
で
は
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
描
か
れ
る
と
い
う
体
験
を
通
じ
て
自
分
自
身
と
出
会

い
、
溶
け
合
う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
、
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

―
そ
う
考
え
た

坂
東
は
、
オ
ー
ラ
ア
ー
ト
活
動
を
本
格
化
。
今
で
は
企
業
経
営
者
か
ら
も
多
く
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
風
や
水
の
流
れ
の
よ
う
に
、『
そ
の
時
そ
の
時
に
触
れ
る
も
の
を
味
わ
い
、
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
』。
そ

ん
な
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
も
、
人
生
の
彩
を
豊
か
に
す
る
一
つ
の
生
き
方
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
心
の
豊
か
さ
を
プ
ラ
ス
し
て
い
く
、
開
い
て
い
く
よ
う
な
試
み
を
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
や
お
客

様
の
喜
び
に
寄
り
添
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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More
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電気設備会社、携帯コンテンツ会社などを経て、2008年、株式会社ミクシィ
（現 株式会社MIXI）に入社。ゲーム事業部にて「サンシャイン牧場」など多
くのコミュニケーションゲームの運用コンサルティングを担当。その後、モン
スターストライクプロジェクトを立ち上げる。
2014年11月、執行役員就任。2015年6月、取締役就任。2018年4月、取締
役執行役員就任。2018年6月、代表取締役社長執行役員就任。2020年4月、
代表取締役社長就任。2022年4月より、代表取締役社長 上級執行役員（現
任）。

P r o f i l e
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代表取締役社長 上級執行役員
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世界を幸せな驚きで包む。

時
点
）。
1
7
5
の
国
・
地
域
で
も
展
開
し
て
お
り
、
登
録
者
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

幅
広
い
事
業
分
野
へ
拡
大
す
る
中
、
同
社
は
2
0
2
2
年
4
月
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ー
ド
し
た
の
は
「
モ
ン
ス
ト
」
を
立
ち
上
げ
か
ら
手
が
け
た
ゲ
ー
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
あ
り
、2
0
1
8
年
に
ミ
ク
シ
ィ
（
現 

M
I
X
I
）
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
木
村
弘
毅
だ
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
社
は
、
新
た
な
パ
ー
パ
ス
を
掲
げ
る
。

「
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、
世
界
を
幸
せ
な
驚
き
で
包
む
。」

こ
の
パ
ー
パ
ス
は
最
近
に
な
っ
て
考
え
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
木
村
は
話
す
。
創
業
時
か

ら
M
I
X
I
に
根
付
い
て
い
た
こ
だ
わ
り
を
改
め
て
言
語
化
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
こ
れ
ま
で
多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
基
軸
に
あ
っ
た
の
は
『
人
々
に
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
届
け
る
』
と
い
う
こ
と
。
離
れ
た
場
所
に
い
る
友
人
知
人
と
つ
な
が
る
S
N
S

は
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
ー
ム
も
競
馬
・
競
輪
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
1
人
で
や
る
よ
り
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
た

方
が
絶
対
楽
し
い
と
思
う
か
ら
で
す
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
重
視
す
る
の
は
、
量
や
頻
度
よ
り
「
質
」。
通
信
を
利
用
す
る
人
数
や
回
数

を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
利
用
す
る
人
の
「
心
も
つ
な
が
る
」
こ
と
を
目
指
す
。
人
々
が
共
感
し
合
え
る

よ
う
な
場
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
、
熱
量
の
高
い
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
さ
せ
て
い
く
。

通
信
を
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、

「
心
も
つ
な
が
る
」
を
大
切
に
し
た
い

「
僕
た
ち
が
一
貫
し
て
届
け
て
き
た
の
は
『
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
で
す
。
こ
だ
わ
る
の
は
、

『
ユ
ー
ザ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
』
で
も
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
』
で
も
な
く
、『
ユ
ー
ザ
ー
サ
プ
ラ
イ

ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
』。
制
作
現
場
か
ら
経
営
判
断
に
い
た
る
ま
で
、『
そ
こ
に
幸
せ
な
驚
き
が
あ
る
か
』
を
す

べ
て
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
」

今
や
日
常
生
活
に
浸
透
し
、
欠
か
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
株
式
会
社
M
I
X
I
だ
。

2
0
0
4
年
、
汎
用
S
N
S
と
し
て
は
最
古
参
で
あ
る
S
N
S
サ
イ
ト
「
m
i
x
i
」
の
運
営
を
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
事
業
に
参
入
す
る
と
、
ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
「
モ
ン
ス
タ
ー
ス
ト
ラ

イ
ク
（
略
称
：
モ
ン
ス
ト
）」
を
生
み
出
し
、
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。
現
在
は
競
輪
・
競
馬
な
ど
の
公
営
競
技
、

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
も
事
業
拡
大
し
、
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
「
F
C
東
京
」、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

B
．L
E
A
G
U
E
の
「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
」
を
傘
下
に
収
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
写
真
・
動
画
共
有
ア
プ
リ
「
家
族
ア
ル
バ
ム 

み
て
ね
」
は
、
2
0
1
5
年
の
サ
ー
ビ
ス
開

始
か
ら
多
く
の
パ
パ
・
マ
マ
に
支
持
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
数
1
，5
0
0
万
人
を
突
破
（
2
0
2
2
年
8
月
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ユ
ー
ザ
ー
の
想
像
の
範
囲
を
超
え
、「
驚
き
」
を
届
け
る

パ
ー
パ
ス
の
フ
レ
ー
ズ
の
後
半
に
あ
る
「
驚
き
」
も
、
同
社
が
長
年
こ
だ
わ
っ
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
だ
。

社
内
で
は
ず
っ
と
前
か
ら
「
上
司
の
考
え
に
従
う
必
要
は
な
い
。
ア
ル
バ
イ
ト
も
社
長
も
関
係
な
く
、
お

客
様
を
驚
か
せ
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
人
間
が
一
番
え
ら
い
」
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
言
葉
ど
お
り
、意
思
決
定
の
軸
で
あ
る
M
I
X
I 

W
A
Y
（
ミ
ク
シ
ィ
・
ウ
ェ
イ
）
と
し
て
「
ユ
ー

ザ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
『
ユ
ー
ザ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
』
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ー
ザ
ー
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
と
答
え
を

聞
く
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
僕
た
ち
が
ユ
ー
ザ
ー
＝
お
客
様
の
一
歩
二
歩
先
を
行

き
、
お
客
様
の
想
像
を
超
え
る
も
の
を
生
み
出
し
て
驚
い
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
価
値
提
供
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
」

そ
ん
な
ミ
ク
シ
ィ
・
ウ
ェ
イ
を
貫
く
た
め
の
V
A
L
U
E
S
（
行
動
指
針
）
と
し
て
明
文
化
し
た
の

が
「
発
明
」「
夢
中
」「
誠
実
」
だ
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
起
こ
す
た
め
に
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
お
い
て
も
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
お
い
て
も
新
し

い
視
点
で
の
「
発
明
」
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
創
る
自
分
た
ち
が
「
夢
中
」
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
。

こ
れ
を
体
現
し
て
い
る
の
が
、
M
I
X
I
の
創
業
者
で
あ
り
、
現
在
は
取
締
役
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー 

上
級

執
行
役
員
、「
家
族
ア
ル
バ
ム 

み
て
ね
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
笠
原
健
治
だ
と
い
う
。

「
笠
原
は
今
も
現
場
で
日
々
『
み
て
ね
』
に
向
き
合
い
、き
ゅ
っ
き
ゅ
と
サ
ー
ビ
ス
を
磨
き
続
け
て
い
ま
す
。

は
た
か
ら
見
る
と
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て
も
、『
ま
だ
こ
の
あ
た
り
に
曇
り
が
…
…
』
と
、
妥
協
を

許
さ
な
い
。
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
て
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
、
お
客
様
へ
の
『
驚
き
』
の
提
供
に
つ
な
が
る

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」 

し
か
し
「
ユ
ー
ザ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
最
優
先
す
れ
ば
、
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
こ
こ
が
足
り
な
い
」「
こ
こ
を
変
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
指
摘
を
受
け
れ
ば
、「
自

分
が
作
っ
た
も
の
が
否
定
さ
れ
た
」と
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
も「
ユ
ー
ザ
ー

の
た
め
に
」と
い
う
目
的
に
立
ち
返
り
、受
け
入
れ
る
ス
タ
ン
ス
が
重
要
だ
。
そ
れ
を「
誠
実
」と
い
う
ワ
ー

ド
で
表
し
、
行
動
指
針
の
3
番
目
に
据
え
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、

人
々
を
幸
せ
に
す
る 

設
立
か
ら
23
年
余
り
の
M
I
X
I
の
歴
史
に
お
い
て
は
「
ユ
ー
ザ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
言
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い
切
れ
な
い
時
期
も
あ
っ
た
」
と
、
木
村
は
振
り
返
る
。
S
N
S
事
業
の
業
績
が
落
ち
た
時
期
に
は
、
営

業
・
企
画
・
開
発
な
ど
の
部
門
間
で
分
断
が
生
じ
、
事
業
が
円
滑
に
回
ら
な
い
責
任
を
他
部
門
に
転
嫁
す

る
風
潮
が
強
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
し
た
環
境
下
で
、
企
画
部
門
に
い
た
木
村
は
営
業
部
メ
ン
バ
ー
と
も
仲
良
く
付
き
合
っ
て
い

た
。 

「
営
業
部
メ
ン
バ
ー
が
中
心
だ
っ
た
野
球
部
に
、
企
画
部
か
ら
僕
1
人
だ
け
が
参
加
し
て
い
た
ん

で
す
。
部
活
動
で
は
部
門
の
垣
根
が
な
か
っ
た
の
で
、『
話
せ
ば
み
ん
な
い
い
人
ば
か
り
な
の
に
。

ど
う
し
て
反
発
や
衝
突
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
』
と
、
も
ど
か
し
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
や
は
り
『
目
指
す
ゴ
ー
ル
』
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
ゴ
ー
ル
こ
そ
が
『
お
客
様
に
驚
き
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
作
り
』
だ
と
考

え
ま
し
た
」 

業
績
が
振
る
わ
な
い
状
況
で
は
、「
自
分
た
ち
の
組
織
を
守
る
」
と
い
う
意
識
に
傾
き
が
ち
だ
。
し
か

し
木
村
の
視
線
は
一
貫
し
て
「
お
客
様
」
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
、
祖
父
・
父
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

木
村
の
祖
父
は
ト
ヨ
タ
系
列
の
工
作
機
器
メ
ー
カ
ー
で
社
長
・
会
長
を
務
め
た
。
退
職
金
を
全
額
会
社

に
寄
付
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
な
ど
、
私
利
私
欲
よ
り
も
会
社
や
社
会
へ
の
貢
献
を
第
一
に
考
え
る
人

物
だ
っ
た
。

そ
ん
な
祖
父
を
見
て
き
た
父
も
ま
た
、
経
営
者
の
道
を
選
ん
だ
。
銀
行
を
退
職
し
、
省
エ
ネ
商
品
を
扱

う
電
気
設
備
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
。
し
か
し
、
起
業
か
ら
間
も
な
く
父
は
病
に
倒
れ
、
木
村
は
大
学

を
中
退
し
て
会
社
を
手
伝
っ
た
。

「
商
売
と
は
、
お
客
様
か
ら
ど
れ
だ
け
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
か
が
重
要
だ
」

―
今
は
亡
き
父
の
言

葉
が
ず
っ
と
耳
に
残
っ
て
い
る
。

木
村
は
父
の
会
社
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
「
通
信
」
の
進
化
に
注
目
し
た
。
当
時
は
P
C
か
ら
モ
バ
イ
ル

へ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
。「
世
の
中
が
変
わ
る
」
と
感
じ
、
父
の
会
社
を
叔
父
に
託
し
、
モ
バ
イ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
会
社
に
就
職
し
た
。

祖
父
・
父
と
続
け
て
「
経
営
者
」
の
姿
を
見
つ
め
て
き
た
木
村
だ
っ
た
が
、
学
生
の
頃
は
、「
自
分
は

商
売
人
に
は
な
ら
な
い
。
研
究
者
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
意
志

ど
お
り
、
3
社
で
の
経
験
を
経
て
ミ
ク
シ
ィ
（
現 

M
I
X
I
）
に
入
社
し
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
。

し
か
し
そ
の
過
程
で
も
、
祖
父
・
父
か
ら
受
け
継
が
れ
た
「
商
売
人
の
矜
持
」
が
木
村
の
中
か
ら
消
え

る
こ
と
は
な
く
、
M
I
X
I
の
「
パ
ー
パ
ス
」
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
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株式会社 MIXI
代表取締役社長 上級執行役員　木村 弘毅 / Koki  Kimura01 豊かなコミュニケーションを広げ、

世界を幸せな驚きで包む。

「
お
客
様
が
支
払
っ
た
お
金
以
上
の
満
足
を
提
供
で
き
て
い
る
か
。
ど
う
し
て
も
そ
こ
が
気
に
な
り
ま

す
。『
お
金
を
払
っ
て
損
し
た
。
後
悔
し
て
い
る
』
な
ん
て
声
を
聞
い
た
ら
、
本
当
に
傷
付
き
ま
す
よ
。

申
し
訳
な
い
し
、
悲
し
い
で
す
」

こ
れ
ま
で
複
数
の
会
社
で
勤
務
し
て
き
た
過
程
で
は
、「
会
社
都
合
」
を
優
先
す
る
判
断
に
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
、
組
織
に
お
け
る
優
先
順
位
の
付
け
方
に
疑
問
を
抱
く
場
面
も
あ
っ

た
。「
何
の
た
め
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
か
っ
て
、
や
は
り
『
多
く
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
』

こ
そ
、
誰
に
で
も
共
通
す
る
生
涯
の
目
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

人
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
法
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
と
、

木
村
は
感
じ
て
い
る
。

近
年
は
3
次
元
の
仮
想
空
間
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
四
六
時
中
、
バ
ー
チ
ャ

ル
の
世
界
に
潜
っ
て
い
る
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
を
語
る
人
も
い
る
が
、「
本
当
に

そ
れ
で
人
は
幸
せ
に
な
る
の
か
」
と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
の
だ
。

「
も
ち
ろ
ん
、
今
後
も
M
I
X
I
は
会
社
の
成
長
の
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
失
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
取
り
戻
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
歓
喜
、
興
奮
、
温
か
な
思
い
、
幸
せ
、
居
心
地
の
良
さ
。
人
々

が
そ
れ
ら
を
共
有
し
、
さ
ら
に
濃
く
て
豊
か
な
『
心
の
つ
な
が
り
』
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
事
業
を

展
開
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
世
界
中
の
人
々
の
人
生
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
」
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都
市
緑
化
の
技
術
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
す
る
空
間
で
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

東邦レオ株式会社
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東邦レオ株式会社
代表取締役社長　吉川 稔 / Minoru Yoshikawa02 都市緑化の技術で、クリエイティブする空間で、

人と人とをつなぐコミュニティをつくる

急
展
開
で
は
あ
っ
た
が
、
吉
川
は
「
絶
対
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
も
と
も
と
創
業
者
と
私
の
考
え
方
が
見
事
に
一
致
し
て
い
た
ん
で
す
。
創
業
者
は
自
分
の
た
め
に
お
金

儲
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、『
会
社
の
お
金
を
い
か
に
社
会
の
た
め
に
使
う
か
』
を
考
え
て
い
る
人
で
し
た
。

私
も
、
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
事
業
を
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

創
業
時
の
社
是
で
あ
る
「
吾
々
は
社
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
第
一
の
生
き
が
い
と
し
よ

う
」
が
、
今
で
い
う
C
S
V
経
営
そ
の
も
の
だ
と
気
付
い
た
の
は
、
実
は
ご
く
最
近
の
こ
と
だ
。
C
S
V

と
は
C
r
e
a
t
i
n
g 

S
h
a
r
e
d 

V
a
l
u
e
の
略
で
、「
共
通
価
値
の
創
造
」
と
訳
さ
れ
る
。

「
仕
事
を
通
じ
て
自
分
を
成
長
さ
せ
、
仕
事
を
生
き
が
い
に
し
て
い
く
。
そ
れ
は
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ

て
い
る
働
き
方
で
す
。
自
分
ら
し
い
生
き
方
の
た
め
に
仕
事
が
存
在
す
る
。
自
分
の
た
め
に
す
る
仕
事
よ

り
も
、
誰
か
の
た
め
に
す
る
仕
事
の
方
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る
し
、
深
い
達
成
感
を
得
ら
れ
る
。
創
業
者

の
思
い
を
想
像
し
、
そ
の
心
と
一
体
化
さ
せ
る
。
い
わ
ば
“
イ
タ
コ
型
”
の
経
営
な
の
で
す
」 

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
か
ら
、

本
当
に
や
り
た
い
仕
事
探
し
へ

吉
川
は
1
9
6
5
年
、
大
阪
生
ま
れ
。
学
生
時
代
は
農
学
部
で
ク
ロ
ー
ン
の
研
究
を
し
て
い
た
。
研

自
分
の
た
め
で
は
な
く
社
会
の
た
め
の
仕
事
を
。

創
業
時
か
ら
約
60
年
続
い
て
き
た
C
S
V
経
営

床
材
や
壁
材
に
使
用
さ
れ
る
建
築
材
料
「
パ
ー
ラ
イ
ト
」
の
製
造
・
販
売
・
施
工
を
手
が
け
る
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期
の
1
9
6
5
年
に
誕
生
し
た
東
邦
レ
オ
株
式
会
社
。
そ
の
後
、
パ
ー
ラ
イ

ト
の
土
壌
改
良
効
果
に
着
目
し
た
2
代
目
の
社
長
が
緑
化
事
業
を
立
ち
上
げ
、
屋
上
や
壁
面
な
ど
の
都
市

緑
化
で
業
績
を
拡
大
し
て
き
た
。

2
0
1
6
年
、
3
代
目
代
表
取
締
役
社
長
に
吉
川
稔
が
就
任
。「
グ
リ
ー
ン
」
を
軸
に
、
イ
ン
フ
ラ
、

カ
ル
チ
ュ
ア
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
ラ
イ
フ
ス
ケ
ー
プ
の
4
領
域
を
掲
げ
、

集
合
住
宅
の
植
栽
管
理
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
空
間
の
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

社
長
就
任
前
、
東
邦
レ
オ
の
会
社
顧
問
を
務
め
て
い
た
吉
川
。
月
1
回
東
邦
レ
オ
を
訪
れ
、
社
長
（
当

時
）
と
新
規
事
業
の
立
案
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
発
し
た
一
言
が
き
っ

か
け
で
、
社
長
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
東
邦
レ
オ
に
は
長
年
培
っ
て
き
た
都
市
緑
化
な
ど
の
技
術
が
あ
り
、
盤
石
な
財
務
力
が
あ
る
。
こ
こ
に

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
足
し
た
ら
き
っ
と
お
も
し
ろ
い
会
社
に
な
る
」
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東邦レオ株式会社
代表取締役社長　吉川 稔 / Minoru Yoshikawa02 都市緑化の技術で、クリエイティブする空間で、

人と人とをつなぐコミュニティをつくる

究
室
は
い
つ
も
研
究
費
が
足
り
な
い
と
困
っ
て
い
た
た
め
、
将
来
は
ク
ロ
ー
ン
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
専
門
に
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
起
業
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

ま
ず
は
お
金
の
勉
強
を
し
よ
う
と
銀
行
に
就
職
。
仕
事
を
通
じ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
人
脈
が
広
が

り
、
32
歳
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
起
業
し
た
。
そ
の
後
、
投
資
先

企
業
だ
っ
た
世
界
的
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
を
担
う
こ
と
に
。
東
京
・
六
本
木
で

き
ら
び
や
か
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
。
吉
川
45
歳
の
時
で
あ
る
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
は
お
も
し
ろ
く
、
毎
日
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
ぜ
い

た
く
や
虚
栄
心
を
満
た
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
少
し
疑
問
を
感
じ
始
め
て
も
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
そ
の
小
さ
な
疑
問
が
明
確
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
す
。
何
の
あ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
社
を
辞
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
り
ま
し
た
」

車
が
ほ
し
い
、
服
が
ほ
し
い
、
家
が
ほ
し
い
と
い
っ
た
所
有
欲
が
な
く
な
っ
て
い
く

―
。
吉
川
は

世
の
中
の
風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
事
実
、
古
着
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ
が
流
行

る
な
ど
、
若
い
世
代
を
中
心
に
モ
ノ
に
対
す
る
執
着
は
薄
れ
て
い
る
。

「
代
わ
り
に
、
お
金
で
は
買
え
な
い
も
の
、
例
え
ば
『
人
と
の
つ
な
が
り
の
場
』
や
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』、

あ
る
い
は
『
環
境
』、
そ
う
い
っ
た
人
々
の
心
に
訴
え
る
も
の
が
重
視
さ
れ
る
は
ず
。
そ
こ
に
関
わ
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

そ
の
後
5
年
、
吉
川
は
東
邦
レ
オ
の
社
外
顧
問
を
は
じ
め
、
上
海
の
開
発
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
請
わ

れ
る
ま
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
し
た
。
人
々
が
求
め
る
“
風
”
を
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
発
想
し
て

仕
事
に
す
る
。
ト
レ
ン
ド
に
着
目
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
吉
川
に
と
っ
て
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
じ
な

の
か
も
し
れ
な
い
。 

緑
化
自
体
が
価
値
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
育
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
価
値
を
持
つ

都
市
緑
化
で
第
二
創
業
し
た
東
邦
レ
オ
は
、
断
熱
建
材
の
責
任
施
工
と
都
市
緑
化
資
材
の
販
売
を
主
業

務
と
し
て
き
た
。
第
三
創
業
で
は
、
単
に
緑
の
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
集
中
豪
雨
時
の
雨
水
対
策
に

緑
地
を
活
用
す
る
な
ど
、
防
災
や
減
災
対
策
と
し
て
も
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
植
物
の
生
育
、
土
壌
の
調
査
・
分
析
、
植
栽
の
基
盤
整
備
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
35
年
以
上

に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
技
術
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
緑
の
あ
る
街
、
空
間
を
つ
く
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
」に
取
り
組
む
。建
物
や
空
間
な
ど
の
ハ
ー
ド
を
利
用
す
る
人
々
を
主
体
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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東邦レオ株式会社
代表取締役社長　吉川 稔 / Minoru Yoshikawa02 都市緑化の技術で、クリエイティブする空間で、

人と人とをつなぐコミュニティをつくる

の
企
画
・
開
発
で
あ
る
。
建
物
あ
り
き
で
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
き
、

ど
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
ど
ん
な
業
態
を
や
る
べ
き
か
、
実
際
に
集
ま
っ
た
人
々
を
見
て
、
時
間

を
か
け
て
開
発
計
画
を
立
て
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
緑
化
の
技
術
で
社
会
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
緑
の
量
を
増
や
し
て
も
、
そ
れ
は
根
本

的
に
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
街
の
中
に
あ
る
緑
は
あ
く
ま
で
も
脇
役
。
緑
が

あ
っ
て
人
が
集
ま
る
。
そ
こ
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
つ
こ
と
で
場
の
価

値
が
高
ま
る
。
集
う
人
た
ち
が
主
役
な
ん
で
す
」

緑
に
人
が
集
ま
り
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
幸
せ
な
場
を
つ
く
り
た
い
。
吉
川
の
考
え
る
C
S
V
を

最
初
に
形
に
し
た
の
が
、
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
に
あ
る
「
k
u
d
a
n 

h
o
u
s
e
」
で
あ
る
。

1
9
2
7
年
に
建
て
ら
れ
た
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
様
式
の
旧
山
口
萬
吉
邸
を
、
歴
史
的
な
趣
を
残
し
た
ま
ま

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
2
0
1
8
年
、
会
員
制
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。
約
2
9
0
坪
の
広
大
な
敷
地
に
は
、
建
物
の
ほ
か
つ
く
り
込
ま
れ
た
日
本
庭
園
も
残
る
。

「
日
本
は
、
地
価
が
上
が
っ
て
き
た
ら
古
い
建
物
を
潰
し
て
建
て
直
す
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
国
。

そ
れ
が
一
番
儲
か
る
の
で
、
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
は
そ
れ
で
は
駄
目
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」

高
度
経
済
成
長
期
に
で
き
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高
齢
化
問
題
に
も
取
り
組
む
。
全
国
各
地
に
あ
る

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
50
年
前
に
入
居
し
た
住
人
た
ち
が
高
齢
に
な
り
、
空
き
室
が
増
え
、
寂
れ
、
街
と

し
て
衰
退
し
て
い
る
。
九
州
最
大
級
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
だ
っ
た
「
日
の
里
団
地
」（
福
岡
県
宗
像
市
）
も

そ
の
一
つ
。

東
邦
レ
オ
は
そ
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
1
棟
を
丸
ご
と
買
い
取
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
も
と
も
と
居
室
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
や
保
育
所
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
つ
く
り
、

2
0
2
1
年
、
地
域
の
交
流
拠
点
「
ひ
の
さ
と
48
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。

古
い
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
保
存
活
用
し
、
収
益
を
生
む
も
の
に
価
値
を
高
め
て
い
く
。
日
本

の
「
捨
て
る
文
化
」
に
一
石
を
投
じ
た
事
業
だ
。

社
会
的
に
意
義
の
あ
る
仕
事
を
し
、

社
会
の
た
め
に
お
金
を
使
う
こ
と
が
格
好
い
い
。

そ
ん
な
文
化
を
つ
く
り
た
い

吉
川
に
は
、
日
本
文
化
を
世
界
に
広
げ
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
。
例
え
ば
日
本
庭
園
は
、
日
本
な
ら

で
は
の
美
と
し
て
、
世
界
の
富
裕
層
に
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る
。
庭
づ
く
り
の
技
術
を
使
っ
た

日
本
的
な
空
間
の
使
い
方
で
、
世
界
中
で
街
づ
く
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
展
開
し
た
い
と
い
う
の
だ
。
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東邦レオ株式会社
代表取締役社長　吉川 稔 / Minoru Yoshikawa02 都市緑化の技術で、クリエイティブする空間で、

人と人とをつなぐコミュニティをつくる

「
庭
師
は
土
地
の
持
っ
て
い
る
景
観
、
空
気
を
ど
う
表
現
す
る
か
を
、
職
業
的
に
や
っ
て
い
て
、
そ
の
技

術
は
ま
さ
に
芸
術
で
す
。
日
本
庭
園
に
あ
る
よ
う
な
葉
の
音
や
匂
い
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
、

湿
度
。
目
に
見
え
る
も
の
よ
り
も
見
え
な
い
も
の
、
五
感
に
訴
え
る
も
の
が
空
間
の
価
値
を
生
み
ま
す
。

形
の
あ
る
建
物
だ
け
で
な
く
設
計
で
は
描
け
な
い
も
の
、
そ
こ
に
存
在
す
る
空
気
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
の

で
す
」

さ
ら
に
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
と
組
み
、
リ
ア
ル
空
間
だ
け
で
な
く
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
つ
く
る
構
想
も
進

め
て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
に
あ
る
複
数
の
リ
ア
ル
な
場
所
を
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
に
つ
な
ぎ
、
商

店
街
の
よ
う
な
人
と
人
を
つ
な
ぐ
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
編
集
力
で
人
の

つ
な
が
り
を
ど
う
開
発
す
る
か
。目
指
す
の
は
、不
動
産
を
持
た
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

で
あ
る
。

「
U
b
e
r
は
会
社
自
体
で
車
を
持
っ
て
い
な
い
、
A
i
r
b
n
b
は
宿
泊
施
設
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
で
も
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
に
不
動
産
を
持
た
な
い
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
こ
れ

か
ら
絶
対
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
が
社
長
と
し
て
や
れ
る
期
間
、
10
年
以
内
に
は
、
半
分

以
上
の
利
益
が
日
本
国
外
で
成
り
立
つ
企
業
に
変
貌
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

実
は
、
吉
川
が
社
長
に
就
任
し
て
以
降
、
売
上
は
30
％
近
く
下
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
仕
事
を
選
び
、

人
を
選
ぶ
こ
と
を
徹
底
し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
。

「
誰
と
仕
事
を
す
る
か
が
大
事
。
儲
か
る
か
儲
か
ら
な
い
か
よ
り
も
、
意
義
が
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
人

と
だ
っ
た
ら
や
り
た
い
、
も
し
く
は
こ
の
意
味
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
ら
絶
対
や
り
た
い
。
儲
か
る
け
ど
ほ

か
の
会
社
で
も
で
き
る
こ
と
な
ら
、
そ
ち
ら
に
お
任
せ
し
ま
す
。
そ
れ
は
C
S
V
と
同
じ
で
、
自
分
た

ち
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
仕
事
を
厳
選
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

吉
川
は
東
邦
レ
オ
を
大
き
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
技
術
と
財
務
力
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
」
と
い
う
持
論
を
実
証
す
る
た
め
に
は
、
成

長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
る
。

「
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
ば
会
社
は
伸
び
る
し
、
働
い
て
い
る
方
々
も
や
り
が
い
を
持
て
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

得
ら
れ
た
お
金
を
自
分
の
た
め
で
な
く
、
社
会
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
格
好
い
い
ん
だ
と
い
う
文
化
を
つ

く
り
た
い
で
す
ね
。
儲
け
た
お
金
を
意
味
の
あ
る
こ
と
、
価
値
の
あ
る
こ
と
に
使
う
企
業
で
あ
れ
ば
、
多

く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
残
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
」
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匠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
と
し
て

世
界
の
も
の
づ
く
り
で

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
い
く

ポジティブワン株式会社

More
Details

1972年、東京都生まれ。中央大学卒業後、日本初UNIXマシン・産業用ボー
ドコンピュータメーカーに入社。業界世界トップの外資系企業（アメリカ、
カナダ、スウェーデン、ドイツ）で豊富な経験を積む。主に、アジアパシフィッ
ク（日本市場を含む）市場の立ち上げ、新規製品の立ち上げとKPIの積み重
ね、その両方を行い、上級管理職、日本支社長、アジアパシフィック統括責任
者（本社取締役）、海外上場企業の子会社CEOなど、重要なポジションで実
績を出す。その後、ハードウエアとソフトウエアの両面、マネジメントのキャ
リアを活かして、半導体関連やITに関する事業で起業。世界で戦える技術
や製品化のため、AI、IoT、エッジコンピューティングの技術特許承認までこ
ぎ着け、世界市場をターゲットにした独自製品の開発を進める。

P r o f i l e

東京都渋谷区道玄坂1-12-1渋谷マークシティ・ウエスト22F
https://www.positive-one.com/ 

代表取締役社長

工藤 正一
S h o i c h i  K u d o

03

C o n t a c t
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ポジティブワン株式会社
代表取締役社長　工藤 正一 / Shoichi  Kudo03 匠のエンジニア集団として

世界のものづくりでイニシアティブを発揮していく

そ
う
話
す
の
は
、
2
0
0
4
年
に
同
社
を
興
し
た
代
表
取
締
役
社
長
の
工
藤
正
一
。
同
社
は
マ
イ
コ
ン

と
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
セ
ン
サ
ー
を
中
心
に
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
市
場
戦
略
に
準
じ
た
電
子
機
器
の
販
売
か

ら
開
発
ま
で
を
行
う
。
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
絡
む
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
も
可
能
だ
。

北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
の
主
要
な
半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
業
務
提
携
し
、
戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ボ
ー
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ミ
ド
ル
ウ
エ
ア
、
開
発
ツ
ー
ル
・
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
多
く
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
・
日
本
市
場
向
け
の
販
売
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
を
担
っ
て
い
る
。 

「
取
り
扱
う
製
品
は
約
1
0
0
社
・
1
万
種
類
以
上
。
さ
ら
に
付
加
価
値
と
し
て
、
製
品
開
発
の
た
め
の

仕
様
作
成
支
援
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
回
路

設
計
か
ら
基
盤
設
計
、
製
造
ま
で
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
O
S
移
植
、
ド
ラ
イ
バ
開
発
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発
ま
で
を
一
気
通
貫
で
担
え
る
こ
と
が
強
み
で
す
」 

高
い
技
術
力
を
活
か
し
、
A
I
o
T
、
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
、
車
載
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
、N
F
C
（
近
距
離
無
線
通
信
）、医
療
装
置
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
「
も
の
づ
く
り
」
も
支
援
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
空
港
な
ど
で
見
か
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
複
数
端
末
を
管
理
す
る
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
シ
ス
テ
ム
開
発
、
鉄
道
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
人
的
セ
ン
サ
ー
制
御
、
券
売
機
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
匠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
と
し
て
、
世
界
の
も
の
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
仕
様
設
計
か
ら
仕

高
度
な
電
子
機
器
の
「
も
の
づ
く
り
」
で
世
界
に
貢
献

I
o
T
機
器
や
ス
マ
ー
ト
製
品
の
開
発
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
異
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
融
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
車
内
で
L
T
E
／
5
G
網
を
使
っ
た
デ
ー
タ

通
信
と
の
連
動
機
能
を
持
つ
車
載
端
末
の
場
合
、
車
載
本
体
の
組
み
込
み
技
術
を
駆
使
し
た
基
板
、
組
み

込
み
O
S
か
ら
ア
プ
リ
、
外
部
と
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
の
や
り
と
り
、
外
部
端
末
と
し
て
、
P
C
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
と
デ
ー
タ
通
信
を
連
携
さ
せ
、
両
者
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
た
め

の
開
発
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
株
式
会
社
は
、
異
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
両
方

の
幅
広
い
知
見
と
実
績
を
有
し
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
支
え
て
い
る
。

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
は
電
子
機
器
の
も
の
づ
く
り
を
コ
ア
に
し
て
い
る
会
社
で
す
。
得
意
と
し
て
い
る
の
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
映
像
系
が
関
わ
る
放
送
シ
ス
テ
ム
、
医
療
装
置
な
ど
を
作
る
う
え
で
重
要
と
な

る
『
高
速
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
』『
F
P
G
A
』
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
設
計
・
開
発
。
そ
の
基
板
上
で
動
作
す

る『
組
み
込
み
O
S
』『
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
』『
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』な
ど
の
設
計
・
開
発
。
さ
ら
に
、
外
部
に
つ

な
が
る
サ
ー
バ
ー
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
設
計
・
開
発
に
も
対
応
し
ま
す
。
近
年
、
大
企
業
の
中
に
は
こ
う
し
た
柔

軟
な
設
計
・
開
発
を
行
え
る
人
材
が
減
っ
て
お
り
、
弊
社
の
よ
う
な
会
社
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
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ポジティブワン株式会社
代表取締役社長　工藤 正一 / Shoichi  Kudo03 匠のエンジニア集団として

世界のものづくりでイニシアティブを発揮していく

様
に
適
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
選
定
が
で
き
る
テ
ー
ラ
ー
と
し
て
、
か
つ
、
複
雑
な
技
術
、
新
し
い
技
術
を

利
用
し
た
開
発
と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
の
は
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
両
面
の

専
門
性
と
実
務
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
、
ア
ン
テ
ナ
、
セ
ン
サ
ー
、
筐
体
な

ど
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
で
き
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
私
た
ち
は
確
立
し
て
い
ま
す
。
電
波
法
な
ど
の
試
験
認
証
、

信
頼
性
試
験
な
ど
を
行
い
、
最
終
製
品
を
開
発
製
造
で
き
る
、
こ
の
高
い
能
力
で
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」

も
の
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
「
人
」
を
大
切
に
。

存
在
自
体
が
社
会
的
意
義
と
な
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
、
工
藤
は
こ
う
語
る
。 

「
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
仕
様
設
計
、
開
発
、
製
造
を
行
え
る
O
D
M
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

で
設
計
か
ら
製
造
ま
で
を
請
け
負
う
）
企
業
と
し
て
、
高
い
可
用
性
・
高
い
機
能
・
高
い
信
頼
性
を
提
供

し
、
世
界
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
で
き
る
『
強
い
も
の
づ
く
り
』
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

そ
れ
を
支
え
る
の
は
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
の
誇
る
経
験
豊
富
で
優
秀
な
技
術
者「
匠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」た
ち
だ
。

「
も
の
づ
く
り
の
課
題
定
義
、
仕
様
設
計
、
開
発
を
行
う
時
、
実
務
経
験
と
追
究
心
を
併
せ
持
つ
人
と
そ
う

で
な
い
人
と
で
は
、
結
果
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
経
験
を
積
ん
だ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
な
け
れ
ば
ハ
イ
ス
ペ
ッ

ク
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
基
板
を
開
発
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
通
常
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
起
点
に
、

R
A
M
、
P
C
I
e
、
U
S
B
3
．0
、
S
A
T
A
、
M
I
P
I

−

C
S
I
、
M
I
P
I

−

D
S
I
な
ど
の

高
速
信
号
の
回
路
を
引
き
、
小
さ
な
面
積
に
収
め
よ
う
と
す
る
と
ノ
イ
ズ
が
出
て
破
綻
し
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
熟
練
の
回
路
設
計
者
で
も
難
易
度
が
あ
が
り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
追
究
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
そ
の
回
避
方
法
も
考
案
で
き
る
の
で
す
」

開
発
の
途
中
で
問
題
が
出
た
場
合
で
も
、
経
験
が
な
い
人
が
2
年
も
3
年
も
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
、
経
験
値
が
高
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
1
日
で
解
決
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
が
、
世
界
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
で
き
る
「
強
い
も
の
づ
く
り
」
企
業
を
目
指

す
背
景
に
は
、
日
本
や
世
界
の
も
の
づ
く
り
の
空
洞
化
に
抗
お
う
と
い
う
工
藤
の
狙
い
が
あ
る
。

「
産
業
が
ソ
フ
ト
分
野
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
製
造
を
中
国
や
台
湾
に
任
せ
、
国
内
で
は
作
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
設
計
・
開
発
も
日
本
で
は
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
経
験

を
積
ん
だ
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い
る
の
に
活
躍
の
場
が
な
い
。
年
齢
が
高
い
か
ら
と
窓
際
に
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

こ
れ
ま
で
日
本
の
社
会
や
経
済
が
成
長
し
て
き
た
の
は
、
蓄
積
さ
れ
た
知
恵
や
経
験
が
先
達
か
ら
後
進

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
。
だ
が
今
は
短
期
的
な
利
益
や
成
長
に
ば
か
り
目
を
向
け
、
大
切
な

そ
の
継
承
の
プ
ロ
セ
ス
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
工
藤
は
言
葉
を
続
け
る
。
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「
も
の
づ
く
り
の
土
台
を
支
え
る
の
は
、地
道
に
物
事
を
進
め
て
い
く
人
た
ち
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
、

技
術
を
教
え
込
ん
で
く
れ
る
、
熟
練
工
の
よ
う
な
先
輩
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
下
で
指
導
・
教
育
を
受
け
て
育
ち
、

5
年
、10
年
、20
年
と
仕
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
知
識
も
経
験
値
も
上
が
っ
て
い
く
。
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ワ
ン
は
そ
う
い
う
会
社
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
道
に
研
さ
ん
を
重
ね
、
成
長
し
続
け
る
会
社
が
存
在

す
る
こ
と
自
体
が
、
社
会
に
と
っ
て
の
意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

価
値
あ
る
経
験
を
活
か
し
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
直
後
に
社
会
に
出
た
工
藤
。
厳
し
い
就
職
状
況
の
中
だ
っ
た
が
、
自
分
の
納
得
で
き

る
就
職
先
を
探
し
、
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
尖
っ
た
技
術
を
持
つ
存
在
だ
っ
た
産
業
機
器
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

企
業
を
選
ん
で
入
社
し
た
。

国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
の
半
導
体
事
業
部
が
、
挙
っ
て
日
の
丸
プ
ロ
セ
ッ
サ
開
発
を
始
め
た
ブ
ー
ム
の
時
期
。

半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し
て
新
し
い
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
搭
載
し
、
世
界
へ
出
荷
す
る
基
板
設
計
開

発
と
周
辺
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
設
計
開
発
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
関
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
世
界
ト
ッ
プ
テ
ン

で
あ
っ
た
N
T
T
の
横
須
賀
研
究
所
、
武
蔵
野
研
究
所
に
お
い
て
、
最
先
端
デ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
携
わ
っ
た
。「
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
黄
金
時
代
に
最
初

の
実
務
経
験
を
積
め
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
し
た
」
と
工
藤
は
振
り
返
る
。

最
先
端
の
技
術
導
入
、
も
の
づ
く
り
の
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
製
品
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
成
功

例
を
増
や
し
て
き
た
こ
と
で
、
多
く
の
先
輩
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
工
藤
。
入
社

2
年
目
に
は
世
界
の
業
界
ト
ッ
プ
企
業
か
ら
転
職
の
誘
い
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
市
場
で
の
大
局
や
技
術
ニ
ー
ズ
な
ど
を
み
て
外
資
系
企
業
へ
転
職
し
ま
し
た
。
4
つ
の
企
業
（
そ
れ
ぞ

れ
本
社
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
）
で
働
き
、
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
お
よ
び

日
本
市
場
の
製
品
戦
略
立
案
、
市
場
開
拓
の
仕
組
み
づ
く
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
、
数
多

く
の
密
度
の
高
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

日
本
・
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
に
勤
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
藤
は
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
が
採
用

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
機
会
を
得
る
。
ま
た
、
H
A
V
i
な
ど
世
界
技
術
規
格

の
標
準
化
を
決
め
る
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
な
っ
た
。

「
職
人
気
質
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
見
た
場
合
、
同
じ
目
線
で
議
論
が
で
き
る
か
否
か
は
重
要
で
す
。
私
自

身
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
場
で
最
先
端
の
技
術
に
触
れ
る
実
務
経
験
を
し
て
き
た
お
か
げ
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

集
団
の
親
方
の
よ
う
な
立
場
と
し
て
良
い
バ
ラ
ン
ス
が
作
れ
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
仕
様
設
計
や
技

術
調
査
を
す
る
際
に
も
、
私
の
経
験
や
人
脈
が
役
立
っ
て
い
ま
す
」

多
彩
な
経
験・キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
の
起
業
に
踏
み
切
っ
た
の
は
2
0
0
4
年
、32
歳
の
時
だ
。
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「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
最
後
に
は
人
事
権
と
予
算
執
行
権
を
持
ち
、
C
E
O
と
し
て
会
社
経
営
で
必
要

な
こ
と
は
す
べ
て
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
績
が
あ
る
と
は
い
え
、
当
時
は
今
以
上
に
、
起
業
は
失

敗
の
道
の
よ
う
な
空
気
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
は
、
何
事
も
理
解
は
さ
れ

な
い
も
の
で
す
。
批
判
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
た
ら
、
挑
戦
は
で
き
な
い
。
起
業
し
て
か
ら
も
多
く
の
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
悔
し
さ
を
行
動
の
原
動
力
に
変
え
て
き
ま
し
た
」 

設
立
当
初
の
事
業
は
、
欧
米
企
業
の
日
本
・
ア
ジ
ア
進
出
向
け
の
日
本
拠
点
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
。
そ
こ

か
ら
、
技
術
を
コ
ア
に
し
た
投
資
会
社
向
け
の
事
業
開
発
や
経
営
戦
略
を
立
て
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
半
導

体
関
連
・
最
先
端
技
術
商
社
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
主
導
の
受
託
開
発
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
受
託
開
発
、
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
O
D
M
と
ピ
ボ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
2
0
2
3
年
に
会
社
創
業
20
期
目
を
迎
え
る
。

「
知
行
合
一
」
創
業
20
期
目
は
天
の
時
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

「
会
社
創
業
20
期
目
は
、
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
の
調
和
し
た
年
の
始
ま
り
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
え
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
が
で
き
、
I
o
T
や
A
I
で
の
高
機
能
化
や
小
型
化
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
製
品
の
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
定
ま
っ
て
き
ま
し
た
」 

工
藤
は
4
年
前
か
ら
、
世
界
で
通
用
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
開
発
す
る
た
め
社
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
議

論
を
開
始
。
多
方
面
の
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
想
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
は
、
実
現
の
可
能
性
を
検
証
す
る
P
o
C（
P
r
o
o
f 
o
f 

C
o
n
c
e
p
t
）
の
段
階
で
、一
部
、プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
試
作
品
を
製
作
し
た
。
今
後
、北
米
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
全
域
に
向
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
販
売
を
進
め
て
い
く
予
定
だ
。 

「
コ
ア
に
な
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
抱
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
進
化
に
対
応
で
き

る
体
制
を
確
立
で
き
て
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
意
識
も
高
ま
り
、
ま
さ
に
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
天

の
時
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を
開
発
し
て
い
る
S
m
a
r
t 

G
l
a
s
s
や
V
R
／
A
R
ゴ
ー
グ
ル
と
い
っ
た
、
誰
も
が
知
る
よ
う
な
製
品
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
の

技
術
が
組
み
込
ま
れ
、
仲
間
と
共
に
、
そ
の
達
成
を
喜
べ
る
日
も
近
い
と
信
じ
て
い
ま
す
」

実
務
経
験
、
努
力
を
生
涯
通
し
て
活
か
せ
る
。
そ
れ
が
、
会
社
や
社
会
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
と
工
藤

は
考
え
て
い
る
。

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
は
、
メ
ン
バ
ー
が
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
通
じ
て
多
く
の
問
題
解
決
や

結
果
を
出
せ
る
実
務
経
験
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
10
年
後
、
20
年
後
、
そ
の
後
も
学
び
続
け
な

が
ら
実
績
を
出
し
て
い
け
る
会
社
を
目
指
し
ま
す
。
長
い
経
験
を
重
ね
て
き
た
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
そ

の
力
を
存
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
り
、
そ
ん
な
匠
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
姿
を
追
い
か
け
な
が
ら

次
世
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
育
っ
て
い
く
場
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
あ
り
た
い
姿
で
す
」
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り
た
い
姿
」
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

三
菱
鉛
筆
ら
し
さ
を
体
現
す
る

「
あ
り
た
い
姿
」
を
模
索

数
原
が
三
菱
鉛
筆
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
あ
り
た
い
姿
」
を
検
討
し
始
め
た
の
は
、
副
社
長

を
務
め
て
い
た
2
0
1
9
年
1
月
の
こ
と
だ
。
2
0
2
2
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
中
期
経
営
計
画

2
0
2
2

−

2
0
2
4
」
の
検
討
に
取
り
掛
か
る
中
で
、
未
来
を
起
点
に
も
の
ご
と
を
捉
え
、
そ
こ
か

ら
逆
算
し
て
中
期
計
画
に
落
と
し
込
む
必
要
性
に
行
き
着
い
た
。

「
筆
記
具
は
非
常
に
安
定
し
た
事
業
で
、
突
然
売
上
が
半
減
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
後
15
年
で
日
本
の
人
口
が
10
％
ほ
ど
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、

『
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
を
続
け
る
こ
と
で
良
い
の
か
』
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
将
来

に
向
け
て
の
懸
念
材
料
を
洗
い
出
し
、
自
分
た
ち
の
進
む
べ
き
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
た

の
で
す
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
、
社
内
の
役
員
や
幹
部
た
ち
約
1
0
0
名
と
話
し
合
い
、
人
口
動
態
や
技

術
革
新
と
い
っ
た
要
件
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
三
菱
鉛
筆
が
お
客
様
に
提
供
し
て
き
た
価
値
は
何

筆
記
具
を
通
じ
て
「
個
性
」
の
表
現
に
貢
献

「
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で
『
あ
』
と
打
て
ば
、
誰
が
打
っ
て
も
同
じ
『
あ
』
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
ア
ナ
ロ
グ
の
筆
記
具
を
使
う
と
、
1
0
0
人
書
け
ば
1
0
0
通
り
、
1
0
0
回
書
け
ば
1
0
0

通
り
の
違
っ
た
個
性
の
『
あ
』
が
生
ま
れ
ま
す
。
三
菱
鉛
筆
は
筆
記
具
を
通
じ
て
、
そ
う
し
た
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
表
現
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
」

そ
う
話
す
の
は
、
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
数
原
滋
彦
だ
。

三
菱
鉛
筆
は
そ
の
名
の
通
り
鉛
筆
メ
ー
カ
ー
だ
が
、
意
外
に
も
鉛
筆
の
売
上
は
全
体
の
10
％
に
も
満
た

な
い
。
売
上
の
約
半
分
を
占
め
る
の
は
、
実
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
。
ほ
か
に
も
筆
記
具
で
培
っ
た
技
術
を
用

い
て
、
化
粧
品
や
カ
ー
ボ
ン
製
品
の
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

代
理
店
を
介
し
て
ア
ジ
ア
、
欧
米
諸
国
へ
の
輸
出
販
売
に
も
注
力
し
て
き
た
。
現
在
、
日
本
と
海
外
の

売
上
比
率
は
ほ
ぼ
同
等
。
海
外
に
お
い
て
は
各
国
の
代
理
店
が
自
国
の
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
商

品
を
選
ん
で
販
売
を
拡
大
し
て
き
た
た
め
、
国
に
よ
っ
て
根
づ
い
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
は
異
な
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
「
ユ
ニ
ボ
ー
ル
」
で
認
知
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
イ
ン
ペ
ン

の
「
ポ
ス
カ
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。

近
年
は
代
理
店
に
よ
る
販
売
か
ら
、
海
外
子
会
社
で
の
販
売
に
切
り
替
え
つ
つ
あ
り
、
全
世
界
で
「
あ
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だ
っ
た
の
か
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
並
べ
て
い
っ
た
。

因
数
分
解
を
試
み
た
結
果
、当
社
の
提
供
価
値
に
つ
い
て「
想
像
力
」「
個
性
」「
自
己
対
話
」「
つ
な
が
り
」

と
い
う
4
つ
の
候
補
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
記
具
で
あ
れ
ば
他
社
も
こ
の
4
つ
の
価
値
に
貢
献
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

「
三
菱
鉛
筆
ら
し
さ
を
模
索
す
る
中
で
、
わ
れ
わ
れ
の
『
ら
し
さ
』
と
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る『
u
n
i（
ユ
ニ
）』で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。『
u
n
i
』の
語
源
は『
U
n
i
q
u
e（
ユ

ニ
ー
ク
）』。
ま
さ
に
『
個
性
』
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
違
う
。
唯
一
無
二
。
そ
れ
こ
そ
が
、
三
菱
鉛
筆
の

筆
記
具
が
お
客
様
に
提
供
し
て
き
た
価
値
だ
と
、
議
論
が
収
れ
ん
し
て
い
き
ま
し
た
」

「
u
n
i
」
シ
リ
ー
ズ
が
誕
生
し
た
の
は
1
9
5
8
年
。
そ
の
背
景
に
は
、
三
菱
鉛
筆
を
唯
一
無
二
の

筆
記
具
メ
ー
カ
ー
に
押
し
上
げ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。

品
質
の
良
い
鉛
筆
を
製
造
し
、
す
で
に
日
本
を
代
表
す
る
鉛
筆
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
た
1
9
5
3

年
の
こ
と
。
先
々
代
の
社
長
で
あ
り
、
数
原
の
祖
父
に
あ
た
る
数
原
洋
二
（
当
時
、
生
産
技
術
部
長
）
は

自
慢
の
鉛
筆
を
携
え
て
筆
記
具
大
国
ド
イ
ツ
を
訪
れ
、
あ
る
鉛
筆
メ
ー
カ
ー
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ
こ
で

社
長
か
ら
「
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
ド
イ
ツ
の
モ
ノ
マ
ネ
だ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
見
下
し
た
よ
う
な
態

度
に
、
洋
二
は
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
悔
し
さ
を
覚
え
た
。

「
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
に
負
け
な
い
世
界
一
の
鉛
筆
を
、
絶
対
に
作
っ
て
や
る
」

洋
二
は
世
界
中
か
ら
鉛
筆
を
か
き
集
め
研
究
を
重
ね
た
。
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、「
モ
ノ
マ
ネ
」
と
揶
揄

さ
れ
な
い
よ
う
、
当
時
ど
の
鉛
筆
に
も
な
か
っ
た
、
え
び
茶
色
に
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
を
掛
け
合
わ
せ
た
色
を

軸
色
に
採
用
。「
唯
一
無
二
の
ユ
ニ
ー
ク
な
鉛
筆
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
u
n
i
」

と
命
名
し
た
。

「
u
n
i
」
は
今
や
、三
菱
鉛
筆
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
先
々
代
が
目
指
し
た
唯
一
無
二
の
個
性
は
、

三
菱
鉛
筆
が
顧
客
に
提
供
し
て
き
た
価
値
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
目
指
そ
う
と
す
る
「
あ
り
た
い
姿
」
と
も

重
な
る
。

「
世
界
一
の
鉛
筆
を
作
る
」
と
い
う
洋
二
の
強
い
思
い
は
、
先
代
社
長
の
数
原
英
一
郎
に
も
受
け
継
が

れ
た
。
英
一
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
当
時
、
国
外
へ
の
輸
出
は
全
体
の
10
％
弱
。
こ
れ
か
ら
世
界
へ
打
っ

て
出
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
を
「
世
界
一
の
筆
記
具
メ
ー
カ
ー
を
目
指
す
」
と
示
し
た
。
そ
し
て
、
会
社

と
し
て
「
世
界
一
」
を
こ
う
定
義
し
た
。

「
世
界
一
」
と
は
、
売
上
や
利
益
と
い
っ
た
数
字
で
は
な
く
、
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
、
常

に
よ
り
良
い
も
の
を
追
い
求
め
て
、
世
界
一
の
“
M
o
s
t 

A
d
m
i
r
a
b
l
e 

C
o
m
p
a
n
y
＝

尊
敬
さ
れ
る
会
社
”
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

先
代
社
長
の
英
一
郎
は
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
33
年
間
経
営
を
継
続
し
た
。
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新
た
な
技
術
で
一
人
ひ
と
り
の
ユ
ニ
ー
ク
を
輝
か
せ
、

世
界
を
彩
る

先
々
代
、
先
代
社
長
が
こ
だ
わ
っ
た
「
世
界
一
」
を
次
世
代
へ
も
つ
な
ぐ
べ
く
、
数
原
は
「
あ
り
た

い
姿
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
「
世
界
一
の
表
現
革
新
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
掲
げ
た
。「
世
界
一
の
筆
記

具
メ
ー
カ
ー
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
表
現
革
新
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
う
た
っ
た
の
は
、
筆
記
具
メ
ー
カ
ー

の
枠
を
超
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
く
意
思
の
表
れ
だ
。

「
世
界
一
の
表
現
革
新
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
三
菱
鉛
筆
は
「
違
い
が
、
美
し
い
。」
と

い
う
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
（
企
業
理
念
）
を
設
け
た
。

企
業
理
念
を
構
成
す
る
文
章
の
中
に
は
、「
新
た
な
技
術
で
一
人
ひ
と
り
の
ユ
ニ
ー
ク
を
輝
か
せ
、
世

界
を
彩
り
た
い
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
数
原
は
、
こ
れ
こ
そ
が
三
菱
鉛
筆
の
パ
ー
パ
ス
だ
と
語
る
。

「
当
社
で
は
以
前
か
ら
、
技
術
に
大
き
な
投
資
を
し
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
に
年
間
売
上
の
5
％
を
投
じ

て
い
る
の
は
、
筆
記
具
業
界
で
は
類
の
な
い
高
さ
で
し
ょ
う
。
新
た
な
技
術
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ひ
い
て
は
そ
れ
が
、
個
性
の
表
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
私
た
ち
は
そ
う
確
信

し
て
い
ま
す
」

た
だ
、
こ
こ
で
言
う
個
性
と
は
、「
三
菱
鉛
筆
の
筆
記
具
を
使
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
に
な
ろ
う
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
一
人
ひ
と
り
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
個
性
を
表
現
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
の
が

三
菱
鉛
筆
の
筆
記
具
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
社
会
貢
献
と
し
て
世
界
を
彩
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
、
と

い
う
考
え
だ
。

数
原
は
あ
り
た
い
姿
や
企
業
理
念
を
指
し
て
、「
北
極
星
」
だ
と
話
す
。

「
前
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
自
身
が
正
し
い
道
を
示
し
て
皆
を
導
い
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

2
0
2
0
年
に
社
長
に
就
任
し
た
際
、
私
は
、
前
社
長
と
は
経
験
値
も
能
力
も
違
う
自
分
が
同
じ
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
ら
、
会
社
が
お
か
し
な
方
向
に
進
む
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

指
標
と
な
る
北
極
星
が
必
要
だ
と
考
え
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
企
業
理
念
、
パ
ー
パ
ス
を
掲
げ
た
の
で
す
」

社
員
の
中
に
は
掲
げ
ら
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
企
業
理
念
を
見
て
、「
具
体
的
に
ど
こ
を
目
指
せ
ば
い
い
の

か
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
声
を
挙
げ
る
者
も
い
た
。
そ
ん
な
時
、
数
原
は
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
造
り
に
例
え
て
、
北
極
星
の
役
割
を
説
明
し
た
と
い
う
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
造
り
の
現
場
で
は
、
石
工
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
材
料
と
な
る
石
を
削
る
。
石
工
が
作
業
を
す

る
時
、「
石
工
だ
か
ら
石
を
削
っ
て
い
る
」
と
思
う
の
か
、「
家
族
を
養
う
た
め
に
石
を
削
っ
て
い
る
」
と

思
う
の
か
。
も
し
く
は
「
重
要
な
建
造
物
で
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
た
め
に
石
を
削
っ
て
い
る
」
と
思
う
の

か
…
…
そ
れ
に
よ
り
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
は
自
ず
と
変
わ
っ
て
く
る
。

ど
の
石
工
が
一
番
良
い
仕
事
を
す
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
三
つ
目
だ
ろ
う
。「
今
し
て
い
る
こ
と
に
ど
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う
い
う
意
味
を
持
た
せ
る
か
」
ま
で
を
考
え
て
作
業
す
る
人
が
、
一
番
良
い
も
の
を
造
る
。
同
じ
仕
事
で

も
、
ど
う
い
う
動
機
を
持
っ
て
取
り
組
む
か
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
違
っ
て
く
る
。
そ
の
動
機
づ
け
と
な
る

の
が
北
極
星
だ
と
伝
え
た
。

「
目
指
し
て
い
る
も
の
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
ず
れ
た
時
、『
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
』
と
指
摘
さ

れ
て
も
、
動
機
な
く
作
業
を
し
て
い
る
人
は
『
言
わ
れ
た
と
お
り
に
作
業
し
た
だ
け
』
と
し
か
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
指
す
方
向
が
明
確
で
あ
れ
ば
、『
指
示
は
こ
う
だ
っ
た
が
、
会
社
と
し
て
進
む
べ

き
方
向
に
照
ら
す
と
違
う
の
で
は
な
い
か
』
と
、
自
ら
考
え
て
行
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北
極
星
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
で
す
」

 

3
，0
0
0
人
の
従
業
員
と
共
に

「
表
現
革
新
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
指
す

2
0
3
6
年
に
創
業
1
5
0
年
を
迎
え
る
三
菱
鉛
筆
は
、
中
期
経
営
計
画
の
中
で
、
そ
の
年
ま
で
に

売
上
1
，5
0
0
億
円
を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
人
口
減
少
が
必
至
の

環
境
で
は
、
厳
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
、
到
達
で
き

な
い
数
字
だ
。

ど
う
す
れ
ば
目
標
の
達
成
が
可
能
か
、
そ
の
道
を
懸
命
に
模
索
し
て
い
る
と
言
う
数
原
。
た
だ
、
そ
の

ベ
ー
ス
に
不
可
欠
な
「
技
術
力
」
に
は
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

「
技
術
は
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
武
器
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
技
術
力
を
さ
ら
に
磨
き
、
活
か
し
て
い
く

こ
と
で
、
競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」

目
標
数
値
だ
け
で
な
く
、
定
性
的
な
目
標
も
あ
る
。

「
世
界
一
の
表
現
革
新
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
を
指
す
の
か
、
現
状
で
は
ま
だ
具
体
的
な
定
義
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
明
確
に
な
り
、
2
0
3
6
年
ま
で
に
『
表
現
革
新
と
い
え
ば
三
菱
鉛
筆
』

『
表
現
革
新
の
代
名
詞
が
三
菱
鉛
筆
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
ら
最
高
で
す
ね
。
三

菱
鉛
筆
を
構
成
す
る
個
性
豊
か
な
3
，0
0
0
人
の
従
業
員
と
共
に
、
そ
ん
な
『
こ
れ
か
ら
』
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
、

「
共
に
未
来
を
生
き
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
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貢献できる」。そう気持ちを新たにし、同年7月よりサステナブル経営を強力
に推進。

P r o f i l e

神奈川県川崎市高津区末長3丁目3番17号
https://www.fujitsu-general.com/jp/

C o n t a c t

代表取締役社長
経営執行役社長 CEO（Chief Exective Officer） 兼 

CSO（Chief Sustainability Officer）

斎藤 悦郎
E t s u r o  S a i t o

05
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販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
。
パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
・
製
造
に
も
注
力
。
世
界
的
な
半
導

体
不
足
を
受
け
、
自
社
製
品
へ
の
搭
載
だ
け
で
な
く
、
家
電
・
産
業
機
器
メ
ー
カ
ー
へ
の
外
販
を
行
う
な

ど
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

全
社
を
挙
げ
て
、

新
た
な
「
F
U
J
I
T
S
U 

G
E
N
E
R
A
L 

W
a
y
」
を
構
築

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
の
企
業
理
念
「
F
U
J
I
T
S
U 

G
E
N
E
R
A
L 

W
a
y
」
は
2
0
1
8
年
に

誕
生
し
た
。
斎
藤
は
2
0
1
5
年
の
社
長
就
任
後
ほ
ど
な
く
策
定
を
検
討
し
、
2
0
1
7
年
、
社
員
ら

と
共
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

何
よ
り
も
意
識
し
た
の
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
こ
と
だ
っ
た
。
職
場
ご
と
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
決
め
、
メ
ン
バ
ー
が
職
場
の
意
見
収
集
や
調
整
を
行
っ
た
。
O
B
、
社
外
取
締
役

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
参
画
を
促
し
、創
業
時
か
ら
の
想
い
や
出
来
事
を
レ
ビ
ュ
ー

し
た
り
、
未
来
を
想
像
し
た
り
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
し
た
。

議
論
の
内
容
は
そ
の
都
度
、
職
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
社
員
の
意
見
を

聞
く
な
ど
丁
寧
に
進
め
た
。「
我
々
が
貢
献
す
る
べ
き
対
象
は
、
果
た
し
て
今
、
目
の
前
に
い
る
お
客
様

先
進
的
な
製
品
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

世
界
1
0
0
カ
国
以
上
で
事
業
を
拡
大

1
9
3
6
年
の
創
業
以
来
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
多
く
の
先
進
的
な
製
品
を
生
み
だ
し
て
き
た
株
式
会

社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
。
柱
と
な
る
の
が
、
空
調
機
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
3
つ
の
事

業
だ
。

代
表
取
締
役
社
長
の
斎
藤
悦
郎
は
「
3
事
業
と
も
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
。

私
た
ち
は
『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
』
を
成
長
戦
略
の
中
核
に
据
え
、
本
業
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

連
結
売
上
高
の
9
割
を
占
め
る
の
が
、
空
調
機
事
業
で
あ
る
。
世
界
1
0
0
カ
国
以
上
で
展
開
し
て

お
り
、
海
外
売
上
比
率
が
8
割
以
上
を
占
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
だ
。
業
務
用
空
調
機
部
門
で
は
、
製
品

の
販
売
だ
け
で
な
く
、設
備
設
計
か
ら
機
器
の
選
定
、据
付
工
事
と
い
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
で
は
、
消
防
・
防
災
シ
ス
テ
ム
を
提
案
・
製
造
・
販
売
・
保
守
ま
で
の
一
貫

し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
。
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

民
需
と
し
て
、
外
食
産
業
や
医
療
機
関
の
業
務
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供
し
て
い
る
。

電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
は
、
車
載
カ
メ
ラ
や
電
子
部
品
ユ
ニ
ッ
ト
製
造
を
柱
に
、
商
品
設
計
か
ら
製
造
、
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だ
け
で
よ
い
の
か
」
と
問
う
声
も
挙
が
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
お
客
様
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
未
来
の
お
客
様
、
あ
る
い
は
未
来
の
社
会
も

大
切
に
し
、
寄
り
添
っ
て
い
く
姿
勢
が
必
要
な
は
ず
。
そ
ん
な
決
意
を
企
業
理
念
に
込
め
よ
う
と
考
え

ま
し
た
」

当
初
、
議
論
は
半
年
程
度
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
期
間
を
大
幅
に
延
長
し
、
結
局
1
年
ほ
ど
を
要

し
た
。

2
0
1
8
年
、新
た
な
企
業
理
念「
F
U
J
I
T
S
U 

G
E
N
E
R
A
L 

W
a
y
」が
完
成
。
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
目
指
す
べ
き
姿
）
と
し
て
掲
げ
た
の
は
「
共
に
未
来
を
生
き
る
」。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
大
切
に
す
る
考
え
方
）」
と
し
て
、「
自
発
的

に
取
り
組
み
ま
す
」「
人
を
思
い
活
か
し
ま
す
」「
誠
実
さ
を
大
切
に
し
ま
す
」
の
3
つ
を
挙
げ
た
。
社
員

に
は
、
自
己
研
鑽
や
創
意
工
夫
、
先
見
力
、
自
発
的
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
求
め
る
。
ま
た
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
誠
実
に
働
く
こ
と
も
期
待
す
る
。

「
今
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
せ
ま
せ
ん
。
性
格
や
性
別
、
国
籍

や
言
語
な
ど
が
異
な
る
人
た
ち
と
の
価
値
観
の
融
合
が
必
要
で
す
。
社
員
同
士
が
互
い
を
想
い
合
い
、
尊

重
し
合
う
こ
と
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
。
社
長
就
任
時
か
ら
の『
人
を
思
い
活
か
す
経
営
』

を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
」

さ
ら
に
、「
共
に
未
来
を
生
き
る
」
に
込
め
ら
れ
た
未
来
の
お
客
様
や
社
会
も
大
切
に
し
、
寄
り
添
う

姿
勢
は
、
そ
の
後
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
の
方
針
策
定
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
『
共
に
未
来
を
生
き
る
』
は
S
D
G
s
の
『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
』
と
同
義
語
で
す
の
で
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
事
業
の
中
心
に
し
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
」

例
え
ば
、
灯
油
や
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石
燃
料
を
使
う
暖
房
器
具
は
今
な
お
多
い
が
、
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
を
搭
載
す
る
エ
ア
コ
ン
へ
の
置
き
換
え
を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
は
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
次
世
代
型

パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
。

「
我
々
の
事
業
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ひ
い
て
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
。
進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
で
、
事
業
を
伸
ば
す
原

動
力
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
」

企
業
理
念
の
再
設
定
は
改
革
の
“
一
丁
目
一
番
地
”。

10
年
か
け
、
浸
透
を
目
指
す

斎
藤
が
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
に
入
社
し
た
の
は
1
9
7
7
年
。
国
内
営
業
を
4
年
経
験
し
た
後
、
海
外
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営
業
と
し
て
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
合
わ
せ
て
15
年
間
駐
在
し
た
。
2
0
0
8

年
末
に
本
社
へ
戻
り
、
2
0
1
5
年
社
長
に
就
任
し
た
。

企
業
理
念
に
つ
い
て
意
識
し
始
め
た
の
は
、
海
外
営
業
で
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い
た
頃
だ
。
当
時
は
海

外
営
業
の
人
員
が
少
な
く
、
若
手
の
斎
藤
も
広
範
囲
の
仕
事
を
担
当
、
取
引
先
の
ト
ッ
プ
や
幹
部
層
と
話

す
機
会
に
多
く
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
た
び
た
び
話
題
に
の
ぼ
っ
た
の
が
「
企
業
理
念
」
だ
っ
た
。

企
業
理
念
は
そ
の
会
社
の
存
在
意
義
や
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
言
葉
。
商
談
先
の
ト
ッ
プ
ら
が
自

社
の
理
念
を
熱
く
語
る
様
子
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
当
時
の
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る

も
の
が
な
く
、
斎
藤
は
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
。

「
私
は
次
第
に
『
企
業
理
念
』
に
強
い
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
外
に
対
し
て
も
社
内
に
対

し
て
も
、
明
確
に
言
葉
で
定
義
す
る
こ
と
が
、
会
社
を
動
か
す
大
き
な
力
に
な
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

実
は
、
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
に
は
2
0
0
8
年
に
定
め
た
企
業
理
念
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
理
念
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
独
自
性
が
な
く
、
社
員
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
社
長
就
任
後
の
改
革
と
し
て
“
一
丁
目
一
番
地
”
に
据
え
た
の
が
、
企
業
理
念
の
再
設
定
だ
っ
た
の

で
す
」

斎
藤
は
新
し
い
企
業
理
念
が
社
員
に
認
知
さ
れ
、
浸
透
し
、
実
践
さ
れ
る
ま
で
に
は
10
年
か
か
る
と
み

て
い
る
。

新
し
い
企
業
理
念
が
誕
生
し
て
、
2
0
2
2
年
で
4
年
目
。
現
在
、
全
社
へ
の
浸
透
を
図
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
製
造
・
販
売
拠
点
を
含
む
全
世
界
の
各
職
場
に
配
置
し
た
1
8
0
名
の
「
企
業
理
念

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
」
だ
。
企
業
理
念
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

好
事
例
を
社
内
に
共
有
し
意
見
を
出
し
合
う
な
ど
、
理
念
浸
透
の
た
め
の
草
の
根
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

人
事
制
度
も
2
0
2
0
年
に
改
訂
し
、
評
価
基
準
に
「
企
業
理
念
の
実
践
」
と
い
う
項
目
を
設
け
た
。

企
業
理
念
の
再
設
定
後
、
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
は
社
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
直
近
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
我
々
の
企
業
理
念
に
共
感
で
き
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
イ
エ
ス
」
と
答

え
た
人
が
96
％
。「
日
々
の
業
務
の
中
で
企
業
理
念
を
意
識
し
て
仕
事
し
て
い
ま
す
か
？
」
の
問
い
に
は
、

90
％
が
「
イ
エ
ス
」
と
回
答
し
て
い
る
。

斎
藤
は
「
こ
こ
ま
で
は
、
思
っ
た
以
上
に
企
業
理
念
の
浸
透
が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
員
が
真
に
企
業
理
念
を
意
識
し
て
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
が
訪
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
。
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持
続
可
能
な
社
会
を
残
す
こ
と
は
、
未
来
の
担
い
手
た
ち
と
の
契
約

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
し
に
我
々
の
事
業
は
語
れ
な
い
」

斎
藤
が
想
い
を
新
た
に
し
た
き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
だ
っ
た
。

2
0
2
0
年
初
め
に
流
行
の
兆
し
を
見
せ
始
め
、
世
界
の
国
々
が
次
々
と
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
中
、
日

本
で
も
4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
。
こ
の
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
、
斎
藤
は
今
後
の
会
社
の

方
向
性
に
つ
い
て
深
く
考
え
込
ん
で
い
た
。

「
新
聞
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
G
A
F
A
M
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
業
績
を
伸
ば
し

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
G
A
F
A
M
の
時
価
総
額
の
合
計
が
東
証
第
1
部
の
合
計
を
上
回
り
、

イ
ン
ド
の
G
D
P
を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
る
と
。
一
方
で
、
7
億
人
ま
で
減
っ
て
い
た
飢
餓
人
口
が
、

再
び
8
億
人
に
拡
大
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
格
差
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
今
、『
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
』
と
い
う
S
D
G
s
の
考
え
方
は
果
た
し
て
実
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
思
い
で
し
た
」

斎
藤
は
、
会
社
と
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
を
残
す
」
こ
と
に
舵
を
切
る
べ
き
だ
と
決
意
し
た
。

神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ
る
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
本
社
の
向
か
い
に
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
小
学

校
が
あ
る
。
そ
の
小
学
校
の
先
生
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
校
外
学
習
な
ど
に
行
け
ず
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
い
た
。
斎
藤
は
本
社
の
敷
地
内
探
検
や
環
境
問
題
に
関
す
る
出
前
授
業
を
提
案
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
に
所
属
す
る
社
員
が
先
生
役
を
務
め
て
実
施
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
先
生
方
に
も
と
て
も
喜
ば
れ

た
と
い
う
。

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
の
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
へ
の
貢
献
」
の
中

で
、「
次
世
代
人
材
育
成
」
と
「
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
義
を
再
確
認
し
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
価
値
あ
る
取
り
組
み
だ
っ
た
。

「
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
お
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」。
富
士
通
ゼ
ネ

ラ
ル
の
社
屋
に
面
し
た
小
学
校
の
窓
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
大
き
な
文
字
が
貼
っ
て
あ
る
。

「
な
ん
と
も
う
れ
し
い
言
葉
で
す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
真
の
意
味
は
、『
持
続
可
能
な
社
会
を
作
れ
る
よ

う
に
、
お
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
』
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
は
我
々
の
義
務
で
あ
り
、
未
来
の
担
い
手
た
ち
と
の
契
約
で
す
。
今
後
も
、
企
業
理
念
と
そ
こ
に
ひ

も
づ
く
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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「
で
き
な
い
理
由
を
並
べ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」

住
民
起
点
の
D
X
で
行
政
や
地
域
社
会
を
再
デ
ザ
イ
ン

福島県磐梯町

More
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1961年9月、福島県磐梯町生まれ。地元小中学校、会津工業高校、日本大学
工学部を卒業。1989年にアルツ磐梯（現・星野リゾートアルツ磐梯）に入社、
星野リゾート東京営業所長、アルツ磐梯取締役総支配人を経て、2015年に
磐梯町議会議員、2019年6月に磐梯町長に就任、現在1期目。
2020年7月に「自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづく
り」というビジョンを実現するためデジタル変革に着手、町民本位の行政・
地域・社会の実現を主目的とするデジタル変革で新たな行政経営のモデル
を推進している。
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町長　佐藤 淳一 / Junichi  Sato06 「できない理由を並べてはなりませぬ」

住民起点の DX で行政や地域社会を再デザイン

と
い
う
父
親
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
磐
梯
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
入
社
し
た
。
当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
の
全
盛
期
。

リ
ゾ
ー
ト
法
（
総
合
保
養
地
域
整
備
法
／
1
9
8
7
年
制
定
）
に
よ
る
規
制
緩
和
が
進
み
、
日
本
各
地

で
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
な
ど
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
が
相
次
い
で
い
た
。
磐
梯
町
に
も
1
9
9
2

年
に
「
ア
ル
ツ
磐
梯
ス
キ
ー
場
」
が
開
業
し
た
が
、
経
営
を
担
っ
て
い
た
磐
梯
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
に
多
額
の
負
債
を
抱
え
て
破
綻
。
佐
藤
は
民
事
再
生
の
担
当
者
と
し
て
、
弁
護
士
と
債
務
整
理

や
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
し
た
。

そ
の
後
、
磐
梯
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
傘
下
で
事
業
再
生
に
挑
む
こ
と
に
。
佐
藤
は
星
野

リ
ゾ
ー
ト
東
京
営
業
所
長
を
経
て
、
2
0
1
0
年
に
ア
ル
ツ
磐
梯
（
星
野
リ
ゾ
ー
ト 

ア
ル
ツ
磐
梯
）
の

取
締
役
総
支
配
人
と
し
て
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
き
た
。
し
か
し
再
ス
タ
ー
ト
の
矢
先
、
2
0
1
1
年
3

月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
。

同
年
12
月
に
ス
キ
ー
場
を
再
開
で
き
た
が
客
足
は
戻
ら
ず
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
と
の
闘
い
が

待
っ
て
い
た
。
た
び
重
な
る
ピ
ン
チ
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、
佐
藤
は
新
た
な
一
手
を
打
ち
続
け
る
こ
と
を

諦
め
な
か
っ
た
。
磐
梯
町
議
会
議
員
を
兼
任
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
舵
を
切
り
、
独
自
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
商
品
を
企
画
・
直
販
。
3
年
目
に
は
宿
泊
5
，0
0
0
泊
を
達
成
し
た
。

一
方
で
、
こ
の
時
議
員
に
で
き
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
た
の
が
、
町
長
選
に
挑
む
動
機
に
な
っ
た
と
振

り
返
る
。 破

綻
し
た
「
ア
ル
ツ
磐
梯
」
を
再
生
し
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
磐
梯
町
長
へ

「
行
政
と
は
、
住
民
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
人
生
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
」

2
0
1
9
年
6
月
か
ら
磐
梯
町
町
長
を
務
め
る
佐
藤
淳
一
は
、
こ
う
言
い
切
る
。
磐
梯
町
は
全
国
の

自
治
体
に
先
駆
け
て
、
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
変
革
を
進
め
て
い
る
。
同
年
11
月
に
自
治
体
初
の
C
D
O
（
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
）
を
設
置
し
、

2
0
2
0
年
7
月
に
は
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略
室
を
創
設
。
住
民
起
点
で
行
政
や
地
域
社
会
の
あ
り
方
を

再
構
築
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
「
も
」
活
用
し
た
斬
新
な
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
磐
梯
町
は
、
明
治
時
代
に
磐
梯
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
、
複
数
の
宿
場
町
や
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
は
、
猪
苗
代
湖
周
辺
に
東
洋
一
の
規
模
と
い
わ
れ
る
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
首
都
圏
へ

の
電
力
供
給
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
に
約
8
，0
0
0
人
だ
っ
た
磐
梯
町
の
人
口
は
、
現
在

は
約
3
，3
0
0
人
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。
主
要
産
業
は
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
福
島
県
内
で
一

人
当
た
り
の
市
町
村
民
所
得
が
2
番
目
に
多
い
自
治
体
で
す
。レ
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
の
シ
グ
マ
、星
野
リ
ゾ
ー

ト
、
日
曹
金
属
化
学
の
3
つ
の
企
業
が
地
元
の
雇
用
や
産
業
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
町
外
か
ら
の
通

勤
者
も
多
く
、
昼
間
の
人
口
が
夜
間
の
人
口
よ
り
約
1
，0
0
0
人
多
い
こ
と
も
特
徴
で
す
」

磐
梯
町
生
ま
れ
の
佐
藤
は
、日
本
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、東
京
で
就
職
。「
長
男
だ
か
ら
戻
っ
て
こ
い
」
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「
福
島
の
復
興
の
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？ 

ふ
る
さ
と
を
ど
う
魅
力
づ
け
る
の
か
？ 

磐

梯
町
全
体
の
底
上
げ
を
考
え
た
時
、
そ
れ
ら
を
実
行
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
町
長
し
か
な
い
と
思
っ
た
の

で
す
」D

X
を
進
め
る
磐
梯
町
。

誰
一
人
を
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
町
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

2
0
1
9
年
6
月
、
佐
藤
は
磐
梯
町
町
長
に
初
当
選
。
町
長
に
な
り
役
場
へ
登
庁
し
て
、
そ
の
現
状

に
驚
い
た
と
い
う
。

「
役
場
の
組
織
が
旧
態
依
然
な
ん
で
す
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
は
真
逆
で
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。

職
員
は
で
き
な
い
理
由
ば
か
り
を
並
べ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
町
民
の
た
め
に
何
も
で
き
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
社
会
の
変
化
が
加
速
す
る
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
磐
梯
町
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
に
さ
れ
て
い
た
行
政
の
構
造
的
な
問
題
を
洗
い
出
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
る
大
胆
な
変
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

磐
梯
町
は
「
自
分
た
ち
の
子
や
孫
た
ち
が
暮
ら
し
続
け
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
と
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
共
生
社
会
の
共
創
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る（「
磐

梯
町
総
合
計
画
」
2
0
2
0
年
3
月
策
定
）。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

り
、根
底
に
あ
る
の
は
、誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、町
民
が
こ
の
町
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

「
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
や
、
祖
先
が
培
っ
て
き
た
文
化
や
歴
史
を
誇
り
に
思
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
や
孫
た
ち
が
こ
こ
に
住
ま
な
か
っ
た
ら
、
町
は
な
く
な
り
ま
す
か
ら
」
と
佐
藤
は
語
る
。

磐
梯
町
で
は
デ
ジ
タ
ル
変
革
に
つ
い
て
、「
自
治
体
や
町
民
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
て
、
町
民
本

位
の
行
政
、
地
域
、
社
会
等
を
再
デ
ザ
イ
ン
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
定
義
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
（
D
x
）
で
は
な
く
、
変
革
（
d
X
）
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
の
だ
。

2
0
1
9
年
11
月
、
磐
梯
町
は
地
方
自
治
体
初
の
「
C
D
O
」
を
設
置
し
、
菅
原
直
敏
氏
（
一
般
社

団
法
人
P
u
b
l
i
t
e
c
h
代
表
理
事
）
が
就
任
し
た
。
佐
藤
と
菅
原
氏
と
の
出
会
い
は
、
町
長
就

任
前
の
同
年
1
月
。
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
隣
の
席
に
座
っ
た
2
人
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
話
題
で
意
気
投
合
。

「
D
X
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
考
え
る
町
の
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
う
使
う

か
が
大
事
だ
」
と
語
る
菅
原
氏
の
考
え
方
に
共
感
し
た
佐
藤
は
、
そ
の
頃
か
ら
D
X
で
磐
梯
町
を
変
え

た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

「
2
0
2
0
年
7
月
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略
室
」
が
、
3
年
間
の
時
限
組
織
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

副
町
長
の
直
轄
な
の
で
縦
割
り
に
縛
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
各
課
を
横
断
し
て
巻
き
込
め
る
仕
組
み
に
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な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
発
想
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
12
名
中
８
名
は
外
部
人
材
を
起
用
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
域
活
性
化
起
業
人
な
ど
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
D
X
に
関
す
る
審
議
会
の
メ
ン

バ
ー
も
外
部
人
材
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
職
員
や
会
津
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
地
元

I
T
企
業
経
営
者
な
ど
、
多
様
な
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
D
X
を
推
進
す
る
羅
針
盤
と
な
る
「
磐
梯
町
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略
」
を
策
定
。
役
場
の
イ
ン

フ
ラ
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
条
例
や
規
則
の
見
直
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
洗
い
出
し
や
I
C
T
化
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進
に
必
要
な
前
提
条
件
の
整
備
か
ら
着
手
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
導
入
や
、

職
員
や
住
民
、
議
会
に
対
す
る
説
明
や
啓
蒙
、
議
会
の
D
X
に
も
取
り
組
む
。
地
方
自
治
体
の
議
会
で

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
の
が
磐
梯
町
で
、
N
H
K
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
送
さ
れ
た
。

2
0
2
1
年
に
「
脱
デ
ジ
タ
ル
宣
言
」、

行
政
の
あ
り
方
を
デ
ザ
イ
ン
で
再
定
義

2
0
2
1
年
7
月
、
磐
梯
町
は
「
脱
デ
ジ
タ
ル
宣
言
」
を
掲
げ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
D
X
が
一
気
に
進
ん

だ
追
い
風
も
あ
り
、
磐
梯
町
で
は
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
言
葉
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
。
同
年
9
月
、
デ

ジ
タ
ル
庁
が
創
設
さ
れ
た
が
、
磐
梯
町
は
さ
ら
に
先
を
見
据
え
て
「
デ
ジ
タ
ル
か
ら
デ
ザ
イ
ン
」
に
発
想

を
切
り
変
え
た
の
だ
。「
デ
ジ
タ
ル
は
手
段
で
あ
り
、
目
的
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
こ
こ
で
も
貫

か
れ
て
い
る
。

「
脱
デ
ジ
タ
ル
宣
言
」で
は
、磐
梯
町
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を「
役
場
本
位
」か
ら「
町
民
本
位
」「
職
員
本
位
」

に
再
構
築
す
る
た
め
に
、「
デ
ザ
イ
ン
」
を
D
X
推
進
の
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
行
政
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
す
べ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
分
か

り
づ
ら
く
、
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
住
民
起
点
で
す
べ
て
を
考
え
、
住
民
の
要
望
に

合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を
変
え
て
い
く
。
そ
れ
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
。
行
政
と
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
死
ぬ
ま
で
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
。
住
民
起
点
で
考
え
、
町
民
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
は
、
役
場

職
員
全
体
の
意
識
改
革
が
重
要
で
す
」

町
民
か
ら
は
「
高
齢
者
は
デ
ジ
タ
ル
を
使
え
な
い
の
に
、
な
ぜ
D
X
を
推
進
す
る
の
か
」
と
い
う
声
も

挙
が
る
。
し
か
し
、
佐
藤
は
こ
う
考
え
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
を
使
え
る
人
が
デ
ジ
タ
ル
を
使
え
ば
い
い
の
で
す
。
住
民
は
誰
も
が
役
場
に
行
き
た
い
わ
け

で
は
な
い
。
も
し
町
民
の
7
割
が
自
分
の
ス
マ
ホ
で
証
明
書
の
発
行
や
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
完
結
で
き

れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
が
使
え
な
い
残
り
の
3
割
の
人
に
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
す
」

町
民
全
員
に
対
し
て
D
X
を
一
斉
に
進
め
る
と
、
必
ず
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
が
出
る
。
し
か
し
、
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
併
用
す
れ
ば
、
よ
り
良
い
カ
タ
チ
で
住
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
。
行
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福島県磐梯町
町長　佐藤 淳一 / Junichi  Sato06 「できない理由を並べてはなりませぬ」

住民起点の DX で行政や地域社会を再デザイン

政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
住
民
が
自
分
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

仕
組
み
を
作
り
た
い
と
佐
藤
は
考
え
て
い
る
。

磐
梯
町
は
対
外
的
な
広
報
と
、
内
部
（
職
員
＆
町
民
）
へ
の
情
報
発
信
の
両
方
に
力
を
注
ぐ
。
全
職

員
が
広
報
マ
ン
に
な
る
た
め
の
広
報
研
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
。「
住
民
に
分
か
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
、

や
っ
て
い
な
い
の
と
同
じ
」
と
、
佐
藤
は
職
員
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
間
の
情
報
格
差
を
な
く
す

た
め
に
、
毎
週
自
ら
ブ
ロ
グ
を
書
い
て
職
員
に
情
報
共
有
し
て
い
る
と
い
う
。

「
既
成
概
念
の
塊
を
い
か
に
打
破
し
て
い
く
か
。
行
政
職
員
は
『
で
き
ま
せ
ん
』
と
言
う
け
れ
ど
、
で
き

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
行
政
職
員
の
場
合
、
失
敗
し
た
ら
周
り
に
批
判
さ
れ
る
し
、
う
ま
く
い
っ
て
も
給

料
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
余
計
な
こ
と
は
し
な
い
方
が
マ
シ
だ
と
消
極
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
頑
張
っ
た

成
果
が
認
め
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

「
関
係
人
口
」
よ
り
も
、「
愛
着
人
口
」
育
み
た
い

「
今
後
は
管
理
職
を
含
め
て
民
間
の
人
材
を
行
政
に
受
け
入
れ
、
行
政
職
員
が
企
業
に
出
向
す
る
こ
と

で
双
方
の
交
流
を
増
や
し
、
官
民
共
創
や
行
政
を
変
え
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
も
の
は
外
部
に
任
せ
て
、
行
政
は
ス
リ
ム
化
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

磐
梯
町
の
税
収
が
6
億
円
な
の
に
対
し
、
年
間
予
算
は
45
億
円
。
地
方
交
付
税
交
付
金
や
、
国
か
ら
の

補
助
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
歳
入
を
ま
か
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
国
に
依
存
し
続
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。「
磐
梯
町
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
お
金
を
稼
ぐ
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

官
民
連
携
に
よ
っ
て
新
た
な
産
業
や
価
値
を
創
出
し
、
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
佐
藤
は
話
す
。

2
0
2
1
年
6
月
に
は
「
一
般
社
団
法
人
ば
ん
だ
い
振
興
公
社
」
を
設
立
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
業

務
の
ほ
か
、
起
業
支
援
や
商
品
開
発
、
観
光
事
業
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
。
公
社
で
得
た
収
益
は
、
す
べ

て
地
元
に
還
元
。
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、「
愛
着
人
口
」
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。
愛
着
人
口
と
は

佐
藤
の
造
語
だ
。

「
磐
梯
町
へ
の
来
訪
な
ど
の
有
無
や
町
民
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
磐
梯
町
に
対
し
て
好
意
を
持
っ
た
り
、

温
も
り
を
感
じ
た
り
、
愛
し
ん
だ
り
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
つ
人
を
『
愛
着
人
口
』
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

『
関
係
人
口
』
よ
り
も
、
さ
ら
に
家
族
に
近
い
つ
な
が
り
、
磐
梯
町
が
好
き
で
、
磐
梯
町
の
こ
と
を
気
に

か
け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
人
た
ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
最
終
的
に
は
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も

や
孫
た
ち
が
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ
る
町
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
外
か
ら
関
わ
る
人
に
も
、
磐
梯
町

は
い
い
ね
、
住
ん
で
み
た
い
ね
、
と
言
わ
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
。
磐
梯
町
に
関
わ
る
人
を
生
み
出
し
、

地
域
の
人
々
と
第
2
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
ど
う
深
め
て
い
く
か
。
そ
れ
が
、
愛
着
人
口
の

カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
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ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
が
生
き
や
す
い
世
界
の
実
現
に
よ
り
、

未
来
の
日
本
の
価
値
を
高
め
る

未知株式会社

More
Details

約10年間、株式会社フリープラスのWEBマーケティング担当役員として経
営に従事。加えてSEO・コンテンツマーケティング領域で不動産、求人、美容
系をメインとして数百社のコンサルに従事。その他、地方創生のメディア、
マーケティング・リサーチビジネスの立ち上げを経験。
2017年、コンテンツマーケティング×PR＝ファンマーケティングを軸として
未知株式会社を創業。現在は、ファンマーケティングに囚われず、MVVコン
サル、コーポレートブランディングサイト制作、採用オウンドメディア構築支
援などを軸に「企業の魅力を最大化する」をコンセプトにコーポレートコー
ディネート事業を展開。
2021年、情報経営イノベーション専門職大学のマーケティング、ビジネスに
ついての客員講師に委嘱。

P r o f i l e

大阪府大阪市北区中津1-18-18 若杉ビル6階
https://www.mchs.co.jp/

代表取締役CEO

下方 彩純
A k i z u m i  G e h o

07

C o n t a c t
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未知株式会社
代表取締役 CEO　下方 彩純 / Akizumi Geho07 ポテンシャル人財が生きやすい世界の実現により、

未来の日本の価値を高める

す
イ
メ
ー
ジ
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
と
発
信
の
仕
方
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
す
」

企
業
自
身
が
気
付
い
て
い
な
い
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
、「
未
知
」
の
魅
力
を
見
つ
け
て
世
の
中
に

発
信
し
て
い
く
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
中
小
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
経

営
者
を
中
心
に
、
資
金
調
達
し
た
て
の
第
二
創
業
期
の
企
業
や
上
場
手
前
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ま
で
と
幅
広
い
。

個
性
が
強
く
社
会
に
馴
染
め
な
い
人
や
差
別
さ
れ
が
ち
な
職
歴
の
人
が

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
世
界
を
創
り
た
い 

大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
下
方
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
2
0
0
7
年
に
「
株
式
会
社
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
」
を

友
人
と
共
に
創
業
し
た
。
現
在
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
分
野
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
雄
と
目
さ
れ
て
い
る
同
社

だ
が
、創
立
時
は
S
E
S
事
業
だ
っ
た
と
い
う
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
S
E
O
事
業
に
ピ
ボ
ッ

ト
。
代
表
を
務
め
る
友
人
の
希
望
で
、
訪
日
旅
行
事
業
を
表
看
板
と
し
て
掲
げ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、

そ
の
後
も
S
E
O
を
主
軸
と
し
た
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
下
方
は
担
当
し
た
。
利
益
を
生
み

出
し
て
看
板
事
業
を
支
え
、
代
表
の
懐
刀
役
を
担
っ
て
き
た
。

地
域
創
生
事
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
展
開
に
よ
り
訪
日
旅
行
事
業
が
軌
道
に
乗

企
業
の
「
未
知
」
な
る
魅
力
を
見
つ
け
て
世
に
出
す

2
0
1
7
年
に
創
業
し
た
、未
知
株
式
会
社
。
社
名
の
「
未
知
」
は
、人
や
企
業
の
「
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
」

魅
力
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
を
見
つ
け
、
伸
ば
し
て
い
く
の
が
同
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

現
在
の
主
力
事
業
は
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」。
代
表
取
締
役 

下
方
彩
純
の
造
語
で
あ
る
。

着
る
人
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
に
洋
服
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
よ
う
に
、
企
業
の
魅
せ
方
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
言
葉
を
考
え
た
と
い
う
。

「
百
社
あ
れ
ば
百
様
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
外
部
に
1
0
0
％
伝
え
ら
れ
て
い
る
会
社
は
、

極
め
て
少
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
、
自
分
た
ち
の
魅
力
を
20
％
程
度
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
1
0
0
％
に
近
づ
け
る
こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
」

魅
力
を
伝
え
ら
れ
な
い
原
因
は
、
自
分
た
ち
の
良
さ
を
整
理
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る

と
下
方
は
話
す
。

「
会
社
の
良
さ
を
ま
と
め
、
適
切
に
発
信
す
る
こ
と
を
、
私
は
『
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
』

と
言
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ

ト
を
制
作
し
、
社
長
の
想
い
や
参
考
に
な
る
事
例
の
記
事
を
作
っ
て
掲
載
す
る
な
ど
で
す
。
要
望
に
応
じ

て
W
e
b
マ
ガ
ジ
ン
や
動
画
の
制
作
も
行
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
材
を
活
用
し
、
そ
の
企
業
が
目
指
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未知株式会社
代表取締役 CEO　下方 彩純 / Akizumi Geho07 ポテンシャル人財が生きやすい世界の実現により、

未来の日本の価値を高める

り
、着
実
な
成
長
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
創
業
か
ら
10
年
目
。
こ
の
時
、下
方
に
転
機
が
訪
れ
る
。

「
代
表
か
ら
『
国
内
向
け
W
e
b
マ
ー
ケ
事
業
を
撤
退
す
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
W
e
b
マ
ー
ケ
事

業
を
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
日
本
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
国
内
向
け

の
事
業
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
が
上
場
準
備
を
止
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ

り
、
転
機
か
な
と
思
い
、
卒
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

起
業
す
る
と
決
め
た
下
方
に
は
、
か
ね
て
「
も
し
も
僕
が
こ
の
会
社
を
辞
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
あ

な
た
を
誘
う
ね
」と
話
し
て
い
た
部
下
が
い
た
。
現
在
、未
知
の
執
行
役
員
を
務
め
る
渡
部
そ
の
子
で
あ
る
。

「
S
E
O
や
そ
の
周
辺
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
幅
広
く
企
業
の
支
援
を
す
る
」
と
決
め
て
創
業
し
た
約

2
週
間
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
を
創
り
上
げ
る
た
め
の
合
宿
を
渡
部
と
実
施
し
た
。

「
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
が
人
事
評
価
と
連
動
し
て
い
る
会
社
だ
っ
た

の
で
、
2
人
と
も
そ
れ
が
身
に
染
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。『
ま
ず
は
こ
れ
を
創
ら
ね
ば
』
と
、
3
日
か
け

て
延
々
と
議
論
を
交
わ
し
続
け
ま
し
た
」

そ
こ
で
決
定
し
た
の
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
世
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
飛
躍
さ
せ
る
」。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
先
の

価
値
を
あ
げ
る
」
だ
。

「
人
は
誰
で
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、そ
れ
を
な
か
な
か
発
揮
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
個
性
が
強
す
ぎ
て
社
会
に
馴
染
め
な
い
人
や
差
別
さ
れ
が
ち
な
職
歴
の
人
が
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
世
界
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
を
『
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
』
と

呼
び
、
彼
・
彼
女
ら
が
持
て
る
力
を
振
る
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
未
来
の
日
本
の
価
値
を
あ
げ
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
決
定
の
背
景
を
下
方
は
こ
う
話
す
。

「
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
の
頃
は
、
事
業
家
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
3
事
業
を
立
ち
上
げ
さ
せ
て
も
ら
い
、

楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
心
が
踊
っ
て
い
な
く
て
。
人
生
を
賭
け
ら
れ
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る

中
で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
を
育
て
る
こ
と
を
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
で
も
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
」

フ
リ
ー
プ
ラ
ス
時
代
に
下
方
が
育
て
た
一
人
に
、
入
社
後
1
年
半
の
間
に
30
万
円
し
か
売
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
営
業
マ
ン
が
い
る
。
何
が
ネ
ッ
ク
な
の
か
を
2
週
間
ほ
ど
か
け
て
本
人
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

I
T
系
人
財
向
け
の
指
導
方
法
が
彼
に
は
合
わ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
指
導
方
法
を
変
え
た
半
年
後

に
、
彼
は
営
業
リ
ー
ダ
ー
へ
と
成
長
。
下
方
が
辞
め
た
2
年
ほ
ど
後
に
は
、
他
社
の
大
阪
支
社
長
に
ヘ
ッ

ド
ハ
ン
ト
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
渡
部
も
、
下
方
の
も
と
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
開
花
し
た
一
人
だ
。「
座
っ
て
仕
事
が
し
た
い
」
と

い
う
消
極
的
な
理
由
で
ア
ル
バ
イ
ト
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
入
社
し
た
が
、
能
力
値
が
高
く
、
す
ぐ
に
仕
事
に

慣
れ
た
。
下
方
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
任
せ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
S
E
O
に
夢
中
に
な
っ
た
。
大
学
時
代
、
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科
捜
研
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
渡
部
に
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
調
べ
、
何
が
正
解
か

分
か
ら
な
い
中
で
答
え
を
探
っ
て
い
く
S
E
O
が
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
の
だ
。
俄
然
や
る
気
を
出
し
た
結

果
、
1
年
で
社
員
に
登
用
さ
れ
、
2
年
目
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
抜
擢
さ
れ
た
。 

「
自
分
の
人
生
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
た
ら
、
小
学
校
く
ら
い
か
ら
、
困
っ
て
い
る
子
を
助
け
る
兄

貴
肌
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
い
、
個
性
を
認
め
、
良
い
と
こ
ろ
は
残
し
て
、

足
り
て
い
な
い
こ
と
は
教
え
る
。
そ
れ
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
、
性
分
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」 

渡
部
に
も
姉
御
肌
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
役
員
2
人
の
経
済
的
な
豊
か
さ
を
目
指
す
よ
り
、
く
す
ぶ
っ
て

い
る
人
を
引
き
上
げ
る
サ
ポ
ー
ト
の
方
が
面
白
い
と
意
見
が
一
致
し
た
。
自
分
の
才
能
に
気
付
い
て
い
な

い
人
に
、
才
能
に
気
付
か
せ
て
大
成
さ
せ
る
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ

る
会
社
を
支
援
す
る
。
そ
ん
な
個
人
と
企
業
の
未
知
を
引
き
出
す
会
社
に
し
よ
う
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ョ
ン
が
決
ま
っ
た
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
採
用
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
握
る

未
知
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、下
方
が
採
用
し
て
い
る
の
は
、人
生
を
賭
け
て
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
を
持
っ

て
い
る
人
。
そ
の
内
容
は
自
己
成
長
だ
け
で
は
な
い
人
物
に
限
ら
れ
る
。 

「
困
っ
て
い
る
人
や
会
社
に
対
し
て
、『
今
の
私
の
能
力
で
は
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
能
力
を

身
に
つ
け
て
貢
献
し
た
い
』『
一
定
の
能
力
は
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
現
状
を
何
と
か
し
た
い
』

と
い
う
思
想
を
持
っ
て
い
る
人
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
学
歴
や
経
歴
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」

学
歴
や
職
歴
が
ど
れ
ほ
ど
秀
で
て
い
て
も
、
こ
の
条
件
に
合
わ
な
け
れ
ば
採
用
し
な
い
。
逆
に
、
他
社

で
は
避
け
ら
れ
が
ち
な
職
歴
の
持
ち
主
で
も
、
思
想
が
合
え
ば
ウ
エ
ル
カ
ム
だ
。

「
こ
う
い
う
人
生
観
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
個
性
の
部
分
を
し
っ
か
り
認
め
て
あ
げ
る
と
、
素
直
に
話
を

聞
き
入
れ
、
飛
躍
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
不
足
が
あ
れ
ば
教
育
で
補
い
ま

す
。
例
え
ば
、
学
生
時
代
に
N
o
．1
キ
ャ
バ
嬢
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ポ
取
り
が
驚
く
ほ
ど
巧
み
で

す
。
そ
の
力
は
も
ち
ろ
ん
生
か
し
つ
つ
、
ま
だ
ま
だ
未
完
成
な
言
葉
遣
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
で
身
に
付
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
彼
女
に
と
っ
て
、
成
果
が
出
る
た
め
の
教
育
で

す
。
個
性
が
成
果
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
初
め
て
、
ワ
ガ
マ
マ
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
し
た
『
個
性
』
と

し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
ま
す
」

未
知
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
自
分
の
人
生
の
目
標
と
仕
事
は
直
結
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
社

で
は
各
自
の
目
標
の
実
現
度
を
評
価
と
連
動
さ
せ
て
い
る
。 

「
毎
日
唱
和
す
る
ク
レ
ド
カ
ー
ド
に
自
分
の
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
を
書
い
て
、
常
に
振
り
返
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
何
歳
ま
で
に
成
し
遂
げ
た
い
か
を
決
め
、
そ
の
た
め
に
1
年
後
、
3
年
後
に
ど
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う
い
う
状
態
に
な
っ
て
お
く
べ
き
か
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
設
定
。
進
捗
を
プ
ロ
ミ
ス
シ
ー
ト
で
半
期
に

1
回
、
業
務
の
達
成
度
と
共
に
評
価
し
ま
す
。
的
確
に
進
ん
で
い
る
か
を
1
o
n
1
で
話
す
機
会
も
日

常
的
に
設
け
、
四
半
期
に
一
度
の
報
告
会
で
ど
う
進
行
し
て
い
る
か
を
話
し
合
い
ま
す
」

未
知
の
バ
リ
ュ
ー
は
「
私
達
は
一
人
一
人
が
未
知
の
責
任
者
で
す
」「
私
達
は
曖
昧
前
進
し
ま
す
」「
私

達
は
目
の
前
の
小
さ
な
仕
事
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」「
私
達
は
プ
ロ
意
識
を
持
ち
成
果
を
最
大
化
し

ま
す
」「
私
達
は
無
駄
な
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
ま
す
」
な
ど
を
は
じ
め
、
15
項
目
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

体
現
度
に
つ
い
て
も
、
5
段
階
で
3
6
0
度
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

過
去
の
職
歴
だ
け
で
落
と
し
た
ら
罰
則
！

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に

今
後
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
以
外
の
事
業
を
展
開
し
、
事
業
内
容
の
異
な
る
50
名
規
模
の

会
社
を
1
0
0
社
作
る
こ
と
が
、
下
方
の
構
想
だ
。

「
前
職
の
フ
リ
ー
プ
ラ
ス
で
社
員
が
50
名
を
超
え
た
頃
か
ら
、
仕
事
に
対
す
る
熱
量
に
差
が
生
じ
て
き
て
、

パ
レ
ー
ト
の
法
則
が
当
て
は
ま
っ
て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
経
営
者
が
全
員
の
名
前
を
覚
え
て

気
に
か
け
ら
れ
る
限
界
は
50
名
だ
と
も
思
う
ん
で
す
」 

多
く
の
事
業
で
、
多
く
の
個
性
や
能
力
値
を
巻
き
込
め
る
よ
う
な
企
業
連
合
を
作
り
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
多
く
の
人
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
僕
ら
の
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
心
の
底
か
ら
共
感
で
き
る
人
た
ち
の
連
合
を
作
り
、
そ
こ
か

ら
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
人
財
を
多
数
輩
出
し
て
い
き
た
い
の
で
す
」

1
0
0
社
作
り
た
い
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
。
1
社
5
億
円
の
売
上
規
模
だ
と
し
て
も
、
1
0
0
社

で
5
0
0
億
円
の
売
上
が
あ
れ
ば
、
社
会
に
対
す
る
発
言
力
が
高
ま
る
か
ら
だ
。 

「
能
力
を
見
ず
過
去
の
職
歴
や
印
象
で
不
採
用
に
し
た
ら
、
企
業
が
罰
則
を
受
け
る
規
定
を
厚
生
労
働
省
に

整
備
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
当
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
人
財
が
生
き

や
す
い
世
の
中
に
な
れ
ば
、
労
働
力
が
先
細
り
し
て
い
る
日
本
の
『
先
の
価
値
を
あ
げ
る
』
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
会
社
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

厚
労
省
の
事
務
次
官
に
こ
の
話
を
す
る
の
が
ひ
と
ま
ず
の
目
標
だ
と
話
す
下
方
は
、
半
官
半
民
の
団
体

に
も
参
加
し
て
お
り
、
厚
労
省
職
員
と
話
せ
る
機
会
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

採
用
を
開
始
し
、
賛
同
す
る
企
業
ら
と
社
団
法
人
の
設
立
も
計
画
し
て
い
る
。

社
内
で
次
の
一
手
と
し
て
具
体
的
に
準
備
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
未
知
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に

沿
っ
た
新
規
事
業
。「
今
は
ま
だ
詳
細
を
話
せ
ま
せ
ん
が
、
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
自
信
に
満
ち

た
笑
顔
を
見
せ
た
。
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 「
ビ
ジ
ネ
ス
に
価
値
の
あ
る
つ
な
が
り
を
提
供
す
る
」

『
笑
顔
』『
感
動
』
が
広
が
る

N
o
．1
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て

GMOコネクト株式会社

More
Details

1983年、愛知県名古屋市生まれ、岐阜県岐阜市育ち。東海大学文学部
卒業後、株式会社サイバーエージェントのグループ企業、株式会社シー
エーモバイル（現株式会社CAM）に入社する。新卒時代にGMOイン
ターネット株式会社創業者兼社長である熊谷正寿氏の著書『20代で始め
る「夢設計図」―必ず“スピード成功”する5つの原則』を読み、夢設計図を
手帳に描く。
IT関連のクリエイティブ・システム開発事業を軸に25歳で個人事業主とし
て独立、27歳で法人化を経て、29歳で熊谷正寿代表と出会う。GMOイン
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『笑顔』『感動』が広がる No.1 ビジネスコミュニティを目指して

「
頻
繁
に
開
催
で
き
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
。
お
互
い

の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
交
流
タ
イ
ム
は
少
人
数
に
分
け
、
自
分
の
生
い
立

ち
や
趣
味
な
ど
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
分
か
る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
を
リ
ア
ル

の
集
ま
り
で
や
ろ
う
と
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
た
め
の
場
所
の
確
保
と
移
動
時
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
。そ
れ
が
Z
o
o
m
な
ら
一
瞬
で
で
き
ま
す
。こ
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」 

交
流
タ
イ
ム
の
後
は
、
1
社
30
秒
間
の
「
プ
レ
ゼ
ン
タ
イ
ム
」、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
つ
な
が
り
を
持
つ
参
加
者
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
と
続
く
。

関
心
を
持
っ
た
相
手
に
は
1
o
n
1
に
誘
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
れ
る
機
能
も
あ
る
。
い
き
な
り
「
購
入

し
ま
す
」
で
は
な
く
、「
一
度
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
し
ま
せ
ん
か
」
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
も
同

社
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
長
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
が
提
供
す
る
も
の
以
外
に
、
個
人
が
主
催
す
る
も
の
も
あ

る
。
参
加
者
は
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き
、
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
可

能
だ
。
需
要
に
応
じ
て
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
登
録
者
数
は
約

4
，0
0
0
名
。
日
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

数
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
主
軸
と
し
た
特
長
を
打
ち
出
す

G
M
O
コ
ネ
ク
ト
。「
『
笑
顔
』『
感
動
』
が
広
が
る
N
o
．1
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
価
値
の
あ
る
つ
な
が
り
を
提
供
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、『
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
と
、
営

業
管
理
を
支
援
す
る
『
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
』
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
」

「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
一
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
、
人
間
同
士
の
深
く
長
い
つ
な
が
り
を

生
み
出
し
て
い
き
た
い
」。
そ
れ
が
代
表
取
締
役 

安
田
暁
史
の
願
い
だ
。 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
「
コ
ネ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
名
付
け
ら
れ

て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
毎
週
開
催
さ
れ
る
。
1
0
0
社
前
後
の
ベ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
数
十
社

の
新
規
ゲ
ス
ト
が
参
加
す
る
と
い
う
。
冒
頭
の
「
交
流
タ
イ
ム
」
で
は
、
Z
o
o
m
の
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
を
使
い
、
ラ
ン
ダ
ム
で
2
、
3
名
の
部
屋
に
分
か
れ
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
軸
に
交
流

す
る
。
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『笑顔』『感動』が広がる No.1 ビジネスコミュニティを目指して

人
の
世
が
続
く
限
り
変
わ
ら
ぬ
価
値
が
あ
る

「
人
と
の
出
会
い
づ
く
り
」
を
主
軸
事
業
に

G
M
O
コ
ネ
ク
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
安
田
の
創
業
の
想
い
で
あ
り
、
事
業
内
容
そ
の

も
の
だ
。
な
ぜ
、
こ
の
想
い
を
抱
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
で
創
業
し
た
の
か
。
発
端
は
安
田
と

G
M
O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
出
会
い
に
あ
る
。

「
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
前
、
私
は
個
人
で
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
G
M
O
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
参
考
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
G
M
O

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
方
の
目
に
と
ま
り
、
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
方
が
『
代
表

の
熊
谷
と
き
っ
と
話
が
合
う
よ
』
と
グ
ル
ー
プ
代
表
の
熊
谷
正
寿
氏
に
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
」

実
は
、
安
田
は
社
会
人
1
年
目
に
熊
谷
代
表
の
著
書
『
一
冊
の
手
帳
で
夢
は
必
ず
か
な
う
』
を
読
み
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
こ
と
を
忠
実
に
実
行
す
る
ほ
ど
、
熊
谷
代
表
に
心
酔
し
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
熊

谷
代
表
と
会
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
に
対
す
る
考
え
方
に
触
れ
、
あ
ら
た
め
て
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。

2
0
1
3
年
に
G
M
O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
出
資
で
会
社
を
興
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
の
企
画
・
開
発
と
音
楽
・
ラ
イ
ブ
を
融
合
さ
せ
た
事
業
を
手
が
け
た
。 

そ
の
後
、
2
0
2
0

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
音
楽
・
ラ
イ
ブ
事
業
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

事
業
内
容
を
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
ピ
ボ
ッ
ト
し
た
の
だ
。

「
前
身
会
社
の
事
業
も
成
功
し
て
お
り
、
自
分
の
家
を
建
て
た
り
好
き
な
車
を
買
っ
た
り
、
旅
行
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、そ
う
い
っ
た
個
人
的
な
楽
し
み
よ
り
も
、自
分
の
仲
間
た
ち
や
出
会
っ

た
人
た
ち
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
り
、
そ
れ
が
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
の
方
に
価
値
が
あ
る
。
そ
う
感

じ
て
、
今
の
道
を
選
び
ま
し
た
」

安
田
が
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
事
業
に
選
ん
だ
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、
熊
谷
代
表

や
仲
間
と
の
出
会
い
が
自
分
の
人
生
を
創
っ
て
き
た
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
か
ら
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
か
と
誰
か
が
出
会
っ
て
仕
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
人
と
人
が

出
会
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
価
値
の
根
本
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
先
ず
っ
と
死
ぬ
ま
で
変
わ
ら

な
い
も
の
だ
、
と
い
う
確
信
が
安
田
の
真
ん
中
に
あ
る
。

「
人
生
1
回
し
か
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
過
性
の
事
業
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
価
値
の
あ
る
事
業
を
主
軸
に

置
き
た
か
っ
た
ん
で
す
」

人
と
人
と
の
出
会
い
を
つ
く
る
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
ら
一
生
楽
し
め
そ
う
と
思
え
た
、
と
笑
う
安

田
。
出
会
い
の
中
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
出
会
い
を
選
ん
だ
理
由
を
「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
命
を
懸
け
て
や
っ

て
い
て
、
そ
こ
に
強
い
想
い
や
、
そ
の
人
の
人
生
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
斬
新
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
出

合
う
驚
き
も
あ
る
か
ら
」 

と
語
る
。
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『笑顔』『感動』が広がる No.1 ビジネスコミュニティを目指して

「
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
が
な
け
れ
ば
出
会
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
2
人
が
出
会
う
こ
と
で
、
世
の
中
に
新
し

い
価
値
が
で
き
て
経
済
が
良
く
な
り
、
生
活
が
良
く
な
り
、
そ
の
人
の
家
族
も
幸
せ
に
な
る
。
一
つ
の
出

会
い
が
、
ど
ん
ど
ん
枝
分
か
れ
し
て
成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
を
作
る
こ
と
は
本
当
に
価
値
が
あ
る
し
、
働

い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
誇
り
が
持
て
る
。
そ
う
い
っ
た
要
素
を
ト
ー
タ
ル
し
て
、
こ
の
事
業
を
始
め
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
」

「
人
」
を
知
る
こ
と
で
感
情
が
動
く
。

協
力
し
支
え
合
う
関
係
性
を
創
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

G
M
O
コ
ネ
ク
ト
が
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
軸
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
創
業
当

初
は
そ
う
で
は
な
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
者
に
自
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
目
的
に

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
軸
足
を
移
し
た
理
由
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
直
後
に
安
田
が

得
た
気
付
き
に
あ
る
。

「
世
の
中
に
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
過
ぎ
て
い
る
現
在
、
商
品
を
買
う
理
由
は
、
商
品
そ
の
も
の
の
良
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
作
っ
て
い
る
人
や
提
供
し
て
い
る
人
が
ど
ん
な
人
か
、
商
品
以
外
の
物
語
が

重
視
さ
れ
て
い
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
」

作
り
手
や
売
り
手
の
個
性
や
魅
力
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
。
そ
う
学
ん
だ

安
田
は
、
人
の
部
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
手
段
を
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
た
ど
り

着
い
た
。

「
商
品
を
購
入
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
、
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
と
い
っ
た
行
動
が
起
き
る

た
め
に
は
、
感
情
が
動
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
1
回
1
時
間
同
じ
会
に
出
て
、
5
分
間
仕
事
の
話
を
聞
い

た
だ
け
で
は
、
感
情
は
動
か
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
自
己
紹
介
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
人
柄
を
知
る
に
は
、

何
度
も
時
間
を
共
有
し
て
、
継
続
的
な
関
係
を
構
築
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
最
適
だ
と
考
え
ま
し
た
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
も
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
関
心
が
な
く
、
全
員
が
自
分
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
協
力
し
、
支
え
合
う
関
係
性
に
な
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
関
係
性
を
生
む
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
だ
、
と
安
田
は
続
け
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仲
間
に
な
る
と
、
そ
の
人
の
生
い
立
ち
や
、
な
ぜ
今
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
か

と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
理
解
し
た
う
え
で
、
そ
の
仕
事
へ
の
協
力
や
紹
介
、
信
頼
が
生
ま
れ
る
。

今
は
未
熟
で
も
、一
生
懸
命
に
向
上
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
の
人
に
は
、応
援
の
気
持
ち
を
込
め
て
買
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
う
も
の
。
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
効
果
的
に
無
駄
な
く
作
れ
る
か
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
」

安
田
が
「
無
駄
」
の
最
た
る
も
の
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
対
面
の
「
名
刺
交
換
会
」
だ
。
大
勢
集
ま
る
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『笑顔』『感動』が広がる No.1 ビジネスコミュニティを目指して

中
で
名
刺
を
交
換
し
、
数
分
の
立
ち
話
を
し
て
も
、
次
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
低
い
。
遠
路
は
る
ば
る
会

場
に
足
を
運
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

「
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
で
、
移
動
時
間
は
不
要
。
誰
の
紹

介
か
、
誰
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
分
か
り
ま
す
。
個
別
に
話
し
て
み
た
い
相
手
と
直
接
や
り
取
り
が
で
き

る
ツ
ー
ル
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
人
と
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
薄

れ
て
き
て
い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
フ
ル
に
活
用
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

世
界
に
広
が
る
圧
倒
的
な
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

「
『
笑
顔
』『
感
動
』
が
広
が
る
N
o
．1
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
2
0
2
2
年
10
月
現
在
、

業
務
委
託
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
約
40
名
い
る
。

「
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
ま
だ
9
カ
月
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
み
ん
な
に
『
笑
顔
』
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
参
加
し
た
人
か
ら
『
G
M
O
コ
ネ
ク
ト
の
お
か
げ
で
一
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
で
き

た
』
と
聞
く
と
、
こ
の
事
業
を
始
め
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
」

た
だ
、「『
感
動
』
は
こ
れ
か
ら
」
と
安
田
は
言
う
。

「
仕
事
は
得
て
し
て
孤
独
な
も
の
。
し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
一
緒
に
頑
張
る
仲
間

が
で
き
ま
す
し
、
ほ
か
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
を
見
て
学
び
、
成
長
も
で
き
る
。
自
分
の
真
価
も
分
か
り
、
新

し
い
人
脈
も
作
れ
ま
す
。
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
感
動
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

「
N
o
．
1
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
掲
げ
る
の
は
、
G
M
O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が

N
o
．
1
を
目
指
す
こ
と
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。
お
客
様
に
対
す
る
価
値
提
供
は
、

N
o
．1
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
。

「
G
M
O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
ジ
ョ
イ
ン
す
る
前
は
、
と
に
か
く
売
上
や
利
益
が
目
的
で
、
一

番
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
N
o
．1
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
今
の

事
業
が
初
め
て
で
す
。
N
o
．1
を
目
指
す
G
M
O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
で
、
自
分
も
N
o
．1

を
目
指
す
。
そ
こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
」

ニ
ッ
チ
な
領
域
で
存
在
感
を
放
つ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
国
内
に
も
複
数
あ
る
が
、
G
M
O
コ

ネ
ク
ト
ほ
ど
大
規
模
な
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
い
う
安
田
。

「
自
分
た
ち
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
、
日
本
一
で
、
ど
こ

も
追
い
つ
け
な
い
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
成
長
し
ま
す
。
そ
れ
が
お
客
様
の
た

め
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
」
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技
術
と
人
の
チ
カ
ラ
を
信
じ
、「
変
化
の
時
代
」
を
生
き
抜
く

株式会社テクノプロ
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テクノプロ・ホールディングス株式会社　代表取締役副社長 兼 COO
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P r o f i l e

東京都港区六本木6-10-1六本木ヒルズ森タワー35階
htps://www.technopro.com/

代表取締役社長

嶋岡 学
G a k u  S h i m a o k a

09

C o n t a c t



107 106

株式会社テクノプロ
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し
、
お
客
さ
ま
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
技
術
力
は
国
内
屈
指
で
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
急
速
に
進
化

し
て
い
る
今
、 

お
客
さ
ま
が
開
発
・
提
供
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
全
国
50
カ
所
超
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
（
L
M
S
）
を
つ
く
り
、
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。「
働
く
土
壌
」
と
「
教
育
の
土
壌
」
の

二
つ
の
側
面
か
ら
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
成
長
で
き
る
環
境
を
構
築
し
て
い
る
。

変
化
を
予
測
。

社
会
の
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る

テ
ク
ノ
プ
ロ
・
グ
ル
ー
プ
は
2
0
2
1
年
に
発
表
し
た
5
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
で
、
パ
ー
パ
ス
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。 

そ
の
背
景
に
は
、 

1
0
0
年
に
一
度
の
景
気
変
動
期
と
い
わ
れ
た
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
る
。

2
0
0
8
年
9
月
、
米
国
の
大
手
投
資
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
が
引
き
金
と
な
っ

て
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
世
界
中
に
景
気
後
退
を
も
た
ら
し
た
。
テ
ク
ノ
プ
ロ
も
大
き
な

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
け
る
技
術
課
題
の
解
決
を
支
援

1
9
9
7
年
設
立
の
株
式
会
社
テ
ク
ノ
プ
ロ
は
、
多
種
多
様
な
産
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ

め
と
し
た
課
題
に
対
し
、高
い
技
術
力
を
基
盤
と
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、解
決
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

事
業
の
柱
の
一
つ
が
、
技
術
者
派
遣
サ
ー
ビ
ス
だ
。
幅
広
い
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
持
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

2
万
人
在
籍
し
て
お
り
、
製
造
業
や
金
融
業
、
製
薬
業
、
消
費
財
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
・
通
信
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
の
お
客
さ
ま
へ
派
遣
し
、
現
場
の
技
術
課
題
を
解
決
す
る
。
さ
ら
に
は
、
技
術
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
力
を
入
れ
、
事
業
の
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
る
。
技
術
者
派
遣
サ
ー
ビ
ス
で

培
っ
た
知
見
を
活
か
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
か
ら
、
開
発
・
実
装
・
テ
ス
ト
・

保
守
運
用
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
担
う
。

日
本
以
外
に
は
、
北
米
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
に
グ
ル
ー
プ
会
社
を
設
け
、
海

外
展
開
す
る
お
客
さ
ま
に
対
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
2
，0
0
0
を
超
え
る
企
業
や
研
究
機
関
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
国
内
外
の
名
だ
た
る
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
テ
ク
ノ
プ
ロ
の
強
み
に
つ
い
て
、 

代
表
取
締

役
社
長
の
嶋
岡
学
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
テ
ク
ノ
プ
ロ
に
は
、
幅
広
い
技
術
領
域
の
知
見
と
先
端
的
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
在
籍
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あ
お
り
を
受
け
、
多
く
の
取
引
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、 

こ
れ
ま
で
日
本
国
内
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
仕
事
が
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
の
オ
フ
シ
ョ
ア
に
流
出
し
て
し
ま
っ

た
。一

連
の
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た
嶋
岡
は
、 

景
気
後
退
局
面
で
も
選
ば
れ
、 

価
値
を
感
じ
て
も
ら
え

る
仕
事
や
人
材
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
の
か
を
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変

化
や
景
気
変
動
な
ど
を
発
生
ベ
ー
ス
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
予
測
ベ
ー
ス
で
と
ら
え
、
先
ん
じ
て
自

社
の
サ
ー
ビ
ス
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ス
キ
ル
を
磨
く
必
要
性
に
気
が
付
い
た
。

「
お
客
さ
ま
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
我
々
も
変
わ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
番
重
要
な
の
は
、 

変
化
に
対
し
て
技
術
と
人
の
チ
カ
ラ
を
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
す
。
お
客
さ
ま
の
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
『
人
』、
そ
し
て
テ
ク
ノ
プ
ロ
自

体
が
持
続
可
能
な
状
態
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

そ
う
し
た
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
パ
ー
パ
ス
が
、「
『
技
術
』
と
『
人
』
の
チ
カ
ラ
で
お
客
さ
ま
と
価
値
を

共
創
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。」
だ
。

昨
今
は
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ま
れ
、
社
会
や
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
人
の

チ
カ
ラ
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、 

よ
り
大
き
な
価
値
を
生
み
だ
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
志
が
テ
ク
ノ
プ
ロ
の

根
底
に
あ
る
。 

課
題
を
見
つ
け
る
力
や
課
題
解
決
能
力
と
い
っ
た
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
新
た
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
人
の
価
値
を
上
げ
て
い
く
。

こ
の
「
技
術
と
人
の
チ
カ
ラ
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
テ
ク
ノ
プ
ロ
で
は
お
客
さ
ま
と
共
に
新
し
い
価
値

を
創
造
す
る
。
そ
れ
が
、
お
客
さ
ま
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
困
り
ご
と
を

解
決
し
た
り
、
生
活
を
豊
か
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

2
0
1
5
年
に
国
連
総
会
で
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
が
採
択
さ
れ
た
。 

自
動
車
や

プ
ラ
ン
ト
、 

半
導
体
と
い
っ
た
製
品
の
製
造
を
行
う
企
業
は
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、サ
ー

ビ
ス
や
製
品
を
変
革
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
こ
う
し
た
企
業
を
中
心
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
ま
ず
、 

自
社
が
持
続
可
能
な
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
同

時
に
、 

自
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
持
続
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
変
化
し
て
い
く
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
、
社
会
や
経
済
に
対
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と

こ
そ
、
我
々
テ
ク
ノ
プ
ロ
が
重
視
す
る
要
素
で
す
」

逆
境
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

嶋
岡
は
大
学
卒
業
後
、
テ
ク
ノ
プ
ロ
・
グ
ル
ー
プ
の
前
身
と
な
る
会
社
に
入
社
、
企
画
部
門
に
配
属
さ
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れ
M
&
A
や
予
算
管
理
業
務
に
従
事
し
て
い
た
が
、
社
内
公
募
で
の
嶋
岡
の
新
規
事
業
計
画
案
が
高
く

評
価
さ
れ
、
入
社
か
ら
半
年
足
ら
ず
で
当
時
1
0
0
社
ほ
ど
あ
っ
た
子
会
社
の
一
つ
を
任
さ
れ
た
。

従
業
員
4
名
、
年
商
8
，0
0
0
万
円
規
模
の
会
社
を
就
任
か
ら
1
年
半
で
成
長
さ
せ
た
嶋
岡
は
、
さ

ら
に
規
模
の
大
き
な
会
社
を
任
さ
れ
る
。
順
調
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
、
観
光
業
、
飲
食
業
、
金
融

業
、
介
護
事
業
と
い
っ
た
業
種
の
異
な
る
子
会
社
を
次
々
と
任
さ
れ
た
。

入
社
し
て
7
年
。
20
代
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
長
の
ポ
ス
ト
を
任
さ
れ
た
嶋
岡
だ
が
、「
自
分
に
は

特
別
な
能
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
す
。
困
難
が
想
定
さ
れ
る
状
況
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

自
分
が
成
長
で
き
る
機
会
と
と
ら
え
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
き
た
結
果
が
今
日
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
の
だ
。

「
興
味
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
興
味
が
な
い
分
野
で
も
、
経
験
す
る
こ
と
で
自
分
が
成
長
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
え
ば
自
ら
手
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
『
こ
の
仕
事
し
か
し
た
く
な
い
』
と
か
た

く
な
に
な
る
の
で
は
な
く
、 『
こ
こ
に
飛
び
込
め
ば
自
分
が
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う
思
考

で
、
未
経
験
の
事
業
規
模
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
っ
て
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
つ
か
み
に
い
き

ま
し
た
ね
」

30
歳
に
な
る
と
、
従
業
員
約
13
万
人
、
売
上
高
約
5
，
7
0
0
億
円
規
模
に
成
長
し
た
グ
ル
ー
プ
本
社

の
社
長
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
の
は
社
長
に
就
任
し
て
す
ぐ
の
こ
と

だ
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
事
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
北
米
や
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ク
イ

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
が
参
入
し
、
嶋
岡
は
海
外
投
資
家
と
仕
事
を
共
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
っ
た
。
事

業
は
大
き
く
方
針
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
混
迷
す
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
海
外
投
資
家
た
ち
は

常
に
長
期
的
な
視
野
で
緻
密
に
未
来
を
予
測
し
て
い
る
。
予
測
を
基
に
K
G
I
や
K
P
I
が
ど
う
変
化

し
て
い
く
か
、
い
く
つ
も
の
仮
説
を
立
て
る
。 

嶋
岡
は
投
資
家
か
ら
先
を
予
測
す
る
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト

経
営
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
学
び
、
20
代
で
培
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
共
に
嶋
岡
の
経
営
ス
タ
イ

ル
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。

い
ま
だ
に
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
、

嶋
岡
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
一
気
に
リ
モ
ー
ト
化
が
進
み
、
一
カ
所
に
集

ま
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
会
議
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
。
日
本
と
海
外
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
で
瞬
時
に
つ
な
が
り
、
互
い
に
図
面
を
描
く
こ
と
や
製
品
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が

容
易
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
や
経
済
が
大
き
く
変
化
す
る
と
、
顧
客
ニ
ー
ズ
や
必
要
と
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
の
瞬
間
こ
そ
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

会
社
が
大
き
く
変
革
す
る
転
換
期
な
の
で
す
」
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
土
壌
」

「
学
べ
る
土
壌
」
を
整
え
た
い

若
い
世
代
が
活
躍
す
る
未
来
の
た
め
、
嶋
岡
は
「
選
択
で
き
る
環
境
」
を
整
え
た
い
と
い
う
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
限
ら
ず
、
若
い
世
代
は
物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
I
T
サ
ー
ビ
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
G
o
o
g
l
e
が
あ
り
、
Y
a
h
o
o
!
が
あ
り
、
ほ
し
い
情
報
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で

き
る
。
何
か
を
決
め
る
時
に
は
膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
自
分
に
必
要
な
も
の
を
取
捨
選
択
し
、
考
え
方
を

確
立
で
き
る
、
い
わ
ば
“
I
T
エ
リ
ー
ト
”
だ
。

「
そ
う
し
た
ベ
ー
ス
を
持
つ
人
た
ち
が
将
来
仕
事
を
す
る
時
に
、『
一
つ
の
製
品
し
か
扱
っ
て
い
な
い
』『
一

つ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
し
か
使
わ
な
い
』
と
い
う
状
況
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
た
な
も
の
を
開
発

し
た
い
、 

違
う
業
界
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
時
に
、 

自
分
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
っ
て

い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
若
者
た
ち
が
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
土
壌
』、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分

の
も
の
と
す
る
た
め
に
『
学
べ
る
土
壌
』
を
用
意
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

グ
ロ
ー
バ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
進
化
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ノ
プ
ロ
が
最

重
要
課
題
に
挙
げ
て
い
る
の
が
「
人
材
育
成
」
だ
。

欧
米
の
企
業
で
は
景
気
動
向
に
関
係
な
く
、
人
材
へ
の
投
資
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
G
A
F
A
M

の
よ
う
な
圧
倒
的
な
存
在
感
を
持
つ
企
業
が
米
国
で
生
ま
れ
る
の
は
、
人
材
投
資
の
規
模
と
無
関
係
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、 

日
本
企
業
の
人
材
投
資
は
米
国
の
20
分
の
1
に
も
及
ば
な
い
。 

日
本
は
社
員
教

育
を
O
J
T
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
機
会
す
ら
も
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
嶋
岡
は
こ
れ
を
「
ゆ

ゆ
し
き
事
態
」
と
危
惧
し
て
お
り
、
テ
ク
ノ
プ
ロ
の
社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
り
、
嶋
岡
が
代
表
を
兼
務
す

る
テ
ク
ノ
プ
ロ
・
デ
ザ
イ
ン
社
で
は
、
売
上
の
2
％
以
上
を
教
育
研
修
費
に
充
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
米

国
企
業
と
同
等
の
水
準
に
す
る
こ
と
で
、
強
い
会
社
の
骨
組
み
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

「
人
材
へ
の
投
資
を
惜
し
ま
ず
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
、
力
強
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
進
化
し
て
い
き
た
い
。
テ
ク
ノ
プ
ロ
が
、 

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で

社
会
や
環
境
の
課
題
を
解
決
で
き
る
会
社
と
な
る
こ
と
が
、 

我
々
の
目
指
す
未
来
で
す
」
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「
和
食
」
は
2
0
1
3
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
」
で
星

を
獲
得
し
て
い
る
飲
食
店
の
数
は
、
東
京
が
世
界
最
多
だ
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
経
済
衰
退
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
政
府
は
、
海
外
か
ら
の
旅
行

客
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
」
に
よ
っ
て
経
済
を
支
え
る
基
盤
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
0
3
年
に

「
観
光
立
国
」を
宣
言
。「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や
観
光
庁
設
立
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
、

訪
日
旅
行
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
10
年
ほ
ど
で
5
～
6
倍
へ
増
加
。
訪
日
目
的
と

し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
食
の
体
験
」
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
訪
日
外
国
人
数
は
大
き

く
落
ち
込
ん
だ
が
、
終
息
と
と
も
に
戻
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
が
12
の
国
・
地
域
に
住
む
人
々
を
対
象
に
「
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
行
き
た
い
国
」
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
日
本
」
が
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
調
査
で
は
「
日
本
の
ど
こ

に
魅
力
を
感
じ
る
か
」
も
質
問
し
て
お
り
、
約
半
数
が
「
食
事
の
お
い
し
さ
」
と
い
う
項
目
を
選
択
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
「
円
安
」
が
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
食
文
化
の
魅
力
が
世
界
に
よ
り
広
く
認
知
さ
れ
、
訪
日
旅
行
客
の
増
加
、
さ
ら
に
は
食
産
業
の

世
界
進
出
へ
つ
な
が
れ
ば
、
日
本
経
済
の
活
性
化
・
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
後
押
し

日
本
の
「
食
文
化
」
は
、
世
界
で
価
値
を
発
揮
で
き
る

「
今
、
日
本
が
世
界
で
影
響
力
を
発
揮
し
、
高
い
価
値
を
認
め
ら
れ
る
分
野
の
一
つ
が
『
食
文
化
』
で
す
。

日
本
の
食
産
業
の
活
性
化
を
阻
む
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
」

食
産
業
と
食
産
業
で
働
き
た
い
人
を
結
ぶ
、
採
用
D
X
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
フ
ー
ズ
ラ
ボ

（
F
o
o
d
s
L
a
b
o
）」
を
運
営
す
る
、
株
式
会
社
ク
オ
レ
ガ
。
代
表
を
務
め
る
佐
藤
康
成
の
視
線
は

世
界
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
日
本
は
「
モ
ノ
づ
く
り
大
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
称
さ
れ
、
日
本
が
送
り
出
す
製
品
は
世
界
中

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
中
国
・
韓
国
な
ど
の
海
外
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
。
日
本
の
製
造
業

は
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
、
優
位
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

急
成
長
し
て
い
る
I
T
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
分
野
に
お
い
て
も
、
日
本
は
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ

た
。
世
界
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
占
め
る
G
A
F
A
（
G
o
o
g
l
e
・
A
p
p
l
e
・

F
a
c
e
b
o
o
k
・
A
m
a
z
o
n
）
の
よ
う
な
企
業
を
、
日
本
は
生
み
出
せ
て
い
な
い
。

「
世
界
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
が
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
日
本
が
世
界
か
ら
注

目
を
集
め
、
称
賛
さ
れ
て
い
る
の
が
『
食
文
化
』
で
す
。
料
理
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、『
お
も
て
な
し
』

の
精
神
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」
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す
る
た
め
、
自
社
の
パ
ー
パ
ス
を
『
日
本
の
価
値
を
上
げ
る
』
と
定
め
ま
し
た
」

し
か
し
、
食
産
業
の
活
性
化
に
は
、
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。「
人
材
不
足
」
だ
。
飲
食

業
界
は
も
と
も
と
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
業
績
悪
化
・
店
舗
閉
鎖
な
ど
に
伴
い
、
人
材
が
飲
食
業
界
か
ら
離
れ
、
戻
っ
て

き
て
い
な
い
人
も
多
い
の
だ
。

人
材
を
募
集
し
よ
う
に
も
、「
求
人
広
告
を
出
し
て
も
応
募
が
来
な
い
。
出
稿
料
が
ム
ダ
に
な
っ
て
し

ま
う
」「
人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス
に
依
頼
す
る
と
、
成
功
報
酬
の
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
」
と
い
っ
た
嘆
き

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ク
オ
レ
ガ
は
採
用
手
法
を
進
化
さ
せ
る
取
り
組
み
に
着
手
。「
採
用

D
X
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
発
し
た
。

「
自
社
の
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
る
採
用
」

「
会
社
の
想
い
に
共
感
で
き
る
転
職
」
を
支
援

「
フ
ー
ズ
ラ
ボ
」
は
、
飲
食
業
界
で
は
初
と
な
る
「
運
用
型
・
成
功
報
酬
型
」
の
採
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
。
人
材
を
採
用
し
た
い
企
業
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
自
社
で
運
用
す
る
こ
と
で
、
求
人

広
告
の
出
稿
コ
ス
ト
を
か
け
ず
募
集
を
開
始
し
、
採
用
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
従
来
型
の
求
人
媒
体
で
募
集
す
る
と
、
依
頼
か
ら
広
告
制
作
、
掲
載
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

『
フ
ー
ズ
ラ
ボ
』
で
は
、
人
材
ニ
ー
ズ
が
生
じ
た
ら
す
ぐ
に
募
集
開
始
が
可
能
。
掲
載
す
る
職
種
・
店

舗
の
追
加
も
コ
ス
ト
ゼ
ロ
で
で
き
ま
す
。
途
中
で
募
集
要
件
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
更
新
も
で
き
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
運
用
に
お
い
て
の
疑
問
や
不
安
に
つ
い
て
は
、
ク
オ
レ
ガ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
」

こ
う
し
て
コ
ス
ト
ゼ
ロ
・
無
期
限
で
募
集
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
採
用
達
成
後
の
成
功
報
酬
も
人
材

紹
介
サ
ー
ビ
ス
よ
り
安
価
で
あ
る
た
め
、
従
来
の
手
法
よ
り
大
幅
に
採
用
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
の
だ
。

ま
た
、
求
め
る
人
材
を
サ
ー
チ
し
て
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス

カ
ウ
ト
」
の
機
能
も
備
え
る
。
S
V
ク
ラ
ス
以
上
の
経
営
幹
部
人
材
の
採
用
、
シ
ー
ズ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
の
契
約
に
も
対
応
。
海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
も
、

マ
ッ
チ
す
る
人
材
の
紹
介
、
採
用
活
動
を
支
援
す
る
。

な
お
、
食
産
業
に
お
け
る
人
材
課
題
は
「
採
用
」
だ
け
で
は
な
い
。
入
社
後
の
「
定
着
」
に
悩
む
企
業

も
多
い
。
企
業
・
店
舗
と
求
職
者
、
双
方
が
求
め
る
も
の
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
け
れ
ば
、
早
期
離
職
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
。

「『
想
い
を
伝
え
る
採
用
』
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
求
人
情
報
で
は
、
求
め
る
条
件
・
待
遇
だ
け
で
な
く
、
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自
店
の
こ
だ
わ
り
・
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
、
そ
れ
に
共
感
す
る
求
職
者
と
出
会
え
る
よ
う
に
す
る
。

そ
う
し
た
求
人
情
報
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
が
、
私
た
ち
の
強
み
で
す
」

「
フ
ー
ズ
ラ
ボ
」
は
企
業
・
店
舗
の
採
用
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
食
産
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
人

た
ち
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。
求
職
者
に
と
っ
て
も
、「
こ
だ
わ
り
に
共
感
で
き
る
お
店
」「
自
分

の
強
み
を
活
か
せ
る
お
店
」
を
見
つ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

近
年
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
W
e
b
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
登
場
し
て
い
る
。
I
T
企
業
が
「
技
術
あ

り
き
」
で
開
発
に
乗
り
出
す
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
同
社
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
「
食
に
特
化
し
た
人
材

サ
ー
ビ
ス
企
業
」
だ
。
2
0
1
7
年
の
創
業
以
来
、
飲
食
業
界
に
向
け
、
中
途
・
新
卒
採
用
、
ヘ
ッ
ド
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
採
用
な
ど
の
支
援
を
手
が
け
て
き
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を
獲
得
し
て
い
る
名
店
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
パ

テ
ィ
ス
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
専
門
店
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
、
宿
泊
施
設
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施

設
、
高
級
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

「
人
材
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
、
食
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
企
業
・
お
店
側
の
想
い
、
そ
こ
で
働
く
人
々

の
想
い
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、『
こ
だ
わ
り
』
を
重
視
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

の
で
す
」日

本
の
食
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、

世
界
中
で
活
躍
す
る
世
界
を
創
る

佐
藤
は
20
代
前
半
で
仙
台
か
ら
上
京
し
、
大
手
広
告
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
。
多
様
な
業
種
の

企
業
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
を
積
ん
だ
。
そ
の
後
、
担
当
し
て
い

た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
か
ら
の
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
応
じ
、
人
材
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
転

職
し
た
。　

そ
の
会
社
で
は
、
営
業
部
長
と
し
て
人
材
採
用
支
援
を
手
が
け
た
。
飲
食
業
界
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の

お
付
き
合
い
で
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
「
新
規
出
店
」
の
シ
ー
ン
だ
。

「
飲
食
業
界
で
最
も
盛
り
上
が
る
の
が
『
新
規
出
店
』
な
ん
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
も
価
値
が
あ
り
、
そ

の
地
域
の
人
々
に
も
価
値
を
も
た
ら
す
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
オ
ー
プ
ン
当
日
に
立
ち
会
い
、
祝
い
花
が
飾

ら
れ
た
活
気
あ
る
雰
囲
気
や
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
、『
店
作
り
』
に
携
わ
れ
た
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
裏
側
で
は
『
出
店
し
た
い
が
、
人
材
を
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
き
な
い
』
と
悩
む
声
も
聞

き
ま
し
た
。
何
と
か
し
た
い
、
と
考
え
ま
し
た
」

上
京
当
時
か
ら
起
業
志
向
を
持
っ
て
い
た
佐
藤
は
、
飲
食
業
界
の
人
材
課
題
の
解
決
を
さ
ら
に
追
求
す

る
た
め
、
独
立
し
て
会
社
を
設
立
。
社
名
の
「
ク
オ
レ
ガ
」
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
「
c
u
o
r
e
（
心
）」
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株式会社クオレガ
代表取締役　佐藤 康成 / Kosei  Sato10 「食」に関わる産業・人を活性化させ、

世界での日本の価値を上げる

と
「
l
e
g
a
m
e
（
絆
）」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
に
は
、
飲
食
店
ス
タ
ッ
フ
が
選
ぶ
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
「
満
足
度
」「
信
頼
度
」

で
N
o
．
1
を
達
成
し
た
（
※
審
査
委
託
先
／
ゼ
ネ
ラ
ル
リ
サ
ー
チ
）。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
人
材
採
用
支
援
を
行
う
中
で
は
、
他
地
域
の
出
店
に
あ
た
り
人
材
採
用
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
の
要
望
に
応
え
、
全
国
展
開
を
決
意
。
現
在
は
、
東
京
本
社
・
関
西
支
社
の

ほ
か
、
名
古
屋
・
福
岡
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
る
。

守
備
範
囲
は
、
海
外
へ
も
拡
大
し
て
い
る
。
自
国
で
日
本
料
理
店
の
経
営
を
計
画
し
て
い
る
海
外
企
業

か
ら
、
料
理
人
の
紹
介
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
技
術
を
持
つ
料
理
人
に
、
世
界
で
活
躍
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
提
供
し
た
い
」
と
、
佐
藤
は
話
す
。

そ
ん
な
想
い
を
、
ク
オ
レ
ガ
の
「
M
I
S
S
I
O
N
（
企
業
と
し
て
の
使
命
）」
と
し
て
こ
う
表
現
し

て
い
る
。

“
日
本
の
『
食
』
産
業
に
ロ
マ
ン
を
！
”

「
日
本
の
食
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
海
外
に
送
り
出
す
。
日
本
人
が
海
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、
世

界
の
人
が
日
本
の
食
の
魅
力
に
気
づ
き
、
日
本
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
日
本
の
飲
食
企
業
の

海
外
展
開
が
拡
大
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
が
活
性
化
し
、
日
本
の
価
値
が
上
が
る
サ
イ
ク
ル

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

一
方
、
海
外
か
ら
日
本
へ
人
材
を
招
く
活
動
も
進
め
て
い
る
。
労
働
人
口
減
少
の
問
題
が
深
刻
化
す
る

日
本
で
は
、
海
外
人
材
の
活
用
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ク
オ
レ
ガ
で
は
ア
ジ
ア
圏
の
日
本
語
学
校
と
も

連
携
し
、
人
材
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
で
人
材
不
足
の
解
消
を
目
指
す
。

「
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
た
い
。
日
本
を
元
気
に
し
た
い
。
日
本
を
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
存
在

に
し
た
い

―
そ
ん
な
想
い
を
持
つ
人
と
一
緒
に
働
き
た
い
で
す
。
社
員
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
マ
イ
ン

ド
で
事
業
を
推
進
し
て
い
け
ば
、『
日
本
の
価
値
を
上
げ
る
』
と
い
う
パ
ー
パ
ス
を
必
ず
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
」
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「
や
っ
て
み
よ
う
」「
や
れ
る
」
を
引
き
出
し
、

人
と
企
業
の
可
能
性
を
広
げ
る

ミイダス株式会社
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ミイダス株式会社
代表取締役社長　後藤 喜悦 / Kietsu Goto11 「やってみよう」「やれる」を引き出し、人と企業の可能性を広げる

よ
っ
て
非
合
理
的
な
判
断
を
し
て
し
ま
う
現
象
＝
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
を
測
定
し
、「
意
思
決
定
の
ク
セ
」

を
診
断
す
る
。

「
可
能
性
診
断
は
、
人
材
採
用
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
方
に
共
感
を
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。『
面
接
』
は
非
常
に
精
度
が
低
い
。
そ
れ
を
多
く
の
採
用
担
当
者
が
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
研
究
で
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
面
接
だ
け
で
は
人
材
の
価
値
を
正
し
く
評
価
で
き
な
い
、
適
切

な
採
用
が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
つ
く
り
ま
し
た
」

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
企
業
の
「
こ
の
応
募
者
は
自
社
で
活
躍
で
き
る
の
か
」、
求
職
者
の
「
自
分

に
は
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
へ
の
判
断
材
料
と
な
る
。
採
用
後
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
や
、
本
来
活
躍
で
き
る
人
を
不
採
用
に
し
て
し
ま
う
機
会
損
失
を
防
ぎ
、
適
材
適
所
を

実
現
す
る
。

2
0
1
5
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
「
ミ
イ
ダ
ス
」
は
、
2
0
1
9
年
、
日
本
の
人
事
部
「
H
R
ア
ワ
ー

ド
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
、
人
材
採
用
・
雇
用
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
こ
れ
ま
で

に
40
万
3
，0
0
0
社
に
導
入
さ
れ
（
※
2
0
2
2
年
11
月
時
点
の
累
計
実
績
）、
個
人
の
ユ
ー
ザ
ー
数

も
1
0
0
万
人
以
上
に
達
し
て
い
る
。

導
入
企
業
に
は
名
だ
た
る
大
手
企
業
が
連
な
っ
て
い
る
が
、「
中
小
企
業
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
つ
く
っ
て
い
る
」
と
後
藤
は
話
す
。

面
接
だ
け
で
は
、

「
自
社
で
活
躍
で
き
る
人
材
」
を
見
極
め
ら
れ
な
い

「
人
や
組
織
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
、『
や
っ
て
み
よ
う
』
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
た
い
。
そ
ん
な
理
念

を
『
c
a
n
を
見
い
出
し
、
t
r
y
を
つ
く
る
』
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
」

転
職
支
援
・
採
用
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ミ
イ
ダ
ス
」
の
企
画
・
開
発
・
運
営
を
行
う
ミ
イ
ダ
ス
株
式
会
社
。

創
業
者
で
あ
り
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
後
藤
喜
悦
は
、「
人
と
組
織
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
、
お
そ
ら
く

日
本
で
一
番
考
え
て
い
る
会
社
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

従
来
の
転
職
支
援
・
採
用
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
大
き
く
異
な
る
同
社
の
手
法
は
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
リ
ク

ル
ー
テ
ィ
ン
グ
」。「
ミ
イ
ダ
ス
」
に
登
録
す
る
求
職
者
は
、「
可
能
性
診
断
」
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
と
し
て
の
自
身
の
特
長
や
強
み
な
ど
を
知
る
。
一
方
、
企
業
側
は
自
社
従
業
員
の
「
可
能
性
診
断
」
の

結
果
か
ら
、
活
躍
で
き
る
人
材
の
特
長
を
把
握
。「
ミ
イ
ダ
ス
」
の
登
録
者
か
ら
自
社
で
活
躍
・
定
着
し

や
す
い
人
材
を
検
索
し
、
直
接
ス
カ
ウ
ト
を
か
け
ら
れ
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
も
複
数
用
意
し
て
い
る
。「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断
」
で
は
、
職
務
遂
行
に
必

要
な
能
力
要
素
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
資
質
・
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
条
件
や
環
境
・
上
司
や
部
下
と
の
相

性
な
ど
を
分
析
。
ま
た
、
日
本
初
*の
「
バ
イ
ア
ス
診
断
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
思
考
の
偏
り
や
思
い
込
み
に

※バイアス診断ゲームとコンピテンシー診断を使って人材の採用と配置・育成を可能にする
無料のスマホアプリ診断サービスとして日本初（2022年7月　ESP総研調べ）



129 128

ミイダス株式会社
代表取締役社長　後藤 喜悦 / Kietsu Goto11 「やってみよう」「やれる」を引き出し、人と企業の可能性を広げる

「
使
い
や
す
さ
」
の
一
つ
が
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
設
定
。
自
社
組
織
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断

に
つ
い
て
は
、
専
門
企
業
に
委
託
す
る
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
、
し
か
も
自
社
内
で
の
簡
単
な
操
作
で
行

え
る
。

求
人
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
告
出
稿
と
異
な
り
、
募
集
期
間
に
制
限
も
な
い
。
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
異
な
り
、
採
用
決
定
後
の
高
額
な
成
功
報
酬
も
不
要
だ
。
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
検
討
段
階
で
は
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
求
職
者
が
登
録
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
う
え
で
利
用
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
で
き
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
求
人
を
見
て
応
募
し
て
い
な
い
求
職
者
に
も
求
人
を
見
て
い
な
い
求
職
者
に
も

電
話
で
求
人
を
届
け
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ミ
イ
ダ
ス
T
E
L
」
も
活
用
で
き
る
。

「
数
千
・
数
万
単
位
の
従
業
員
を
抱
え
る
大
手
企
業
と
は
異
な
り
、
中
小
企
業
で
は
た
っ
た
1
人
で
も
採

用
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
と
、
致
命
的
ダ
メ
ー
ジ
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
中
小
企
業
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
し
て
い
ま
す
し
、
結
果
的
に
大
企
業
の
人
事
の
皆
さ

ん
か
ら
も
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

採
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
修
・
人
材
育
成
や
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
社
員
や
組
織

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
可
視
化
す
る
サ
ー
ベ
イ
な
ど
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
入
社
後
の
活
躍
ま
で
を
ト
ー
タ

ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

「
や
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
で
き
な
い
」
状
況
を

何
と
か
し
た
い

「
人
や
企
業
の
『
や
っ
て
み
よ
う
』
を
後
押
し
し
た
い
」
と
い
う
理
念
の
原
点
は
、
後
藤
が
20
代
の
頃
の

経
験
に
あ
る
。
新
卒
入
社
し
た
証
券
会
社
に
1
年
半
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、
起
業
の
道
を
模
索
し
て
い
た
時

期
が
あ
っ
た
。

「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
食
べ
て
い
く
分
を
稼
ぐ
の
で
あ
れ
ば
い
く
ら

で
も
で
き
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
起
業
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
。
や
る
な
ら
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
事
業
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
実
現
す
る
だ
け
の
資
金
や
人
材
が
い

な
い
。
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
」

大
企
業
で
大
き
な
事
業
を
仕
掛
け
る
方
が
現
実
的
だ
と
考
え
、
転
職
活
動
を
開
始
。
パ
ー
ソ
ル
キ
ャ
リ

ア
（
当
時
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
入
社
し
た
。
転
職
サ
ー
ビ
ス
「
d
o
d
a

（
デ
ュ
ー
ダ
）」
の
W
e
b
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、
営
業
を
担
当
。
成
果
を
挙
げ
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

へ
の
昇
進
も
果
た
し
た
。

そ
し
て
入
社
10
年
後
、
自
ら
事
業
創
出
を
手
が
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
。
新
規
事
業
コ
ン
テ
ス

ト
が
あ
り
、「
ミ
イ
ダ
ス
」
の
構
想
を
生
み
出
し
た
の
だ
。
後
藤
は
、
自
身
が
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
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ミイダス株式会社
代表取締役社長　後藤 喜悦 / Kietsu Goto11 「やってみよう」「やれる」を引き出し、人と企業の可能性を広げる

も
で
き
な
い
状
況
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
経
験
か
ら
、
同
様
の
悩
み
を
持
つ
企
業
の
支
援
を
事
業
構
想

の
軸
と
し
た
。
そ
れ
を
ま
ず
は
「
採
用
」
の
分
野
で
具
現
化
し
た
形
だ
。

「
転
職
支
援
・
採
用
支
援
を
行
う
中
で
『
入
社
し
た
人
が
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
っ
た
』
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ

事
例
を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
無
名
の
中
小
企
業
で
不
採
用
に
な
っ
た
人
が
、
同
業
界
の
大

手
人
気
企
業
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
目
に
し
ま
し
た
。
採
用
選
考
は
、
た
ま
た
ま
そ
の
日
に

面
接
し
た
人
と
の
相
性
な
ど
、
運
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
曖
昧
な
も
の
で
す
。
そ
ん
な
曖
昧
な
選

考
に
よ
っ
て
、
企
業
と
応
募
者
が
お
互
い
に
不
幸
に
な
っ
て
し
ま
う
現
実
を
何
と
か
で
き
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
し
た
」

後
藤
の
「
ミ
イ
ダ
ス
」
の
事
業
ア
イ
デ
ア
は
会
社
か
ら
認
め
ら
れ
、
資
金
を
得
て
社
内
起
業
を
実
現
。

2
0
1
5
年
11
月
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
9
年
に
分
社
化
し
て
ミ
イ
ダ
ス
株
式
会

社
の
設
立
に
至
っ
た
。

企
業
に
対
し
、「
本
質
的
な
価
値
創
造
に
集
中
で
き
る
環
境
を
用
意
し
た
い
」
と
後
藤
は
言
う
。

「
事
業
の
本
質
と
は
、
社
会
の
課
題
を
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
解
決
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
資
金
調
達
、
人
材
採
用
・
育
成
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
営
業
な
ど
は
『
手
段
』
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
手
段
に
コ
ス
ト
や
手
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
、『
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
意
欲
が

へ
し
折
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
事
業
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
『
す
ぐ
や
れ
る
』
世
界
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
ん
で
す
」

そ
の
言
葉
ど
お
り
、「
ミ
イ
ダ
ス
」
の
機
能
を
活
用
す
れ
ば
必
要
な
人
材
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
獲
得
で

き
る
。
正
社
員
採
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
人
材
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
。
専
門
人
材
と
の
期
間
限
定
の
業

務
委
託
契
約
を
支
援
す
る
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ス
ポ
ッ
ト
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

例
え
ば
、「
新
商
品
を
作
っ
た
の
に
売
れ
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
は
、
コ
ス
ト
の
か
か
る

営
業
人
材
の
採
用
で
は
な
く
、「
月
1
日
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
戦
略
の
プ
ロ
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
知
見
を
得
る
」
と
い
っ
た
手
法
も
選
択
で
き
る
。
初
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
採
用
に
臨
む
際
、
人
事
担

当
者
に
技
術
知
識
が
な
け
れ
ば
、
技
術
に
精
通
し
た
人
に
1
時
間
だ
け
面
接
に
同
席
し
て
も
ら
う
方

法
も
あ
る
。
そ
ん
な
多
様
な
人
材
活
用
手
法
を
提
供
し
、
低
コ
ス
ト
で
の
課
題
解
決
を
可
能
に
し
て

い
る
。

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
で
き
て
い
な
い
企
業
を
、
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。
ま
た
、『
ど
う
せ

う
ち
に
は
で
き
な
い
』
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
諦
め
て
い
る
企
業
に
対
し
て
も
、『
こ
れ
が
で
き
た
ら
や

れ
る
の
で
は
』
と
い
う
可
能
性
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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ミイダス株式会社
代表取締役社長　後藤 喜悦 / Kietsu Goto11 「やってみよう」「やれる」を引き出し、人と企業の可能性を広げる

無
駄
に
傷
つ
く
必
要
は
な
い
。

今
の
自
分
を
活
か
せ
る
仕
事
に
出
合
お
う

可
能
性
を
提
示
し
て
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
意
欲
を
喚
起
し
た
い

―
そ
の
想
い
は
対
・
企
業
だ

け
で
な
く
、
は
た
ら
く
個
人
に
対
し
て
も
同
様
だ
。
求
職
者
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断
で
自
身
の
強
み
に

気
付
く
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
職
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー
が
合
う

企
業
に
出
合
え
た
り
で
き
れ
ば
い
い
、
と
考
え
て
い
る
。

「
僕
は
就
職
氷
河
期
世
代
。
就
活
で
は
不
採
用
が
続
き
、
人
格
を
否
定
さ
れ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

転
職
活
動
で
も
、
何
時
間
も
か
け
て
求
人
を
じ
っ
く
り
検
討
し
、
選
び
抜
い
た
1
社
に
応
募
し
た
ら

書
類
選
考
で
あ
っ
さ
り
落
と
さ
れ
る
。
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
は
、『
前
職
で
経
験
し
て
い
る
か
ら
』

と
、
気
が
進
ま
な
い
求
人
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
。『
こ
ん
な
の
お
か
し
く
な
い
か
』
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」

同
じ
業
界
の
同
じ
仕
事
で
も
、
企
業
に
よ
っ
て
活
躍
で
き
る
人
物
タ
イ
プ
が
大
き
く
異
な
る
現
実

も
見
て
き
た
。
1
人
の
人
が
、
A
社
の
評
価
基
準
で
は
低
く
査
定
さ
れ
る
の
に
、
同
業
界
の
B
社
で

は
高
評
価
を
得
る
こ
と
も
あ
る
。
後
藤
自
身
、
自
分
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
「
う
ち
の
会
社
の
カ
ル

チ
ャ
ー
に
合
わ
な
い
」
と
否
定
さ
れ
、
改
善
し
よ
う
と
し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
苦
し
ん
だ
経
験
が

あ
る
と
い
う
。

「
『
傷
つ
く
こ
と
で
強
く
な
り
た
い
』
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
は
、
逆
境
に
立
ち
向
か
い
努
力
す
れ
ば
い
い
。

け
れ
ど
、
僕
と
し
て
は
無
駄
に
傷
つ
く
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今
の
ま
ま
の
自
分
で
活
躍

で
き
る
仕
事
や
場
所
が
必
ず
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
す
ぐ
に
で
も
出
合
っ
て
ほ
し
い
。
僕

自
身
、
他
者
か
ら
の
評
価
に
よ
っ
て
長
年
、
自
分
の
感
性
が
狭
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
な
、
と
感
じ
ま

す
。
自
分
自
身
の
特
性
と
可
能
性
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

今
後
は
、
採
用
・
転
職
の
領
域
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
や
企
業
の
可
能
性
を
引
き
出
す
サ
ポ
ー
ト
、

新
た
な
挑
戦
を
し
た
い
時
に
足
り
な
い
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
展
開
し
て
い
く
。

「
み
ん
な
の
活
力
を
引
き
出
し
た
い
ん
で
す
。『
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
活
力
が
高
ま
れ
ば
、
国
全
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
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起
業
の
再
現
性
を
高
め
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
量
産

「
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
課
題
解
決
基
盤
を
つ
く
る
」

株式会社BLUEPRINT Founders
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株式会社 BLUEPRINT Founders
代表取締役 CEO　竹内 将高 / Masataka Takeuchi12 起業の再現性を高めてスタートアップを量産

「あらゆる産業の課題解決基盤をつくる」

「
B
L
U
E
P
R
I
N
T
が
V
e
r
t
i
c
a
l 

S
a
a
S
に
特
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

D
X
系
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
抱
い
た
課
題
感
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
が
作
る
プ
ロ
ダ
ク
ト

は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
や
ベ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
受
託
型
の
も
の
か
、
顧
客
管
理
や
会
計
管
理

な
ど
の
業
務
に
特
化
し
た
業
界
横
断
型
の
も
の
（
H
o
r
i
z
o
n
t
a
l 

S
a
a
S
）
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
現
場
に
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
け
で
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
」

一
つ
目
は
、
個
社
が
抱
え
る
問
題
。
例
え
ば
、
一
般
的
な
大
企
業
で
は
シ
ス
テ
ム
が
乱
立
し
て
い
て
、

業
務
間
の
横
の
連
携
が
難
し
い
。
二
つ
目
は
、
業
界
が
抱
え
る
問
題
。
業
界
が
違
う
と
営
業
の
手
法
や
顧

客
管
理
の
方
法
も
異
な
る
た
め
、
そ
こ
に
H
o
r
i
z
o
n
t
a
l 

S
a
a
S
を
導
入
す
る
際
に
は
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
が
必
要
に
な
る
な
ど
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
。

そ
こ
で
B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
、「
製
造
業
な
ら
製
造
業
に
特
化
し
た
S
a
a
S
を
提
供
す
る
」
と

い
う
よ
う
に
、
業
界
ご
と
に
存
在
す
る
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、
V
e
r
t
i
c
a
l 

S
a
a
S

に
絞
る
こ
と
に
方
針
を
固
め
た
。

業
界
特
化
型
の
V
e
r
t
i
c
a
l 

S
a
a
S
を
生
む

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

業
界
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
V
e
r
t
i
c
a
l 

S
a
a
S
（
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
サ
ー
ス
）
を
次
々

に
生
み
出
す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
株
式
会
社
B
L
U
E
P
R
I
N
T 

F
o
u
n
d
e
r
s

（
以
下
、
B
L
U
E
P
R
I
N
T
）。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
工
場
）
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
あ
る
。
代
表
取
締
役
C
E
O
の
竹
内
将
高
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
事
業
が
自
走
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
分
社
化
し
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
グ
ロ
ー
ス
を
さ
せ
た
後
、
I
P
O
や

M
&
A
で
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
で
収
益
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
」

V
e
r
t
i
c
a
l 

S
a
a
S
と
は
、
業
界
特
有
の
作
業
工
程
や
下
請
け
構
造
な
ど
「
業
界
に

特
化
し
た
業
務
」
を
D
X
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
。
対
に
な
る
の
が
、
業
界
横
断
型
と
い
わ
れ
る

H
o
r
i
z
o
n
t
a
l 

S
a
a
S
（
ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル
・
サ
ー
ス
）
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
や

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
な
ど
、
業
界
や
業
種
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
も
の
を
い
う
。
ク
ラ
ウ
ド
型
顧
客
管

理
・
営
業
支
援
機
能
を
持
つ
S
a
l
e
s
f
o
r
c
e
や
、
会
計
ソ
フ
ト
の
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
な
ど
は

こ
れ
に
属
す
る
。
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株式会社 BLUEPRINT Founders
代表取締役 CEO　竹内 将高 / Masataka Takeuchi12 起業の再現性を高めてスタートアップを量産

「あらゆる産業の課題解決基盤をつくる」

新
規
事
業
を
生
み
だ
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
化
を
徹
底

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
一
つ
起
業
し
グ
ロ
ー
ス
さ
せ
る
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
だ
が
、
な
ぜ

B
L
U
E
P
R
I
N
T
は「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
量
産
が
可
能
な
の
か
。
そ
の
秘
密
は「
起

業
の
標
準
化
」
に
あ
る
。

同
社
は
ま
ず
、
課
題
を
抱
え
た
現
場
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、
一
次
情
報
を
収
集
す
る
。
例
え
ば

1
0
0
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
10
個
ほ
ど
事
業
化
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
ら
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
プ
ー

ル
し
て
、
営
業
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
実
現
化
に
向
け
た
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
く
。

「
B
L
U
E
P
R
I
N
T
の
強
み
は
、
営
業
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
三
つ
の
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
人
材
が
い
る
こ
と
で
す
。
営
業
に
は
、
力
強
く
事
業
を
牽
引
で
き
る
キ
ー
エ
ン

ス
出
身
の
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
が
大
勢
い
る
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
リ
ク
ル
ー
ト
で
S
a
a
S
の
責
任
者
を

務
め
て
い
た
者
が
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
S
M
B
C
と
S
M
B
C
日
興
証
券
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
千
社
以
上

担
当
し
て
き
た
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
を
務
め
て
い
ま
す
」

三
つ
の
軸
で
徹
底
的
に
検
討
・
評
価
し
、
業
界
の
課
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
生
み
出
せ

そ
う
だ
と
判
断
し
た
ら
、
そ
こ
で
初
め
て
人
材
を
投
入
し
、
事
業
化
を
試
み
る
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
一
つ
が
、
2
0
2
2
年
2
月
に
立
ち
上
げ
た
株
式
会
社

A
r
c
h
i 

V
i
l
l
a
g
e
だ
。
A
r
c
h
i 

V
i
l
l
a
g
e
は
、
建
材
業
界
向
け
の
総
合
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム「
建
材
サ
ー
チ
」を
提
供
し
て
い
る
。
複
数
社
の
建
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
預
か
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
基
に
、
メ
ー
カ
ー
を
横
断
し
て
建
材
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。

建
材
メ
ー
カ
ー
を
取
り
巻
く
業
界
は
特
殊
な
構
造
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
戸
建
て
住
宅
を
建
て
た
い

人
（
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
）
は
、
直
接
建
材
メ
ー
カ
ー
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店

と
話
し
合
い
、
ど
ん
な
家
を
建
て
る
か
が
決
ま
っ
て
初
め
て
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
商
社
を
経
て
建
材

メ
ー
カ
ー
に
発
注
が
い
く
仕
組
み
だ
。
つ
ま
り
、
建
材
メ
ー
カ
ー
が
ど
ん
な
高
品
質
な
も
の
を
作
っ
て
も
、

間
に
立
つ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
商
社
が
自
社
の
建
材
を
選
定
し
て
く
れ
な
い
限
り
、
売
上
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。

「
こ
の
業
界
で
以
前
か
ら
課
題
だ
っ
た
の
が
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
の
運
用
で
し
た
。
厚
さ
10
cm
に
及
ぶ
紙

の
カ
タ
ロ
グ
を
年
間
何
十
万
部
と
刷
る
た
め
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
し
た
。
S
D
G
s
の
観
点
か
ら
も
、
紙
カ
タ
ロ
グ
を
減
ら
そ
う
と
い

う
機
運
が
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
タ
ロ
グ
が
な
け
れ
ば
建
材
選
定
者
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
減
り
、
売
上

減
に
な
る
懸
念
も
あ
る
。
そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
メ
ー
カ
ー
各
社
が
カ
タ
ロ
グ
を
電
子
化
す
る
動

き
も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
建
材
選
定
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
使
い
勝
手
の
い
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
」
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株式会社 BLUEPRINT Founders
代表取締役 CEO　竹内 将高 / Masataka Takeuchi12 起業の再現性を高めてスタートアップを量産

「あらゆる産業の課題解決基盤をつくる」

複
数
の
建
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
こ
の
「
カ
タ
ロ
グ
問
題
」
を
聞
い
た
B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
、
課
題

解
決
の
方
法
を
探
る
活
動
を
開
始
。
実
際
に
カ
タ
ロ
グ
を
使
用
す
る
側
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
顧
客
価

値
検
証
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ー
カ
ー
を
横
断
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
建
材
の
情
報
を
一

括
検
索
で
き
れ
ば
、
建
材
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
建
材
選
定
者
に
と
っ
て
も
業
務
効
率
が
い
い
と
い
う
判

断
に
至
っ
た
。
そ
う
し
て
「
建
材
サ
ー
チ
」
の
事
業
が
誕
生
し
た
。

起
業
を
標
準
化
し
て
、

日
本
が
再
び
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
言
わ
れ
る
時
代
へ

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
は
、
自
動
車
の
製
造
を
標
準
化
し
て
大
量
生
産
を
可
能
に

し
た
が
、
B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
そ
れ
を
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
起

業
を
標
準
化
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
次
々
と
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
社
会
貢

献
を
す
る
。
ま
ず
は
1
0
0
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
上
場
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
行
動
指
針
と
し
て
「
本
質
主
義
・
結
果
主
義
・
変
革
主
義
」
を
挙
げ
て
い
る
。
本
質
を
し
っ

か
り
追
求
す
る
姿
勢
を
持
ち
、安
易
な
道
に
逃
げ
ず
に
結
果
を
出
す
こ
と
。
そ
し
て
、も
の
ご
と
を
ア
ジ
ャ

イ
ル
に
考
え
て
、
常
に
変
わ
り
続
け
る
こ
と
を
指
す
。

「
起
業
を
標
準
化
す
る
」
こ
と
に
竹
内
は
二
つ
の
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

一
つ
は
、
大
企
業
に
い
る
優
秀
な
人
材
が
起
業
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
裁
量
を
持
ち
、
結
果
を
出

し
、
世
界
有
数
の
企
業
を
輩
出
で
き
る
国
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
。
も
う
一
つ
が
、
こ
う
し

た
人
材
が
起
業
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
よ
り
大
胆
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
だ
。

「
以
前
の
よ
う
に
日
本
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
な
る
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
起
業
す
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
大
企
業
に
も
そ
ん
な
人
材
が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
保
守
的

な
考
え
か
ら
抜
け
出
せ
ず
起
業
に
至
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
機
会
損
失
で
す
」

大
企
業
出
身
の
優
秀
な
人
材
が
起
業
す
れ
ば
、
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
解
決
で
き
る
。
竹
内
自

身
が
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
証
明
し
て
い
る
。

新
卒
で
キ
ー
エ
ン
ス
に
入
社
し
た
竹
内
は
、
就
業
か
ら
5
年
半
が
経
過
し
た
頃
、
自
ら
起
業
し
よ
う
と

考
え
た
。
同
じ
頃
、
転
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
B
L
U
E
P
R
I
N
T
の
創
業
者
ら
が
立
ち
上
げ
た
ほ

か
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
紹
介
が
舞
い
込
ん
だ
。
話
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
副
業
で
起
業
O
K
」
と
分

か
っ
た
た
め
、
転
職
を
決
意
し
た
。

入
社
後
ほ
ど
な
く
、
竹
内
は
一
人
で
1
カ
月
当
た
り
の
商
談
件
数
を
5
〜
6
倍
に
引
き
上
げ
る
活
躍
を

見
せ
た
。
竹
内
の
持
つ
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
が
見
事
に
ハ
マ
っ
た
の
だ
。
竹
内
は
副
業
で
起
業
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
創
業
者
ら
か
ら
要
請
さ
れ
て
B
L
U
E
P
R
I
N
T
の
代
表
に
就
任
、
よ
り
大
き
な
裁
量
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権
を
手
に
し
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
安
定
し
た
環
境
を
飛
び
出
す
こ
と
に
対
す
る
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
私
は
、
挑
戦
せ

ず
に
人
生
を
終
え
た
ら
絶
対
に
後
悔
す
る
、
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
す
」

起
業
は
、
ど
ん
な
人
に
出
会
い
、
ど
ん
な
場
所
に
行
く
か
に
よ
っ
て
成
功
率
が
変
わ
る
。

B
L
U
E
P
R
I
N
T
に
は
土
台
が
す
べ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
た
め
、
優
秀
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
持
つ

人
材
で
あ
れ
ば
ゼ
ロ
イ
チ
か
ら
イ
グ
ジ
ッ
ト
ま
で
を
経
験
で
き
る
。

「
大
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
、
一
般
的
に
非
常
に
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
B
L
U
E
P
R
I
N
T

に
は
間
違
い
な
く
活
躍
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
起
業
し
た
い
方
に
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

起
業
の
再
現
性
を
高
め
、
非
連
続
な
進
化
を
生
む

世
の
中
の
課
題
を
解
決
す
る
事
業
が
次
々
に
生
ま
れ
る
。
大
企
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
よ
う
な
人
材

が
、
起
業
か
ら
グ
ロ
ー
ス
ま
で
を
経
験
で
き
る
。
B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
「
起
業
」
の
再
現
性
を
高
め
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
量
産
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
社
会
的
意
義
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

「
社
名
の
B
L
U
E
P
R
I
N
T
に
は
、“
青
写
真
を
描
く
”
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
ど

ん
な
課
題
に
お
い
て
も
妥
協
せ
ず
考
え
抜
き
、
そ
の
一
手
で
革
命
的
に
物
事
を
良
く
し
て
い
く
。
そ
う
す

る
こ
と
で
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
非
連
続
な
進
化

を
、
世
界
に
起
こ
し
た
い
で
す
ね
」

B
L
U
E
P
R
I
N
T
は
今
後
、
S
a
a
S
だ
け
で
な
く
、
よ
り
技
術
的
難
易
度
が
高
い
デ
ィ
ー
プ

テ
ッ
ク
領
域
に
も
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
、
研
究
者
が
携

わ
る
分
野
と
も
連
携
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
創
出
を
図
る
。

「
S
a
a
S
以
外
の
領
域
も
、
同
じ
よ
う
に
標
準
化
で
き
る
と
見
越
し
て
い
ま
す
。
今
後
5
〜
10
年
の
あ

い
だ
に
新
し
い
領
域
の
標
準
化
に
も
挑
戦
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
B
L
U
E
P
R
I
N
T
を
『
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
新
規
事
業
を
生
み
出
し
続
け
る
、
総
合
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
へ
と
成
長
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
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自
然
治
癒
力
の
最
大
化
に
よ
っ
て
、

社
会
の
生
き
る
力
を
育
む

株式会社SYNERGY JAPAN

More
Details

2012年、株式会社SYNERGY JAPAN設立、代表取締役に就任。「患者様ゼ
ロの社会を創る」ことを理念に、人の自然治癒力を最大化させる治療サービ
スを提供する鍼灸整骨院を全国50カ所に展開。柔道整復師、鍼灸師資格保
有。

P r o f i l e

大阪府大阪市北区梅田1-12-12　東京建物梅田ビル14階
https://plusseikotsuin.com/

代表取締役社長

高階 耕治
K o j i  T a k a s h i n a

13

C o n t a c t
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株式会社 SYNERGY JAPAN
代表取締役社長　高階 耕治 / Koji  Takashina13 自然治癒力の最大化によって、社会の生きる力を育む

が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
が
毎
年
優
秀
な
社
員
50
〜
1
0
0
人

を
採
用
で
き
て
い
る
背
景
に
あ
る
の
が
、
充
実
し
た
教
育
体
制
だ
。

個
人
事
業
主
が
多
く
を
占
め
る
鍼
灸
院
や
整
骨
院
で
は
、
組
織
と
し
て
管
理
部
門
を
設
け
て
い
る
所
は

あ
ま
り
な
い
。
こ
の
業
界
で
は
ス
タ
ッ
フ
教
育
は
現
場
業
務
の
片
手
間
で
、
と
い
う
の
が
常
識
だ
。
一
方

S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
で
は
、
人
材
育
成
担
当
7
人
を
専
任
で
設
置
。
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
に

の
っ
と
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
患
者
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
ヒ
ア
リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
習
得
、
施

術
を
行
う
う
え
で
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

社
員
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
実
現
し
た
い
の
は
、
顧
客
体
験
の
向
上
だ
。

「
当
社
で
は
、
顧
客
体
験
価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
患
者
様
と
の
三
つ
の
約
束
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
初
回
か
ら
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
二
つ
目
は
、
誰
よ
り
も
患
者
様
と
向
き
合
う

こ
と
。
三
つ
目
は
、
一
人
ひ
と
り
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
の
約
束
に
基
づ
い
て
、
顧

客
心
理
の
五
つ
の
ゴ
ー
ル
も
設
定
。
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
患
者
様
に
は
、
お
店
で
過
ご
す
時
間
に
も

価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
来
院
か
ら
受
付
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
施
術
、
お
見
送
り
に
至
る
す
べ
て
に

お
い
て
、
約
束
を
体
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

私
た
ち
の
使
命
は
、
患
者
の
人
生
を
プ
ラ
ス
に
運
ぶ
こ
と

「
肩
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
」「
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
」「
食
欲
が
湧
か
な
い
」。
体
や
心
に
不
調
を

感
じ
な
が
ら
も
、
検
査
で
は
異
常
が
な
い
、
あ
る
い
は
西
洋
医
学
で
い
う
病
気
と
診
断
さ
れ
な
い
状
態

を
「
未
病
」
と
呼
ぶ
。
そ
う
し
た
未
病
を
抱
え
る
人
々
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、
東
洋
医
学
の
力
で
解
決

し
て
い
る
の
が
「
ぷ
ら
す
鍼
灸
整
骨
院
」
だ
。
東
京
と
大
阪
を
中
心
に
、
約
50
カ
所
の
直
営
店
舗
を
展

開
し
て
い
る
。

運
営
す
る
の
は
株
式
会
社
S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
。「
人
生
に
『
ぷ
ら
す
』
を
。」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
2
0
1
2
年
に
設
立
し
て
以
降
、
着
実
に
店
舗
数
を
増
や
し
、
現
在
は
売
上
高
・
会
社
規
模
共
に

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。
代
表
取
締
役
社
長
の
高
階
耕
治
は
、
自
社
の
特
長
に
つ
い
て
力
強
く
話
す
。

「
当
社
の
強
み
は
、
何
と
い
っ
て
も
人
材
力
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、
単
に
技
術
を
売
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
施
術
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
人
間
性
が
あ
っ
て
こ
そ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
治
療
で
す
。
表
層

的
な
ス
キ
ル
で
は
な
く
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
最
も
重
要
。
そ
う
し
た
価
値
観
に
軸
足
を
置
き
、
人
材
採
用
・

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

鍼
灸
院
・
整
骨
院
の
採
用
市
場
は
、
国
家
資
格
の
鍼
灸
師
・
柔
道
整
復
師
の
保
持
者
が
対
象
と
な
る
。

近
年
は
5
，
0
0
0
人
の
新
卒
を
5
万
社
が
取
り
合
っ
て
い
る
状
態
で
、
競
争
が
激
化
し
雇
用
の
難
易
度
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リ
ス
ク
覚
悟
で
店
舗
を
継
続
し
た
コ
ロ
ナ
禍
。

続
々
と
届
い
た
の
は
感
謝
の
声

S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
は
、
2
0
2
0
年
秋
、
パ
ー
パ
ス
を
「
人
間
の
自
然
治
癒
力
を
最
大

化
さ
せ
社
会
の
生
き
る
力
を
高
め
る
」
と
定
め
た
。
2
0
2
0
年
と
い
え
ば
、
全
世
界
が
未
曾
有
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
た
年
。
感
染
防
止
の
た
め
全
国
民
に
呼
び
か
け
ら
れ
た

3
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
回
避
対
策
に
よ
り
、
S
Y
N
E
R
G
Y 

J
A
P
A
N
は
一
時
、
会
社
の

存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
パ
ー
パ
ス
策
定
に
つ
な
が
る
。

「
正
直
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
仕
事
が
な
く
な
る
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
こ
の
職
業
は
、
3
密
で
成
り
立

つ
よ
う
な
も
の
。
患
者
様
に
接
し
な
け
れ
ば
、
施
術
は
行
え
ま
せ
ん
か
ら
。
し
か
し
同
時
に
、
会
社
を
、

メ
ン
バ
ー
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
想
い
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
鍼
灸
院
や
整

骨
院
は
国
民
生
活
維
持
に
不
可
欠
な
事
業
と
判
断
さ
れ
、
営
業
は
継
続
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
風

評
被
害
も
あ
り
ま
し
た
し
、
来
店
し
て
も
ら
え
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
メ
ン
バ
ー

と
話
し
合
い
、『
今
こ
そ
自
分
た
ち
に
で
き
る
価
値
を
提
供
し
よ
う
』
と
、
店
を
開
け
続
け
る
判
断
を

下
し
た
の
で
す
」

す
る
と
高
階
の
想
定
以
上
に
多
く
の
患
者
が
訪
れ
た
。
各
店
舗
か
ら
、
継
続
を
喜
ぶ
患
者
の
声
が
届
く

日
々
。「
開
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
し
て
い
ま
す
」。
自
分
た
ち
の
仕
事
は
社

会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
、
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
再
認
識
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時
的
に
落
ち
込
ん
だ
患
者
数
も
、
1
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る
と
、

過
去
最
高
数
を
記
録
。
心
の
底
か
ら
力
が
み
な
ぎ
る
と
同
時
に
、
社
会
に
お
け
る
自
社
の
立
ち
位
置
を
再

考
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
パ
ー
パ
ス
は
掲
げ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
自
分
た
ち
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
は
何
か
』『
こ

れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
』『
東
洋
医
学
の
国
家
資
格
を
有
す
る
我
々
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
は
何
か
』
と
い
う
3
つ
の
軸
を
重
視
し
て
業
務
に
臨
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
交
わ
る
と
こ
ろ
に
あ

る
の
は
、
患
者
様
の
目
先
の
痛
み
や
不
調
を
緩
和
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
が
備
え
持
つ
治
す
力
を
最

大
化
す
る
こ
と
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
気
が
付
い
た
の
で
す
。
社
会
に
対
し
て
自
分
た
ち
は
ど
う
い
う
存
在

で
あ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
の
答
え
を
言
語
化
し
た
の
が
、
現
在
の
パ
ー
パ
ス
で
す
」

パ
ー
パ
ス
の
策
定
を
機
に
、
店
舗
ロ
ゴ
や
店
内
デ
ザ
イ
ン
を
、
自
然
治
癒
力
の
向
上
を
テ
ー
マ
に
し
た

デ
ザ
イ
ン
へ
と
刷
新
。
と
ら
や
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
葛
西
薫
氏
や
、
エ
ル
メ

ス
な
ど
と
仕
事
を
す
る
大
手
建
築
会
社
ト
ラ
フ
設
計
事
務
所
な
ど
、
一
流
の
職
人
と
手
を
組
み
、
そ
の
場

に
い
る
だ
け
で
心
が
休
ま
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
意
識
し
た
と
い
う
。

「
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加
速
し
、
精
神
疾
患
や
自
殺
者
数
は
増
加
傾
向
。
人
々
の
心
が
、
社
会
問
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題
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
生
き
る
気
力
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

少
し
で
も
居
心
地
の
良
さ
や
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
提
供
し
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
て
い
く
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
の
で
す
」

こ
れ
が
自
分
の
生
き
る
道
だ
と
信
じ
て
、

と
こ
と
ん
突
き
進
ん
だ

現
在
の
仕
事
の
原
点
は
、
学
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

思
春
期
、
反
抗
的
な
態
度
を
取
る
自
分
を
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
て
く
れ
た
父
に
興
味
を
持
ち
、
高
階

は
父
の
電
気
工
事
会
社
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
こ
で
見
た
の
は
、仕
事
に
情
熱
を
注
ぐ
父
の
姿
。「
働

い
て
い
る
人
っ
て
こ
ん
な
に
も
か
っ
こ
い
い
ん
だ
」
と
感
銘
を
受
け
た
。
父
の
背
中
に
憧
れ
、
高
校
卒

業
後
は
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
で
い
た
高
階
だ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
会
社
が
倒
産
。
途
方
に
暮
れ
な
が
ら

進
路
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
時
に
生
ま
れ
た
の
が
、「
人
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
い
う

想
い
だ
っ
た
。

「
学
歴
も
、
お
金
も
、
特
別
な
能
力
も
な
い
。
今
の
自
分
は
何
も
持
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
私
は
、
そ
ん

な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
っ
た
一
つ
人
に
自
慢
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
。
特
に
、
今
後
増
え
る
で
あ
ろ
う
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
父
が
電
柱
を
建
て
る
建
柱
工
事
を
生
業
に
し
て
い
た
影
響
で
、
い
つ
か
自
分
も
街
に
形

を
残
せ
る
よ
う
な
お
店
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
2
つ
の
想
い
を
叶
え
る
の
に
は
、
整
骨
院

や
鍼
灸
院
が
適
し
て
い
る
と
思
い
、
国
家
資
格
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

し
か
し
志
し
た
道
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
昼
間
の
専
門
学
校
と
並
行
し
て
、
朝
晩
は
整
骨
院
で
丁
稚

奉
公
的
に
働
き
、
実
技
の
習
得
に
勤
し
む
。
当
初
の
バ
イ
ト
代
は
月
5
万
円
。
休
む
間
も
な
い
過
酷
な
毎

日
に
、
離
脱
す
る
同
級
生
も
大
勢
い
る
中
、
高
階
は
決
し
て
諦
め
な
か
っ
た
。

「
確
か
に
勉
強
と
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
生
活
は
大
変
で
し
た
が
、
辞
め
て
自
分
の
生
き
る
道
を
失
う
恐

怖
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
父
の
仕
事
姿
か
ら
働
く
か
っ
こ
よ
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
て
始
め
た
の
に
、

こ
こ
で
は
諦
め
ら
れ
な
い
。
ほ
か
に
道
は
な
い
と
思
い
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
踏
ん
張
り
ま
し
た
」

6
年
か
け
て
鍼
灸
師
と
柔
道
整
復
師
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
。
正
社
員
と
し
て
就
職
し
た
店
舗

で
実
務
経
験
と
実
績
を
積
み
、
自
信
を
つ
け
た
高
階
は
独
立
を
決
意
。
資
金
調
達
と
物
件
探
し
に
奔
走
し

な
が
ら
、
大
阪
市
の
都
島
で
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
28
歳
の
時
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
開
店
後
わ
ず
か
3
カ
月
で
い
き
な
り
窮
地
に
陥
る
。
近
隣
に
配
布
し
た
店
の
告
知
チ
ラ
シ
に

つ
い
て
、「
違
法
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
る
」
と
同
業
者
か
ら
で
た
ら
め
な
噂
を
広
め
ら
れ
た
の
だ
。
も

ち
ろ
ん
法
は
遵
守
し
て
お
り
、
後
ろ
め
た
い
こ
と
は
何
一
つ
な
か
っ
た
も
の
の
、
警
察
か
ら
聞
き
取
り
を
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受
け
る
こ
と
に
。
社
員
の
心
も
離
れ
て
い
き
、
8
人
い
た
社
員
は
2
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
う
え
に
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
も
悪
く
な
り
、
現
場
の
雰
囲
気
は
絶
望
的
で
し
た
。

で
も
、
私
の
心
に
は
希
望
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
奥
底
に
あ
る
情
熱
を
再
確
認
し
、『
何
が
何
で
も
や
り
遂
げ

よ
う
』
と
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
妥
協
を
や
め
、
自
分
の
原
点

で
も
あ
る
、
働
く
素
晴
ら
し
さ
を
メ
ン
バ
ー
に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、『
仕
事
を
通
し
て
成
長
し

よ
う
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
固
た
る
理
念
と
し
て
伝
え
続
け
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
ぶ
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
で
少
し
ず
つ
信
頼
を
取
り
戻
し
、
新
た
な
仲
間
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
諦
め
ず
に
進
ん

で
き
て
よ
か
っ
た
と
、
痛
感
し
て
い
ま
す
」

治
療
家
の
価
値
を
高
め
、
業
界
の
常
識
を
突
破
し
、

未
病
を
解
決
す
る
日
本
を
代
表
す
る
企
業
へ

日
本
国
民
の
う
ち
、
鍼
灸
院
・
整
骨
院
の
利
用
経
験
が
あ
る
人
は
2
割
と
い
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
残

り
8
割
の
人
が
み
ん
な
健
康
に
過
ご
せ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
不
調
を
き
た
し
て
も

放
置
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。
そ
の
現
状
に
対
し
て
「
鍼
灸
院
・
整
骨
院
の
選
択
肢
が
思
い

浮
か
ば
な
い
、
も
し
く
は
来
店
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
考
え
た
高
階
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
日
本

N
o
．
1
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
業
と
な
り
、
業
界
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
と
決
意
し
た
。

N
o
．
1
を
獲
得
す
る
た
め
に
掲
げ
て
い
る
目
標
が
、
店
舗
数
2
0
0
店
舗
・
社
員
数
1
，
0
0
0
人
・

売
上
高
1
0
0
億
円
の
実
現
だ
。
さ
ら
に
、
社
会
か
ら
曖
昧
な
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
東
洋
医
学
の
力

を
可
視
化
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
技
術
を
提
供
し
て
い
く
。「
こ
の
夢
を
、
メ
ン
バ
ー
と
共
に
叶

え
た
い
」
と
、
高
階
は
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
る
。

「
私
た
ち
は
、働
く
人
の
こ
と
も
大
事
に
し
た
い
。
パ
ー
パ
ス
と
し
て
定
め
た『
自
然
治
癒
力
の
最
大
化
』は
、

必
ず
し
も
患
者
様
だ
け
を
対
象
に
し
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
も
自
然
治
癒
力
や
生
命
力
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
、
喜
び
や
楽
し
み
を
日
々
実
感
し
な
が
ら
働
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
英
気
あ
ふ
れ

る
施
術
者
に
よ
る
鍼
灸
・
整
骨
治
療
だ
か
ら
こ
そ
、
患
者
様
も
健
康
維
持
や
改
善
に
向
け
て
士
気
を
高
め

て
い
け
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
社
名
の
シ
ナ
ジ
ー
に
は
、
一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
、
会
社

で
あ
れ
ば
実
現
で
き
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
個
と
組
織
、
仲
間
と
仲
間
、
そ
れ
ぞ
れ
を
掛
け
合

わ
せ
た
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
、
日
本
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
」
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図

株式会社ライズ・コンサルティング・グループ

More
Details

ロンドン大学卒業後、フューチャーアーキテクト、野村総合研究所を経て、ラ
イズ・コンサルティング・グループに参画。金融・製造・官公庁を中心に、IT活
用戦略を中心としたコンサルテーションと業務改革、構想策定に多数従事。
当社参画後は、CIOアジェンダのアドバイザリー業務に加え、AI・ロボティク
ス・ブロックチェーンなどの先端テクノロジーを活用した業務改革、組織再
編、新規ソリューションの立ち上げを牽引。2021年3月から現職。
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IPO を目前に控えたコンサルティングファームが描く未来図

は
競
争
力
を
意
識
し
た
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
は
課
題
内

容
に
よ
っ
て
得
手
不
得
手
が
あ
っ
た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
次
第
で
成
果
の
善
し
悪
し
も
変
化
し
ま
す
。
初
め

か
ら
大
き
な
金
額
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
投
下
す
る
の
は
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
ま
ず
は
安
価
で
小
規
模

に
始
め
た
い
と
い
う
要
望
に
対
応
で
き
る
の
が
当
社
の
強
み
で
す
」

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
多
く
は
、
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
出
身
メ
ン
バ
ー
。
多
様
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
。

安
価
な
価
格
設
定
を
支
え
て
い
る
の
は
、
高
い
稼
働
率
だ
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の

対
峙
に
専
念
で
き
る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
サ
イ
ン
を
行
い
、
60
～
70
％
の
業
界
水
準
に
対
し
て
、
同
社

で
は
1
0
0
％
に
近
い
稼
働
率
を
叶
え
て
い
る
。
経
費
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
、
利
益
を
最
大
限
人
件

費
へ
と
還
元
す
る
コ
ス
ト
意
識
に
加
え
、
後
述
す
る
働
き
や
す
さ
と
働
き
が
い
を
両
立
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
や
カ
ル
チ
ャ
ー
も
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

社
員
の
自
己
実
現
に
軸
足
を
置
い
た
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進

現
在
、
同
社
は
株
式
上
場
を
控
え
た
I
P
O
直
前
期
に
あ
る
。
準
備
が
順
調
に
進
み
2
0
2
3
年
に

高
品
質
×
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
ス
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

「
経
営
陣
が
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
を
徹
底
す
れ
ば
、
社
員
は
自
ず
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
る
。

そ
の
信
念
の
も
と
、
舵
取
り
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
旧
来
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
の
構
造

的
課
題
を
打
破
し
、
業
界
を
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

力
を
込
め
て
そ
う
話
す
の
は
、
株
式
会
社
ラ
イ
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
取
締
役

社
長
C
E
O
を
務
め
る
北
村
俊
樹
。
2
0
2
1
年
、
前
任
の
創
業
社
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
現
在
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
任
し
た
。

総
合
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
、
戦
略
立
案
・
構
想
策
定
と
い
っ
た
上
流
工
程
か
ら
実

行
支
援
ま
で
、
一
気
通
貫
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
同
社
は
、
金
融
、
通
信
、
I
T
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
、
製
造
な
ど
、
幅
広
い
業
界
の
日
本
を
代
表
す
る
大
手
企
業
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
持
つ
。
創
業

は
2
0
1
2
年
、
現
在
の
社
員
数
は
2
2
0
名
ほ
ど
と
、
経
営
年
数
や
組
織
規
模
は
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
費
用
対
効
果
に

関
し
て
は
「
大
手
フ
ァ
ー
ム
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

「
大
手
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
品
質
を
保
証
、
さ
ら
に
フ
ィ
ー
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株
式
公
開
を
果
た
せ
ば
、
社
会
的
な
認
知
度
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
。「
創
業
か
ら
の
10
年
は
会
社
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
必
死
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
め
て
い
な
か
っ
た
」
と
話
す
北
村
は
、
今
ま
で
同
社
を

支
え
て
き
た
人
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
多
く
の
人
に
向
け
て
、
自
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
直
す
こ
と

に
し
た
。
創
出
し
た
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
P
R
O
D
U
C
E 

N
E
X
T 

～
し
あ
わ
せ
な
未
来
を
、

共
に
拓
く
～
」。

「
社
員
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
に
な
れ
る
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
考
え
、
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
策
定
し
ま
し
た
。
数
多
く
の

企
業
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
世
の
中
に
あ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ
ス
す
べ
て
が
、
人
々
に
幸
せ
を
与

え
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。
彼
ら
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
経
営
課
題
を
解

決
し
た
先
に
は
、
必
ず
誰
か
の
幸
せ
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
未
来
を
つ
く
る
お
手
伝
い
が
し
た
い

の
で
す
」

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
北
村
が
最
も
幸
せ
に
し
た
い
相
手
は
社
員
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
具
現
化
し
た
制
度
や
仕
組
み
の
数
々
が
そ
の
証
し
だ
。

例
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ
る
組
織
体
系
。
多
く
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は

企
業
の
業
種
や
職
種
ご
と
で
チ
ー
ム
を
区
切
っ
て
い
る
が
、
そ
の
体
制
で
は
限
ら
れ
た
領
域
で
の
キ
ャ
リ

ア
し
か
積
め
ず
、
年
々
別
の
分
野
に
転
向
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
。
一
方
、
同
社
で
は
す
べ
て
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
一
つ
の
事
業
部
に
属
す
る
ワ
ン
プ
ー
ル
制
を
採
用
。
若
手
の
段
階
か
ら
多
様
な
案
件
に

携
わ
り
、
経
験
値
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
ゴ
ー
ル
に
い
ち
早
く
到
達
で
き
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
る
。
経
営
幹

部
へ
の
昇
進
や
起
業
を
目
指
す
社
員
が
経
営
を
実
践
的
に
学
べ
る
よ
う
、
財
務
的
な
内
容
も
含
め
た
経
営

情
報
を
積
極
開
示
。
経
営
を
疑
似
体
験
で
き
る
Y
o
u
n
g 

B
o
a
r
d
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
幹
部
会

議
や
経
営
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
も
参
加
で
き
る
。
定
量
評
価
を
取
り
入
れ
た
フ
ェ
ア
な
評
価
制
度
に
よ

り
、
成
果
次
第
で
は
最
速
1
年
で
昇
格
す
る
社
員
も
い
る
。

そ
の
他
、
社
員
自
身
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
と
こ
と
ん
研
究
し
、
特
定
の
分
野
を
極
め
ら
れ
る
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
制
度
や
、
長
期
的
な
成
長
を
見
越
し
た
経
営
陣
に
よ
る
実
地
研
修
を
多
数
整
備
。
社
員
が
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
け
る
よ
う
、
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
概
念
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
の
が
『
U
p 

o
r 

S
u
p
p
o
r
t
e
d
』。“
出
会
っ
た

瞬
間
か
ら
人
生
の
長
期
パ
ー
ト
ナ
ー
”
と
い
う
価
値
観
の
も
と
、
人
材
の
採
用
と
育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
に
は
『
U
p 

o
r 

O
u
t
（
昇
進
す
る
か
、
辞
め
る
か
）』
の
文
化
が
暗
黙
の
了

解
と
し
て
は
び
こ
っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
、
そ
の
実
情
に
長
年
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
成
果
が
上
げ

ら
れ
ず
苦
し
む
社
員
、
新
た
に
挑
戦
し
た
い
分
野
が
見
つ
か
っ
た
社
員
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
て
も
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
こ
そ
、
私
の
最
大



161 160

株式会社ライズ・コンサルティング・グループ
代表取締役社長 CEO　北村 俊樹 / Toshiki  Kitamura14 「PRODUCE NEXT ～しあわせな未来を、共に拓く～」

IPO を目前に控えたコンサルティングファームが描く未来図

の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

こ
れ
ら
の
制
度
を
形
骸
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
血
の
通
っ
た
組
織
風
土
の
醸
成
に
も
注
力
し
て
い
る
。

新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ
ー
を
決
め
る
際
に
実
施
し
た
全
社
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
、

「
ト
ッ
プ
と
の
距
離
が
近
い
」「
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
る
雰
囲
気
」
と
い
っ
た
声
が
多
数
集
め
ら
れ
て
お

り
、
普
段
か
ら
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
ラ
ン
チ
の
実
施
や
社
員
同
士
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
を
多
数
用
意
。
同

社
な
ら
で
は
の
フ
ラ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
な
環
境
が
、
社
員
の
志
を
高
め
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
歴
史
を
知
り
、
自
社
の
強
み
に
確
信
を
持
て
た

「
P
R
O
D
U
C
E 

N
E
X
T
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
経
営
理
念
と
し
て
創
業
当
初
か
ら
標
榜
し
て

い
た
。
当
時
の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
日
本
の
再
生
の
た
め
に
、
次
の
未
来
を
創
造
す
る
」。
東
日
本
大

震
災
の
直
後
に
設
立
し
た
会
社
と
し
て
、
不
安
に
駆
ら
れ
る
人
々
の
心
を
は
じ
め
停
滞
し
た
日
本
社
会
を

再
生
し
た
い
と
い
う
想
い
が
、
創
業
者
で
あ
る
朝
日
竜
樹
の
胸
の
内
に
あ
っ
た
と
い
う
。

代
表
の
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
た
も
の
の
、
経
営
理
念
に
対
し
て
、
朝
日
の
よ
う
に
熱
い
気
持
ち
を
抱
き
き

れ
な
い
自
分
も
い
た
。
創
業
し
て
10
年
が
経
過
し
、
次
の
10
年
に
向
か
う
時
、
ど
の
よ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
掲
げ
る
の
が
ラ
イ
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。
悩
ん
だ
北
村
は
、
原

点
回
帰
と
銘
打
ち
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
。

「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
文
献
を
ひ
も
と
き
、
数
々
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
成
り
立

ち
か
ら
盛
衰
の
変
遷
を
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
振
り
返
り
ま
し
た
。
生
き
残
る
会
社
に
あ
っ
た
要
素
、

衰
退
し
た
会
社
に
な
か
っ
た
要
素
。
そ
れ
ら
を
抽
出
す
る
こ
と
で
確
信
を
持
て
た
の
が
、
自
社
の
強
み
で

し
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
も
社
員
に
対
し
て
も
、
困
っ
て
い
る
人
の
歩
み
を
一
歩
で
も
前
に
進
め

る
こ
と
に
、
時
間
と
頭
を
最
大
限
使
っ
て
き
た
。
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
き
た
H
a
n
d
s

−

O
n 

S
t
y
l
e
、
S
c
o
p
e
l
e
s
s
、
M
o
r
e 

T
h
a
n 

R
e
p
o
r
t
s
と
い
っ
た
手
法
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
、
歴
史
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
」

大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
豊
富
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
北
村
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
で
き
な

い
理
由
を
並
べ
な
い
こ
と
」。
無
理
だ
と
嘆
く
く
ら
い
な
ら
、
実
現
で
き
る
方
法
を
全
力
で
見
つ
け
出
す

ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
き
た
。
持
ち
前
の
機
動
力
に
よ
っ
て
、
日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
企
業
が
参
画
す
る

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
い
た
実
績
も
持
つ
。

周
囲
の
人
の
た
め
に
尽
く
す
姿
勢
は
、
幼
少
期
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
同
級
生
に
勉
強
を
教
え
た
り
学
級

委
員
を
務
め
た
り
と
、
誰
か
の
た
め
に
な
る
と
思
え
た
役
割
は
労
を
い
と
わ
ず
担
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
、

自
分
自
身
の
幸
せ
へ
と
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

「
自
分
が
持
つ
能
力
や
可
能
性
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
た
い
と
い
う
考
え
は
、
昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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仕
事
を
始
め
て
か
ら
も
、
大
き
な
仕
事
を
終
え
た
時
に
感
じ
る
達
成
感
は
も
ち
ろ
ん
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、『
北
村
さ
ん
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た
よ
』
と
日
常
で
も
ら
え
る
感
謝
の
言
葉
が
大
き
な

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」

困
っ
た
時
に
最
初
に
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
存
在
に
。

地
方
や
中
小
企
業
の
悩
み
に
も
寄
り
添
っ
て
い
く

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
共
に
ビ
ジ
ョ
ン
も
定
め
た
。「
T
o
p 

o
f 

M
i
n
d 

～
い
つ
の
時
代
も
、
い
ち
ば

ん
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
～
」。
何
か
に
困
り
、
誰
か
に
助
け
を
求
め
た
い
と
考
え
た
時
、
最
初
に
思
い

浮
か
べ
て
も
ら
う
こ
と
、
つ
ま
り
第
一
想
起
の
企
業
と
な
る
こ
と
が
、
同
社
の
展
望
だ
。

株
式
上
場
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
多
く
は

大
手
企
業
だ
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
を
確
保
で
き
な
い
小
規
模
組
織
へ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
だ
。

「
I
P
O
に
よ
っ
て
調
達
で
き
た
資
金
は
、『
ピ
ュ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
タ
イ
ム
に
フ
ォ
ー
カ
ス
』
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
社
員
に
投
資
し
つ
つ
、
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ

支
援
や
地
方
創
生
に
も
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
新
た
な
事
業
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
昨
今
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
上
昇
傾
向
で
、
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
も
す
べ
て
の
依
頼
を
受
け
き
れ
ず
、
自
社
の
課

題
解
決
に
着
手
で
き
な
い
企
業
も
あ
る
。
そ
う
し
た
業
界
の
現
状
と
D
X
推
進
の
潮
流
を
踏
ま
え
、
課

題
解
決
に
特
化
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
発
中
だ
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
始
動

に
よ
り
、
新
し
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
形
に
加
え
、
新
し
い
働
き
方
の
形
を
も
、
世
の
中
に
示
し
て

い
く
。

「
私
は
、
現
代
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
質
と
量
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
や

誰
も
が
、
や
り
た
い
こ
と
や
得
意
分
野
を
活
か
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
副
業
を
選
択
す
る
時
代
。
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
単
体
で
動
く
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
組
織
や
個
人
の
垣
根
が
な
い
混
成
部
隊

が
で
き
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
課
題
解
決
と
い
う
真
の
目
的
に
寄
り
添
っ
た
営
み
が
、
柔
軟
か
つ
迅
速

に
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
体
制
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
働
く
選
択
肢
も

増
や
せ
る
は
ず
。
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
積
ん
で
、
自
分
の
望
む
未
来
を
つ
く
れ
る
人
を
、
ラ
イ
ズ
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
起
点
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
せ
で
す
ね
」
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正
当
な
対
価
を
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
受
け
取
れ
る

健
全
な
業
界
を
目
指
し
、
相
場
観
の
是
正
を
促
す
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ア
、
そ
れ
ぞ
れ
を
専
門
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
分
野
に
よ
っ
て
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
傾
向
も
成
果
物
に

求
め
ら
れ
る
も
の
も
違
う
た
め
、
業
務
内
容
が
ま
っ
た
く
異
な
る
の
だ
と
い
う
。

「
通
常
で
あ
れ
ば
、
別
会
社
に
す
る
よ
う
な
分
野
の
異
な
る
事
業
を
一
社
で
手
が
け
る
こ
と
は
、
実
は
難

易
度
が
高
い
の
で
す
。
し
か
し
、
ど
れ
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ま
つ
わ
る
制
作
と
い
う
点
で
は

同
じ
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
側
に
は
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
の
需
要
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ゲ
ー
ム
メ
ー

カ
ー
さ
ん
な
ら
、
一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
映
像
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
の

制
作
も
必
要
で
す
し
、
グ
ッ
ズ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
も
作
っ
て
消
費
者
の
要
望
に
応
え
た
い
。
弊
社
な
ら
、
そ

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
の
か
け
合
わ
せ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
良
く
質
の
高

い
も
の
を
提
供
で
き
る
。
そ
れ
が
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
海
外
へ
「
流
出
」
す
る
の
で
は
な
く
、

世
界
へ
「
羽
ば
た
く
」
土
台
を
築
く

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
に
お
い
て
、
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
昨
今
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
海
外
コ
ン
テ
ン
ツ
の
進
展
は
著
し
く
、
そ
の
人

気
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。
街
中
で
頻
繁
に
広
告
を
見
か
け
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、
一
見
日
本
の
コ
ン
テ
ン

映
像
、
イ
ラ
ス
ト
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
グ
ッ
ズ
。

4
つ
の
分
野
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
彩
る

電
車
内
の
モ
ニ
タ
ー
や
駅
の
ポ
ス
タ
ー
で
、
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
で
、

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
新
作
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。
こ
の
よ
う

な
光
景
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
も
の
と
な
っ
た
。
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
る
魅
力

的
な
動
画
や
ム
ー
ビ
ー
。
こ
れ
ら
の
制
作
を
手
が
け
て
い
る
の
が
株
式
会
社
イ
ク
リ
エ
だ
。
同
社
は
、ゲ
ー

ム
・
漫
画
・
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
分
野
の
制
作
を
中
心
に
事
業
を
展
開

す
る
。

「
2
0
1
0
年
の
立
ち
上
げ
当
初
は
、
私
が
前
職
で
関
わ
っ
て
き
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
中
心
に
展

開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
市
場
の
需
要
を
探
り
つ
つ
、
グ
ッ
ズ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
い
っ
た
映
像
以
外
の

制
作
体
制
を
整
え
、
現
在
に
至
り
ま
す
」
と
同
社
代
表
取
締
役
、
濵
島
広
平
は
語
る
。

映
像
、
イ
ラ
ス
ト
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
グ
ッ
ズ
と
い
う
4
つ
の
軸
足
。
こ
れ
ら
を
か
け
合
わ
せ
た
提
案
を

で
き
る
の
が
、
イ
ク
リ
エ
の
大
き
な
強
み
だ
。
4
つ
の
分
野
は
そ
れ
ぞ
れ
制
作
工
程
や
必
要
と
さ
れ
る
技

術
が
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
す
べ
て
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
で
き
る
企
業
は
極
め
て
少
な
い
。

多
く
の
企
業
は
営
業
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
率
の
点
か
ら
、
映
像
、
イ
ラ
ス
ト
、
グ
ッ
ズ
、
フ
ィ
ギ
ュ
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ツ
に
思
え
る
も
の
が
、
実
は
海
外
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

そ
し
て
、
か
つ
て
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
者
が
海
外
に
出
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
海
外
流
出
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
日
本
の
家
電
が
す
ご
く
好
き
な
ん
で
す
。
で
も
日
本
で
は
待
遇
を
は
じ
め
、
技

術
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
技
術
者
が
海
外
へ
と
移
動
し
、
海
外
メ
ー
カ
ー

に
対
抗
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
日
本
の
ス
タ
ジ
オ
も
同
じ
道
を
た
ど
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
環
境
を
求
め
、
海
外
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
に
優
秀
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
ど
ん

ど
ん
出
て
い
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
弊
社
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
流
れ
に
抗
お
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」

こ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、
イ
ク
リ
エ
は
二
つ
の
パ
ー
パ
ス
を
掲
げ
る
。

一
つ
目
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
日
本
の
文
化
を
伝
え
守
る
」。「
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」
は
濵
島
の
造
語
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
伝
道
者
を
意
味
す
る
。
こ
の
言
葉
が
、
そ
の
ま
ま
イ
ク
リ

エ
の
「
コ
ア
」
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。

「
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
は
、
か
つ
て
は
一
部
の
人
が
楽
し
む
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
メ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
に
成
長
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
魅
力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。弊
社
は
映
像
、イ
ラ
ス
ト
、グ
ッ
ズ
、フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
扱
う
た
め
、『
何
が
本
業
な
ん
で
す
か
？
』
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
れ

も
本
業
、
ど
れ
も
本
気
で
す
。
無
闇
に
あ
れ
も
こ
れ
も
や
る
『
何
で
も
屋
』
で
は
な
い
。『
制
作
力
を
生

か
し
て
、コ
ン
テ
ン
ツ
を
伝
え
る
伝
道
者
』
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、コ
ン
テ
ン
ツ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

と
い
う
言
葉
で
伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

二
つ
目
は
「
日
本
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
強
み
を
生
か
し
て
世
界
で
活
躍
で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
」。

「
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
以
上
、
や
は
り
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
負
け
て
ほ
し
く
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
世
界
の
国
々
と
切
磋
琢
磨
し
、よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。わ
れ
わ
れ
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
し
て
、
口
を
開
け
て
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
海
外
で
も
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
に
い

き
た
い
。
日
本
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
自
身
の
強
み
を
生
か
し
て
世
界
へ
羽
ば
た
く
機
会
を
で
き
る
だ
け

多
く
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

イ
ク
リ
エ
の
掲
げ
る
パ
ー
パ
ス
に
は
、
濵
島
の
「
良
い
も
の
を
作
っ
て
人
を
喜
ば
せ
た
い
」
と
い
う
想

い
が
根
底
に
あ
る
。
同
社
で
は
、
2
0
1
9
年
に
企
業
理
念
と
し
て
「
想
造
力
で
身
近
な
人
を
笑
顔
に
す

る
」
を
定
め
た
。「
想
造
力
」
は
「
想
像
」
と
「
創
造
」
を
か
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
目
に
見
え
な
い
も
の

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
想
像
力
と
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
目
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
創
造
力
で
、
身
近
な
人

を
笑
顔
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
る
。
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以
前
ま
で
も
企
業
理
念
は
あ
っ
た
が
、
濵
島
自
身
が
し
っ
く
り
き
て
お
ら
ず
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
理
念
を
刷
新
す
る
際
に
は
、
自
分
が
実
感
を
も
っ
て
語
れ
る
経
験
を
大
切
に
し
た
。

「
前
職
の
時
、
私
が
手
が
け
た
3
D
C
G
が
初
め
て
ゲ
ー
ム
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
雑
誌
を

実
家
に
帰
っ
て
親
に
渡
し
た
ら
大
喜
び
し
て
く
れ
て
。
次
に
帰
っ
た
時
に
は
そ
の
切
り
抜
き
を
額
縁
に
入

れ
て
飾
っ
て
く
れ
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
」。
強
い
喜
び
と
と
も
に
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
道
を
選
ん
で
よ
か
っ

た
、
と
強
く
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
い
う
。

「
で
す
か
ら
社
員
に
は
い
つ
も
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の
仕
事
を
通
し
て
、

家
族
や
友
人
と
い
っ
た
身
近
で
大
切
な
人
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
、
そ
の
よ
う
な
想
い
で
仕
事
に
取
り
組
も

う
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
想
い
が
あ
れ
ば
、
よ
り
良
い
も
の
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
価
値
を
発
信
し
、
業
界
の
意
識
変
革
を
目
指
す

世
界
を
牽
引
し
て
き
た
日
本
の
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
。
だ
が
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
ク
リ
エ
イ

タ
ー
は
、
事
業
と
し
て
請
け
負
う
意
識
が
弱
い
こ
と
が
多
く
、「
好
き
だ
か
ら
、
や
り
た
い
か
ら
」
だ
け
で
、

発
注
側
の
言
い
値
で
引
き
受
け
て
し
ま
う
場
合
も
ま
ま
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な
り
の
質
の
も
の
が
安
く
作

れ
て
し
ま
え
ば
、
当
然
の
こ
と
相
場
は
崩
れ
て
い
く
。
相
場
価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
、
無
自
覚
な
ま
ま
で

業
界
全
体
が
「
や
り
が
い
搾
取
」
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
イ
ク
リ
エ
は
一
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
原
型
を
制
作
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

「
原
型
師
」
の
可
能
性
を
広
く
世
界
へ
発
信
す
る
、「
M
I
N
A
M
O
T
O
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
適
切
な
金
額
が
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う
課
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
原
型
師
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
」

発
端
に
な
っ
た
の
は
、
一
昨
年
、
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
製
造
販
売
で
日
本
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
株
式

会
社
ワ
コ
ム
の
社
長
、
井
出
信
孝
氏
と
知
り
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
業
界
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
か
ら
は
い
つ
も
『
原
型
師
が
い
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
す
。
フ
ィ
ギ
ュ

ア
の
原
型
を
作
る
の
に
は
時
間
も
制
作
費
も
か
か
り
、
作
品
発
表
の
場
も
多
く
な
い
。
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
原
型
師
に
な
ろ
う
と
す
る
人
が
少
な
い
の

で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
文
化
自
体
が
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
く
可
能
性
も
高
い
。
そ
の
よ

う
な
危
機
感
、課
題
感
を
井
出
社
長
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、非
常
に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
て
。『
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
』
と
、
共
に
『
M
I
N
A
M
O
T
O
』
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

2
0
2
1
年
、
ワ
コ
ム
社
は
一
般
社
団
法
人
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
を
設
立
。
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
濵
島
ら
は
「
M
I
N
A
M
O
T
O
」
を
立
ち
上
げ
、
2
0
2
2
年
8
月
に
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は
産
経
新
聞
主
催
の
「
絵
師
1
0
0
人
展
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、「
M
I
N
A
M
O
T
O
×
絵
師

1
0
0
人
展
」
を
開
催
し
た
。

既
存
コ
ン
テ
ン
ツ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
作
る
際
、
原
型
師
に
は
絵
師
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
の
描
い
た

元
の
イ
ラ
ス
ト
に
で
き
る
だ
け
寄
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
原
型
師
の
作
家
性
は
評
価
の
対
象
と
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
M
I
N
A
M
O
T
O
で
は
絵
師
と
原
型
師
を
そ
れ
ぞ
れ
作
家
性
を
持
つ
、
対

等
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
扱
う
こ
と
を
目
指
し
た
。

「
一
年
が
か
り
で
絵
師
と
原
型
師
が
共
に
作
品
づ
く
り
を
行
い
、『
M
I
N
A
M
O
T
O
×
絵
師
1
0
0

人
展
』
と
い
う
形
で
展
示
で
き
た
の
で
す
」

自
ら
の
価
値
を
数
値
で
提
示
で
き
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
成
す
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
特
殊
な
ス
キ
ル
を
持
つ
存
在
だ
。
し
か
し
、
自
身
の
ス
キ
ル
や
成
果
の
適
正
な
価
値

を
数
値
で
可
視
化
で
き
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
少
な
く
、
不
当
に
低
く
扱
わ
れ
た
り
、
無
自
覚
に
自
分
を
安

売
り
す
る
現
状
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
イ
ク
リ
エ
で
は
、
社
員
で
あ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
に
き
ち
ん
と
数
字
を
扱
い
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
自
分
の
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
教
育
し
て
い
る
。

「
自
分
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
、
対
価
と
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
き
ち
ん
と
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
に
説
明
で
き
、見
積
も
り
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
。そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
イ
ク
リ
エ
で
扱
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
、
あ
く
ま
で
商
業
品
で
す
。
優
れ
た
作
品
を
作
る
能

力
だ
け
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
字
に
抵
抗
を
感
じ
る
人
も

中
に
は
い
ま
す
が
、
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
数
字
を
扱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
字
に
強
い

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
出
す
た
め
に
は
、
こ
れ
く
ら
い
の
工
数
と
期
間
を
要
し
、
こ
れ
だ
け
の
費
用
が

か
か
る
。
現
場
で
そ
の
よ
う
な
地
道
な
説
明
を
丁
寧
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
側
も

市
場
も
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
さ
ん
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
相
場
価
格
で
は
良
い
も
の
は
で
き
な
い
と
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
限
ら
ず
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
ら
の
価
値

を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
、
市
場
は
そ
れ
を
理
解
す
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
整
う
こ
と
で
、
日
本
の
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
が
活
性
化
し
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
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ケイビーカンパニー株式会社
代表取締役社長　北島 万乘 / Banjo Kitaj ima16 MEO 対策 Web マーケティングツールで、

日本人の QOL と店舗の課題を解決

る
だ
ろ
う
。

同
社
の
主
力
サ
ー
ビ
ス
は
「
検
索
ド
ー
ン
G
Y
A
X
」。
W
e
b
集
客
に
は
欠
か
せ
な
い
S
E
O

（
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適
化
）
と
M
E
O
（
マ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ン
最
適
化
）
へ
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、ユ
ー

ザ
ー
が
よ
く
検
索
す
る
「
エ
リ
ア
名
＋
○
○
（
目
的
）」
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ル
検
索
で
も
高
い
効
果

を
発
揮
す
る
。

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
店
舗
情
報
を
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
媒
体
へ
自
動
掲
載
。
音
声
検
索
対
策

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
H
P
の
情
報
を
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
読
み
取
っ
て
も
ら
い
や
す
く
す
る
た
め
の
構
造
化

対
策
、
G
o
o
g
l
e
口
コ
ミ
の
分
析
機
能
な
ど
を
備
え
、
集
客
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
。

「
集
客
ア
ッ
プ
も
大
切
で
す
が
、
最
も
実
現
し
た
い
の
は
『
情
報
の
一
元
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

費
者
が
誤
っ
た
情
報
に
触
れ
に
く
く
な
る
』
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

ケ
イ
ビ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
自
社
の
パ
ー
パ
ス
を
「
リ
ア
ル
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
す
る
こ
と
で
よ
り

良
い
社
会
を
創
る
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
言
葉
に
は
、
リ
ア
ル
店
舗
の
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
で

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

消
費
者
に
正
し
い
最
新
情
報
を
届
け
る
た
め
に
は
、
店
舗
側
は
休
業
日
・
営
業
時
間
・
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
内
容
な
ど
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
H
P
・
S
N
S
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
発
信
ツ
ー

ル
の
記
載
内
容
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
現
場
で
対
応
す
る
と
な
る
と
手
間
が
か

お
店
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
人
の

「
時
間
」「
お
金
」「
体
験
」
を
失
わ
せ
な
い

企
業
や
店
舗
は
、
通
常
、
集
客
や
売
上
ア
ッ
プ
の
施
策
に
力
を
注
ぐ
。
し
か
し
、「
そ
の
手
前
で
行
う

べ
き
大
切
な
こ
と
が
あ
る
」
と
訴
え
る
の
が
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
ケ
イ
ビ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
株
式
会
社
の
代
表
・
北
島
万
乘
だ
。

「
お
店
は
集
客
を
考
え
る
前
に
、『
正
し
い
情
報
を
届
け
る
』
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

人
が
お
店
に
行
こ
う
と
思
っ
た
時
に
、
W
e
b
で
調
べ
て
営
業
時
間
を
確
認
す
る
け
れ
ど
、
実
際
に
足

を
運
ん
で
み
る
と
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
そ
の
人
は
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
の
時
間
と
お
金
、

そ
し
て
体
験
の
す
べ
て
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
損
失
は
、
時
に
は
お
客
様
の
人
生
す
ら
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
重
大
な
も
の
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
」

「
営
業
時
間
外
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
」「
道
を
間
違
え
た
」「
目
当
て
の
も
の
が
な
か
っ
た
」

―
些
細

な
ミ
ス
で
も
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
Q
O
L
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
を
下

げ
て
し
ま
う
と
、
北
島
は
言
う
。

店
舗
側
が
正
し
い
情
報
の
発
信
を
し
っ
か
り
行
え
ば
、
消
費
者
は
時
間
・
お
金
・
体
験
の
ロ
ス
を
防
げ

る
。
店
舗
側
も
消
費
者
を
が
っ
か
り
さ
せ
ず
に
済
み
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
や
店
舗
の
フ
ァ
ン
離
れ
を
防
げ
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か
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
疲
弊
し
て
し
ま
う
。「
検
索
ド
ー
ン
G
Y
A
X
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
内

35
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
約
1
7
0
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
一
括
で
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

「
消
費
者
一
人
ひ
と
り
、
調
べ
方
が
異
な
り
ま
す
。
G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
で
調
べ
る
人
、
S
N
S
か
ら

情
報
を
得
る
人
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
う
人
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
も
G
o
o
g
l
e
や
B
i
n
g
、
最
近
で

は
D
u
c
k
D
u
c
k
G
o
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
だ
か
ら
情
報
を
統
一
し
、
消
費
者
が
何
を
使
っ
て
調

べ
て
も
最
新
の
正
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。『
検
索
ド
ー
ン
』
な
ら
、
店

舗
側
は
情
報
発
信
の
手
間
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
現
場
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
し
、
昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
」

北
島
が
強
く
共
感
し
て
い
る
の
が
、
米
ア
ッ
プ
ル
創
業
者
、
故
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
だ
。
M
a
c
が
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
、
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
「
起
動
を
10
秒
速
く
し
ろ
」

と
指
示
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。「
M
a
c
ユ
ー
ザ
ー
が
5
0
0
万
人
に
な
り
、
1
日
1
回
起
動
す
る

と
仮
定
し
て
、
起
動
時
間
を
10
秒
短
縮
す
れ
ば
1
日
で
5
，0
0
0
万
秒
短
縮
で
き
る
。
1
年
な
ら
人
間

の
寿
命
の
何
百
倍
に
も
な
る
。
10
秒
起
動
が
速
く
な
れ
ば
何
十
人
も
の
命
を
救
え
る
ん
だ
」
と
。
実
際
、

そ
れ
か
ら
2
～
3
カ
月
で
起
動
時
間
の
10
秒
短
縮
が
実
現
し
た
。

「
M
a
c
の
起
動
ス
ピ
ー
ド
が
本
当
に
人
命
を
救
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
少
な
く
と

も
人
々
の
時
間
は
節
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
お
店
が
提
供
す
る
情
報
も
同
じ
く
ら
い
価
値
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
は
大
し
た
情
報
で
は
な
く
て
も
、
積
も
り
に
積
も
れ
ば
世
界
80
億
人
の

Q
O
L
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
」

息
子
を
悲
し
ま
せ
た
体
験
が
、

事
業
に
か
け
る
信
念
を
生
ん
だ

北
島
が
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経

て
き
た
。
大
阪
府
岸
和
田
市
に
生
ま
れ
、
9
歳
で
父
が
他
界
し
、
母
子
家
庭
に
。
教
育
熱
心
な
母
親

の
も
と
、
中
学
・
高
校
と
私
立
の
名
門
進
学
校
に
進
む
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
し
高
校
1
年

で
中
退
し
た
。

単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
ホ
ー
ム
レ
ス
生
活
を
送
り
な
が
ら

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
し
た
。

「
滞
在
期
限
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
不
法
滞
在
で
逮
捕
・
収
監
。
知
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
助
け
ら

れ
る
、
と
い
う
希
少
な
体
験
も
し
ま
し
た
」

帰
国
後
、
バ
ン
ド
を
結
成
す
る
と
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
が
決
定
。
と
こ
ろ
が
、
所
属
事
務
所
社
長
に
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サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
と
が
め
ら
れ
、
デ
ビ
ュ
ー
直
前
に
解
雇
さ
れ
て
し
ま
う
。
バ
ン
ド
を
脱
退
し
、
半
年

間
引
き
こ
も
っ
た
後
は
、
複
数
の
職
を
転
々
と
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
関
連
の
P
R
の
仕
事
で
大
き
な
集

客
成
果
を
挙
げ
た
ほ
か
、
飲
食
店
を
経
営
し
た
こ
と
も
。
そ
の
後
、
遊
技
機
販
売
会
社
で
10
カ
月
勤
務
し
、

25
歳
の
時
に
独
立
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
ケ
イ
ビ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
だ
。
中
古
遊
技
機
の
卸
売
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
10
年
で
年
商
30
億
円
規
模
へ
と
成
長
さ
せ
た
。

し
か
し
、
法
改
正
に
よ
り
市
場
が
縮
小
へ
向
か
う
こ
と
を
予
測
し
、
業
種
転
換
を
決
意
。

2
0
1
5
年
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
利
用
し
た
広
告
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
メ
ー
ル
ド
ー
ン
」
を
リ

リ
ー
ス
し
た
。

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
乗
り
出
し
た
当
初
は
「
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う

感
覚
だ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
る
出
来
事
が
現
在
の
事
業
理
念
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
。

離
婚
し
た
妻
と
暮
ら
す
幼
稚
園
児
の
息
子
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、「
ゾ
ウ
に
乗
れ
る
動
物
園
に
行
き

た
い
」と
い
う
息
子
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、飛
行
機
で
関
西
か
ら
関
東
へ
。
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、

近
隣
の
ホ
テ
ル
に
前
泊
。
翌
朝
6
時
に
起
き
て
、
開
園
時
間
と
同
時
に
動
物
園
に
着
く
と
「
臨
時
休
園
」

の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

「
泣
き
じ
ゃ
く
る
息
子
に
『
ご
め
ん
な
』
と
し
か
言
え
な
く
て
。
こ
の
時
、
僕
は
3
つ
の
も
の
を
失
っ
た

ん
で
す
。
お
金
、
時
間
、
そ
し
て
絶
対
に
失
い
た
く
な
か
っ
た
『
子
ど
も
か
ら
の
信
頼
』。
H
P
や
電
話

で
事
前
確
認
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
れ
ば
確
か
に
そ
う
で
す
。
で
も
、
僕
が
検
索
し
て
た
ま
た
ま

見
た
サ
イ
ト
の
情
報
で
、
開
園
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
日
常
で

も
よ
く
起
こ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

息
子
は
ゾ
ウ
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
思
い
出
は
大
人
に
な
っ
て
も
消
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ
た
。

「
も
し
こ
れ
が
カ
ッ
プ
ル
だ
っ
た
ら
」
と
想
像
し
て
み
る
。
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
り
、
相
手
に
失
望
し
た

り
し
て
、
別
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
行
動
を
W
e
b
検
索
で
得
た

情
報
を
も
と
に
決
め
る
時
代
。
検
索
結
果
が
実
際
の
情
報
と
異
な
っ
て
い
て
、
困
っ
た
経
験
を
し
た
人
は

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
も
し
か
す
る
と
人
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い

―
。「
企
業
や
店
舗
は
絶
対
に
情
報
を
き
っ
ち
り
と
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
信
条
が
、
こ
の
時
北
島
の
心
に
刻
ま
れ
た
。

数
字
よ
り
も
「
人
」
を
大
切
に
、

「
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
世
界
」
を
創
り
た
い

現
在
は
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
拡
大
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
認
知
拡
大
ツ
ー
ル
「
イ
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ケイビーカンパニー株式会社
代表取締役社長　北島 万乘 / Banjo Kitaj ima16 MEO 対策 Web マーケティングツールで、

日本人の QOL と店舗の課題を解決

ン
ス
タ
ド
ー
ン
」、
セ
グ
メ
ン
ト
型
広
告
の
「
W
i
F
i
ド
ー
ン
」、
人
材
募
集
に
お
い
て
応
募
を
増
や
す

「
採
用
ド
ー
ン
」
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

「
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ひ
た
す
ら
科
学
し
、
見
え
て
き
た
も
の
を
お
客
様
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
僕
が
商
談
を
す
る
時
は
、『
う
ち
の
ツ
ー
ル
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
こ

れ
と
こ
れ
は
ぜ
ひ
や
る
べ
き
で
す
』
と
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
も
『
契
約
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
こ
ち
ら
か
ら
情
報
・
知
恵
を
渡
し
、
判
断
し
て
も
ら
お
う
』
と
伝

え
て
い
ま
す
」

店
舗
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
技
術
開
発
も
進
行
中
だ
。
平
均
的
な
店
舗
の
売
上
高
を
膨
大
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
試
算
。
そ
こ
か
ら
回
転
率
・
稼
働
率
・
仕
入
れ
・
人
件
費
・
家
賃
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
や

業
種
ご
と
に
標
準
値
を
作
成
。
こ
う
し
て
「
店
舗
ス
コ
ア
」
を
出
す
こ
と
で
、
新
規
出
店
や
M
&
A
な
ど

の
判
断
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
広
告
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
も
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
「
○
○
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
人
た
ち
に

向
け
て
情
報
を
発
信
す
る
」
と
い
っ
た
手
法
の
開
発
だ
。
将
来
的
に
は
、
国
際
金
融
資
本
と
い
か
に
し
て

戦
う
か
と
い
う
課
題
も
見
据
え
て
お
り
、
構
想
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

「
広
告
に
し
て
も
経
営
に
し
て
も
、
よ
り
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
実
現
で
き
れ
ば
、
G
A
F
A
な
ど
の
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
で

し
ょ
う
」

F
a
c
e
b
o
o
k
の
「
い
い
ね
」
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
な
ど
、
数
字
に
落
と
し
込
ま

れ
る
社
会
に
対
し
、
北
島
は
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

「
数
字
、
そ
し
て
お
金
に
追
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
企
業
経
営
者
は
幸
せ
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
数

字
よ
り
、
も
っ
と
『
人
』
に
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
何
を
し
た
ら
幸
せ
な
の

か
、
ど
ん
な
状
態
な
ら
幸
せ
で
い
ら
れ
る
の
か
。
僕
ら
も
そ
の
観
点
を
大
切
に
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
あ
り
方
を
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
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「
女
性
の
、
そ
し
て
仲
間
の
人
生
を
輝
か
せ
た
い
」

そ
の
気
持
ち
に
素
直
に
突
き
進
ん
で
き
た
か
ら
、
今
が
あ
る

株式会社MAHALO

More
Details

新潟県生まれ湘南育ち。2009年「横浜」にて、セット面2席シャンプー台1席
のサロンを一人でOPENし、予約が取れないお店へ急成長。2012年にヘア
サロンをリニューアルOPEN。その後、ネイルサロン・アイラッシュサロン・エ
ステサロン・プロダクト事業など幅広く展開し、平均年齢26歳の若い女性が
活躍する場を広げる。
 「世の中にトキメキとイロドリを提供する」を掲げ、〈サロン〉の枠を超え、新
しい発信に舵をきる。女性独自の〈マネジメント〉や〈内面から輝く女性のた
めのステージ作り〉に力を入れ、社内外に関わらずさまざまな女性たちへの
発信も率先して活動を広げている。
2022年、Forbes JAPAN WOMEN AWARDの企業部門（101名以上1,000
名以下の部）において、企業総合ランキングと経営トップ実行力ランキング
の1位をダブル受賞。　

P r o f i l e

神奈川県横浜市西区南幸2-20-2 共栄ビル
http://mahaloresort.co.jp/

代表取締役社長

松井 裕香
Y u k a  M a t s u i

17

C o n t a c t
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株式会社 MAHALO
代表取締役社長　松井 裕香 / Yuka Matsui17 「女性の、そして仲間の人生を輝かせたい」

その気持ちに素直に突き進んできたから、今がある

前
の
時
代
。
一
定
の
技
術
で
顧
客
満
足
を
得
る
こ
と
は
以
前
よ
り
難
し
い
た
め
、
当
社
で
は
お
客
様
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
彩
り
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
付
加
価
値
を
追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
も
の
が
「
ト
キ
メ
キ
と
イ
ロ
ド
リ
」。
私
た
ち
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
で
お
客
様
に
と
き
め
き
を
お
届
け

し
、
彩
り
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は

提
供
す
る
私
た
ち
が
内
面
か
ら
輝
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
で
す
か
ら
、
社
長
で
あ
る
私
の
使
命
の
一
つ

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
た
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
な
の
で
す
」

顧
客
に
も
社
員
に
も
、
ト
キ
メ
キ
と
イ
ロ
ド
リ
を
提
供
し
た
い

―
こ
の
想
い
の
根
幹
に
は
、

M
A
H
A
L
O
が
標
榜
す
る
パ
ー
パ
ス
が
あ
る
。

内
な
る
魅
力
の
開
花
が
、

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
引
き
寄
せ
る

2
0
0
9
年
の
創
業
以
来
、
M
A
H
A
L
O
が
大
事
に
し
て
き
た
価
値
観
を
見
つ
め
直
し
、
言
語
と

し
て
落
と
し
込
ん
だ
の
が
「
女
性
の
人
生
を
輝
か
せ
、
明
る
い
未
来
を
創
る
」
と
い
う
パ
ー
パ
ス
。
社
員

と
共
に
時
間
を
か
け
て
創
出
し
た
こ
の
言
葉
は
、
松
井
に
と
っ
て
特
別
だ
。

「
美
容
に
は
、
心
の
病
を
も
克
服
す
る
す
ご
い
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
髪
型
一
つ
、
ネ
イ
ル
一
つ

在
籍
す
る
1
0
0
名
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
全
員
女
性

「
繊
細
で
努
力
家
、そ
し
て
何
よ
り
強
い
。女
性
は
誰
も
が
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、計
り
知
れ
な
い
パ
ワ
ー

を
持
っ
て
い
ま
す
」

神
奈
川
県
横
浜
市
を
中
心
に
、
東
京
・
福
岡
に
複
数
店
舗
の
美
容
サ
ロ
ン
を
展
開
す
る
株
式
会
社

M
A
H
A
L
O
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
・
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
・
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
・
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
各
サ
ロ

ン
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
け
て
店
舗
運
営
し
、
幅
広
い
年
代
の
女
性
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

2
0
2
1
年
か
ら
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発
・
E
C
販
売
も
開
始
。
顧
客
が
抱
え
る
髪
の

悩
み
に
日
々
向
き
合
う
現
場
美
容
師
が
考
案
し
た
ヘ
ア
ケ
ア
ア
イ
テ
ム
「
y
m
m
e
（
ワ
イ
ミ
ー
）」
は
、

品
質
の
良
さ
だ
け
で
な
く
イ
ン
テ
リ
ア
性
も
兼
ね
備
え
た
商
品
と
し
て
、
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。

現
在
M
A
H
A
L
O
に
は
、
施
術
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
1
0
0
名
ほ
ど
の
社
員
が
所
属
し
、
そ
の
す

べ
て
が
女
性
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、「
人
々
の
日
常
に
、
ト
キ
メ

キ
と
イ
ロ
ド
リ
を
届
け
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
遂
行
に
尽
力
し
て
い
る
の
が
、
代
表
取
締
役
社
長
の

松
井
裕
香
だ
。

「
美
容
に
関
わ
る
職
業
の
多
く
は
専
門
職
の
た
め
、
資
格
取
得
や
学
ぶ
こ
と
で
一
定
の
技
術
習
得
は
可
能

で
す
。
し
か
し
今
は
技
術
レ
ベ
ル
全
体
が
上
が
り
、
お
客
様
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
仕
上
げ
る
の
は
当
た
り



189 188

株式会社 MAHALO
代表取締役社長　松井 裕香 / Yuka Matsui17 「女性の、そして仲間の人生を輝かせたい」

その気持ちに素直に突き進んできたから、今がある

を
変
え
る
だ
け
で
、
外
見
は
も
ち
ろ
ん
内
面
に
秘
め
て
い
た
魅
力
も
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分

自
身
の
本
来
の
魅
力
に
気
が
付
い
た
時
、
女
性
は
強
い
輝
き
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
。
内
な
る
輝
き
を
引

き
出
し
、
新
た
な
領
域
に
挑
戦
す
る
女
性
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
は
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
。

パ
ー
パ
ス
に
は
そ
ん
な
想
い
を
込
め
ま
し
た
」

女
性
の
持
つ
可
能
性
や
輝
き
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
背
景
に
は
、
近
年
増
え
て
い
る
、
劣
等
感
に
苦
し
む

若
者
の
存
在
な
ど
も
あ
る
。
S
N
S
の
普
及
な
ど
で
他
者
の
幸
福
や
成
功
と
自
分
を
比
べ
て
し
ま
う
こ

と
が
、
自
己
評
価
を
低
く
見
積
も
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
M
A
H
A
L
O
の
採
用
面

接
を
受
け
る
求
職
者
の
中
に
も
、
自
己
肯
定
感
を
持
て
な
い
若
い
世
代
が
多
数
い
る
と
い
う
。

だ
か
ら
こ
そ
松
井
は
、
社
員
教
育
の
中
で
特
に
「
心
の
教
育
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
入
社
後
の
最

初
の
研
修
で
あ
る
「
M
A
H
A
L
O 

A
c
a
d
e
m
y
」
で
は
、
自
分
が
輝
く
た
め
の
マ
イ
ン
ド
の
持
ち

方
や
自
信
の
磨
き
方
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
健
康
的
な
心
を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
え
て
い
る
。

「
う
ち
で
働
く
社
員
が
い
ず
れ
母
親
に
な
る
選
択
を
し
た
と
し
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
や
や
り
た
い
こ
と
を
諦

め
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
働
い
て
い
る
マ
マ
っ
て
か
っ
こ
い
い
』『
社
会
に
出
る
っ
て
楽
し
そ
う
』。

子
ど
も
た
ち
に
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
い
い
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
、
女
性
が
輝
き
な
が
ら

働
く
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
に
法
律
を
変
え
る
力
は
な
い
け
れ

ど
、
ま
ず
は
私
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
か
ら
変
え
て
、
女
性
活
躍
社
会
を
創
っ
て
い
く
一
員
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

パ
ー
パ
ス
の
実
現
に
向
け
て
、
道
標
の
役
目
を
果
た
す
の
が
3
つ
の
行
動
指
針
だ
。「
謙
虚
で
誠
実
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
成
果
」「
挑
戦
と
成
長
」。
こ
れ
ら
を
愚
直
に
実
践
す
る
社
員
の
存
在
が
、
互
い
の
価

値
を
高
め
合
え
る
風
土
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
誠
実
だ
か
ら
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
る
し
、
謙
虚
さ
が
あ
る
か
ら
成
長
意
欲
が
向
上
す
る
。
成

長
し
た
い
か
ら
挑
戦
す
る
し
、
挑
戦
す
る
か
ら
成
果
が
生
ま
れ
る
。
す
べ
て
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。
成
功
も
失
敗
も
成
長
の
糧
に
し
て
、
社
員
一
同
で
パ
ー
パ
ス
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い

で
す
」原

点
は
、

自
身
の
成
功
を
上
回
る
喜
び
を
感
じ
た
後
輩
の
成
長

幼
少
期
か
ら
人
を
か
わ
い
く
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
い
つ
も
友
達
の
髪
の
毛
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
松

井
は
、
美
容
師
を
夢
見
て
育
っ
た
。
進
路
を
決
め
る
高
校
時
代
も
志
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
流
行

し
て
い
た
美
容
師
を
主
役
と
す
る
ド
ラ
マ
の
影
響
で
、
同
級
生
の
多
く
が
美
容
学
校
を
受
験
す
る
こ
と
を

知
る
。
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株式会社 MAHALO
代表取締役社長　松井 裕香 / Yuka Matsui17 「女性の、そして仲間の人生を輝かせたい」

その気持ちに素直に突き進んできたから、今がある

「
周
り
と
同
じ
道
を
歩
む
の
は
嫌
だ
」。
そ
ん
な
抵
抗
感
に
駆
ら
れ
て
新
た
に
目
指
し
た
の
は
、
幼
い
頃

か
ら
続
け
て
き
た
ピ
ア
ノ
で
の
音
大
入
学
だ
っ
た
。
周
り
か
ら
の
猛
反
対
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、
集
中
的
に

猛
レ
ッ
ス
ン
。
晴
れ
て
合
格
を
果
た
し
た
も
の
の
、
美
容
師
へ
の
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、
半
年
で
音
大
を
辞

め
て
美
容
学
校
へ
進
学
し
た
。

「
ピ
ア
ノ
の
先
生
か
ら
破
門
さ
れ
た
私
が
、
音
大
に
入
る
な
ん
て
誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
1
日
10
時
間
、
猛
特
訓
を
し
た
ら
合
格
で
き
た
。
そ
の
時
、
初
め
て
自
信
が
持
て
た
ん
で
す
。

自
分
も
必
死
に
頑
張
れ
ば
成
果
を
出
せ
る
の
だ
と
。
周
囲
か
ら
1
年
遅
れ
で
美
容
学
校
に
入
学
し
た
の
で
、

後
れ
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
あ
の
経
験
は
私
の
人
生
に
不
可
欠
で
し
た
」

待
望
の
美
容
師
免
許
を
取
得
し
、ヘ
ア
サ
ロ
ン
に
就
職
し
て
か
ら
は
、さ
ら
に
情
熱
に
火
が
付
い
た
。「
メ

ン
バ
ー
の
中
で
指
名
売
上
ト
ッ
プ
を
狙
う
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
が
む
し
ゃ
ら
に
奮
闘
を
続
け
る
と
、

努
力
が
実
を
結
び
、
目
標
を
達
成
。
す
る
と
自
分
に
し
か
向
い
て
い
な
か
っ
た
ベ
ク
ト
ル
を
、
後
輩
た
ち

に
も
向
け
ら
れ
る
余
裕
が
生
ま
れ
た
。
教
育
し
た
後
輩
ス
タ
ッ
フ
が
、
美
容
師
と
し
て
少
し
ず
つ
成
長
し
、

自
ら
の
力
だ
け
で
成
果
を
上
げ
る
。
そ
の
姿
に
心
を
打
た
れ
た
。「
自
分
の
成
功
よ
り
何
倍
も
う
れ
し
か
っ

た
。
人
を
育
て
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
瞬
間
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

一
方
、
自
分
に
課
し
た
目
標
を
遂
げ
た
こ
と
で
完
全
燃
焼
し
た
松
井
は
、
独
立
を
決
意
。
横
浜
に
オ
ー

プ
ン
し
た
小
さ
な
サ
ロ
ン
は
出
だ
し
か
ら
順
調
で
、
悠
々
自
適
に
美
容
師
と
し
て
働
け
る
生
活
は
快
適

だ
っ
た
。
し
か
し
心
は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
沈
ん
で
い
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
孤
独
感
に
加
え
て
、
一
人
で
独
立
し
て
か
ら
何
も
成
長
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
し
ま
い
、
気

持
ち
は
荒
ん
で
い
き
ま
し
た
。
む
な
し
さ
を
埋
め
る
た
め
に
遊
び
に
出
か
け
、
な
ぜ
空
い
て
る
の
か
分
か

ら
な
い
心
の
穴
を
埋
め
る
、
堂
々
巡
り
の
日
々
で
し
た
ね
。
そ
ん
な
時
に
た
ま
た
ま
前
職
の
仲
間
と
遭
遇

し
、
お
店
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
1
年
半
ぶ
り
に
人
と
一
緒
に
働
い
て
み
る
と
、
息

を
吹
き
返
し
た
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
た
ら
お

店
が
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
お
客
様
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
前
向
き
に
仕
事
と
向
き
合

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
行
動
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
稼
ぎ
を
上
げ
た
い
、
成
長

さ
せ
た
い
、
輝
か
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
。
そ
し
て
、
人
の
豊
か
さ
は
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
時
、
自
分
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
の
人
生
を
少
し
で
も
豊
か
に
し
た
い
、
と
い
う

夢
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
」

ス
タ
ッ
フ
が
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
軸
足
を
置
い
て
き
た
結
果
、
今
や
M
A
H
A
L
O
は
業
態

の
異
な
る
サ
ロ
ン
を
複
数
店
舗
展
開
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。「
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
得
意
分
野
を
活
か
せ

る
サ
ロ
ン
を
出
し
た
い
」「
こ
の
ス
タ
ッ
フ
に
店
長
を
任
せ
た
い
」。
松
井
が
、
共
に
働
く
仲
間
が
輝
け
る

方
法
を
追
求
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
M
A
H
A
L
O
が
あ
る
。
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株式会社 MAHALO
代表取締役社長　松井 裕香 / Yuka Matsui17 「女性の、そして仲間の人生を輝かせたい」

その気持ちに素直に突き進んできたから、今がある

女
性
社
員
し
か
い
な
い
会
社
だ
か
ら
こ
そ
、

女
性
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
実
現
し
た
い

パ
ー
パ
ス
は
掲
げ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
体
現
す
べ
き
も
の
。
そ
う
考
え
て
い
る
松
井
は
、
入
社
研
修

の
M
A
H
A
L
O 

A
c
a
d
e
m
y
だ
け
で
な
く
、
基
礎
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。「
何
度
も
伝
え
続
け

な
け
れ
ば
、
体
に
染
み
込
ん
で
い
か
な
い
」
と
定
期
的
に
開
催
し
、
自
身
の
経
験
に
よ
っ
て
培
っ
た
価
値

観
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
共
有
す
る
。
例
え
ば
、
後
輩
を
か
わ
い
が
る
だ
け
の
先
輩
像
を
良
し
と
す
る
の

で
は
な
く
、
時
に
は
耳
が
痛
く
な
る
よ
う
な
愛
あ
る
指
摘
が
で
き
て
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
だ
と
指
導

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
全
社
員
が
女
性
の
会
社
だ
か
ら
こ
そ
、
使
命
感
を
持
っ
て
尽
力
す
る
取
り
組
み
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
、
社
内
向
け
の
性
教
育
の
導
入
。
世
の
中
に
は
、
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
間
も
な
く
予

期
せ
ぬ
妊
娠
が
分
か
り
、
若
く
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
自
分
を
守
る
選
択
肢

や
性
へ
の
理
解
な
ど
、
未
来
を
創
る
女
性
た
ち
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
知
識
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
P
M
S
や
更
年
期
障
害
と
い
っ
た
、
女
性
特
有
の
症
状
に
よ
っ
て
生
じ
る
仕
事
効
率
の
低
下
や

休
業
の
労
働
損
失
も
危
惧
す
る
。
今
後
は
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
か
ら
中
年
期
ま
で
年
代
に
よ
っ
て
異

な
る
悩
み
に
寄
り
添
い
、
女
性
が
健
や
か
に
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
方
針
だ
。

M
A
H
A
L
O
で
の
仕
事
を
通
し
て
輝
く
女
性
を
増
や
す
の
も
、
自
ら
の
役
割
だ
と
自
負
す
る
松
井
。

実
は
パ
ー
パ
ス
を
策
定
す
る
3
年
前
ま
で
は
、
会
社
の
方
向
性
や
重
視
す
る
価
値
観
に
揺
れ
が
生
じ
る
時

期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
の
存
在
意
義
を
明
確
に
し
て
か
ら
は
、
組
織
の
向
か
う
先
を
は
っ
き
り
見

据
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
社
会
人
に
な
っ
て
後
輩
を
育
て
る
感
動
を
覚
え
て
か
ら
、
一
貫
し
て
仲
間
を
輝
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い

た
も
の
の
、
ど
こ
か
勢
い
だ
け
で
進
ん
で
き
た
感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。
途
中
で
会
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て

迷
走
し
、
自
分
を
見
失
う
直
前
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
。
で
す
が
お
客
様
に
対
す
る
約
束
で
あ
り
、
社

員
に
対
す
る
指
針
で
も
あ
る
パ
ー
パ
ス
を
決
め
て
か
ら
は
、
会
社
と
し
て
の
軸
も
定
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
採
用
面
接
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
交
え
て
話
す
こ
と
で
、
共
感
を
覚
え
て
入
社
す
る
社
員
が
よ
り
増
え
ま

し
た
。
私
た
ち
の
パ
ー
パ
ス
の
実
現
を
通
じ
て
、
女
性
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
、
社
会
へ
向
け
て
も

良
い
影
響
を
与
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
本
を
見
せ
た
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
流
動
化
に
よ
り
、

日
本
の
競
争
力
を
強
化
す
る
」

株式会社クラウド人材バンク
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株式会社クラウド人材バンク
代表取締役　金居 宗久 / Munehisa Kanai  18  子どもたちにワクワクする日本を見せたい。

「デジタル人材の流動化により、日本の競争力を強化する」

人
が
必
要
と
な
り
、
最
大
79
万
人
が
不
足
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
同

社
は
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
バ
ン
ク
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た
。

問
題
解
決
の
方
法
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
流
動
化
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
人
た
ち
が
保
有
す
る
ス
キ

ル
や
知
見
を
一
部
の
企
業
の
中
だ
け
に
留
め
ず
、
幅
広
い
業
界
や
業
種
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
。
そ
れ

に
よ
り
、
D
X
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
加
速
で
き
る
と
考
え
る
。

「
流
動
化
実
現
の
た
め
に
、
現
在
は
業
務
委
託
の
案
件
を
中
心
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
個
人
事
業

主
だ
け
で
な
く
、
兼
業
や
副
業
、
起
業
や
転
職
者
な
ど
、
登
録
者
が
目
指
す
職
種
や
使
命
の
実
現
に
向
け

て
、
最
適
な
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
提
案
し
て
い
ま
す
。
企
業
側
に
対
し
て
も
、
理
念
や
事
業
目
標
を
実

現
す
る
べ
く
、
最
適
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
調
達
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や
D
X
研
修
を
提
供
す
る
た
め
に
地
方
の
教
育
機
関
へ
寄
付
も
し
て

い
ま
す
。
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
後
は
都
市
部
の
案
件
に
参
画
し
て
も
ら
う
な
ど
し
、
都
市
と
地
方
の
人

材
の
流
動
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
活
躍
の
場
を
広
げ
た
い

こ
の
事
業
の
立
ち
上
げ
を
金
居
が
選
ん
だ
背
景
に
は
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
経
験
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
不
足
の
課
題
を
流
動
化
で
解
決

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
各
方
面
で
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
今
後
の
産
業

力
強
化
の
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
不
足
だ
。
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
人

材
バ
ン
ク
は
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
2
0
2
1
年
に
創
業
さ
れ
た
。

「
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
が
考
え
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
は
、
既
存
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
生
産
性
を
高

め
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
顧
客
体
験
を
創
造
で
き
る
力
を
持
つ
人
。
こ
の
よ
う
な

人
材
が
流
動
的
に
活
躍
す
る
こ
と
で
、
市
場
に
お
け
る
人
材
不
足
を
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
代
表
取
締
役
の
金
居
宗
久
。
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
I
T
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
メ
イ
ン
の
対
象
と
す
る
、
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
医
療
機
関
に
対
す
る
予
約
手
段
を
患
者
が
他
ユ
ー
ザ
ー
の
口
コ
ミ
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
角
的
に
病
院
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
仕
組
み
の
開
発
を
弊
社
の
人
材
が
支
援
し
た
事
例
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
業
界
や
企
業
群
に
留
ま
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
医
療
業
界
に
流
動
化
す
る

こ
と
で
、
顧
客
体
験
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
良
い
事
例
で
す
」

経
済
産
業
省
で
は
、
同
様
の
人
材
を
「
高
度
I
T
人
材
」
と
呼
び
、
2
0
3
0
年
に
は
約
1
9
2
万
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株式会社クラウド人材バンク
代表取締役　金居 宗久 / Munehisa Kanai  18  子どもたちにワクワクする日本を見せたい。

「デジタル人材の流動化により、日本の競争力を強化する」

新
卒
で
外
資
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入
社
し
た
金
居
は
、
東
京
一
部
上
場
企
業
や
官
公
庁
に
お

け
る
多
種
多
様
な
企
業
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
勤
務
を
経
て
、
2
0
1
0
年
に
学
校
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
。
2
0
1
5
年
に
は
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
受
託
開
発
事
業
を
柱
に
再
度
起
業
し
、
事
業
が
順
調
に
成

長
す
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
た
。 

「
移
動
や
会
食
な
ど
の
時
間
が
減
っ
た
こ
と
で
、
内
省
す
る
時
間
が
で
き
、
自
分
は
何
の
た
め
に
生
き

て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
仕
事
の
依
頼
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
売
上
や
収
入
を
増
や
す
だ
け
で
は
心
が
躍
ら
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
し
ま
っ
た
。
教
育
ビ
ジ
ネ

ス
を
立
ち
上
げ
た
時
は
『
学
校
教
育
を
変
革
す
る
ぞ
』
と
い
う
想
い
で
頑
張
っ
て
い
て
、
当
初
は
お

金
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
希
望
に
あ
ふ
れ
、
自
然
に
内
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
」

以
前
は
発
展
途
上
国
を
支
援
す
る
N
P
O
の
活
動
や
S
D
G
s
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
な
ど
と
、

自
分
と
の
間
に
距
離
を
感
じ
て
い
た
金
居
。
そ
れ
を
変
え
た
の
は
、
現
在
7
歳
に
な
る
我
が
子
の
誕
生
だ
っ

た
と
い
う
。

「
こ
の
子
が
日
本
の
未
来
を
生
き
る
一
人
な
ん
だ
と
実
感
し
た
ら
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
胸
が
高
鳴
る
よ

う
な
日
本
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
て
。
日
本
の
未
来
を
良
く
す
る
、
元
気
に
す
る
こ
と
が
、
親
で
あ
り
先

達
と
し
て
の
責
務
だ
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

日
本
の
未
来
を
良
く
す
る
た
め
の
ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
新
し
い
挑
戦
を
始
め
た
い
。
そ
う
考
え
た
金
居

は
、
D
X
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
る
中
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
受
託
開
発
を
し
て
き
た
自
身
の
経
験
は
、
そ
の
課
題
解
決
に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
至
っ
た
。

「
2
度
目
に
起
業
し
た
際
、
自
社
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
日
中
越
境
E
C
サ
イ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
は
な
く
、
実
現
し
た
い
世
界
観
や
想
い
が
あ
る
だ
け
。
で
も
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
分

か
る
人
が
い
た
こ
と
で
、
想
い
を
す
ぐ
に
形
に
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
両

方
が
分
か
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
多
様
な
業
界
に
広
が
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
想
い
を
も
っ
と
た
く
さ
ん

実
現
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
世
の
中
が
も
っ
と
元
気
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
」

幸
い
自
分
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
経
験
が
あ
る
。
そ
し
て
、
小
学
校

か
ら
の
友
人
で
、
現
在
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
の
社
外
取
締
役
を
務
め
る
佐
藤
卓
也
は
、
同
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
で
起
業
し
上
場
を
さ
せ
た
経
験
が
あ
る
。
条
件
が
揃
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
と
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
決
意
し
た
。
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「デジタル人材の流動化により、日本の競争力を強化する」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
関
係
性
の
要

ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
人
材
の
流
動
化
に
よ
り
、
日
本
の
競
争
力
を
強
化
す
る
」。

そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
バ
ン
ク
の
中
長
期
目
標
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「“
ビ
ジ
ネ
ス
”
と
“
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
”
の
双
方
を
熟
知
し
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
、
業
界
業
種
や
都
市
／
地
方
の
枠
を
超
え
て
、
日
本
の

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
ス
キ
ル
や
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
て
い
る
環
境
を
作
る
」
と
し
て
い
る
。

創
業
時
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
た
の
は
、
過
去
の
経
験
か
ら
の
学
び
の
結
果
だ
。

「
日
中
越
境
E
C
サ
イ
ト
を
制
作
し
た
時
、
改
善
す
る
た
め
の
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
て
、
よ
り
価

値
貢
献
を
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
作
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
結
局

こ
の
サ
イ
ト
は
維
持
で
き
ず
、
集
ま
っ
た
一
部
メ
ン
バ
ー
は
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
仕

事
を
共
に
す
る
仲
間
と
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
、
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、
ど
う
い

う
世
界
を
つ
く
り
た
い
の
か
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
、
根
底
で
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な

関
係
を
結
ぶ
の
は
難
し
い
と
痛
感
し
ま
し
た
」

創
業
時
に
金
居
は
四
つ
の
バ
リ
ュ
ー
も
制
定
し
た
。「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
寄
り
添
う
」「
持
続
可
能

な
関
係
性
を
構
築
す
る
」「
今
日
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
今
日
や
る
」「
共
創
を
楽
し
む
」
で
あ
る
。

こ
の
バ
リ
ュ
ー
を
行
動
指
針
と
し
て
働
く
、
社
員
の
数
は
現
在
13
名
。
ほ
ぼ
全
員
が
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
込
め
た
想
い
は
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
月
次
の
全
体
会
議
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
す
る
場
と
し
て
、
時
間
の
大
半
を
使
っ
て
い
る
。

「
質
問
が
出
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、『
な
ん
で
流
動
化
が
必
要
な
ん
で
し
た
っ
け
？
』
と
い
う
問
い
か
け
が
出

て
き
た
り
も
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
『
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
て
く
る
の
か
』
と
い
っ
た
議
論
が
弾
み
ま
す
」 

優
秀
な
人
に
は
時
短
で
携
わ
っ
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女
性
も
多
い
。

「
海
外
で
活
躍
し
た
後
、
子
育
て
に
入
っ
て
、
現
在
は
仕
事
量
を
抑
え
て
い
る
方
な
ど
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う

方
々
か
ら
、
海
外
の
人
材
の
流
動
化
や
働
き
方
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
事
例
な
ど
も
聞
い
て
い
ま
す
」 

2
0
3
0
年
の
子
ど
も
た
ち
に
、

多
様
な
選
択
肢
が
あ
る
、
可
能
性
に
満
ち
た
世
界
を
見
せ
た
い 

「
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
新
し
い
挑
戦
を
始
め
た
い
」。
そ
う
願
い
、
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
を
興
し
た
金
居
。

そ
の
想
い
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
よ
り
満
た
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
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「
こ
れ
ま
で
勤
務
し
た
り
、
起
業
や
経
営
を
し
た
り
し
て
い
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
受
託
開
発
会

社
と
、
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
態
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
事
業
会
社
を

ゼ
ロ
か
ら
作
っ
て
い
く
の
は
初
め
て
の
経
験
な
ん
で
す
よ
ね
。
以
前
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
通

じ
て
、
事
業
会
社
の
経
営
も
理
解
し
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
か
ら
支
援
す
る
の
と
実
際
に
自
ら
や
っ
て
み

る
の
で
は
次
元
が
違
う
。
一
つ
ひ
と
つ
は
大
変
で
す
け
れ
ど
、
全
体
と
し
て
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
」 

大
変
な
こ
と
の
連
続
の
中
で
喜
び
を
感
じ
る
の
は
、
面
談
で
登
録
者
が
「
や
っ
ぱ
り
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ

ン
ク
さ
ん
は
、
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
違
う
。
深
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
し
て
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
紹

介
し
て
く
れ
た
り
、
案
件
参
画
後
も
伴
走
し
て
く
れ
る
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時
。 

「
登
録
者
と
の
面
談
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
も
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い
て
は
重
要
で
す
か
ら
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
よ
う

な
上
流
工
程
に
関
わ
る
場
合
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
や
り
取
り
や
、
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
必
要
に
な
る
。
ど
ん
な
役
割
で
ど
の
よ
う

な
困
難
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
き
た
の
か
、
ど
う
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
の
会
社
で
育
っ
て
き
た
の
か
、
な
ど

を
知
ら
ず
に
案
件
の
紹
介
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

エ
ン
ジ
ニ
ア
も
同
様
で
、ス
キ
ル
シ
ー
ト
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
職
務
経
歴
書
も
提
出
し
て
も
ら
い
、
過

去
に
携
わ
っ
た
仕
事
の
会
社
の
業
種
や
規
模
、カ
ル
チ
ャ
ー
、そ
の
中
で
ど
ん
な
役
割
で
ど
う
い
っ
た
案
件
を

経
験
し
て
き
た
の
か
を
丁
寧
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
。
ス
キ
ル
や
経
験
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
が
「
何
を
し
た

い
か
」
を
大
切
に
し
、
キ
ャ
リ
ア
志
向
や
働
き
方
の
希
望
に
沿
っ
た
案
件
を
紹
介
す
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
働
い
て
い
て
、
今
は
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
と
い
う
方

に
は
、
そ
う
い
う
案
件
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
ま
す
。
自
分
で
事
業
を
育
て
た
い
け
れ
ど
、
立
ち
上
げ
の
経

験
が
な
い
と
い
う
方
に
は
、そ
れ
を
学
べ
る
案
件
を
紹
介
し
ま
す
。
企
業
文
化
も
重
要
で
す
か
ら
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
働
き
た
い
、
あ
る
い
は
自
分
で
事
業
を
作
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
人
に
、
大

企
業
の
案
件
を
紹
介
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
」

人
材
が
流
動
化
す
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
側
の
企
業
も
人
材
の
活
用
法
を
深
く
考
え
、
多
様
な
働
き
方

や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
対
応
で
き
る
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
優
秀
な
人
材
を
引
き
付
け
る
た
め
に

は
、企
業
側
も
魅
力
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
循
環
に
よ
っ
て
、産
業
界
全
体
が
盛
り
上
が
っ

て
い
く
。
そ
う
考
え
る
金
居
は
、
ク
ラ
ウ
ド
人
材
バ
ン
ク
と
い
う
社
名
の
下
に
、
デ
ジ
タ
ル
以
外
の
流
動

化
を
進
め
た
い
職
種
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
の
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
を
構
想
し
て
い
る
。　

「
2
0
3
0
年
に
は
、
現
在
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
中
・
高
・
大
学
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
彼
女
ら

が
、
将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
の
W
h
a
t
・
W
h
y
が
分
か
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
H
o
w
を
た
く
さ
ん
提
供
し
た
い
。
就
職
だ
け
で
は
な
く
、
起
業
な
ど
の
多
様
な
選
択
肢
が
今
よ
り
も

ず
っ
と
身
近
に
あ
り
、
可
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
世
界
に
し
た
い
。
そ
う
考
え
て
い
ま
す
」
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入
が
必
要
に
な
り
需
要
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
む
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ー
ド
ル
は
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
指

導
が
必
要
な
未
経
験
者
よ
り
も
、
自
走
で
き
る
経
験
者
が
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
環
境
を
整
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
構
築
も
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
経
験
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
未
経
験
者
の
採
用
が
控
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
誰

か
が
人
を
育
て
な
け
れ
ば
、
結
局
人
材
不
足
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
」

ル
ー
ト
ゼ
ロ
は
、
未
経
験
者
を
現
場
で
活
躍
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
育
て
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
運
営
。
ま
た
、
経
験
者
の
業
界
離
れ
を
減
ら
す
た
め
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

柴
田
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
搾
取
さ
れ
る
I
T
業
界
の
現
状
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

「
残
業
が
多
い
、
あ
る
い
は
理
不
尽
な
扱
い
を
受
け
る
な
ど
の
労
働
環
境
に
加
え
、
派
遣
先
の
会
社
に
対

す
る
不
満
を
所
属
会
社
に
相
談
し
て
も
、『
も
う
少
し
我
慢
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
取
り
合
っ
て
も
ら

え
な
い
な
ど
、
し
わ
寄
せ
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
負
担
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
で
働

い
て
い
た
ら
、
将
来
へ
の
不
安
が
募
り
ま
す
よ
ね
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
よ
り
働
き
や
す
く
、
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
に
も
っ
と
積
極
的
に
な
れ
る
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
I
T
業
界
を
私
は
つ
く
り
た
い
の
で
す
」

ル
ー
ト
ゼ
ロ
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
け
る
よ
う
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

I
T
業
界
の
人
材
不
足
解
決
へ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
、
提
供

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
保
守
・
運
用
な
ど
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派

遣
し
技
術
を
提
供
す
る
S
E
S
（
S
y
s
t
e
m 

E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g 

S
e
r
v
i
c
e
）。
派
遣
を

受
け
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
自
社
に
不
足
し
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
術
力
と
労
働
力
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

高
い
技
術
力
を
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
擁
し
、
こ
の
S
E
S
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社

ル
ー
ト
ゼ
ロ
だ
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
で
き
る
人
材
が
ほ
し
い
と
い
う
企
業
に
、
当
社
所
属
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
し

て
、
数
カ
月
～
数
年
単
位
で
常
駐
し
て
も
ら
い
I
T
技
術
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
働
く
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
約
70
％
が
こ
の
形
態
で
働
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
今
、
S
E
S
が
I
T
業
界
全
体
を

支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
う
語
る
の
は
、
代
表
取
締
役
の
柴
田
侑
亮
だ
。
柴
田
が
一
番
に
掲
げ
る
課
題
は
「
I
T
人
材
不
足
の

解
消
」。
長
年
、
I
T
業
界
で
は
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
続
い
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
さ
ら
に
事

態
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
推
奨
さ
れ
て
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
減

り
、
開
発
効
率
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
そ
の
う
え
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
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か
ら
受
け
取
る
単
価
に
応
じ
て
給
与
を
上
げ
る
単
価
連
動
性
の
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
へ

の
報
酬
還
元
率
を
75
～
85
％
と
定
め
て
お
り
、
業
界
の
最
高
水
準
だ
と
い
う
。

「
最
高
水
準
の
報
酬
を
渡
せ
る
よ
う
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。
よ
く
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
搾
取
論
の
中
で
動
い

て
い
る
会
社
で
は
、
社
長
の
機
嫌
が
良
か
っ
た
ら
給
料
が
上
が
る
、『
会
社
を
辞
め
た
い
』
と
言
っ
た
ら

給
料
が
上
が
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
が
ち
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
で
給
料
が
上
が
る
会
社
は
、
そ
れ
だ

け
搾
取
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
言
わ
ず
に
我
慢
し
て
い
る
人
ほ
ど
搾
取
さ
れ
る
業
界
に
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
は
良
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
育
つ
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
」

エ
ン
ジ
ニ
ア
は
「
人
」。

「
物
」
扱
い
す
る
業
界
へ
の
憤
り
が
起
業
の
原
動
力
に

ル
ー
ト
ゼ
ロ
の
創
業
は
2
0
1
6
年
。
そ
の
前
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
身
を
置
き
、
一
生
に
一
度
の

結
婚
式
を
つ
く
り
上
げ
る
と
い
う
、
あ
る
意
味
サ
ー
ビ
ス
業
の
最
高
峰
と
も
い
え
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

自
分
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
転
職
を
考
え
、
い
ず
れ
は
独
立
を
と
考
え
た
時
に
思
い
浮
か
ん
だ
の

が
、
市
場
が
伸
び
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
I
T
業
界
。
就
職
し
た
の
は
S
E
S
事
業
の
会
社
で
、
半
年
間
、

同
業
他
社
で
営
業
職
を
し
て
い
た
。
営
業
担
当
者
と
し
て
、
半
年
や
数
カ
月
単
位
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
獲

得
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
派
遣
先
を
決
め
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
れ
ば
ま
た
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
探

す
、
と
い
う
営
業
活
動
を
繰
り
返
し
た
。

し
か
し
ほ
ど
な
く
、
柴
田
は
違
和
感
を
持
っ
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
人
生
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
わ
る
こ
と
な
の
に
、
な
ぜ
か
明
る
い
未
来
が
見
え
な
い
。
前
職
の
ブ
ラ

イ
ダ
ル
業
界
と
圧
倒
的
な
差
を
感
じ
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
人
生
を
も
っ
と
大
事
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。
同
僚
の
営
業
担
当
者
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
こ
と
を
「
在
庫
」「
弾
」
と
表
現
す
る
な
ど
、

物
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
に
強
い
憤
り
を
覚
え
た
。

「
営
業
担
当
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
っ
て
く
る
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
長
け
れ
ば
2
年
、
3
年
と
い
う
時

間
を
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
費
や
し
ま
す
。
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
を
一
人
の
営
業
担
当
者
に
託
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。 

例
え
ば
、
1
、
2
カ
月
の
短
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
を
続
け
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

職
務
経
歴
上
は
“
す
ぐ
に
辞
め
る
人
”
と
見
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
の
そ
の
先
の
利
益
に

も
影
響
す
る
の
で
、
単
純
に
割
り
振
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

し
か
し
、
そ
う
し
た
営
業
担
当
者
が
い
る
会
社
で
も
仕
事
が
集
ま
り
、
そ
の
仕
事
を
求
め
て
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
集
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
っ
た
。
柴
田
が
業
界
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
き
た
い
と
当
時
の
社
長
に
話

す
と
、「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
自
分
の
正
義
を
貫
き
た
い
な
ら
、
自
分
の
会
社
で
や
る
べ
き
だ
」
と

言
わ
れ
た
。
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「
も
と
も
と
、
い
ず
れ
独
立
し
て
起
業
す
る
こ
と
を
話
し
た
う
え
で
入
社
し
、
3
年
後
に
は
起
業
す
る
予

定
で
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
待
て
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
正
し
い
こ
と
を
正
し
い
と
言
え
な
い
状
況
で
働
く

こ
と
は
無
理
だ
と
。
入
社
し
て
た
っ
た
半
年
。
業
界
を
知
っ
た
と
も
言
え
な
い
素
人
で
し
た
が
、
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
」

社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
技
術
を
高
め
合
い
、
成
長
す
る

ル
ー
ト
ゼ
ロ
は
所
属
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
望
む
キ
ャ
リ
ア
を
一
緒
に
つ
く
る
た
め
に
、
I
T
業
界
の
動
向

を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、
所
属
エ
ン
ジ
ニ
ア
へ
の
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

「
言
葉
だ
け
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な
く
、
私
た
ち
な
り
の
本
当
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
社
を
つ
く
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
言
語
化
し
、
社
内
に
浸
透
さ
せ
た
結
果
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
動

き
が
変
わ
り
ま
し
た
。
営
業
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
に
全
力
で
勉
強
し
、
全
力
で
動
き
、
良
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
見
つ
け
て
く
る
こ
と
に
強
い
執
念
を
持
っ
て
い
ま
す
」

営
業
担
当
者
と
だ
け
で
な
く
、
所
属
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
視
し
て
い
る
。

派
遣
先
が
異
な
る
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
の
仕
事
上
の
付
き
合
い
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
リ
ア
ル
と
オ

ン
ラ
イ
ン
両
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
り
、
横
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
進
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
知
識
を
シ
ェ
ア
し
た
り
継
承
し
た
り
す
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

例
え
ば
5
名
以
上
で
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
を
す
る
時
の
費
用
を
一
部
支
給
す
る

「
B
U
K
A
T
S
U
!!
」。
飲
み
会
で
大
い
に
交
流
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
カ
ン
パ
イ
手
当
」
も
あ
る
。
オ

フ
ィ
ス
に
は
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
な
ど
を
用
意
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
仕
事
帰
り
に
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
相
談
事
が
あ
れ
ば
、
営
業
担
当
者
や
部
長
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
す
ぐ

に
会
話
で
き
る
工
夫
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
社
内
S
N
S
を
導
入
し
、
全
社
員
が
専
用
チ
ャ
ッ
ト
で

直
接
相
談
し
合
え
る
。
自
分
が
勉
強
し
た
こ
と
や
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
仕
組
み
も
あ
る
。

本
の
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て
投
稿
す
る
と
、
会
社
が
書
籍
代
を
負
担
。
レ
ビ
ュ
ー
の
蓄
積
は
す
で
に
数
百
冊

に
及
び
、
社
内
S
N
S
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
本
は
会
社
の
本
棚
に
も
並
び
、
自

由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
本
の
レ
ビ
ュ
ー
に
限
ら
ず
、
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
S
N
S
上
で
ど
ん
ど
ん
シ
ェ
ア
す
る
の
が
会
社
の

文
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
社
側
が
あ
れ
や
ろ
う
、
こ
れ
や
ろ
う
と
仕
掛
け
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
技
術

を
伸
ば
し
成
長
し
合
お
う
と
い
う
動
き
が
社
員
た
ち
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

な
か
に
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
苦
手
な
人
も
い
る
た
め
、
営
業
担

当
者
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
定
期
的
に
1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
キ
ャ
リ
ア
希
望
や
悩
み
を
聞
き
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取
り
、
小
さ
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
将
来
に
希
望
や
未
来
を
持
ち
、
笑
顔
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
め
る
I
T

業
界
に
し
た
い
。
自
ら
の
技
術
と
能
力
を
生
か
し
、
い
い
意
味
で
欲
張
っ
て
成
長
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

キ
ャ
リ
ア
の
た
め
の
前
向
き
な
選
択
な
ら
、
離
職
も
O
K

業
界
の
平
均
離
職
率
は
20
％
前
後
と
い
わ
れ
る
が
、
ル
ー
ト
ゼ
ロ
の
離
職
率
は
15
％
弱
。
柴
田
は
こ
れ

を
5
％
以
下
に
す
る
目
標
を
立
て
て
い
る
。

「
実
は
今
、
離
職
自
体
が
本
当
に
ダ
メ
な
こ
と
な
の
か
？　

と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
離
職
す

る
人
を
減
ら
し
た
い
の
で
は
な
く
、
日
本
の
I
T
人
材
不
足
を
解
決
し
た
い
。
よ
り
高
み
を
目
指
し
て
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
た
め
に
欲
張
ろ
う
と
決
め
て
辞
め
る
の
な
ら
、
私
た
ち
の
理
念
は
達
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
ろ
向
き
な
離
職
は
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
次
に
挑
戦
す
る
と
い
う
前
向
き
な
離
職
で

あ
れ
ば
、
離
職
率
が
1
0
0
％
に
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
年
7
期
目
を
迎
え
た
ル
ー
ト
ゼ
ロ
。
報
酬
や
勤
務
内
容
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
不
明
瞭
で
ブ
ラ
ッ
ク
な

イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
S
E
S
業
界
を
変
え
た
い
と
い
う
想
い
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的
に
発
信

し
続
け
て
い
る
。
徐
々
に
認
知
度
が
上
が
り
、
人
材
が
集
ま
り
、
売
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
人
材
不
足
の
解
決
の
た
め
に
、
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
業
界
離
れ
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
、
女
性
、
シ
ニ
ア
層
の
雇
用
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
い
う
。

少
子
高
齢
化
で
技
術
者
を
増
や
す
の
が
難
し
い
中
で
、
外
国
人
労
働
者
の
価
値
を
上
げ
て
い
き
、
外
国

人
労
働
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
人
と
対
等
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
実
現
す
る
。
定
年
後
の
シ
ニ
ア
層

や
、
育
児
か
ら
復
帰
す
る
女
性
た
ち
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
業
界
内
の
価
値
観
を
変
え
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

一
方
で
、
各
業
界
の
D
X
を
図
り
、
A
I
や
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
用
い
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

介
在
し
な
く
て
も
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
回
っ
て
い
く
状
態
を
つ
く
り
、
需
要
を
減
ら
す
こ
と
で
も
人
材
不

足
の
解
決
を
進
め
た
い
と
も
思
っ
て
い
る
。
ル
ー
ト
ゼ
ロ
が
I
T
人
材
不
足
を
解
決
し
た
先
に
見
据
え

て
い
る
の
は
、「
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
幸
せ
に
働
け
る
世
界
」
だ
。

「
誰
も
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
け
ば
、
き
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
世
の
中
に
な
り
ま
す
。『
や
ら
さ
れ
る
仕
事
』

か
ら
『
自
ら
や
る
仕
事
』
に
変
化
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
結
果
や
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
価
値
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
魅
力
的
な
I
T
業
界
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
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「
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
取
引
は
も
と
も
と
、
受
託
が
90
％
に
対
し
て
成
果
報
酬
が
10
％
で
し

た
。
完
全
成
果
報
酬
型
の
事
業
を
始
め
て
か
ら
2
年
ほ
ど
経
つ
と
比
率
が
逆
転
し
、
成
果
報
酬
の
ウ
エ
ー

ト
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
う
ま
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
た
2
0
2
0
年
春
頃
、
状
況
が
一
変
し
た
の
で
す
」

同
社
の
完
全
成
果
報
酬
型
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
全
体
の
7
割
を
人
材
紹
介
会
社
、
残
り
3

割
を
不
動
産
仲
介
会
社
な
ど
が
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
の
採
用
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
、人
材
紹
介
会
社
か
ら
の
受
注
が
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
転
機
と
な
り
、ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー

ズ
は
不
動
産
売
買
仲
介
事
業
と
ペ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
完
全
成
果
報
酬
型
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
取
引
の
あ
っ
た
不
動
産
仲
介
会
社
が
、
人
手
が
足

り
ず
に
困
っ
て
い
た
の
で
、
営
業
や
接
客
業
を
巻
き
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
不
動
産
売
買
を
し
た
い

個
人
の
お
客
様
と
メ
ー
ル
や
電
話
、
L
I
N
E
で
や
り
取
り
を
し
、
弊
社
と
連
携
し
た
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
宅
地
建
物
取
引
士
が
物
件
の
お
引
渡
し
ま
で
対
応
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
取
引
先
の
売
上
は

2
・
4
倍
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
も
向
上
し
た
と
高
評
価
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
」

ス
タ
ッ
フ
の
中
か
ら
も
自
社
で
不
動
産
売
買
仲
介
事
業
を
や
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
、
2
0
2
1
年
に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
独
自
の
不
動
産

売
買
仲
介
サ
ー
ビ
ス
「
イ
エ
フ
リ
」
を
開
始
し
た
。

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め

三
つ
の
事
業
を
展
開

法
人
向
け
の
完
全
成
果
報
酬
型
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
個
人
向
け
の
不
動
産
売
買
仲

介
事
業
「
イ
エ
フ
リ
」、
ペ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
「
ワ
ン
オ
ー
ラ
（
犬
用
は
み
が
き
ジ
ェ
ル
）」
の
三
つ
の
事
業

を
展
開
す
る
、
株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
。

2
0
1
2
年
に
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
行
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
同
社
は
、
W
e
b
集
客
に
課

題
を
抱
え
る
企
業
の
S
E
O
対
策
を
主
軸
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
W
e
b
サ
イ
ト
の
上
位
表
示
と
業
績

ア
ッ
プ
を
手
が
け
て
き
た
。

2
0
1
7
年
頃
に
な
る
と
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
進
化
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
S
E
O
対
策
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
。
当
時
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
に
相
談
に
来
る
顧
客
は
、

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
W
e
b
サ
イ
ト
を
作
り
込
む
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
後
発

組
が
多
く
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
は
S
E
O
対
策
の
効
果
が
出
な
い
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
同

社
で
は
、
一
定
の
成
果
が
出
た
場
合
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
、
完
全
成
果
報
酬
型
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代

行
事
業
に
切
り
替
え
た
。

代
表
取
締
役
社
長
の
沢
辺
敦
志
は
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。
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ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
材
紹
介
会
社
向
け
の
営
業
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
も
激
減
し
て
い
た
。

そ
の
穴
を
ど
う
埋
め
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
社
時
に
「
ペ
ッ
ト
関
連
の
事
業
を
や
り

た
い
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
こ
で
、
成
果
報
酬
型
で
犬
用
の
は
み
が
き
ジ
ェ
ル
の
受
託

販
売
を
始
め
て
み
た
。
自
宅
で
犬
を
飼
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
製
品
を
試
し
、
W
e
b
で
体
験
談

を
発
信
す
る
と
、
順
調
に
売
上
が
伸
び
始
め
た
。

「
良
い
品
物
さ
え
あ
れ
ば
売
れ
る
」。
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
沢
辺
は
、
受
託
で
は
な
く
自
社
で
商
品
を
開

発
し
、
販
売
し
よ
う
と
考
え
た
。
ペ
ッ
ト
ケ
ア
用
品
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
て
犬
用
は
み
が
き

ジ
ェ
ル
「
ワ
ン
オ
ー
ラ
」
を
開
発
し
、
自
社
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
。

不
毛
を
な
く
す
こ
と
は
、
顧
客
に
寄
り
添
う
こ
と

「
不
毛
を
な
く
し
、
お
客
様
・
取
引
先
・
ス
タ
ッ
フ
の
喜
び
を
近
道
で
実
現
す
る
」。
こ
れ
が
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
リ
バ
ー
ズ
の
パ
ー
パ
ス
だ
。

例
え
ば
不
動
産
売
買
に
お
い
て
、「
物
件
を
隠
す
」
行
為
が
横
行
し
て
い
る
と
い
う
。「
家
を
売
り
た
い
」

と
不
動
産
仲
介
会
社
に
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
依
頼
日
か
ら
数
日
間
だ
け
は
依
頼
さ
れ
た
会
社
で
の
み
仲

介
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
全
国
の
ど
の
不
動
産
仲
介
会
社
で
も
取
扱
い
が
可
能

に
な
る
と
、
不
動
産
取
引
に
関
連
す
る
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
来
、
不
動
産
を
買
い
た
い
と
希
望
す
る
人
が
現
れ
た
ら
、
ど
の
不
動
産
仲
介
会
社
で
も
仲
介
が
可
能

な
は
ず
だ
が
、
中
に
は
残
念
な
が
ら
、
自
社
で
の
み
取
引
で
き
る
よ
う
、
他
社
か
ら
の
照
会
に
応
じ
な
い

な
ど
、
物
件
を
隠
す
業
者
も
存
在
す
る
。
自
社
の
利
益
を
売
主
の
利
益
よ
り
優
先
さ
せ
る
行
為
は
違
法
と

も
言
え
、
不
毛
な
行
い
だ
。

「
世
の
中
か
ら
そ
ん
な
「
不
毛
」
を
な
く
す
こ
と
で
、
顧
客
の
喜
び
に
貢
献
し
た
い
と
私
は
考
え
ま
す
」

前
職
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
い
た
際
や
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
行
事
業
を
行
っ
て

い
た
当
時
、
ど
こ
に
も
実
績
が
な
い
施
策
を
提
案
す
る
と
、
延
々
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
リ

ス
ク
の
説
明
を
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
不
毛
に
感
じ
て
い
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
予
算

で
施
策
を
実
施
す
る
以
上
、
慎
重
に
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
出
し
よ
う
の
な
い
数
値
を
出
そ
う
と
し

て
も
机
上
の
空
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
「
不
毛
」
に
感
じ
る
作
業
の
負
担
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
調
整
・
検
討
の
負
担
を
な
く
す
た

め
に
、
お
金
や
制
作
・
開
発
の
工
数
な
ど
の
リ
ス
ク
も
含
め
た
、
完
全
成
果
報
酬
型
に
舵
を
切
っ
た
。

「
不
毛
な
作
業
や
や
り
取
り
は
時
間
を
奪
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
と
こ
ろ
を
グ
ル
グ
ル
と
回
り
続
け

て
い
る
よ
う
な
、
進
歩
の
な
さ
を
感
じ
ま
す
。『
不
毛
を
な
く
し
た
い
』
と
い
う
想
い
は
、
少
し
で
も
早

く
課
題
解
決
を
進
め
た
い
と
い
う
、
お
客
様
に
寄
り
添
う
気
持
ち
の
表
れ
で
も
あ
る
の
で
す
」
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完
全
成
果
報
酬
型
に
転
向
し
て
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
、
空
い
た
時
間
で
で
き
る
こ
と
も
増
え
た
。
不
毛
に
感
じ
る
作
業
が
な
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
も
軽

減
し
た
と
沢
辺
は
話
す
。

能
力
の
高
い
人
が
ス
ト
レ
ス
な
く
働
け
る
環
境
を
構
築

「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
で
は
、「
外
注
力
」「
運
営
力
」
と
い
っ
た
強
み
を
も
っ
て
、
パ
ー
パ
ス
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
が
、
業
務
の
自
動
化
で
す
。
不
動
産
事
業
を
立
ち
上
げ
た
際
に
は
、

営
業
ス
タ
ッ
フ
に
業
務
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
仕
組
み
化
・
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
し
た
」

不
動
産
仲
介
業
界
の
現
場
で
は
営
業
が
一
人
で
物
件
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、「
担
当
者
が
火

曜
・
水
曜
休
み
の
た
め
、
物
件
が
売
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
状
態
が
頻
発
す
る
。

イ
エ
フ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
は
年
中
無
休
だ
が
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
無
理
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

営
業
担
当
だ
け
で
な
く
、
営
業
担
当
の
宅
建
士
、
受
付
担
当
の
宅
建
士
、
受
付
担
当
の
F
P
な
ど
が
、

最
初
か
ら
チ
ー
ム
を
組
ん
で
お
客
様
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
の
だ
。
自
社
シ
ス
テ
ム
も
使
っ

て
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
、
担
当
が
休
み
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
お
客
様
や
お
預
か
り
し
た
物
件
の
状
況
が
分

か
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
不
動
産
仲
介
会
社
で
は
従
来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
物
件
情
報
に
つ
い
て
仲
介
営
業

の
担
当
者
が
自
分
で
調
べ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
た
た
め
、
仕
事
量
が
膨
大
に
な
っ
て
い
た
。

商
談
が
得
意
で
も
事
務
作
業
が
苦
手
な
営
業
担
当
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
績
が
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
で
は
営
業
担
当
が
営
業
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
切

り
分
け
、
物
件
の
写
真
は
自
社
で
採
用
し
た
建
物
専
門
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
任
せ
る
な
ど
「
餅
は
餅
屋
」
の

体
制
を
整
え
て
い
る
。
強
み
で
あ
る
分
野
に
集
中
し
、
能
力
の
高
い
人
が
ス
ト
レ
ス
な
く
働
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
だ
。

「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
お
互
い
に
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
や
さ
し
く
パ

ス
を
出
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
『
外
注
力
』『
運
営
力
』
で
す
」

同
社
で
は
、
宅
建
士
な
ど
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
発
注
は
、

い
わ
ゆ
る
「
丸
投
げ
」
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
ん
な
パ
ス
の
出
し
方
は
沢
辺
の
ポ
リ
シ
ー
に
反
す
る
。
優

秀
な
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
人
材
と
長
く
取
引
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
理
不
尽
な
発
注
は
し
な
い
。

「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
宅
建
士
と
受
付
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
業
務
に
取
り
組
む
中
で
、
当
初
は
お
互
い
の
仕
事

の
頼
み
方
に
つ
い
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
緒
に
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、

ど
ち
ら
も
巧
い
パ
ス
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
働
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
も
向
上
す
る
。
結
果

的
に
、
顧
客
へ
の
貢
献
に
な
る
。
宅
建
士
に
は
価
格
交
渉
や
物
件
調
査
、
書
類
作
成
と
い
っ
た
本
来
の
業

務
に
集
中
し
て
も
ら
い
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
側
が
物
件
検
索
・
確
認
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
担
当
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
強
み
を
発
揮
で
き
る
業
務
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
顧
客
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
、

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が
外
注
力
を
活
か
し
て
活
躍
で
き
る
会
社
に

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
バ
ー
ズ
の
未
来
に
向
け
て
、
沢
辺
は
三
つ
の
展
望
を
描
く
。

一
つ
目
は
、
既
存
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
伸
ば
し
、
バ
イ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
。
不
動
産
売
買
仲
介
事
業

も
ペ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
も
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
る
。
不
動
産
業
界
は
ア
ナ
ロ
グ
で
進
め
ら
れ
る
業

務
が
多
く
、
業
務
効
率
化
は
こ
れ
か
ら
だ
。
物
件
の
売
り
方
も
、「
買
い
た
い
人
」
に
情
報
が
届
く
よ
う
、

よ
り
効
果
的
な
方
法
を
探
っ
て
い
る
。
犬
用
は
み
が
き
ジ
ェ
ル
に
関
し
て
も
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
安

心
・
満
足
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
商
品
改
良
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
品
質
を
こ
れ
以
上
な
い
と
こ
ろ
ま
で
引
き
上
げ
た
後
、
さ
ら
に
伸
ば
し

て
く
れ
る
企
業
へ
売
却
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
投
資
活
動
。
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
の
事
業
に
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
と
し
て
投
資

を
行
い
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
沢
辺
は
話
す
。
す
で
に
知
育
玩
具
関
連
の
事
業
を
し
て
い
る
会
社
な
ど

に
投
資
を
し
て
い
る
が
、
今
後
は
よ
り
多
く
の
企
業
に
投
資
を
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

な
ど
し
て
投
資
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
伸
ば
し
て
い
く
方
針
だ
。

「
投
資
家
と
し
て
社
会
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
自
社
の
事
業
に
も
ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
自
分
で
作
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
て
、
バ
イ
ア
ウ
ト
す
る
ま
で
の
実
績
を
積
み
上
げ

た
い
。
そ
の
う
え
で
伸
び
し
ろ
の
あ
る
企
業
に
出
資
を
し
、
協
力
し
て
、
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
伸
ば
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

三
つ
目
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
こ
と
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
。

現
在
ペ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
「
ワ
ン
オ
ー
ラ
」
を
手
が
け
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
飼
い
主
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
愛

犬
グ
ッ
ズ
を
作
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
始
め
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
宅
建
士
の
一
人
は
、
賃
貸
物
件
の
原
状

回
復
に
関
す
る
事
業
で
会
社
を
立
ち
上
げ
る
。
W
e
b
開
発
を
依
頼
し
て
い
た
大
学
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
卒
業
後
に
大
手
企
業
に
所
属
し
な
が
ら
起
業
す
る
道
を
選
ん
だ
。

「
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
私
な
り
、
会
社
な
り
を
利
用
し
て
、
好
き
な
道
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
外
注
力
を
活
か
し
て
、
世
の
中
の
不
毛
を
な
く
し
て
い
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」
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。
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仕事とスキルアップの機会の提供を通じ、働く人の可能性を広げる

T
i
k
T
o
k
や
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
の
S
N
S
を
活
用
し
て
、
現
地
語
で
提
供
。
受
け
入
れ
を
検

討
す
る
企
業
に
向
け
て
は
、
J
i
n
z
a
i 

P
l
u
s
と
名
付
け
た
W
e
b
サ
イ
ト
を
通
じ
、
特
定
技
能

制
度
の
概
要
か
ら
業
界
・
出
身
国
に
応
じ
た
採
用
方
法
、
受
け
入
れ
企
業
の
事
例
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

役
立
つ
情
報
を
動
画
も
活
用
し
て
提
供
し
て
い
る
。

求
職
者
に
は
「
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
か
」
と
い
う
希
望
を
聞
き
、
現
時
点
で
足
り
て
い
な
い
知
識
や

ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
、
教
育
の
機
会
を
提
供
。
在
学
中
の
就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
技
能
実
習
生
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
、
特
定
技
能
と
し
て
の
就
労
者
の
転
職
支
援
も
行
っ
て
い
る
。 

特
定
技
能
制
度
で
外
国
人
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い
る
産
業
は
、
外
食
業
、
飲
食
料
品
製
造
業
、
介
護

な
ど
の
計
12
分
野
。
就
職
時
に
試
験
合
格
が
課
せ
ら
れ
る
職
種
が
多
い
。
例
え
ば
、
雇
用
ニ
ー
ズ
が
大

き
い
外
食
業
で
は
、
年
3
回
全
国
で
開
催
さ
れ
る
外
食
特
定
技
能
試
験
の
合
格
者
で
な
け
れ
ば
就
労
が

で
き
な
い
。

「
教
育
支
援
で
は
、
試
験
を
突
破
で
き
る
よ
う
に
コ
ー
チ
ン
グ
、
教
育
を
行
い
ま
す
。
現
地
語
に
翻
訳
し

た
試
験
勉
強
用
の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
学
ん
で
も
ら
い
、
模
試
も
行
い
ま
す
」

人
手
不
足
問
題
解
消
の
た
め
に
、

外
国
人
材
の
就
労
・
定
着
・
教
育
を
支
援 

日
本
の
少
子
高
齢
化
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
労
働
力
人
口
の
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
外
国
人
雇
用
が
緩
和
さ
れ
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
が
増
え
て

い
る
。
し
か
し
、
多
様
な
人
材
の
雇
用
で
人
手
不
足
を
解
消
し
、
組
織
の
活
性
化
に
成
功
し
て
い
る
企
業

は
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
2
0
2
1
年
に
創
業
さ
れ
た
の
が
、
就
労
・
定
着
・
教
育
の
3
領
域

で
外
国
人
材
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
株
式
会
社
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
代
表
取
締
役
の
中
村
大
介
は
、

自
社
の
役
割
を
「
企
業
と
求
職
者
双
方
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
」

と
語
る
。 

「
現
在
は
、『
特
定
技
能
制
度
』
に
基
づ
い
て
在
留
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
に
限
定
し
て
、
就
労
機
会
を

提
供
中
で
す
。
就
業
し
た
後
の
定
着
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
当
社
は
国
か
ら
『
登
録
支
援
機
関
（
21
登

−

0
0
6
3
5
5
）』
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
支
援
す
べ
き
10
項
目
に
も
対
応
。
受
け
入
れ
企
業
の
体

制
構
築
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」 

マ
ッ
チ
ン
グ
の
入
口
と
な
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
求
職
者
に
は
企
業
情
報
や
就
労
情
報
を



229 228

株式会社ジンザイベース
代表取締役　中村 大介 / Daisuke Nakamura21 人材不足の課題に挑む。

仕事とスキルアップの機会の提供を通じ、働く人の可能性を広げる

目
指
す
の
は
社
会
の
D
X

“
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
”

ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
の
パ
ー
パ
ス
は
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」。　

 
「
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
社
会
を
創
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
胆
な
言
い
方
を
す
る
と
、
制
約

条
件
を
取
り
払
っ
て
、
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
、
就
労
機
会
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
パ
ー
パ
ス
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
」 

こ
の
パ
ー
パ
ス
の
下
で
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
B
e
+
+　

働
く
人
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
」。

一
つ
目
の
「
＋
」
は
仕
事
、
二
つ
目
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。
こ
の
二
つ
を
提
供
し
、「
働
く
人
の
可
能
性
の

最
大
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
社
会
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
こ
と
で
社
会
や
未
来
に
与
え
る
影
響
を
、
弊
社
で
は
『
社
会
の
D
X
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
通
常
D
X 

は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
指
し
ま
す
が
、
私
た
ち

の
言
う
D
X
は
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
』。
情
報
格
差
に
よ
る
可
能
性
の
限

定
や
、
生
ま
れ
や
育
ち
、
国
籍
・
性
別
・
年
齢
で
可
能
性
が
狭
ま
る
こ
と
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
い
ま
す
」 

幅
広
い
就
労
機
会
の
提
供
を
通
じ
、
多
様
な
人
材
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
。
誰
も
が
「
な
り
た
い

自
分
」
を
実
現
す
る
た
め
、
成
長
し
続
け
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
の
使

命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
実
現
し
、
日
本
社
会
の

多
様
性
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
と
中
村
は
熱
を
込
め
る
。 

中
村
は
新
卒
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
入
社
。
全
国
の
中
小
・
中
堅
企
業
を
中
心
に
経
営
戦
略

の
相
談
に
乗
り
、
事
業
規
模
拡
大
の
提
案
を
し
て
き
た
。
4
年
目
に
独
立
し
、
仲
間
と
共
に
起
業
。
コ

ス
ト
削
減
や
改
善
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
の
企
業
が

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
際
、
多
く
の
企
業
が
「
人
の
採
用
と
定
着
」
の
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
気
付

く
。
日
本
の
人
口
は
減
少
し
、
若
者
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
地
方
で
生
ま
れ
育
っ
て
も
都
市
に
流
れ
る
人

が
多
い
。
必
然
的
に
、
地
方
企
業
は
外
国
人
に
頼
る
し
か
な
い
。
そ
う
い
う
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

2
0
1
5
年
に
技
能
実
習
生
を
対
象
と
し
た
求
人
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
立
ち
上
げ
た
。 

「
技
能
実
習
生
は
転
職
が
で
き
ず
、
一
旦
会
社
に
入
っ
た
ら
一
定
期
間
そ
こ
で
働
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま
す
。『
人
材
側
に
寄
り
添
っ
た
う
え
で
、
そ
の
人
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
』

と
い
う
当
初
思
い
描
い
て
い
た
志
向
と
は
一
致
し
な
い
部
分
が
、
し
だ
い
に
看
過
で
き
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
会
社
を
売
却
し
、
転
職
可
能
な
特
定
技
能
人
材
を
対
象
と
す
る
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス

を
作
っ
た
ん
で
す
」 

人
材
側
に
寄
り
添
い
、「
働
く
人
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
た
根
底
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
に
留
学
し
た
時
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
。
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異
文
化
に
飛
び
込
む
の
が
好
き
だ
っ
た
中
村
は
、
学
生
時
代
に
よ
く
海
外
へ
行
っ
て
い
た
。
セ
ブ
島
に

留
学
中
、
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
で
訪
れ
た
島
で
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
の
子
ど
も
と
親
し
く
な
る
。

「
そ
の
子
の
夢
を
聞
い
て
衝
撃
を
受
け
た
ん
で
す
。
給
料
が
高
い
セ
ブ
島
で
働
く
こ
と
が
夢
だ
と
。
で
も

セ
ブ
の
賃
金
水
準
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
低
い
も
の
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
あ
れ
ば
英
語
が
で
き
る

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
英
語
圏
に
行
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
み
ま
し
た
が
、
彼
に
は

金
銭
面
以
外
に
も
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ

て
い
た
か
に
気
付
き
ま
し
た
」

厳
し
い
状
況
下
で
も
や
る
気
を
持
っ
て
頑
張
る
人
た
ち
が
い
る
。
も
し
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
な
く
、
彼

ら
が
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
大
き
な
意
味
で
世
界
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
想
い
が
、
中
村
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
る
原
点
に
な
っ
て
い
る
。 

豊
富
な
情
報
を
適
切
に
提
供
し
、
自
分
で
選
び
、
自
分
で
決
め
る

ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
の
バ
リ
ュ
ー
は
、
至
心
・
超
越
・
自
責
・
共
創
。

至
心
は
「
社
会
・
顧
客
・
チ
ー
ム
、
仕
事
に
関
わ
る
す
べ
て
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
う
」、
超
越
は

「
常
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
自
ら
を
高
め
続
け
る
」、
自
責
は
「
失
敗
か
ら
学
ぶ

た
め
に
、
自
ら
の
言
動
に
責
任
を
持
つ
」。
そ
し
て
、
共
創
は
「
自
立
し
た
個
々
人
が
相
互
に
協
力
し
合
い
、

組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
」。 

こ
の
四
つ
の
バ
リ
ュ
ー
も
創
業
時
に
中
村
が
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
バ
リ
ュ
ー
と
し
た
理
由

は
「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
15
年
間
に
出
会
っ
た
優
秀
な
人
の
共
通
点
は
、
こ
の
四
つ
に
集
約
さ
れ
る

と
思
っ
た
か
ら
」
だ
と
い
う
。 

「
当
社
メ
ン
バ
ー
の
採
用
時
に
は
、
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
が
目
指
す
方
向
性
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
か
を
丁

寧
に
見
て
い
ま
す
。
創
業
間
も
な
い
今
の
段
階
で
は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
夢
と
希
望
し
か
提
供
で
き
な
い
。

だ
か
ら
メ
ン
バ
ー
は
、
パ
ー
パ
ス
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
し
て
入
社
し
て
く
れ
た
人
ば
か
り
で
す
」

外
国
人
材
が
可
能
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
四
つ
の
バ
リ
ュ
ー
が
重
要
だ
と
中
村
は
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、「
自
責
」。「
自
分
で
選
び
、
自
分
で
決
め
て
も
ら
う
」
た
め
に
、
求
人
企
業
の
中
か
ら
応

募
先
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
は
関
与
し
な
い
。
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
行

わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
お
す
す
め
や
提
案
も
し
な
い
と
い
う
。

「
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
、
た
と
え
間
違
い
に
気
付
い
て
も
、
反
省
し
次
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
業
他
社
の
中
に
は
、
自
社
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
案
件
を
“
お
す
す
め
”
と
し
て
提
案
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
な
る
べ
く
多
く
の
『
情
報
』
を
提
供
し
て
い
ま
す
」 

同
時
に
企
業
側
に
も
、
求
職
者
と
話
し
合
っ
て
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
ほ
し
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仕事とスキルアップの機会の提供を通じ、働く人の可能性を広げる

い
と
要
請
し
て
い
る
。 

「
面
接
と
い
う
、
上
か
ら
目
線
で
人
を
選
ぶ
形
に
は
限
界
が
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
意
思
疎
通
が
一
方

的
で
あ
る
こ
と
が
、
採
用
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
主
な
原
因
で
す
。
対
等
と
い
う
前
提
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
後
か
ら
『
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
』
と
い
う
事
態
は

減
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

日
本
人
の
意
識
を
変
え
、

D
X
を
世
界
に
広
げ
た
先
に
あ
る
「
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
」
の
未
来 

ジ
ン
ザ
イ
ベ
ー
ス
は
、
支
援
し
た
外
国
人
材
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
転
職
し
た
い
と
い
う
場
合
で

も
、
全
力
で
応
援
す
る
ス
タ
ン
ス
を
貫
く
。

「
採
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
企
業
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
ど
っ
ち

つ
か
ず
に
な
り
た
く
な
い
の
で
、『
働
く
人
の
側
に
付
く
』
と
決
め
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

離
職
さ
れ
る
企
業
に
は
、
何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
改
善
が
必
要
な
の
か
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
ま
す
」　

過
去
の
日
本
で
は
、
主
に
中
国
の
人
た
ち
が
自
国
よ
り
も
高
い
報
酬
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
。
い
ま
や

中
国
は
日
本
を
追
い
抜
き
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の
経
済
格
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
。
日
本
が
受
け
入
れ
体

制
や
待
遇
を
何
も
改
善
し
て
い
な
け
れ
ば
、
人
は
離
れ
て
い
く
。

「
現
時
点
で
日
本
に
は
技
能
実
習
生
だ
け
で
も
40
万
人
強
い
ま
す
。
黒
字
で
あ
っ
て
も
人
手
が
足
り
ず
倒

産
す
る
企
業
も
、
今
や
当
た
り
前
で
す
。
潰
す
か
、
外
国
人
に
働
い
て
も
ら
う
か
と
い
う
二
択
に
な
っ
て

い
る
会
社
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
か
に
し
て
彼
ら
彼
女
ら
に
選
ん
で
も
ら
う
か
、
心
地
良
い
環
境
を

提
供
す
る
の
か
。
そ
ん
な
意
識
を
持
ち
、
受
け
入
れ
体
制
や
関
係
性
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」 

報
酬
面
だ
け
な
ら
韓
国
に
行
っ
た
方
が
よ
く
、
手
続
き
の
早
さ
で
は
台
湾
に
劣
る
。
台
湾
の
G
D
P

は
お
よ
そ
10
年
後
に
は
、
日
本
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
は
や
実
利
面
で
の
日
本
の
優
位
性
は
見

当
た
ら
な
い
。
だ
か
ら
変
え
る
べ
き
は
、
ま
ず
日
本
人
の
意
識
と
中
村
は
力
を
込
め
る
。

日
本
人
の
意
識
を
変
え
、
日
本
社
会
を
変
え
た
先
に
思
い
描
く
未
来
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
成
し
遂
げ
、「
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
」
を
実
現
し
た
世
界
だ
。

「
今
は
第
一
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
て
日
本
の
中
で
働
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
働
く
人
の
可
能
性
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
将
来
は
、
日
本
か
ら
海
外
、
海
外
か
ら

海
外
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
い
か
に
し
て
広
げ
て
い
く
か
。
影
響
力
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
日
々

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
」
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の
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バ
ル
教
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と
進
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教育界における校長・社長の二刀流。留学から帰国後、個別指導の学習塾に
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ルバイト含め250名の学習塾を作り上げる。25年で行ってきた進路指導は
優に1,000名、輩出した合格者は5,000名を超える。民間人校長をはじめ、
私学の学校改革にも携わる。組織マネジメントとプロジェクトマネジメント、
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真のグローバル教育と進学を実現

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

G
L
I
で
は
、
原
書
を
年
間
50
冊
以
上
読
み
、
週
に
2
3
0
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、「
読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
」
の
4
技
能
を
徹
底
的
に
鍛
え
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
や
海
外
の
文
化
を
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
、
海
外
で
生
の
経
験
を
積
む
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
へ
の
関
心
と
自
己
肯
定
感
を
育
む
。

新
し
い
教
育
の
目
的
は
、

答
え
の
な
い
問
い
に
立
ち
向
か
う
力
の
育
成   

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
は
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
教
育
で
あ
る
。
一
つ
の
課

題
や
創
造
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
目
標
を
掲
げ
、
解
決
の
手
段
を
計
画
し
、

実
行
し
て
最
後
ま
で
や
り
切
る
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
。
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
・

30
・
31
年
改
訂
）
で
は
、
そ
れ
を
「
探
究
学
習
」
と
い
う
形
で
、
中
学
校
・
高
校
に
お
い
て
身
に
付
け
さ

せ
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

「
学
歴
は
社
会
で
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
日
本
で
は
学
歴
が
あ
れ
ば
通
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
を
売
り
込
む
市
場
は
『
世
界
』。
世
界
で
戦
え
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
な

世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る 

株
式
会
社
ジ
プ
ロ
ス
の
社
名
の
由
来
は
、「“
ジ
”
ぶ
ん
を
“
プ
ロ
”
で
ゅ
ー“
ス
” 

」。
自
主
的
な
生
き

方
の
意
味
で
あ
り
、
ど
ん
な
会
社
な
の
か
を
ひ
と
言
で
表
す
な
ら
「
教
育
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
だ
と
代
表
取
締

役
の
鏑
木
稔
は
話
す
。

「
学
歴
を
得
る
た
め
の
旧
式
の
教
育
を
、
自
分
の
力
で
自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
力
を
身
に
付
け
る
た

め
の
新
し
い
教
育
に
変
え
る
。
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
と
結
果
を
生
み
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
教
育
と
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
』
や
『
21
世
紀
型
教
育
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、

意
欲
を
含
め
た
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
教
育
で
す
。
現
在
、
教
育
改
革
の
最
中
で
、
学
歴
教
育
か
ら

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
に
日
本
全
体
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」 

こ
の
シ
フ
ト
に
学
校
現
場
や
保
護
者
た
ち
が
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状
を
変
革
す
る
。
そ
の
た
め
に

ジ
プ
ロ
ス
が
手
が
け
て
い
る
の
が
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
「
G
L
O
B
A
L 

L
E
A
R
N
E
R
’S 

I
N
S
T
I
T
U
T
E
（
以
下
、
G
L
I
）」
だ
。

「
G
L
I
の
目
的
は
、
英
語
を
使
っ
て
知
識
や
思
考
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

で
す
。
そ
の
た
め
に
課
題
解
決
力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
を
伸
ば
す
、
創
造
型
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
手
法
を
取
り
入
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
身
近
な
生
物
、
科
学
、
芸
術
な
ど
を
英
語
で
学
ぶ
カ
リ
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真のグローバル教育と進学を実現

い
限
り
、
日
本
は
衰
退
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
危
機
感
で
学
習
指
導
要
領
も
変
わ
っ
た
の
で
す
」 

旧
来
の
教
育
は
、
答
え
を
覚
え
た
り
探
し
た
り
す
る
、
暗
記
・
パ
タ
ー
ン
演
習
。
そ
れ
に
対
し
て
新
し

い
教
育
は
、
答
え
の
な
い
問
い
に
立
ち
向
か
う
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
も
の
。 

「
あ
る
大
き
な
社
会
的
な
事
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
起
こ
っ
た
時
期
や
内
容
を
答
え
ら
れ
れ
ば
合
格
だ
っ
た
の

が
旧
来
の
教
育
。で
も
現
代
で
は
、そ
ん
な
こ
と
は
検
索
す
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。な
ぜ
そ
れ
が
起
こ
っ

た
の
か
、
起
こ
し
た
側
に
正
当
性
は
あ
る
の
か
。
倫
理
・
経
済
・
政
治
・
国
際
法
な
ど
多
様
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
、
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
力
を
育
成
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
教
育
で
す
」 

新
し
い
教
育
で
は
、
導
き
出
し
た
結
論
の
正
誤
で
は
な
く
、
適
切
な
情
報
を
収
集
・
整
理
・
分
析
し
、

論
理
を
組
み
立
て
、
結
論
を
導
き
出
し
、
主
張
や
論
点
を
的
確
に
伝
え
ら
れ
た
か
が
問
わ
れ
る
。
評
価
は

点
数
で
は
な
く
、
学
習
の
達
成
度
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た
評
価
の
観
点
と
基
準
の
表
を
用
い
て
測
定
す

る
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
」
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
る
。 

「
欧
米
は
以
前
か
ら
こ
う
い
う
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
試
科
目
は
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
と
志
望
動

機
で
す
。
定
期
テ
ス
ト
で
見
る
の
は
勤
勉
性
。
志
望
動
機
で
は
、
意
欲
と
資
質
・
能
力
の
証
明
と
し
て
、

活
動
力
、
社
会
と
ど
う
関
わ
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
奨
学
金
の
給
付
や
授
業
料
な
ど
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試
も
同
様
で
す
」 

社
会
と
の
関
わ
り
が
問
わ
れ
る
の
は
、
社
会
課
題
の
解
決
や
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
も
の
の
創
造
に
必

要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
で
あ
る
か
ら
。
社
会
と
の
関
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
力
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。 

「
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
教
育
を
実
践
で
き
る
教
師
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
旧
来
の
教

え
方
を
し
て
き
た
教
師
に
急
に
対
応
し
ろ
と
い
う
の
は
、フ
レ
ン
チ
の
シ
ェ
フ
に『
明
日
か
ら
寿
司
を
握
っ

て
く
れ
』
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
」 

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
目
標
を
見
つ
け
、

実
現
す
る
力
を
身
に
付
け
る　

 

群
馬
県
桐
生
市
で
、8
代
続
く
農
家
に
生
ま
れ
た
鏑
木
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
幼
少
期
を
、「
身

近
に
あ
る
も
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し
く
遊
べ
る
の
か
を
探
究
し
て
い
た
よ
う
な
日
々
」
と
振
り
返
る
。 

大
学
卒
業
後
、
3
年
半
の
留
学
か
ら
帰
国
す
る
と
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
り

た
か
っ
た
鏑
木
は
新
聞
社
や
出
版
社
を
志
望
す
る
が
、
就
職
先
は
決
ま
ら
な
い
。

「
書
く
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
小
説
家
に
な
り
た
い
と
思
い
、
夜
働
く
学
習
塾
を
生
業
と
し
な
が
ら
書
い
て

い
こ
う
と
塾
講
師
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
塾
の
生
徒
の
指
導
法
を
探
求
し
始
め
た
ら
面
白
く
な
っ

て
し
ま
い
、
結
果
こ
れ
が
本
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」 
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2
0
1
2
年
に
ジ
プ
ロ
ス
を
設
立
す
る
10
年
以
上
前
か
ら
、
個
別
指
導
学
習
塾
を
経
営
し
、
最
高
で

22
教
室
、
生
徒
数
2
，2
0
0
名
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
。
近
年
、
そ
こ
に
通
う
子
ど
も
の
学
習
意
欲
が
目

に
見
え
て
低
下
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
学
習
塾
の
講
師
を
務
め
る
大
学
生
た
ち
か
ら
、「
就
職
で
き

な
い
」
と
い
う
相
談
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
そ
れ
な
り
に
偏
差
値
の
高
い
大
学
に
通
う
学
生
た
ち
が
『
就
職
で
き
ま
せ
ん
』
と
言
っ
て
く
る
ん
で
す
。

日
本
企
業
も
偏
差
値
よ
り
資
質
能
力
を
重
視
し
始
め
た
か
ら
な
ん
で
す
よ
ね
。『
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま

す
か
、
何
が
し
た
い
で
す
か
、
す
な
わ
ち
ど
う
い
う
人
間
で
す
か
』
と
問
わ
れ
る
と
、
彼
ら
は
答
え
ら
れ

な
い
の
で
す
」 

そ
の
問
い
の
答
え
は
、
ド
リ
ル
を
い
く
ら
や
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
象
に
関
わ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
失
敗
と
成
功
を
積
み
重
ね
、
泣
き
笑
い
を
繰
り
返
し
て
行
き
当

た
る
し
か
な
い
。 

「
日
本
人
の
幸
福
度
が
低
い
の
は
、
学
歴
が
教
育
の
目
的
に
な
っ
て
い
て
、
自
分
の
力
で
自
分
の
人
生
を
歩
む

力
を
身
に
付
け
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
教
育
と
は
本
来
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
、
自
分
の
人
生
を
自

分
で
作
る
た
め
に
す
る
も
の
。
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
に
乗
せ
よ
う
、
乗
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
不
幸
の
源
で
す
」

働
く
と
は
、
何
か
や
誰
か
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
を
創
造
す
る
こ
と
。
そ
の
解
決

と
創
造
に
お
い
て
、
自
分
に
し
か
成
し
得
な
い
価
値
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
だ
っ
た
ら
最
高
の
人
生
に
な
る
。
自
分
の
力
で
自
分
の
人
生
を
歩
む
た
め
に
は
、
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
る
力
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
力
が
必
要
だ
。

「
実
現
し
た
い
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
社
会
へ
の
関
心
が
必
須
で
、
関
心
を
持
つ
た
め
に
は
関
わ
り
が

必
要
。
な
の
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
と
塾
と
家
の
三
角
地
帯
で
暮
ら
し
、
社
会
と
の
接
点
を
持

た
ず
、
大
学
入
試
合
格
ま
で
偏
差
値
で
決
ま
る
受
験
の
こ
と
し
か
考
え
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
」

こ
の
問
題
を
打
破
し
よ
う
と
G
L
I
で
は
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
た
ち
で
目
標
を
決
め
、

自
分
た
ち
で
実
現
方
法
を
考
え
実
践
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

「
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
ハ
ワ
イ
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
し
ま
し
た
。
実
は
日
本
か
ら
流
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
ハ
ワ
イ
の
野
生
動
物
が
被
害
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
。
海
岸
線
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
あ
ふ
れ
、
動
物
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ひ
も
が
絡
ま
っ
た
り
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
現
地
の

N
G
O
団
体
と
回
収
活
動
を
し
て
、
解
決
策
を
考
え
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
教
授
に
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
で
す
。
全
部
自
分
た
ち
で
作
り
込
む
の
で
、
確
実
に
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
」

2
0
2
2
年
の
夏
休
み
に
は
、
連
携
先
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
小
学
校
な
ど
を
訪

れ
、
日
本
語
の
授
業
を
行
っ
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
貧
困
層
の
生
活
を
支
援
す
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を

訪
れ
、
現
地
の
活
動
に
参
加
し
た
。
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「
英
語
が
使
え
る
か
ら
海
外
へ
行
っ
て
そ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
ま
す
。
社
会
を
知
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
社

会
に
自
分
の
力
が
及
ぶ
こ
と
を
実
感
で
き
る
ん
で
す
。
す
る
と
自
己
肯
定
感
が
ぐ
っ
と
上
が
っ
て
い
き
ま
す
」

北
海
道
で
開
催
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
も
、
参
加
し
た
小
学
生
た
ち
の
表
情
が
5
日
間
で
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
た
。
最
初
は
自
信
が
な
く
お
び
え
る
よ
う
な
表
情
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
終
わ
る
頃
に
は
堂
々

と
発
言
し
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
見
ら
れ
る
の
が
、

こ
の
仕
事
の
喜
び
だ
と
い
う
。

子
も
親
も
幸
せ
に
な
れ
る
教
育
と
進
学
を
実
現
す
る 

教
育
の
目
的
の
変
化
に
気
付
い
て
も
ら
う
啓
蒙
活
動
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
G
L
I
と
し
て
具
体
的

な
結
果
を
出
す
こ
と
が
、
ジ
プ
ロ
ス
の
当
面
の
目
標
だ
。 

保
護
者
た
ち
が
学
歴
教
育
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
一
因
は
、
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
方
法
論
が
ま
だ

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
方
法
論
を
駆
使
し
て
子
ど
も
を
育
て
て
く
れ
る
場
所
も
な
い
か
ら
。
時
代
の

変
化
を
頭
で
は
理
解
し
つ
つ
も
、
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
受
験
予
備
校
と
し
て
の
学
習
塾
の
方
が
確
実

な
も
の
に
見
え
る
の
だ
と
鏑
木
は
感
じ
て
い
る
。 

「
我
慢
の
延
長
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

て
大
学
に
進
学
で
き
る
。
将
来
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
し
て
い
く
。
そ
れ
が
可
能
だ
と
い
う
結
果
を
出
し

て
、
大
勢
を
変
え
て
い
く
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

G
L
I
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
親
子
共
々
幸
せ
な
教
育
と
進
学
」「
子
ど
も
の
可
能
性
を
世
界
に
広
げ
る
」。

G
L
I
に
は
、
中
学
か
ら
海
外
に
進
学
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多
く
集
ま
っ
て
く
る
。
現
在
は
企
業

の
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
中
学
や
高
校
段
階
で
の
海
外
留
学
も
、
少
な
い
自

己
負
担
で
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
条
件
の
中
心
は
社
会
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
決
し
て
偏
差
値
で
は
な
い
。

そ
の
後
の
大
学
受
験
で
も
、
海
外
に
出
た
実
績
が
あ
れ
ば
、
今
の
日
本
の
総
合
型
選
抜
の
入
試
ス
タ
イ

ル
で
合
格
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
例

え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
留
学
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
る
と
総
費
用
は
安
い
。
メ
ル
ボ
ル

ン
大
学
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
東
京
大
学
よ
り
上
だ
が
、
合
格
の
ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り
志
望
動
機
が

大
き
な
割
合
を
占
め
る
。

「
小
学
3
年
生
か
ら
“
缶
詰
教
育
”
で
嫌
な
勉
強
を
さ
せ
て
国
内
の
学
歴
を
手
に
入
れ
る
か
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
追
求
し
て
い
っ
て
東
大
よ
り
も
上
の
海
外
の
大
学
に
合
格
す
る
か
、
ど
ち
ら
が
い
い
と
思

い
ま
す
か
。
ジ
プ
ロ
ス
で
は
教
育
の
地
域
格
差
を
な
く
す
こ
と
に
も
取
り
組
み
つ
つ
、
今
後
も
多
様
な
選

択
肢
が
あ
る
こ
と
を
広
く
伝
え
な
が
ら
、
自
分
の
幸
せ
を
自
分
で
考
え
て
実
現
で
き
る
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
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「
誰
も
が
、
人
生
の
選
択
権
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
」

幾
度
も
の
困
難
が
教
え
て
く
れ
た
、
本
当
の
豊
か
さ

ナウビレッジ株式会社

More
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1987年生まれ。鹿児島県出身。3児の父。2008年、米国アラバマ州立大学
マーケティング専攻を学部3位、かつ1年間の飛び級で卒業。2012年に25
歳で人材紹介会社、株式会社UZUZを創業。デジタルマーケティングを軸
に会社を成長させ、2020年に退職。同年10月に、マーケティング会社であ
るナウビレッジ株式会社を設立。創業2年で140社超のマーケティングの依
頼をいただく。アカデミック分野では東京医科歯科大学 非常勤講師、iU 情
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代表取締役社長

今村 邦之
K u n i y u k i  I m a m u r a
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247 246

ナウビレッジ株式会社
代表取締役社長　今村 邦之 / Kuniyuki  Imamura23 「誰もが、人生の選択権を得られるように」

幾度もの困難が教えてくれた、本当の豊かさ

そ
う
話
す
の
は
、
代
表
取
締
役
社
長
の
今
村
邦
之
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
を
メ
イ
ン
に
扱
う
の

は
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
が
初
め
て
だ
が
、
代
表
を
8
年
間
務
め
て
い
た
人
材
紹
介
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社

U
Z
U
Z
を
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
急
成
長
さ
せ
た
実
績
を
持
つ
。
W
e
b
メ
デ
ィ
ア
掲
載
向
け

の
記
事
や
、
動
画
を
数
千
本
制
作
す
る
な
ど
、
認
知
獲
得
や
売
上
拡
大
に
必
要
だ
と
感
じ
た
施
策
に
は
惜

し
み
な
く
予
算
を
投
じ
、
月
間
応
募
者
2
，0
0
0
名
を
集
客
し
た
。
そ
の
際
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
真

価
と
可
能
性
を
実
感
し
た
と
い
う
。

「
最
適
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
れ
ば
業
績
ア
ッ
プ
を
望
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
も
そ
も

効
果
的
な
手
法
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
リ
ソ
ー
ス
が
足
り
な
か
っ
た
り
す
る
企
業
が
と
て
も
多
い
と
知
り

ま
し
た
。
時
間
を
使
っ
て
戦
略
を
考
え
て
、
確
実
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
く
と
い
う
地
道
な
作
業
を
担

い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
悩
む
会
社
を
救
い
た
い
と
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
」

鶏
口
牛
後
の
精
神
で
、
友
人
と
共
に
人
材
会
社
を
創
業

設
立
か
ら
2
年
経
ち
、
着
実
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
。
自
分
た
ち
が
存
在
す
る
意
義
、

大
切
に
す
る
価
値
観
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
よ
り
多
く
の
人
々
に
届
け
た
い
と
、
新
た
に
パ
ー
パ
ス
を
掲

げ
た
。
そ
れ
が
「
M
a
k
e 

I
t 

P
o
s
s
i
b
l
e
」
だ
。
こ
の
言
葉
に
込
め
た
想
い
を
、
今
村
は
こ

前
職
の
企
業
を
急
拡
大
に
導
い
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
活
か
し
て
独
立

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
戦
略
立
案
か
ら
施
策
実
行
ま
で
を
一
気
通
貫
で
支
援
し
、
企
業
が
抱
え

る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
。
設
立
し
た
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
の

2
年
間
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
き
た
組
織
の
数
は
1
4
0
件
以
上
。
人
材
、
不
動
産
、
金
融
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
I
T
な
ど
、
幅
広
い
業
界
の
法
人
を
顧
客
に
持
つ
だ
け
で
な
く
、
宮
城
県
や
愛
媛
県
を

は
じ
め
と
し
た
地
方
自
治
体
か
ら
、
町
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
広
告
運
用
か
ら
S
E
O
対
策
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
制
作
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
内
製
化
支
援
ま
で
、
顧
客
の
要
望
を
叶
え
る
た
め
に
で
き
得

る
手
法
は
フ
ル
活
用
。
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
総
合
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
実
現
す
る
の
が
同
社

の
強
み
だ
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
戦
略
を
打
っ
て
こ
そ
、
効
果
が
表
れ
る
も
の
。
重
要
な
の
は
専

門
性
よ
り
網
羅
性
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
対
応
で
き
る
業
態
や
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
限
ら
れ
て
い
る

と
、
顧
客
の
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
か
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
受
け
皿
を
大
き
く
持
ち
、
一
社
一
社
の
課
題

に
対
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
応
じ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」
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幾度もの困難が教えてくれた、本当の豊かさ

う
語
る
。

「
大
金
持
ち
に
な
る
こ
と
、
有
名
に
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
幸
福
感
に
直
結
す
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
答

え
は
N
O
で
す
。『
選
択
肢
を
増
や
し
て
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
』。
こ
の
状
態
を
、
社
員
も
、
顧
客
も
、

そ
し
て
自
分
も
体
現
で
き
る
こ
と
こ
そ
、
最
大
の
幸
せ
な
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
誰
も
が
自
分
の
人

生
に
お
け
る
選
択
権
を
得
て
、
自
己
決
定
を
可
能
に
す
る
会
社
と
な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
、

パ
ー
パ
ス
を
策
定
し
ま
し
た
」

こ
の
言
葉
の
礎
に
あ
る
の
は
、
今
村
が
人
生
で
経
験
し
た
数
々
の
困
難
だ
。

鹿
児
島
県
で
生
ま
れ
、
司
法
書
士
事
務
所
を
営
む
両
親
の
も
と
で
の
び
の
び
と
育
っ
た
今
村
は
、
将
来

性
の
あ
る
学
問
を
究
め
る
べ
く
、
高
校
卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
攻
し
た
。

都
会
か
ら
離
れ
た
、
日
本
人
の
少
な
い
ア
ラ
バ
マ
州
に
て
学
業
に
勤
し
む
3
年
半
を
過
ご
す
。
就
職
活
動

で
は
複
数
の
名
だ
た
る
大
手
企
業
か
ら
内
定
を
獲
得
し
た
が
、
個
の
力
を
求
め
ら
れ
る
1
0
0
人
規
模

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
選
択
し
た
。

入
社
を
果
た
す
と
、
一
つ
の
物
事
に
没
頭
す
る
タ
イ
プ
の
今
村
は
目
標
達
成
に
向
け
て
一
直
線
に
突
き

進
ん
だ
。
昼
夜
問
わ
ず
働
い
た
結
果
、
体
を
壊
し
1
カ
月
の
入
院
生
活
を
言
い
渡
さ
れ
る
事
態
に
。
わ
ず

か
9
カ
月
で
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
回
復
後
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
あ
る
企
業
に
就
職
し
た
も
の
の
、

社
長
が
独
断
で
「
会
社
を
畳
む
」
と
宣
言
。
そ
こ
で
今
村
は
、
父
親
が
常
日
頃
口
に
し
て
い
た
「
牛
後
に

な
る
な
、
鶏
口
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、
営
業
権
の
譲
受
を
申
し
出
た
。

「
個
人
事
業
主
で
あ
る
親
の
背
中
を
見
て
い
ま
し
た
し
、
父
は
『
大
企
業
に
埋
も
れ
る
な
』
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
時
代
か
ら
起
業
を
志
し
て
い
た
留
学
先
の
友
人
た
ち
の
影
響
で
、
自
分
も
い
ず
れ
独
立
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
が
そ
の
時
だ
と
決
意
し
た
の
で
す
」

第
二
新
卒
に
特
化
し
た
人
材
紹
介
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
2
0
1
2
年
、
友
人
2
人
と
共
に
立
ち
上
げ

た
の
が
U
Z
U
Z
だ
。
学
生
時
代
に
陸
上
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
や
留
学
生
団
体
の
会
長
を
務
め
た
こ
と
で

育
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
主
軸
事
業
と
並
行
し
て
、
独
自
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業
や
教
育
事
業
な
ど
も
展
開
。
順
調
に
会
社
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

当
時
の
今
村
を
突
き
動
か
し
て
い
た
の
は
、
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
と
共
に
成
功
を
称
え
合
う
瞬
間
。
そ

の
一
瞬
を
味
わ
う
た
め
に
、
自
分
の
健
康
を
な
げ
う
っ
て
、
ひ
た
す
ら
仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
。
週
9
回
の

会
食
を
こ
な
し
、
25
時
ま
で
働
き
づ
め
の
日
々
。
し
か
し
そ
の
裏
で
は
、
1
年
間
で
72
回
の
通
院
と
5
回

の
手
術
を
受
け
る
と
い
う
壮
絶
な
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

「
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
の
会
社
経
営
、
付
い
て
き
て
く
れ
る
社
員
の
存
在
、
好
調
な
業
績
。
は
た
か
ら

は
申
し
分
の
な
い
環
境
に
い
る
人
間
に
見
え
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
目
標
達
成
し
て
仲
間
と
乾
杯

を
す
る
た
め
な
ら
、
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
ん
て
、
何
で
も
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
体
ば
か
り
か
心
も
少
し
ず
つ
む
し
ば
ま
れ
、
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
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幾度もの困難が教えてくれた、本当の豊かさ

で
す
。
確
か
に
日
々
の
頑
張
り
が
報
わ
れ
て
成
功
を
遂
げ
る
瞬
間
は
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
が
、

あ
る
意
味
刹
那
的
な
感
動
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
、
大
好
き
な
仲
間
と
健
康
的
に
働
く
日

常
に
重
き
を
置
い
た
方
が
、
幸
せ
な
人
生
に
な
る
と
思
え
た
の
で
す
」

2
年
間
で
離
職
ゼ
ロ
。

社
員
の
意
見
と
選
択
を
尊
重
す
る
環
境
を
整
備

顧
客
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
の
姿
勢
こ
そ
、「
M
a
k
e 

I
t 

P
o
s
s
i
b
l
e
」
の
表
れ
で
も
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
企
業
が
潤
え
ば
、
新
事
業
へ
の

投
資
や
社
員
へ
の
還
元
な
ど
選
択
肢
が
広
が
り
、
顧
客
が
実
現
し
た
い
組
織
の
形
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
考
え
か
ら
、
同
社
で
は
自
社
の
採
算
よ
り
も
顧
客
に
有
益
な
施
策
を
優
先
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。

例
え
ば
、
主
に
観
光
ホ
テ
ル
な
ど
、
地
方
に
あ
る
法
人
向
け
の
S
N
S
運
用
セ
ミ
ナ
ー
。
観
光
客
増

加
を
目
的
と
し
た
S
N
S
の
活
用
は
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
な
か
な
か
最
適
な
手
段
を
知
る

機
会
が
な
い
地
方
企
業
の
状
況
に
着
目
し
た
。
参
加
費
を
抑
え
て
参
加
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
、
誰
で
も
学

べ
る
形
で
開
催
。
参
加
企
業
に
基
本
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
各
社
が
自
社
サ
ー
ビ
ス
に
応

じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
売
上
拡
大
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。
ナ

ウ
ビ
レ
ッ
ジ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
し
た
案
件
の
中
に
は
、
年
商
が
10
倍
に
な
っ
た
企
業
も
。「
自

分
た
ち
が
携
わ
っ
た
顧
客
が
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
の
は
純
粋
に
う
れ
し
い
」
と
今
村
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

同
社
の
パ
ー
パ
ス
は
、
社
員
の
働
く
環
境
作
り
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
勤
務
ス
タ
イ
ル
は
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
も
オ
フ
ィ
ス
出
社
も
選
択
可
能
。
業
務
内
容
に
関
し
て
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
優
先

し
て
控
え
め
に
働
き
た
い
」「
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
め
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
き
た
い
」
な
ど
、
社

員
の
意
見
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
選
択
肢
を
広
げ
る
目
的
の
一
つ
に
あ
る
の
は
、
心
理

的
安
全
性
の
確
保
だ
。

「
誰
も
が
、
気
持
ち
良
く
心
地
良
く
働
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
選
択
肢
が
限
ら
れ
て

い
る
職
場
だ
と
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、
し
ま
い
に
は
自
分
に
も
他
者
に
も
優
し
く
な
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
極
端
な
話
、
本
当
に
つ
ら
い
状
況
に
な
っ
た
ら
逃
げ
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
い
い
と

思
う
の
で
す
。
逃
げ
道
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
だ
け
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
、
落
ち
着
い
て

考
え
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
よ
ね
。
M
a
k
e 

I
t 

P
o
s
s
i
b
l
e
と
い
う
パ
ー
パ
ス
の
も
と
、

社
員
の
選
択
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
、
み
ん
な
が
心
身
共
に
充
実
し
た
状
態
に
な
れ
ば
、
安
心
感

を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
私
が
理
想
と
す
る
組
織
の
形
で
す
」

自
身
の
経
験
か
ら
、
労
働
時
間
の
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
欠
か
さ
ず
に
実
施
。
社

員
が
心
豊
か
に
働
け
る
環
境
整
備
に
よ
り
、
設
立
か
ら
2
年
経
っ
た
現
在
も
離
職
ゼ
ロ
を
叶
え
て
い
る
。
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幾度もの困難が教えてくれた、本当の豊かさ

友
人
が
名
付
け
て
く
れ
た
社
名
を
背
負
い
、

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

U
Z
U
Z
の
代
表
を
退
く
と
決
め
る
ま
で
に
は
、
迷
い
と
葛
藤
と
幾
度
も
闘
っ
た
。
安
住
す
る
道
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
独
立
を
選
ん
だ
。「
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
が
、
1
人
で
経
営
に
携

わ
り
、
自
分
に
自
信
を
つ
け
た
い
」。
今
村
の
想
い
を
聞
い
た
共
同
創
業
者
の
2
人
は
最
終
的
に
は
首
を

縦
に
振
っ
て
く
れ
た
が
、
最
後
に
頼
み
事
を
さ
れ
た
。
そ
れ
は
新
会
社
の
社
名
を
付
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
今
村
を
英
訳
し
て
ナ
ウ
ビ
レ
ッ
ジ
。
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
由
来
で
す
が
、
い
い
響
き
で
す
し
、『
将

来
大
き
な
会
社
に
発
展
す
る
よ
う
に
』
と
言
葉
を
添
え
て
く
れ
た
こ
と
が
今
の
原
動
力
で
も
あ
り
ま
す
。

U
Z
U
Z
の
時
は
経
営
者
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、
ど
こ
か
2
人
の
存
在
に
甘
え
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
の
名
前
が
社
名
と
な
り
、
責
任
感
も
意
志
も
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
」

今
後
は
「
B
y 

M
a
r
k
e
t
i
n
g
」
を
合
言
葉
に
、
社
会
課
題
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
解
決
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
2
年
間
で
、
少
子
高
齢
化
や
女
性
活
躍
、
環
境
問
題
と
い
っ
た
社
会
的

な
問
題
に
向
き
合
う
経
営
者
を
数
多
く
見
て
き
た
。
中
で
も
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
参
加
し
た
学
習
道
具

の
贈
呈
式
に
は
、
大
き
く
心
を
突
き
動
か
さ
れ
た
。
社
会
活
動
に
間
近
で
接
す
る
う
ち
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
社
会
課
題
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
と
い
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
語
学
力
や
異

文
化
へ
の
対
応
力
が
一
層
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
国
立
大
学
で
留
学
生
向
け
の

英
語
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
務
め
る
自
ら
の
強
み
が
生
か
せ
る
と
、
今
村
は
話
す
。

「
国
内
外
の
社
会
的
課
題
と
い
う
、
難
し
く
も
重
要
性
の
高
い
領
域
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
た
め
に
、
今

後
は
組
織
体
制
を
強
化
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
探
求
心
の
あ
る
方
や
職
場
に
学
び
を
求
め
る
方
に
と
っ

て
は
、
い
つ
ま
で
も
情
熱
を
注
げ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、
豊
か
な
心
で
働
け
る
環
境
が
あ
る

こ
と
で
、
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
専
念
で
き
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
力
で
、
顧
客
企
業
、
そ
し
て
社
会

を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
サ
ポ
ー
ト
を
仲
間
と
共
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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P r o f i l e

富山県富山市総曲輪4−5-11 4F
https://relative.company/

代表取締役

松井 英之
H i d e y u k i  M a t s u i

24

C o n t a c t
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求
人
が
現
実
的
か
ど
う
か
を
シ
ビ
ア
に
見
極
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
顧
客
か
ら
求
め
る
人
物
像
に
対
し
て
、

か
け
離
れ
た
条
件
で
提
示
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
況
や
相
場
感
を
踏
ま
え
て
顧
客
と
一
緒
に
求
め
る
人

物
像
か
ら
応
募
が
来
る
よ
う
な
内
容
を
考
え
、
的
確
な
広
告
を
制
作
す
る
。
顧
客
で
あ
る
企
業
に
は
、
従

業
員
が
仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
し
、
求
職
者
に
は
自
分
が
輝
け
る
職
場

に
就
職
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
望
ん
で
い
る
。

仕
事
で
輝
き
続
け
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
輝
く
。

原
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」

求
人
広
告
を
制
作
し
リ
リ
ー
ス
す
る
だ
け
で
な
く
、
顧
客
の
採
用
を
成
功
に
導
く
た
め
の
提
案
と
と
も

に
、
働
く
人
が
輝
け
る
職
場
作
り
を
提
言
す
る
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
。
そ
の
根
底
に
は
、
同
社
の
企
業
理
念

で
あ
る
「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」
が
あ
る
。「
輝
き
続
け
る
」
を
意
味
す
る
「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」
は
、

松
井
が
好
き
な
H
i

−

S
T
A
N
D
A
R
D
と
い
う
バ
ン
ド
の
曲
名
か
ら
引
用
し
た
。

「
一
日
の
う
ち
で
長
い
時
間
を
占
め
る
仕
事
。
そ
の
時
間
が
輝
か
な
け
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
輝
け

な
い
。
だ
か
ら
、
仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
、
私
の
信
念
な
の
で
す
」

松
井
が
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
を
起
業
す
る
ま
で
に
渡
り
歩
い
た
2

採
用
を
成
功
に
導
く
。

企
業
が
抱
え
る
人
材
・
採
用
に
お
け
る
課
題
を

解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

求
人
広
告
や
人
材
紹
介
、
採
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
領
域
の
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
、
企
業
が
抱
え
る
人
材
・
採
用
に
お
け
る
課
題
を
解
決
に
導
く
、
株
式
会
社
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
。

富
山
県
で
設
立
し
、
現
在
は
東
京
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
。
北
陸
と
関
東
を
中
心
に
、
北
は
北
海
道
、

南
は
九
州
ま
で
、
全
国
に
顧
客
を
持
つ
。

例
え
ば
求
人
広
告
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
求
人
媒
体
の
中
か
ら
各
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

を
選
定
し
、
求
人
広
告
原
稿
の
制
作
、
出
稿
・
運
用
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
。
大
手
求
人
媒

体
I
n
d
e
e
d
の
認
定
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
り
、
代
表
取
締
役
の
松
井
英
之
は
、「
求
人
業
界
で
は
最

先
端
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
会
社
」
と
自
負
す
る
。

「
求
人
広
告
の
真
の
目
的
は
、『
採
用
す
る
こ
と
』
で
す
。
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
広
告
を
掲
載
す
る

こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
採
用
を
目
的
と
し
た
提
案
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
手
段
と
目
的
を
履

き
違
え
て
、
求
人
広
告
の
枠
を
取
る
た
め
の
営
業
活
動
に
な
ら
な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
」

掲
載
し
た
広
告
を
確
実
に
採
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
同
社
で
は
顧
客
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
そ
の



259 258

株式会社リレイティブ
代表取締役　松井 英之 / Hideyuki  Matsui24 仕事を通して輝き続ける人を増やす

社
で
の
経
験
が
あ
る
。

1
社
目
は
、
新
卒
で
入
社
し
た
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
扱
う
不
動
産
会
社
だ
。
電
話
で
の
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
が
取
れ
な
け
れ
ば
深
夜
ま
で
の
残
業
は
当
た
り
前
。
怒
声
が
飛
び
交
う
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
だ
っ
た
。
2
〜
3
年
は
踏
ん
張
っ
て
い
た
が
、
耐
え
き
れ
ず
退
職
を
決
意
し
た
。

「
こ
の
時
、
別
の
部
署
の
課
長
が
引
き
留
め
て
く
れ
ま
し
た
。
憧
れ
て
い
た
人
で
、『
辞
め
た
ら
も
っ
た
い

な
い
』『
辞
め
癖
が
つ
く
ぞ
』
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
結
局
私
は
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
、
そ

の
人
は
34
歳
。『
辞
め
癖
が
つ
く
ぞ
』
の
一
言
が
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
次
に
就
職
す
る
会
社

で
は
33
歳
ま
で
は
辞
め
ず
、
34
歳
に
な
っ
た
ら
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

会
社
が
あ
っ
た
東
京
か
ら
故
郷
の
富
山
に
戻
り
、
就
職
し
た
の
が
、
東
京
に
本
社
を
置
く
人
材
業
界
大

手
の
上
場
企
業
だ
っ
た
。

松
井
は
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、
い
つ
し
か
管
理
職
の
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
気
が
付
く
と

自
分
を
採
用
し
て
く
れ
た
人
が
部
下
に
な
っ
て
い
た
り
、
父
親
く
ら
い
の
年
齢
の
人
た
ち
が
自
分
に
敬
語

を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
。

「
20
代
の
若
造
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
、
こ
の
人
た
ち
は
本
望
な
の
だ
ろ
う
か
。
仕
事
人

生
の
分
岐
点
で
、
楽
な
道
を
選
ん
で
き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
。『
自
分
は
そ
う
は
な
り
た
く
な
い
』。

そ
う
思
っ
た
時
、『
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
、
自
分
は
挑
戦
す
る
道
を
選
ん
で
い
こ
う
！
』
と
強
く
決

意
し
ま
し
た
」

そ
し
て
、
目
標
に
掲
げ
て
い
た
34
歳
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
松
井
は
独
立
を
決
意
し
て
人
材
会
社

を
退
職
。
ど
ん
な
事
業
を
す
る
か
も
決
め
ず
に
退
職
し
た
た
め
、
ま
ず
は
稼
げ
る
よ
う
に
と
、
や
り
た
い

こ
と
よ
り
も
や
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
前
職
で
取
り
組
ん
で
き
た
求
人
広
告
の
販
売
を

事
業
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
求
人
媒
体
社
に
電
話
を
か
け
、
代
理
店
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と
願
い
出
た

の
だ
。
こ
う
し
て
、
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
が
誕
生
す
る
。
松
井
の
も
と
に
は
前
職
か
ら
付
き
合
い
の
あ
っ
た
顧

客
か
ら
採
用
支
援
の
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、
無
計
画
な
中
、
な
ん
と
か
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

顧
客
に
と
っ
て
身
近
で
頼
れ
る
「
身
内
」 

の
よ
う
な
存
在
に

リ
ク
ル
ー
ト
や
パ
ー
ソ
ル
な
ど
大
規
模
企
業
の
競
合
が
多
い
人
材
業
界
に
あ
っ
て
、
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ

は
毎
年
増
収
増
益
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
求
人
業
界
が
冷
え
込
ん
だ
時

に
は
、
一
時
売
上
が
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
変
わ
ら
ず
声
を
か
け
続
け
て
く
れ
た
顧
客
が
多
く
、

業
績
は
2
倍
近
く
ま
で
回
復
し
た
。
そ
こ
か
ら
採
用
を
積
極
的
に
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
も
順
調
に
増
え
て

い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
も
、
な
ぜ
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
松
井
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
企
業

理
念
に
基
づ
い
て
顧
客
と
接
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
結
果
で
は
な
い
か
と
分
析
す
る
。

「
仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
る
人
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
『
S
t
a
y 

G
o
l
d
』
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

松
井
は
企
業
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
採
用
面
接
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
場
で
折
に
触
れ

て
、
企
業
理
念
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
S
t
a
y 

G
o
l
d
な
状
態
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
評
価
制
度
の
設
計
に
も
力
を
入
れ
る
。
一
例
と
し
て
は
、
営
業
職
の
給
与
体
系
の
見
え
る
化
。

ど
う
い
っ
た
営
業
成
績
で
あ
れ
ば
ど
の
程
度
の
給
与
に
な
る
の
か
な
ど
、
評
価
の
基
準
を
明
確
に
定

め
て
い
る
。

「
不
動
産
会
社
に
勤
め
て
い
た
影
響
だ
と
思
い
ま
す
が
、『
頑
張
っ
て
い
る
人
は
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き

だ
』
と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
高
く
設
定
し
て
い
ま
す
し
、
会
社
の
売
上
は
で
き
る
だ
け

そ
の
社
員
に
還
元
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
頑
張
っ
て
い
る
の
に
報
わ
れ
な
い
』
状
態
を
な
く
し
た

い
の
で
す
」

仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
る
人
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ
れ
に
適
し
た
職
場
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
顧
客
企
業
の
職
場
作
り
に
対
し
て
も
目
を
向
け
て
い
る
。
顧
客
に
は
そ
こ
で
働
く
人

た
ち
が
輝
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
だ
。

「
例
え
ば
広
告
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
場
合
、『
こ
う
い
う
職
場
に
し
た
方
が
、
良
い
人
材
を
採
用
で
き
ま

す
よ
』『
こ
う
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
部
分
を
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
』

な
ど
、
具
体
的
に
改
善
の
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。
求
職
者
に
対
し
て
は
、『
あ
な
た
の
や
り
た
い
こ
と

を
叶
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
会
社
が
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
』
と
自
信
を
持
っ
て
紹
介
し
ま
す
」

リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
姿
勢
を
企
業
理
念
「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」
で
示
す
一
方
、
企
業
と
し
て

の
あ
り
方
は
、
社
名
の
「
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
」
に
想
い
を
込
め
て
い
る
。

「
英
語
の
r
e
l
a
t
i
v
e
に
は
、『
身
内
』
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
な
ど
、
関
わ
る
す
べ

て
の
方
々
に
自
分
の
身
内
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
会
社
で
あ
り
た
い
。
そ
ん
な
想
い
を
込
め
ま
し
た
。
お

客
様
が
『
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
』
な
し
に
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
な
、
身
近
で
頼
れ
る
存
在
に
な
り

た
い
で
す
ね
」

小
手
先
の
営
業
ト
ー
ク
で
「
仕
事
を
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。
顧
客
と
人
間

関
係
を
構
築
し
た
先
に
信
頼
が
成
り
立
ち
、「
こ
の
人
に
仕
事
を
任
せ
た
い
」
と
心
が
動
く
も
の
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
松
井
は
、
自
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
顧
客
に
頼
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
聞
き
す
る
の
が
と
て
も
う

れ
し
い
と
話
す
。

「
仕
事
で
頼
り
に
さ
れ
た
り
、
仕
事
を
通
し
て
お
客
様
か
ら
食
事
に
誘
わ
れ
た
り
。
ス
タ
ッ
フ
が
お
客
様

の
『
身
内
』
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
お
客
様
と
関
係
性
を
築
い
て
い
る
ス
タ
ッ
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フ
は
、
結
果
的
に
営
業
成
績
が
良
い
で
す
し
、
S
t
a
y 

G
o
l
d
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

人
と
の
関
係
性
を
大
切
に
す
る
松
井
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
松
井
が
不
動
産
会
社
を
退
職

す
る
際
に
引
き
留
め
て
く
れ
た
、
当
時
憧
れ
だ
っ
た
課
長
は
、
そ
の
後
独
立
し
て
不
動
産
会
社
を
経
営
し

て
い
る
。
月
に
一
度
食
事
を
共
に
す
る
仲
で
、
今
で
は
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
の
一
顧
客
だ
。
松
井
は
、
理
想
と

す
る
会
社
の
あ
り
方
「
r
e
l
a
t
i
v
e
」
と
企
業
理
念
「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」
を
、
自
ら
体
現

し
て
い
る
。

人
材
領
域
で
挑
戦
を
続
け
、
全
国
に
仲
間
を
増
や
し
た
い 

リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
は
「
人
材
領
域
」
の
軸
は
そ
の
ま
ま
に
、
新
し
い
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、

新
会
社
の
立
ち
上
げ
だ
。
2
0
2
2
年
8
月
に
、
障
が
い
者
の
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就
労
移
行
支
援

の
会
社
を
新
設
し
た
。よ
り
多
く
の
求
職
者
が
仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、企
業
理
念
に
沿
っ

て
自
分
た
ち
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
。

も
う
一
つ
の
挑
戦
は
、
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
だ
。
現
在
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

る
北
陸
、
関
東
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
の
想
い
を
理
解
し
て
「
共
に
会
社
を
大
き
く
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
想
い
を
持
つ
人
を
全
国
で
採
用
し
た
い
と
意
気
込
む
。
こ
の
ほ
ど
、
オ
フ
ィ
ス
の
な
い

エ
リ
ア
で
も
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
。
こ
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
地
で
支
社
を
作
り
た
い
と
言
え
ば
、
自
ら
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
仕
事
を
通
し
て
輝
き
続
け
る
人
を
増
や
す
」。
そ
の
想
い
は
、
自
社
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
向
け
ら
れ
て
い

る
。
松
井
は「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」と
常
に
声
を
か
け
て
い
る
。

「
リ
レ
イ
テ
ィ
ブ
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
人
材
領

域
の
範
ち
ゅ
う
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
拠
点
を
設
け
た
り
、
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
た
り
す
る
の
も
大
歓
迎

だ
と
考
え
ま
す
。
同
じ
想
い
を
持
っ
た
『
身
内
』
と
呼
べ
る
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
身
内
と
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
顧
客
を
、
ど
ん
ど
ん
全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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る
建
物
で
あ
れ
ば
、
売
却
後
も
活
用
さ
れ
続
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
カ
フ
ェ
や
バ
ー
、
和
菓

子
屋
な
ど
に
改
装
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
地
域
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
下
町
の
風
情
を
守
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
」

最
近
は
浅
草
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺
エ
リ
ア
の
買
い
取
り
も
多
く
、
古
い
戸
建
て
を
改
装
し
て
民

泊
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
古
い
家
は
和
室
が
多
く
、「
日
本
ら
し
い
風
情
を
味
わ
え
る
」

と
外
国
人
観
光
客
に
人
気
だ
と
い
う
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
一
望
で
き
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
は
、
撮

影
用
の
レ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、
買
主
側
に
も
思
い
を
寄
せ
る
。
先
日
は
、
買
い
取
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
小
ぶ
り
の
ビ
ル

を
売
却
し
た
。
買
主
は
2
階
以
上
を
住
居
と
し
て
使
い
、
も
と
も
と
倉
庫
だ
っ
た
1
階
で
は
弁
当
屋
を
開

業
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

村
田
は
物
件
を
売
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、「
そ
の
後
」
を
応
援
し
た
い
と
い
つ
も
考
え
て
い
る
。
こ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
弁
当
屋
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
を
願
っ
て
い
る
の
だ
。

不
動
産
業
者
で
あ
れ
ば
通
常
、
少
し
で
も
高
値
で
の
売
却
を
目
指
す
も
の
。
し
か
し
村
田
は
「
利
益
よ

り
も
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
明
言
す
る
。

想
い
が
込
め
ら
れ
た
建
物
が
、

地
域
で
長
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

「
何
よ
り
も
『
喜
ん
で
い
た
だ
く
』
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。
不
動
産
に
関
し
て
は
、
売
主
さ
ん

に
も
買
主
さ
ん
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
そ
の
想
い
を
汲
み
取
り
、
仲
介
す
る
こ

と
で
希
望
を
叶
え
、
い
い
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」

村
田
和
忠
が
創
業
し
、
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社
日
本
不
動
産
販
売
。
足
立
区
北
千
住
を
本
拠
地
と
し
、

下
町
エ
リ
ア
を
中
心
に
不
動
産
の
自
社
買
い
取
り
と
有
効
活
用
を
手
が
け
て
い
る
。

扱
う
物
件
は
、
土
地
、
中
古
戸
建
、
店
舗
、
一
棟
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
。
特
に
近
年
は
「
生
活
環
境
が
変
わ
り
不
要
に
な
っ
た
」「
所
有
者
が
高
齢
に
な
り

生
活
し
づ
ら
く
な
っ
た
」
な
ど
の
事
情
で
売
却
さ
れ
る
物
件
を
買
い
取
る
こ
と
が
多
い
。

購
入
後
は
自
社
で
保
有
・
運
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
魅
力
あ
る
物
件
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
な

ど
し
、
付
加
価
値
を
高
め
て
販
売
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
古
い
建
物
は
多
く
の
場
合
、
解
体
し
て
新
し
い
建
物
を
作
り
直
す
こ
と
が
多
い
。
け
れ
ど
も
売
主
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
手
放
す
決
断
を
し
た
と
は
い
え
思
い
入
れ
が
あ
る
建
物
で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
使
え
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物
件
を
高
値
で
売
れ
ば
、
自
社
の
利
益
に
な
る
。
し
か
し
高
値
で
購
入
し
た
人
は
そ
の
建
物
で

起
業
を
果
た
し
た
と
し
て
も
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど
の
負
担
が
大
き
け
れ
ば
経
営
は
厳
し
く
な
る
だ

ろ
う
。

「
不
動
産
物
件
に
お
金
を
か
け
す
ぎ
る
と
、
返
済
の
た
め
に
利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
、

理
想
と
し
て
描
い
て
い
た
お
店
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
買
主
さ
ん
の
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
手
頃
な
価
格
で
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

野
球
・
教
員
の
夢
を
経
て
、
不
動
産
業
界
へ

「
不
動
産
を
購
入
す
る
人
の
夢
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
村
田
の
強
い
想
い
は
、
か
つ
て
自
身
も
夢
を

追
っ
た
経
験
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
。

村
田
は
29
歳
で
不
動
産
業
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
多
く
の
時
間
を
「
野
球
」
に
費
や

し
て
き
た
。

千
葉
県
柏
市
で
育
ち
、
9
歳
か
ら
野
球
を
始
め
た
。
千
葉
県
立
我
孫
子
高
校
に
入
学
す
る
と
、
1
年
生

の
時
に
チ
ー
ム
が
甲
子
園
に
出
場
。
こ
の
経
験
に
よ
り
野
球
へ
の
熱
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、
一
般
受
験
で
法
政
大
学
に
入
学
。
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
に
所
属
す
る
強
豪
野
球
部
に

所
属
し
、
リ
ー
グ
戦
で
の
連
続
優
勝
も
経
験
し
た
。

し
か
し
、
村
田
は
「
自
分
は
上
手
く
な
か
っ
た
し
、
セ
ン
ス
も
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
同
期
の
仲

間
に
は
、
の
ち
に
プ
ロ
入
り
し
、
1
軍
で
開
幕
投
手
に
選
ば
れ
る
よ
う
な
選
手
も
い
た
。
野
球
の
練
習
に

明
け
暮
れ
て
も
、
天
性
の
才
能
を
持
つ
選
手
に
は
か
な
わ
な
い
…
…
別
の
目
標
を
探
し
始
め
、
次
に
見
つ

け
た
夢
が
「
教
員
」
だ
っ
た
。

専
攻
は
経
済
学
で
あ
っ
た
が
、
中
学
か
高
校
の
教
員
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し
、
大
学
卒
業
後
に
教
職

課
程
を
履
修
。
昼
間
は
飯
田
橋
の
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
働
き
な
が
ら
夜
間
に
通
学
し
、
3
年
か
け
て
教

員
免
許
を
取
得
し
た
。

し
か
し
不
景
気
だ
っ
た
当
時
は
、
教
員
採
用
の
倍
率
が
高
く
、
な
か
な
か
教
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
私
立
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
働
く
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
が
、
村
田
に
は
「
正
教
員
」
に
こ
だ
わ
る

理
由
が
あ
っ
た
。
大
学
卒
業
と
同
時
に
結
婚
し
、
そ
の
年
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

「
家
族
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
教
員
に
な
る
夢
も
諦
め
た
く
な
く
て
葛
藤
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
か
み
さ
ん
も
貧
し
い
家
庭
の
生
ま
れ
な
の
で
親
に
頼
る
こ
と
も
で
き
ず
。
そ
れ
で
も
、
か
み
さ
ん
が
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『
30
歳
ま
で
は
夢
を
追
い
か
け
て
い
い
』
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
チ
ャ
ン
ス
を
探
り
続
け

て
い
ま
し
た
」

な
お
、
教
職
課
程
の
3
年
間
と
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
も
、
野
球
と
の
関
わ
り
は
続
い
て
い
た
。
選
手

と
し
て
プ
ロ
に
な
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
村
田
だ
が
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が

買
わ
れ
、
監
督
か
ら
「
コ
ー
チ
を
や
ら
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
だ
。

コ
ー
チ
を
務
め
な
が
ら
教
員
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
た
が
、
3
年
も
経
つ
と
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
。

コ
ー
チ
を
辞
し
て
就
職
す
る
決
意
を
固
め
た
。

野
球
部
の
監
督
の
紹
介
で
、
東
京
ド
ー
ム
・
神
宮
球
場
な
ど
で
プ
ロ
野
球
の
試
合
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
運
営
・
警
備
を
手
が
け
る
会
社
に
勤
務
。
し
か
し
、
そ
の
仕
事
を
長
く
続
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

「
試
合
中
に
ベ
ン
チ
裏
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
大
学
時
代
の
同
期
が
投
げ
た
り
後
輩
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
り
す
る
姿
が
目
の
前
に
あ
る
。そ
れ
を
見
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。や
は
り
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
し
、
も
っ
と
稼
ぎ
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
」

環
境
を
変
え
、
新
し
い
世
界
で
勝
負
を
し
よ
う
―
―
初
め
て
自
分
で
就
職
活
動
し
、
飛
び
込
ん
だ
の
が

不
動
産
業
界
だ
っ
た
。

堂
々
と
生
き
た
い
。

子
ど
も
に
誇
れ
る
仕
事
が
し
た
い

4
年
間
勤
め
た
不
動
産
業
界
で
は
、
土
地
活
用
提
案
を
主
軸
と
す
る
大
手
企
業
と
地
域
密
着
の

中
小
企
業
の
計
3
社
を
経
験
し
た
。
う
ち
1
社
目
・
2
社
目
で
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た

と
い
う
。

「
当
時
の
私
は
、
ろ
く
な
営
業
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
稼
ぐ
た
め
に
は
と
に
か
く
数
字
を
上
げ
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
、『
こ
の
人
に
建
て
て
も
ら
お
う
』『
買
っ
て
も
ら
お
う
』
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
そ

ん
な
自
分
が
嫌
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
苦
痛
だ
っ
た
の
が
、
会
社
の
方

針
に
よ
り
お
客
様
の
視
点
で
営
業
が
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
」

業
績
を
挙
げ
、
表
彰
も
さ
れ
、
高
額
な
報
酬
も
手
に
し
た
が
、
ま
っ
た
く
う
れ
し
く
な
い
。「
こ
ん
な

仕
事
じ
ゃ
子
ど
も
に
誇
れ
な
い
」
と
考
え
た
。

こ
う
し
て
2
回
目
の
転
職
に
踏
み
切
り
、
ま
っ
と
う
な
不
動
産
会
社
に
出
合
う
。
ト
ッ
プ
の
営
業
成
績
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を
挙
げ
、
１
課
長
も
務
め
た
。

自
信
を
得
た
村
田
は
33
歳
の
時
に
独
立
し
、
共
同
代
表
と
共
に
不
動
産
会
社
を
創
業
。
何
人
か
の
仲
間

も
集
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
方
向
性
の
違
い
か
ら
離
脱
し
、
村
田
が
単
独
で
立
ち
上
げ
た
の
が
現
在
の
会

社
だ
。

も
う
、
お
客
様
や
自
分
自
身
を
偽
る
よ
う
な
営
業
活
動
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
お
客
様
の
喜
び

を
追
求
す
る
こ
と
で
業
績
も
上
が
っ
た
。
村
田
の
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る
不
動
産
業
者
か
ら
、
適
切
な

物
件
の
情
報
も
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

共
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
は
、
村
田
が
信
頼
で
き
る
と
確
信
し
た
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
だ
。

「
農
業
を
や
っ
て
い
る
私
の
友
人
が
『
人
も
野
菜
も
根
っ
こ
か
ら
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
不
動
産
業
界

で
は
、
お
客
様
を
平
気
で
だ
ま
し
て
稼
ぐ
よ
う
な
人
も
見
て
き
ま
し
た
が
、
私
は
『
根
』
が
良
い
人
を
仲

間
に
迎
え
た
い
。
一
緒
に
働
き
、
育
て
て
あ
げ
た
い
し
、
そ
の
子
た
ち
の
夢
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
村
田
は
自
社
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
目
標
実
現
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
。
あ
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
将
来
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
・
ペ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
事
業
を
手
が
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
実
現
を
見
据
え
、
経
営
を
学
ば
せ
る
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
可
マ
ン
シ
ョ
ン
も
自

社
で
保
有
し
て
い
る
。
野
球
部
出
身
で
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
関
わ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
男
性
ス
タ
ッ
フ

と
は
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
グ
ロ
ー
ブ
を
安
価
で
提
供
す
る
「
o
n
e
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
若
い
子
た
ち
の
想
い
や
夢
、
将
来
の
目
標
の
受
け
皿
に
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
企
業
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
不
動
産
事
業
で
収
入
を
得
て
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
希
望
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
へ
展
開
し
て
い
け

れ
ば
い
い
。
自
分
が
あ
ま
り
良
く
な
い
家
庭
環
境
で
育
っ
た
の
で
、
同
様
の
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子

た
ち
を
特
に
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。
環
境
に
は
恵
ま
れ
な
く
て
も
志
を
持
っ
て
い
る
子
た
ち
は
必
ず

い
ま
す
。
私
た
ち
日
本
不
動
産
販
売
と
関
わ
る
こ
と
で
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
生
へ
と
導
い
て
あ
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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「
必
要
な
人
に
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
届
け
る
」

社
名
に
込
め
た
想
い
を
胸
に
1
0
0
年
企
業
を
目
指
す
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More
Details

大学卒業後に営業コンサルティング会社にて勤務。その後、ぺんてるシンガ
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ジット株式会社
代表取締役社長　石坂 幸太郎 / Kotaro Ishizaka26 「必要な人に必要なものを必要なだけ届ける」

社名に込めた想いを胸に 100 年企業を目指す

ス
品
を
開
発
す
れ
ば
、
自
社
製
品
と
し
て
販
売
で
き
ま
す
。
社
名
の
由
来
で
あ
る
『
J
u
s
t 

I
n 

T
i
m
e
』、
す
な
わ
ち
『
必
要
な
人
に
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
届
け
る
』
に
も
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
見
込
み
も
あ
る
と
考
え
、
開
発
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
」

事
業
開
始
か
ら
25
年
目
、
現
在
で
は
全
国
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
な
ど
1
万
9
，0
0
0

カ
所
以
上
に
、
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
。
回
収
数
は
年
間

2
，
8
5
0
万
個
以
上
、
同
社
の
収
益
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。 

「
も
う
一
つ
、
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
5
年
ほ
ど
前
に
始
め
た
ベ
ン
ダ
ー
事
業
で
す
。
販

売
網
・
物
流
網
が
な
い
会
社
の
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
ジ
ッ
ト
の
お
客
様
で
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
量
販
店
で
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」 

取
り
扱
う
商
品
は
分
野
や
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、「
J
u
s
t 

I
n 

T
i
m
e
」

の
理
念
に
の
っ
と
り
、「
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
」
に
特
化
し
て
い
る
。 

主
体
的
に
積
極
的
に
行
動
す
る
。

い
か
な
る
時
も
「
ジ
ッ
ト
魂
」
を
胸
に 

ジ
ッ
ト
に
は
、
何
ご
と
も
自
分
事
と
し
て
と
ら
え
、
改
善
策
を
自
ら
提
案
し
て
実
現
す
る
風
土
が

世
界
初
。

プ
リ
ン
タ
用
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現 

今
や
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
、
プ
リ
ン
タ
用
の
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
。
1
9
9
9
年
、

世
界
で
初
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
の
商
品
化
を
実
現
さ
せ
た
の
が
、
山
梨
県
を
拠
点
と
す
る
ジ
ッ
ト
株

式
会
社
。

「
回
収
し
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
自
社
工
場
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
イ
ン
ク
を
充
填
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン

ク
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
独
自
開
発
の
最
新
技
術
を
用
い
て
高
品
質
を
実
現
し
て
お
り
、
回
収
か
ら

再
生
、
販
売
、
サ
ポ
ー
ト
ま
で
一
貫
し
て
自
社
で
行
っ
て
い
る
の
が
強
み
で
す
」 

そ
う
語
る
の
は
、
代
表
取
締
役
社
長
の
石
坂
幸
太
郎
だ
。 

1
9
9
1
年
の
創
業
時
は
プ
リ
ン
タ
用
の
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
製
造
し
て
い
た
同
社
。
1
9
9
6
年
頃
、

イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
営
業
に
回
っ
て
い
た
社
員
が
、
営
業
先
で
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
見
て
「
廃
棄
す
る
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
再
利
用
す
れ
ば
ゴ
ミ
も
環
境
負
荷
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
た
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
事
業
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
当
時
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
製
造
事
業
は
孫
請
け
。
元
請
け
に
左
右
さ
れ
る
た
め
利
益
を
上
げ
る
の
が
難

し
く
、
自
社
製
品
を
出
し
た
い
と
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
リ
ユ
ー
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代表取締役社長　石坂 幸太郎 / Kotaro Ishizaka26 「必要な人に必要なものを必要なだけ届ける」

社名に込めた想いを胸に 100 年企業を目指す

あ
る
。
例
え
ば
、
ベ
ン
ダ
ー
事
業
で
は
営
業
職
が
手
が
け
た
い
商
品
を
自
ら
発
掘
し
、
社
長
に
プ
レ

ゼ
ン
す
る
。
そ
こ
か
ら
ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

も
高
く
、
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
社
員
が
提
案
し
て
作
っ
た
ロ
ゴ
プ
レ
ー
ト
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
風
土
醸
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
「
ジ
ッ
ト
魂
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小
冊
子
だ
。「
創
業
の
精

神
」
を
は
じ
め
、
使
命
、
目
標
、
行
動
指
針
を
含
む
「
経
営
理
念
」、
社
内
規
定
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
で
、

従
業
員
は
常
に
携
帯
し
て
い
る
。

書
か
れ
て
い
る
「
創
業
の
精
神
」
は
六
つ
。

・
人
様
に
役
立
つ
仕
事
と
サ
ー
ビ
ス
で
生
か
さ
れ
て
い
る
命
を
燃
や
し
ま
す
。

・
人
に
対
し
て
素
直
で
、
熱
い
念
（
お
も
）
い
が
ほ
と
ば
し
る
集
団
を
つ
く
り
ま
す
。

・
胸
を
張
っ
て
「
ジ
ッ
ト
の
社
員
」
と
言
え
る
で
っ
か
い
夢
の
あ
る
会
社
を
つ
く
り
ま
す
。

・
ス
ピ
ー
ド
が
命
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
え
ら
れ
る
会
社
を
つ
く
り
ま
す
。

・
私
た
ち
は
逆
境
に
は
絶
対
に
負
け
な
い
。
念
い
は
必
ず
成
し
遂
げ
る
。
可
能
性
に
限
界
は
な
い
。

・
私
た
ち
を
信
頼
し
、
つ
い
て
来
て
く
れ
る
社
員
、
パ
ー
ト
さ
ん
を
絶
対
に
幸
せ
に
す
る
。 

「
創
業
の
想
い
を
念
頭
に
業
務
に
取
り
組
む
た
め
に
、
携
帯
す
る
だ
け
で
な
く
、
毎
朝
唱
和
し
て
い
ま
す
。

経
営
理
念
や
創
業
精
神
に
沿
っ
た
行
動
が
で
き
た
か
を
人
事
評
価
の
項
目
に
も
入
れ
て
い
ま
す
。
会
社
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
社
員
一
人
ひ
と
り
に
浸
透
さ
せ
、
実
際
に
行
動
し
て
も
ら
う
の
が

狙
い
で
す
」

「
創
業
の
精
神
」
と
「
経
営
理
念
」
を
制
定
し
、『
ジ
ッ
ト
魂
』
と
し
て
ま
と
め
た
の
は
、
2
0
0
7
年
。

創
業
者
で
現
会
長
で
あ
る
石
坂
の
父
・
正
人
が
社
長
時
代
の
こ
と
だ
。 

「
常
々
従
業
員
に
は
『
な
ぜ
こ
の
会
社
を
作
っ
た
の
か
』
を
伝
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
文
章
化
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
創
業
か
ら
15
年
以
上
経
ち
、
従
業
員
も
増
え
て
き
た
た
め
、
全
員
に
く
ま
な
く

伝
え
、
い
つ
で
も
参
照
で
き
る
形
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」 

バ
イ
ブ
ル
的
な
小
冊
子
が
で
き
た
こ
と
で
、
会
社
が
何
の
た
め
に
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
が
社
員
に

浸
透
し
て
き
た
。
何
ご
と
も
自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
自
主
性
が
培
わ
れ
て
い
る
の
は
、
社
員
た
ち
が

「
J
u
s
t 

I
n 

T
i
m
e
」
を
常
に
考
え
る
姿
勢
が
身
に
付
い
て
き
た
証
し
と
石
坂
は
喜
ん
で
い
る
。

創
業
の
精
神
や
経
営
理
念
を
ま
と
め
た
こ
と
は
、
採
用
に
お
い
て
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

「
弊
社
は
社
会
貢
献
を
重
視
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利
益
を
出

し
つ
つ
、
社
会
に
も
貢
献
す
る
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
利
益
の
一
部
を
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方

の
雇
用
や
寄
付
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
理
念
に
賛
同
で
き
な
い
、
た
だ
お
金
を
稼
ぎ
た
い
だ
け

の
人
と
は
マ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
。
応
募
前
に
そ
こ
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
点
で
も
、
自
社
の
考
え
を
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社名に込めた想いを胸に 100 年企業を目指す

社
外
に
し
っ
か
り
と
発
信
す
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

障
が
い
者
雇
用
数
は
日
本
有
数
。

社
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
新
商
品
が
大
ヒ
ッ
ト

ジ
ッ
ト
株
式
会
社
の
本
社
・
工
場
は
山
梨
県
、
営
業
本
部
は
東
京
都
に
あ
り
、
札
幌
、
沖
縄
な
ど
全
国

6
カ
所
に
営
業
所
を
置
い
て
い
る
。
従
業
員
は
総
勢
約
3
0
0
名
。
そ
の
う
ち
約
1
0
0
名
が
障
が
い

者
で
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
仕
分
け
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
障
が
い
者
の
雇
用
数
で
は
日
本
有
数

の
規
模
だ
と
い
う
。

「
障
が
い
者
雇
用
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
地
元
の
要
望
で
す
。
山
梨
県
は
人
口
減
少
が
続
き
、
働
き
手

が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
働
け
る
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

し
た
。
弊
社
は
全
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
て
、
利
益
も
し
っ
か
り
出
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
利
益
を

障
が
い
を
持
つ
方
の
働
く
場
所
作
り
に
活
か
す
こ
と
で
、
地
元
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

ジ
ッ
ト
は
以
前
か
ら
、
障
が
い
者
施
設
に
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
作
業
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

そ
の
人
た
ち
を
自
社
で
雇
用
す
る
こ
と
に
し
、
徐
々
に
人
数
を
増
や
し
て
き
た
。
現
在
は
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
作
業
や
チ
ェ
ッ
ク
作
業
も
任
せ
て
お
り
、
今
年
も
新
卒
で
数
名
採
用
し
て
い
る
。

「
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
を
ケ
ア
す
る
専
任
の
人
材
も
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
同

じ
施
設
を
使
う
の
で
、
誰
も
が
日
常
的
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
支
え
合
う
こ
と
で
社
員

の
人
間
的
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
」

石
坂
は
、
2
0
1
0
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
中
小
企
業
向
け
の
営
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
を
経

て
、
翌
年
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
に
入
社
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
社
で
営
業
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
た
。

2
0
1
3
年
に
帰
国
し
ジ
ッ
ト
株
式
会
社
に
入
社
、
2
0
2
1
年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。

ジ
ッ
ト
に
入
社
後
、
石
坂
は
営
業
経
験
を
活
か
し
、
本
部
商
談
が
決
ま
っ
た
後
そ
こ
で
終
わ
り
に
す
る

の
で
は
な
く
、
店
頭
で
の
販
促
ま
で
を
自
社
で
手
が
け
る
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
。 

「
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
営
業
担
当
が
、
実
際
に
店
舗
に
行
っ
て
陳
列
を
見
て
、
ど
う
い
う
P
O
P
で
、

ど
の
よ
う
な
動
画
で
、
ど
う
陳
列
し
た
ら
売
れ
る
か
を
共
有
し
ま
す
。
営
業
本
部
で
販
促
ツ
ー
ル
を
デ
ザ

イ
ン
か
ら
作
成
し
、
5
，0
0
0
店
舗
に
一
気
に
送
り
込
む
。
店
員
さ
ん
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
こ
と
で
、
売
れ
る
状
態
に
持
っ
て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
携
わ
り
ま
す
」 

リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
の
営
業
と
並
行
し
て
ベ
ン
ダ
ー
事
業
の
仕
事
も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
以
前
か
ら
の

営
業
担
当
者
の
中
に
は
、
負
担
増
を
理
由
に
退
職
し
て
い
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
一
方
で
若
手
社
員
は
、

自
分
の
目
利
き
で
良
い
商
品
を
発
掘
し
、
店
頭
で
の
売
り
方
ま
で
を
工
夫
し
て
全
国
展
開
で
き
る
こ
と
に

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。



283 282

ジット株式会社
代表取締役社長　石坂 幸太郎 / Kotaro Ishizaka26 「必要な人に必要なものを必要なだけ届ける」

社名に込めた想いを胸に 100 年企業を目指す

成
功
例
の
一
つ
が
「
仮
止
め
コ
ア
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ー
プ
だ
。
何
回
も
付
け
は
が
し
が
で
き
る
ゲ
ル

状
の
テ
ー
プ
で
、
壁
に
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
貼
る
時
に
使
わ
れ
る
。

「
元
々
は
『
コ
ア
ラ
グ
リ
ッ
プ
』
と
い
う
製
品
で
す
。
そ
れ
を
見
つ
け
て
き
た
社
員
が
い
て
、「
こ
れ
は
い

い
」
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
サ
イ
ズ
が
大
き
く
店
頭
に
は
置
き
づ
ら
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
O
E
M
で
小

型
の
も
の
を
作
り
、『
仮
ど
め
コ
ア
ラ
』
と
し
て
発
売
し
た
と
こ
ろ
、
大
ヒ
ッ
ト
。
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
多

様
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
揃
え
て
い
ま
す
」 

こ
れ
も
ま
た
「
J
u
s
t 

I
n 

T
i
m
e
」
の
好
例
だ
。「
賃
貸
住
宅
な
ど
で
壁
に
画
び
ょ
う
の
穴
や
、

テ
ー
プ
の
跡
を
残
し
た
く
な
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
、
ぴ
っ
た
り
応
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
自
分
が
い
い
と
思
っ
た
商
品
が
全
国
に
広
が
り
シ
リ
ー
ズ
化
に
至
っ
た
こ
と
は
、
社
員
の
大
き
な
や

り
が
い
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
し
た
」
と
石
坂
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

イ
ン
ク
事
業
か
ら
飛
翔
し
て
、
1
0
0
年
企
業
を
目
指
す

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、
年
賀
状
や
手
紙
が
減
り
、
プ
リ
ン
タ
用
イ
ン
ク
の
需
要
が
減
る
こ
と
を
見

越
し
つ
つ
、「
1
0
0
年
企
業
を
目
指
す
」
と
公
言
し
、
ジ
ッ
ト
で
は
今
後
の
戦
略
を
立
て
て
い
る
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
が
広
ま
っ
た
と
は
い
え
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
40
％
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
回
収
率
の
向
上
は
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
環
境
負
荷
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
に

取
り
組
ん
で
自
社
の
売
上
を
伸
ば
し
、
シ
ェ
ア
も
倍
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

同
社
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
事
業
で
培
っ
た
技
術
を
活
か
し
、
布
地
や
陶
器
に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
昇

華
イ
ン
ク
、
食
べ
ら
れ
る
可
食
イ
ン
ク
な
ど
の
新
製
品
開
発
も
手
が
け
て
い
る
。 

さ
ら
に
は
イ
ン
ク
関

連
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
商
品
を
揃
え
た
り
、
新
規
事
業
の
組
み
立
て
も
検
討
中
だ
。
ま
ず
は
ベ
ン
ダ
ー

事
業
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
事
業
と
並
ぶ
収
益
の
柱
に
育
て
た
い
と
石
坂
は
意
気
込
む
。 

「
ジ
ッ
ト
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
、
物
流
・
販
売
網
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
強
み
で
す
。

そ
れ
を
活
か
し
て
、
今
後
は
活
躍
す
る
営
業
担
当
者
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。
各
営
業
所
は
原
則
現
地
採

用
な
の
で
、
地
元
で
バ
リ
バ
リ
働
き
た
い
方
に
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
取
引
の

あ
る
お
客
様
は
一
流
企
業
が
多
く
、
営
業
担
当
者
は
頑
張
っ
た
だ
け
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
最
新
の
製
品
や
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
は
十
分
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
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キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
て

若
者
が
輝
け
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
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キャリアスタート株式会社
代表取締役社長　下山 慶一郎 / Kei ichiro Shimoyama27 キャリア形成を支援して若者が輝ける明るい社会づくりに貢献

「
就
職
・
転
職
は
セ
オ
リ
ー
を
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
『
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
仕
事
を
し
た
い
』
と
い
う
動
機
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
希
望
を

満
た
す
だ
け
の
、
自
分
中
心
の
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
来
、
仕
事
は
『
お
客
様
の
た
め
、

人
の
た
め
』
に
す
る
も
の
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
仕
事
を
通
し
て
、
お
客
様
や
ス

ポ
ー
ツ
業
界
に
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
の
か
、
そ
の
中
で
自
分
自
身
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
も
非
常
に
大
切
で
す
。
基
本
的
に
は
成
長
し
て

い
る
業
界
や
、
市
場
規
模
の
大
き
い
業
界
に
就
職
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
成
長
業
界
で

あ
れ
ば
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
て
い
く
分
、
チ
ャ
ン
ス
も
多
く
、
成
長
機
会
や
ポ
ス
ト
に
恵
ま
れ

る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
で
は
、
そ
う
い
っ
た
セ
オ
リ
ー
を
押
さ
え
た
う
え

で
、
一
人
ひ
と
り
の
希
望
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
将
来
像
を
考
え
、
そ
の
人
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
」

若
手
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
プ
ロ
と
し
て
、
求
職
者
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
採
用
し

た
企
業
か
ら
、「
や
る
気
の
あ
る
人
が
採
用
で
き
た
」「
定
着
率
が
高
い
」
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

届
い
て
い
る
。

若
手
人
材
に
寄
り
添
い
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
サ
ポ
ー
ト

「
転
職
が
一
般
的
に
な
り
、
終
身
雇
用
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
今
、『
ど
こ
か
の
会
社
に
就
職
で
き
れ
ば
安
心
』

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
個
々
人
が
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
し
っ
か
り

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
な
の
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
若
手
人
材
の
就
職
や
転
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
株
式
会
社
、
代
表

取
締
役
社
長
の
下
山
慶
一
郎
だ
。
人
材
紹
介
業
は
も
と
も
と
、
3
〜
10
年
程
度
の
就
業
経
験
が
あ
る
人
た

ち
を
対
象
の
事
業
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。
紹
介
会
社
は
「
即
戦
力
と
な
る
人
材
」
を
求
め
る
企

業
に
対
し
、
一
定
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
材
を
紹
介
、
そ
し
て
手
数
料
を
得
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。
と
こ

ろ
が
、
2
0
0
8
年
頃
か
ら
人
材
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が
進
み
、
キ
ャ
リ
ア
の
浅
い
若
手
向
け
の
人
材

紹
介
会
社
も
増
え
始
め
た
。

そ
ん
な
中
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
は
2
0
1
2
年
に
産
声
を
あ
げ
た
。

同
社
の
支
援
対
象
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
十
分
に
切
れ
て
い
な
い
人
々
が
メ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
就
活
生
や
、
非
正
規
で
働
く
若
者
、
早
期
退

職
を
し
て
し
ま
っ
た
若
手
社
員
な
ど
だ
。
そ
う
し
た
若
者
が
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
形
成

し
、
安
定
し
た
人
生
を
つ
か
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
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キャリアスタート株式会社
代表取締役社長　下山 慶一郎 / Kei ichiro Shimoyama27 キャリア形成を支援して若者が輝ける明るい社会づくりに貢献

最
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
若
者
が
生
き
生
き
と
働
け
る
社
会
を
作
る

下
山
は
2
0
0
1
年
、
新
卒
で
リ
ク
ル
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
入
社
、
派
遣
事
業
や
求
人
広
告
に
携
わ
っ

た
後
、
別
の
人
材
紹
介
企
業
に
転
職
し
た
。
人
材
派
遣
や
求
人
広
告
、
正
社
員
の
人
材
紹
介
、
採
用
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
採
用
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、
人
材
関
連
の
業
務
を
ひ
と
通
り
経
験
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
32
歳
の
時
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
後
退
の
波
が
世
界
中
に
押
し
寄

せ
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
ず
っ
と
、
I
T
バ
ブ
ル
な
ど
好
景
気
に
沸
く
中
で
仕
事
を
し
て
き
た
下
山
が
、

初
め
て
味
わ
う
困
難
だ
っ
た
。
営
業
に
出
て
も
ま
っ
た
く
仕
事
が
取
れ
な
い
、
転
職
相
談
を
さ
れ
て
も
ま

る
で
力
に
な
れ
な
い
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
「
派
遣
切
り
」「
派
遣
村
」
の
話
題
が
尽
き
な
か
っ
た
。
リ

ク
ル
ー
ト
時
代
に
人
材
派
遣
業
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
胸
が
痛
む
と
と
も
に
大
き
な
無
力
感
を
覚
え
た
。

「
若
い
人
材
が
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
社
会
。
そ
の
未
来
は
明
る
い
の
だ
ろ
う
か
」

そ
ん
な
自
問
が
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
た
。
求
職
者
支
援
の
方

法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
自
分
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
至
っ
て
い
な
い
若
者
に
寄
り
添
っ
て
応
援
し
よ
う
。

そ
う
考
え
て
独
立
を
決
め
た
。

創
業
当
初
か
ら
、「
若
者
が
生
き
生
き
と
働
く
社
会
を
つ
く
っ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
理
念

を
抱
い
て
い
た
下
山
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
あ
ら
た
め
て
パ
ー
パ
ス
を
策
定
。「
す
べ
て
の
若
者

が
生
き
生
き
と
働
く
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。

「『
す
べ
て
の
若
者
』
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
を
頼
っ
て
く
れ
る
求
職
者
全
員
を
支
援
す
る
の
は

難
し
い
の
が
実
情
で
す
。
求
職
者
が
望
む
よ
う
な
求
人
依
頼
が
な
け
れ
ば
、
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

か
ら
。
し
か
し
、
1
0
0
人
と
面
談
し
て
仮
に
10
〜
20
人
の
就
職
支
援
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

ほ
か
の
80
〜
90
人
の
方
に
も
『
面
談
し
て
よ
か
っ
た
』『
有
益
な
情
報
が
も
ら
え
た
』
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
時
間
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
＝
自
社
の
あ
る
べ
き
姿
）
と
し
て
「
日
本
最

高
の
若
手
キ
ャ
リ
ア
支
援
会
社
で
あ
る
こ
と
」
を
掲
げ
て
い
る
。「
売
上
」
を
今
す
ぐ
最
高
に
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、「
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
」
な
ら
今
日
か
ら
提
供
で
き
る
。
一
件
一
件
、
最
高
品
質
の
面
談
を

目
指
そ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
る
。

下
山
は
、
人
材
業
界
の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
こ
の
時
代
に
お
け
る
人
材
業
界
の
役
割
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
人
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
を

支
援
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、人
材
流
動
の
調
整
弁
と
し
て
機
能
を
果
た
す
こ
と
。
若
い
人
た
ち
が
、今
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
産
業
に
就
く
こ
と
が
、
明
る
い
社
会
を
形
成
し
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
産
業
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
、
我
々
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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転
職
者
の
成
長
に
触
れ
、
や
り
が
い
を
実
感

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
は
、
パ
ー
パ
ス
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
全
社
員
を
集
め
て
半
期
に
一
度
行
う
社
員
集
会
だ
。
下
山
は
自

ら
の
言
葉
で
、
経
営
計
画
や
理
念
を
伝
え
、
社
員
を
鼓
舞
す
る
。
成
績
優
秀
者
や
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
生
み
出
し
た
社
員
を
称
え
、
表
彰
す
る
。
も
ち
ろ
ん
新
入
社
員
の
入
社
式
は
盛
大
に
行
い
、
心
か
ら
歓

迎
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

集
会
と
は
別
に
、
ト
ッ
プ
の
想
い
を
じ
か
に
伝
え
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
が
「
チ
ー
ム
会
」
だ
。

一
般
的
な
企
業
の
課
会
や
部
会
に
相
当
す
る
も
の
で
、
1
チ
ー
ム
3
〜
6
名
で
構
成
、
週
1
回
開
催
し
て

い
る
。
そ
こ
に
下
山
は
隔
週
ペ
ー
ス
で
出
席
し
、
社
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。

「
『
何
の
た
め
に
こ
の
事
業
を
し
て
い
る
か
』
と
自
分
の
想
い
を
語
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、『
君
は
何
の
た
め

に
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
』
と
社
員
に
問
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
別
の
チ
ー
ム
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

や
、
仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
共
有
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
」

社
員
た
ち
は
こ
う
し
た
下
山
の
取
り
組
み
に
刺
激
を
受
け
て
、
一
層
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は
、
求
職
者
に
対
し
て
も
あ
る
。
就
職
・
転
職
を

果
た
し
た
後
に
行
う
「
入
社
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
や
「
転
職
交
流
会
」
の
開
催
だ
。
同
社
は
入
社
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
ま
で
を
見
据
え
て
求
職
者
を
支
援
す
る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
た
め
、
紹
介
先
企
業
に
許
可
を

取
っ
て
こ
れ
ら
を
定
期
的
に
開
き
、
彼
ら
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
る
。

一
般
に
人
材
紹
介
会
社
は
、
転
職
者
を
入
社
ま
で
支
援
し
た
ら
、
そ
の
後
は
関
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。
転
職
者
が
人
材
紹
介
会
社
と
接
点
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
入
社
後
に
ま
た
す
ぐ
転
職
、
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
紹
介
先
企
業
に
と
っ
て
不
利
益
だ
か
ら
だ
。

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
転
職
交
流
会
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
は
自
分
が
転
職
を
あ
っ
せ
ん
し
た
人

が
入
社
後
に
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
の
か
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
彼
ら
が
新
天
地
で
輝
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
す
。
転
職
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
キ
ャ

リ
ア
ス
タ
ー
ト
の
社
員
に
活
力
を
与
え
る
、
価
値
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

求
職
者
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
・
社
員
の

「
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
」
を
目
指
す

「
一
人
ひ
と
り
が
良
い
キ
ャ
リ
ア
、
良
い
人
生
を
叶
え
て
ほ
し
い
」
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キャリアスタート株式会社
代表取締役社長　下山 慶一郎 / Kei ichiro Shimoyama27 キャリア形成を支援して若者が輝ける明るい社会づくりに貢献

既
存
の
人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
価
値
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と
、
下
山
は
先

を
見
据
え
る
。
入
社
後
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
た
め
の
研
修
サ
ー
ビ
ス
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
、

転
職
者
に
対
し
て
何
か
し
ら
の
“
伴
走
”
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

「
若
手
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
っ
と
寄
り
添
っ
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
た
い
の
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
会
社
が
成
長
し
、
新
卒
や
第
二
新
卒
の
領
域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
紹
介
会
社
に
な

れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

人
材
業
界
に
と
っ
て
よ
り
影
響
力
の
あ
る
会
社
を
目
指
し
、
同
時
に
「
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
」
を
実
現
さ

せ
た
い
と
も
話
す
。

「
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
の
『
ト
リ
プ
ル
』
は
、
求
職
者
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
と
当
社
社
員
の
三
者
を
指
し

ま
す
。
求
職
者
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
だ
け
で
な
く
、
我
々
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
の
社
員
も
生
産
性
の
高

い
仕
事
を
し
て
目
標
を
達
成
し
、
良
い
人
生
を
送
る
の
が
理
想
で
す
。
結
果
を
出
す
こ
と
で
、
生
活
が
豊

か
に
な
る
。
偉
大
な
経
営
者
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、『
物
心
両
面
』の
幸
福
を
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
」

ビ
ジ
ョ
ン
や
あ
り
た
い
姿
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
下
山
は
社
員
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
期
待
を
す
る
。

「
ど
ん
な
時
で
も
ブ
レ
ず
に
、『
求
職
者
フ
ァ
ー
ス
ト
』
を
貫
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
う
え
で
、
自
己
実
現
に

向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
ほ
し
い
」

若
手
人
材
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
彼
ら
の
挑
戦
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
よ
う
な
働
き

か
け
や
サ
ポ
ー
ト
を
高
品
質
で
提
供
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る
挑
戦
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
だ
。

「
こ
こ
2
〜
3
年
、
当
社
は
前
年
比
1
4
0
〜
1
5
0
％
の
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
挑
戦
で
き
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
や
仕
事
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
に
挑
戦
す
る
の

も
よ
し
、
最
高
業
績
を
狙
う
も
よ
し
。
年
収
1
，0
0
0
万
円
も
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

実
際
、
同
社
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
入
社
1
〜
2
年
の
社
員
が
就
い
て

い
る
。
若
い
社
員
が
経
営
戦
略
や
事
業
戦
略
と
い
っ
た
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目
指

す
こ
と
も
可
能
だ
。
そ
う
し
た
野
心
を
持
っ
て
邁
進
す
る
社
員
も
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に

す
る
社
員
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
に
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
の
社
員
定
着
率
は
極
め
て
高
く
、
定
着
率
1
0
0
％
、
つ
ま
り
一
人
も

退
職
し
な
い
年
度
も
あ
る
。
退
職
者
が
出
て
し
ま
っ
た
年
で
も
、
90
％
前
後
の
定
着
率
を
実
現
し
て
い
る
。

価
値
あ
る
理
念
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
多
様
性
の
実
現
が
相
ま
っ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
若
い
世
代
の
求
職
者
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は
非
常
に
意
義
あ
る
仕
事
で
す
。
社
員
に
は
『
人
の

た
め
に
な
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
』
と
い
う
価
値
提
供
の
重
要
性
を
忘
れ
ず
に
、
目
標
を
達
成
し
続

け
、
多
様
な
自
己
実
現
を
し
て
ほ
し
い
。
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
は
そ
れ
が
で
き
る
場
で
す
」
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さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
産
業
の
リ
ア
ル
を
知
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
集
団
と
し
て
、

世
界
中
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
ち
早
く
社
会
実
装
す
る
役
割
を

アーキペラゴ株式会社

More
Details

● 菅原 匡史
大学在学中より独学でWebプログラミングを学ぶ。株式会社丹青社に就職し、デザインとアー
トのWebマガジン「JapanDesignNet」にてキャリアをスタート。Webシステム開発、基幹シス
テム開発、メディア運営ほか、官公庁などの受託開発を行う。
2011年に独立。2013年、ARCHIPELAGO（アーキペラゴ）株式会社を立ち上げ。同社のCEO
としてシステム開発案件を含めたWebアプリ開発の陣頭指揮を務める。2017年にはベトナム
のダナン、ハノイの2都市に開発拠点を構える。2023年にはネパール拠点を立ち上げ予定。

● 澤田 寛
大学在学時にパソコン通信ZEG-NETを立ち上げ、同人ゲーム制作でコミケでブースを出展す
るうちに、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメント（現SIE）でのゲーム制作に参加。
1997年からデジタルアーツ株式会社にてCTOとして25本以上のセキュリティ系製品を世に
送り出し上場を果たす。2011年から株式会社エンファクトリーで開発統括として起業参画、複
業で合同会社ワンフレーム設立。2019年、ARCHIPELAGO株式会社と合併。
開発部隊の立ち上げとテクノロジーからビジネス価値を生み出すことが得意分野。

P r o f i l e

東京都新宿区新宿5丁目10-1 第2スカイビル502
https://arcplg.com/

代表取締役社長

取締役／Co-Founder

菅原 匡史

澤田 寛

T a d a f u m i  S u g a w a r a

 H i r o s h i  S a w a d a

28

C o n t a c t
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アーキペラゴ株式会社
代表取締役社長　菅原 匡史 / Tadafumi Sugawara
取締役／ Co-Founder　澤田 寛 / Hiroshi  Sawada28 さまざまな企業・産業のリアルを知るクリエイター集団として、

世界中のイノベーションをいち早く社会実装する役割を

「
社
風
を
一
言
で
言
え
ば
、
出
る
杭
は
“
打
た
な
い
”。
一
人
ひ
と
り
の
自
由
な
発
想
を
大
切
に
し
て
動
い

て
ほ
し
い
で
す
し
、
き
っ
か
け
は
『
面
白
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
た
』
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、

良
い
ア
イ
デ
ア
っ
て
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
状
態
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
会
社
は
メ
ン
バ
ー
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
仕
事
の
任
せ
方
を
し
て
い
ま
す
し
、
担
当
業
務
の
線
を

明
確
に
は
引
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
は
あ
り
つ
つ
も
、
相
互
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
良

い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
追
求
し
て
い
く
カ
ル
チ
ャ
ー
が
根
付
い
て
い
ま
す
」

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
考
え
や
意
思
を
持
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
決
し
て
仲
が
悪
い
わ
け
で
な
く
、
も
の
づ
く
り

へ
の
熱
量
の
高
さ
ゆ
え
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
企
画
開
発
す
る
仕
事
に
は
産
み
の
苦
し
み
や
膨
大
な
タ
ス
ク
の

処
理
が
あ
り
、
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
う
わ
べ
だ
け
の
関
係
性
で
は
乗
り
切
れ
な

い
と
菅
原
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

「
ゲ
ー
ム
好
き
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
終
業
後
に
オ
フ
ィ
ス
で
ゲ
ー
ム
大
会
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
先
日
は
そ
の
様
子
を
配
信
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
区

別
が
な
く
、
仲
が
良
い
の
が
当
社
ら
し
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
う
な
れ
ば
、“
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

ミ
ッ
ク
ス
”。
仕
事
以
外
も
含
め
て
お
互
い
の
こ
と
を
深
く
知
り
、
信
頼
し
あ
え
る
か
ら
こ
そ
、
率
直
に

意
見
を
ぶ
つ
け
あ
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
菅
原
）

自
分
た
ち
自
身
が
胸
キ
ュ
ン
す
る
仕
事
を
し
て
、

世
界
中
の
人
々
を
胸
キ
ュ
ン
さ
せ
た
い

東
京
、
福
岡
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
、
ダ
ナ
ン
。
現
在
4
つ
の
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、
今
後
も
新
潟
や
ネ

パ
ー
ル
な
ど
国
内
外
に
新
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
中
。
W
e
b
サ
イ
ト
制
作
、
シ
ス
テ
ム
開
発
を
手
掛

け
る
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
株
式
会
社
は
、
多
様
な
仲
間
を
集
め
な
が
ら
事
業
成
長
を
続
け
て
い
る
。

同
社
が
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
世
界
を
胸
キ
ュ
ン
で
埋
め
尽
く
そ
う
！
」。
胸
キ
ュ
ン
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
ー
な
言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
味
を
、
代
表
取
締
役
社
長
の
菅
原
匡
史

は
こ
う
説
明
す
る
。

「
僕
ら
は
も
と
も
と
も
の
づ
く
り
が
大
好
き
な
仲
間
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ
た
会
社
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

何
よ
り
も
ま
ず
自
分
た
ち
自
身
が
仕
事
を
通
し
て
胸
キ
ュ
ン
し
た
い
。
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
思
い
切

り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
、
生
み
出
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
お
客
様
や
世
の
中
に
も
胸
キ
ュ
ン
し
て
も
ら
え

る
。
そ
ん
な
会
社
に
し
よ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
」

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
で
は
働
く
一
人
ひ
と
り
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

る
社
風
が
根
付
い
て
い
る
。
上
下
の
関
係
を
超
え
て
意
見
を
出
し
合
う
、
フ
ラ
ッ
ト
な
職
場
環
境
。
従
業

員
の
主
体
性
・
自
律
性
を
重
視
す
る
の
が
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
ら
し
さ
な
の
だ
と
、
取
締
役
の
澤
田
寛
は
話
す
。
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アーキペラゴ株式会社
代表取締役社長　菅原 匡史 / Tadafumi Sugawara
取締役／ Co-Founder　澤田 寛 / Hiroshi  Sawada28 さまざまな企業・産業のリアルを知るクリエイター集団として、

世界中のイノベーションをいち早く社会実装する役割を

個
性
豊
か
な
強
み
や
カ
ル
チ
ャ
ー
が
集
ま
り
協
創
す
る
、

“
群
島
”
で
あ
れ

ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
の
創
業
者
で
あ
る
菅
原
は
、
新
卒
入
社
し
た
会
社
で
W
e
b
事
業
部
に
配
属
さ
れ
、

文
系
出
身
な
が
ら
W
e
b
サ
イ
ト
制
作
や
ア
プ
リ
開
発
を
い
ち
か
ら
学
び
、
10
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

だ
。
そ
の
後
、
一
度
は
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
か
ら
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
し
て
、
北
欧
雑
貨
の
営
業
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
担
当
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
、「
W
e
b
の
知
識
が
あ
る
な
ら
、
E
C

サ
イ
ト
の
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
自
分
が
培
っ
て
き

た
ス
キ
ル
を
た
く
さ
ん
の
人
が
必
要
と
し
て
く
れ
る
こ
と
を
知
り
、
再
び
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
社
会
を
も
っ

と
面
白
く
し
た
い
と
決
断
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
転
身
す
る
。
そ
れ
か
ら
3
年
ほ
ど
、
企

業
の
W
e
b
サ
イ
ト
制
作
な
ど
を
個
人
で
受
託
し
て
い
た
菅
原
。
仕
事
を
通
し
て
同
じ
よ
う
に
活
動
す

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
仲
間
と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
2
0
1
3
年
に
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

「
フ
リ
ー
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
で
会
社
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
の
強

み
を
す
で
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
自
立
し
て
活
動
で
き
る
だ
け
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
た
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
集
団
。
住
ん
で
い
る
場
所
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
鳥
取
や
仙
台
、
海
外
か
ら
参
加
し

て
い
る
人
も
い
た
ほ
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
多
種
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
組
織
を
つ
く

る
こ
と
こ
そ
、
こ
の
会
社
ら
し
さ
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
働
く
一
人
ひ
と
り
を
独
立
し
た
島
に

見
立
て
、
複
数
の
島
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
状
態
を
指
す
言
葉
『
群
島
（
＝
a
r
c
h
i
p
e
l
a
g
o
）』

を
社
名
に
掲
げ
ま
し
た
」（
菅
原
）

こ
の
よ
う
な
設
立
時
の
想
い
か
ら
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
、
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
価
値
の

高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く
る
と
い
う
、
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
ら
し
さ
は
育
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
考
え
に
引
か
れ

て
、
新
た
な
島
々
の
一
つ
と
な
る
人
た
ち
も
続
々
と
参
画
を
決
め
る
。
2
0
1
9
年
に
合
流
し
た
澤
田

も
そ
の
一
人
だ
。

「
私
は
こ
れ
ま
で
ゲ
ー
ム
開
発
や
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
手
掛
け
て
お
り
、
独
立
・
起
業
も
し
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
菅
原
と
出
会
い
、
同
業
の
経
営
者
と
し
て
意
気
投
合
。
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
考
え
方
や
組
織
に
対
す
る
想
い
で
一
致
す
る
部
分
が
多
く
、
お
互
い
の
良
い
部
分
を
掛
け
合
わ
せ
て
よ

り
大
き
な
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
、
私
が
経
営
し
て
い
た
会
社
ご
と
ア
ー
キ

ペ
ラ
ゴ
に
合
流
す
る
決
断
を
し
た
ん
で
す
」（
澤
田
）
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代表取締役社長　菅原 匡史 / Tadafumi Sugawara
取締役／ Co-Founder　澤田 寛 / Hiroshi  Sawada28 さまざまな企業・産業のリアルを知るクリエイター集団として、

世界中のイノベーションをいち早く社会実装する役割を

仕
様
あ
り
き
の
開
発
で
は
な
く
、

顧
客
を
深
く
理
解
し
、
期
待
を
超
え
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く
る

ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
の
強
み
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
を
一
気
通
貫
で
手
掛
け
ら
れ
る

こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
持
つ
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
な
せ
る
技
だ
。
決
め
ら

れ
た
仕
様
に
基
づ
い
て
一
部
分
を
担
当
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

か
ら
関
わ
り
、
顧
客
課
題
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
し
た
最
適
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
実
現
し
て
い
く
。

「
例
え
ば
、
あ
る
引
越
し
会
社
の
お
客
様
か
ら
の
ご
依
頼
は
、
当
初
は
『
W
e
b
サ
イ
ト
に
あ
る
予
約

フ
ォ
ー
ム
（
見
積
も
り
依
頼
）
の
改
善
』
と
い
う
内
容
で
し
た
。
引
越
し
料
金
は
荷
物
の
総
量
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
た
め
、予
約
フ
ォ
ー
ム
は
『
段
ボ
ー
ル
〇
個
、テ
ー
ブ
ル
が
〇
台
』
と
入
力
に
手
間
が
か
か
る
。

そ
の
た
め
ユ
ー
ザ
ー
の
離
脱
率
が
高
く
、
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
画
面
の

デ
ザ
イ
ン
を
小
手
先
で
変
更
し
て
も
手
間
の
短
縮
に
は
限
界
が
あ
る
。
私
た
ち
は
見
積
も
り
依
頼
と
い
う

方
法
自
体
を
抜
本
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
W
e
b
で
は
な
く
、
お
客
様
と
直
接
や
り
取
り
を
し
て
見
積
も
り
を
取
っ

て
い
る
社
員
の
知
見
。
引
越
し
業
界
を
10
年
以
上
経
験
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

『
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
引
越
し
先
の
情
報
が
分
か
れ
ば
、
大
体
の
金
額
が
予
測
で
き
る
』
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
と
勘
を
ロ
ジ
ッ
ク
に
落
と
し
込
ん

で
シ
ス
テ
ム
に
実
装
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ユ
ー
ザ
ー
が
ゼ
ロ
か
ら
荷
物
を
入
力
す
る
の
で
は
な

く
、
最
初
に
簡
単
な
情
報
を
入
力
し
て
も
ら
い
『
お
客
様
の
お
荷
物
は
お
お
よ
そ
こ
れ
く
ら
い
で
は
な
い

で
す
か
？
』
と
サ
ー
ビ
ス
側
か
ら
逆
提
案
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
変
え
た
こ
と
で
、
見
積
も
り
依
頼
の
煩

わ
し
さ
を
大
き
く
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
菅
原
）

ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
企
業
・
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
深
く

理
解
し
た
う
え
で
、
顧
客
と
会
話
を
重
ね
な
が
ら
、
本
当
に
役
に
立
つ
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
生
み
出
す
こ
と
を

得
意
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
シ
ス
テ
ム
導
入
や
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
な
く
、
今
世
の
中
で
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
。

「
当
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
連
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
社
会
実
装
し
、
未
来
を
創
造
す

る
』。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
自
体
を
自
分
た
ち
の
手
で
興
し
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
の
瞬
間
に

も
世
界
中
で
新
し
い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
続
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
最
新
技
術
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
実
際
の
顧
客
や
社
会
で
役
に
立
つ
形
に
応
用
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
顧
客
理
解
を
大
切
に
し
て

き
た
私
た
ち
の
果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
菅
原
）
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アーキペラゴ株式会社
代表取締役社長　菅原 匡史 / Tadafumi Sugawara
取締役／ Co-Founder　澤田 寛 / Hiroshi  Sawada28 さまざまな企業・産業のリアルを知るクリエイター集団として、

世界中のイノベーションをいち早く社会実装する役割を

ロ
ー
カ
ル
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
も
。
地
域
の
人
々
と
つ
な
が
り
、

世
界
中
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
い

こ
う
し
た
姿
勢
が
実
を
結
び
、
従
来
手
掛
け
て
き
た
中
小
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
依
頼
も
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
事
業
に
深
く
関
わ
る
基
幹

シ
ス
テ
ム
を
手
掛
け
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
事
業
拡
大
を
続
け
る
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
が
こ
れ
ま
で
も
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
た
い
の
は
、「
世
界
中
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
つ
な
が
る
こ
と
」
だ
。

「
社
員
と
し
て
の
入
社
は
も
ち
ろ
ん
歓
迎
で
す
が
、
私
た
ち
は
も
と
も
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
集
ま
り
で
す

か
ら
、雇
用
に
関
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
と
自
由
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
、新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
中
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
一
緒
に
働
き
た

い
と
思
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。私
た
ち
自
身
の
制
作
・
開
発
環
境
を
常
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
、
一
人
ひ
と
り
が
本
来
や
り
た
い
業
務
に
専
念
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
」（
澤
田
）

仲
間
を
増
や
す
う
え
で
、
大
事
に
し
て
い
る
考
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ロ
ー
カ
ル
に
根
付
い
た
仲
間

を
募
る
こ
と
。
例
え
ば
、
現
在
検
討
中
の
新
潟
オ
フ
ィ
ス
は
、「
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
地
産
地
消
」

を
考
え
て
い
る
。

「
そ
の
土
地
で
暮
ら
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
地
域
の
課
題
や
想
い
を
リ
ア
ル
に
知
る
人
が
開
発
を
手
掛
け

た
方
が
、
良
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
実
装
で
き
る
か
ら
で
す
。
地
元
を
愛
し
、
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
熱
い
想

い
を
持
っ
た
人
に
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
い
、
物
理
的
な
距
離
を
超
え
て
一
緒
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く
る
。

東
京
で
つ
く
っ
た
汎
用
的
な
シ
ス
テ
ム
を
全
国
一
律
に
展
開
す
る
よ
り
も
、
意
義
も
価
値
も
高
い
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
」（
菅
原
）

そ
の
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
活
躍
す
る
こ
と
も
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
が
目
指
す
未
来
だ
。
目
指
す
は
北
米

進
出
。
菅
原
は
、
日
本
代
表
の
気
持
ち
で
挑
み
た
い
と
語
る
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
で
も
ア
メ
リ
カ
こ
そ
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
。
こ
こ
で
の
ろ
し
を
上
げ
、『
あ
の
会

社
は
日
本
発
な
ん
だ
っ
て
』
と
評
判
に
な
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
で
す
ね
。
た
だ
、
一
緒
に
挑
戦
す
る

仲
間
は
世
界
中
か
ら
集
め
た
い
。
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち
が
チ
ー
ム
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
代
表
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
く
。
そ
ん
な
会
社
で
あ
り
た
い
で
す
」（
菅
原
）
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デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
変
わ
り
続
け
る
世
界
の
中
で
、

新
し
い
時
代
の
U
I
・
U
X
を
創
造
す
る

ThirdScope Europe
（サードスコープ ヨーロッパ）
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ThirdScope Europe
代表取締役　河合 彩乃 / Ayano Kawai29 デジタル化が進み、変わり続ける世界の中で、

新しい時代の UI・UX を創造する

業
の
ブ
ラ
ン
ド
情
報
な
ど
を
取
り
扱
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
作
成
・
管
理
で
き
る
「
S
p
i
r
a
l
l
y
（
ス
パ
イ
ラ
リ
ー
）」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ユ
ー

ザ
ー
の
興
味
関
心
を
可
視
化
す
る
「
A
u
t
o
L
a
n
d
（
オ
ー
ト
ラ
ン
ド
）」、
社
内
研
修
の
E
ラ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
M
A
）
の
概
念
を
組
み
合
わ
せ
た

「
M
a
k
e
L
e
a
r
n
（
メ
イ
ク
ラ
ー
ン
）」
な
ど
、コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、

運
営
し
て
い
ま
す
」

サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
表
取
締
役
の
河
合
彩
乃
は
、
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
創
立
メ
ン
バ
ー
の

一
人
。
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
代
表
取
締
役
の
伊
藤
辰
也
と
は
、
高
校
卒
業
後
に
学
ん
だ
W
e
b
の
学
校
の

同
期
で
、
2
0
1
0
年
に
知
り
合
っ
た
。
卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
経
験
を
積
ん
で
い
た
が
、
伊

藤
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
の
前
身
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
設
立
後
は
主
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
分
野
で
会
社
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

「
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
多
く
、
技
術
力
が
あ
る
会
社
で
す
が
、
創
立
当
初
か
ら
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
世
界
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

新
た
な
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
力

を
発
揮
し
て
い
こ
う
と
、
次
世
代
に
向
け
た
U
I
・
U
X
を
生
み
出
す
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
サ
ー
ド

ス
コ
ー
プ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

海
外
拠
点
を
持
ち
、
新
た
な
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
る

歴
史
や
伝
統
、
文
化
が
重
ん
じ
ら
れ
、
歴
史
的
建
造
物
が
今
も
な
お
数
多
く
残
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
。

イ
ギ
リ
ス
も
そ
う
し
た
歴
史
あ
る
国
の
一
つ
だ
が
、
一
方
で
公
用
語
が
英
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
都
ロ

ン
ド
ン
は
世
界
中
か
ら
多
様
な
人
々
や
企
業
が
集
ま
り
、
世
界
の
ト
レ
ン
ド
が
自
然
に
追
え
る
場
所
で
も

あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
2
0
2
2
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
「
T
h
i
r
d
S
c
o
p
e 

E
u
r
o
p
e
」
は
、

東
京
・
渋
谷
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
（
2
0
1
8
年
2
月
設
立
）
の
子
会
社
だ
。

サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
初
の
海
外
拠
点
と
な
る
。

「
弊
社
は
、『
I
T
の
力
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
業
界
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

I
T
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
主
に
二
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
D
X
関
連
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
ワ
ー
ク
事
業
で
、
I
C
T
分
野
に
お
け
る
技
術
力
や
知
識
、
経
験
な
ど
を
活
か
し
、
新
規
事
業
開
発

や
組
織
改
善
な
ど
で
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
I
T
業
界
以
外
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
新
た
に
I
T
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
際
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
な
ど
、
D
X

支
援
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
領
域
の
自
社
I
T
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。
企
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U
I
（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
の
接
点
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
面
で
目
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
U
X
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）
は
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
が
得
る
体
験
を
指
す
と
い
う
。

日
本
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
か
ら
つ
く
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
。

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い

サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
歴
史
を
尊
重
し
、
新
た
な
U
I
・
U
X
を
創
造
す
る
」
を
パ
ー

パ
ス
に
掲
げ
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
2
年
ほ
ど
の
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進

み
、
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
デ
バ
イ
ス
が
一
気
に
変
わ
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
れ
ば
、
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
流
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も
に
終
わ
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
」

歴
史
に
高
い
価
値
を
置
き
、
古
い
も
の
を
大
事
に
す
る
文
化
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
社
会
。
だ
が
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
、
日
本
と
同
様
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
広
く
普
及
し
た
。
ま
た
、
政
府
や
金
融
機
関
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
急
速
に
進
み
、
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
が
導
入
さ
れ
、
各
銀
行
で
は

24
時
間
3
6
5
日
の
即
時
送
金
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
の
代
金
を

割
り
勘
に
し
た
い
と
き
は
、
そ
の
場
で
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
ア
プ
リ
で
支
払
う
人
に
即
時
送
金
し
、
ま

と
め
て
支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
と
は
異
な
る
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
始
め
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
世
界
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
訪
れ
て
い
る
影
響
で
、
I
T
系
企
業
が
海
を
渡
る
ケ
ー
ス
は
多
い
で
す

が
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
海
外
に
進
出
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く

る
う
え
で
、
そ
の
国
の
文
化
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
し
、
歴
史
的
な
背
景
や
文
化
の

違
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
考
え
方
や
評
価
を
変
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進
出
し
た
い
日
本
の
企
業
や
、
逆
に
日
本
に
進
出
し
た
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企

業
に
は
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
日
本
人
に
デ
ザ
イ
ン
を
頼
み
た
い
と
考
え
る
人
も
多
い
。
こ
の

ニ
ー
ズ
は
確
実
に
存
在
す
る
と
河
合
は
話
す
。

日
本
企
業
に
と
っ
て
は
、
言
語
の
壁
が
な
く
、
し
か
も
現
地
の
ト
レ
ン
ド
を
知
る
日
本
人
に
依
頼
で
き

れ
ば
大
き
な
安
心
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
遥
か
遠
く
に
あ
る
ア

ジ
ア
の
中
の
日
本
を
正
確
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
日
本

に
進
出
し
よ
う
と
い
う
時
に
頼
れ
る
の
は
、
や
は
り
日
本
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

「
地
理
的
、
文
化
的
に
近
い
ア
ジ
ア
圏
の
国
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
正
確
な
日
本
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
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る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
般
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
も
、
昔
の
映
画

に
出
て
く
る
よ
う
な
間
違
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
ま
ま
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
、
正
し
い
日
本
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
日
系
企
業
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
日
本
で
は
な
い
も
の
』

が
日
本
の
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
売
ら
れ
、
消
費
さ
れ
て
悔
し
い
思
い
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

海
を
越
え
て
進
出
す
る
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
少
な
い
中
、
あ
え
て
海
外
に
出
て
行
く
。
日
本
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
想
い
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
知
り
、

デ
ザ
イ
ン
の
“
引
き
出
し
”
を
増
や
す

「
海
外
に
長
期
で
住
ん
で
み
よ
う
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
理
由
か
ら
、
河
合
は
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
た
。

当
初
は
、
会
社
設
立
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん
で
み
て
、
日
本
で
経
験

を
積
ん
だ
日
本
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
に
一
定
数
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
な
お
か
つ
、
営

業
活
動
が
う
ま
く
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
の
高
い
ス
キ
ル
が
仕
事
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
て
い
な
い
デ
ザ
イ

ナ
ー
た
ち
が
い
る
こ
と
も
見
え
て
き
た
。

「
そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
の
会
社
を
つ
く
ろ
う
。
文
化
的
な
水
準
の
高
い
ロ
ン
ド
ン
に
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
が
あ
っ
た
ら
格
好
い
い
。
そ
ん
な
ラ
イ
ト
な
感
覚
で
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

移
民
が
多
い
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
う
。
日
本
と
は
街
の
光

景
も
ま
っ
た
く
違
い
、
そ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
市
民
の
姿
勢
に
も
表
れ
る
。

「
と
て
も
自
由
で
、
何
を
し
て
い
て
も
干
渉
せ
ず
に
放
っ
て
お
い
て
も
ら
え
ま
す
ね
。『
あ
な
た
の
文
化

は
そ
う
い
う
文
化
な
ん
だ
ね
。
い
い
ね
』
と
、
お
互
い
が
違
っ
て
い
て
も
許
さ
れ
る
空
気
感
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
で
は
外
を
歩
く
時
に
い
ま
だ
マ
ス
ク
を
す
る
人
が
大
半
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
す
る
自
由
も
し
な
い
自
由
も
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
打
た

な
い
自
由
も
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
自
分
が
選
ん
だ
結
果
な
ら
そ
れ
で
い
い
と
、
個
人

が
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
」

多
様
性
が
あ
り
、ほ
か
の
文
化
を
尊
重
す
る
面
は
、生
み
出
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
に
も
反
映
さ
れ
る
。
サ
ー

ド
ス
コ
ー
プ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
出
身
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
制
作
物
の
完
成
度
に
も
生
き
て
い
る
。

「
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
触
れ
て
デ
ザ
イ
ン
の
引
き
出
し
が
増
え
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

の
財
産
に
な
り
ま
す
。
親
会
社
の
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
も
20
代
の
若
い
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん

新
し
い
場
所
に
出
て
い
っ
て
多
様
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
て
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
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に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
ま
す
」

「
良
い
デ
ザ
イ
ン
」
は

「
正
し
く
情
報
を
伝
え
る
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
の
約
2
年
間
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
以
前
の
よ
う
に
国
を
越
え
て
行
き
来
で
き
る
状

態
に
戻
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
が
社
会
に
満
ち
て
い
る
。

国
際
化
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
国
を
超
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
今
後
さ
ら
に
一
般
的
に

な
っ
て
い
く
。
自
国
だ
け
で
な
く
、
国
外
へ
自
社
の
製
品
を
販
売
し
た
り
告
知
し
た
り
す
る
機
会
が
、
世

界
的
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
海
を
越
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
う
え
で
は
、「
情
報
を
正
し
く
伝
え

る
こ
と
」
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
河
合
は
言
う
。

「
ユ
ー
ザ
ー
が
触
れ
る
画
面
の
小
さ
な
ボ
タ
ン
一
つ
で
あ
っ
て
も
、
正
し
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
伝
え
た
い
こ
と
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
発
信
す
る
人
、
受
け
取
る
人
、
ど
ち

ら
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
す
。
正
し
く
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
正
し
い
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
正
し
い
情
報
が
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
サ
ー
ド
ス
コ
ー
プ
の

一
番
の
目
的
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
世
の
中
の
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
。
サ
ー
ド

ス
コ
ー
プ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
そ
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
の
実
務
を
担
い
、
新
し
い
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

例
え
ば
、
大
き
な
企
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
頻
度
が
増
え
、
仕
事
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
使
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
生
産
性
の
向
上
に
も
結
び
つ
く
。

物
理
的
に
生
産
性
を
高
め
る
手
段
と
し
て
I
T
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
技
術
は
そ
こ
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
私
た
ち
は
特
殊
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
良
い
成
果
物
、
デ
ザ
イ
ン
を

つ
く
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
海
外
に
出
て
多
様
性
に
触
れ
る
こ
と
、
新
し
い
価
値
観
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
は
、
新
し
い
価
値
を
持
つ
、
良
い
品
質
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
る
う
え
で
非
常
に
重
要
で
す
。

ク
オ
リ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
保
て
れ
ば
、
自
然
と
仕
事
は
発
生
し
て
く
る
。
何
か
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
狙
っ
て

い
く
と
い
う
よ
り
は
、
ど
う
し
た
ら
目
の
前
に
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
い
い
も
の
に
で
き
る
か
を
考
え

た
い
。
そ
れ
を
極
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
に
拠
点
を
置
い
た
意
味
と
し
て
つ
な
が
っ
て

く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
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対
話
を
大
切
に
し
、

組
織
の
課
題
に
深
く
寄
り
添
い
、

結
果
が
出
る
ま
で
支
援
を
続
け
る
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ン
グ
な
ど
を
主
事
業
と
す
る
I
T
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
D
X
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
が
流
行
す
る
前
か
ら
D
X

に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
I
T
企
業
は
す
で
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
I
T
業
界
は
私
自
身
が
積
み

重
ね
て
き
た
こ
と
と
親
和
性
が
高
く
、
当
社
が
そ
こ
に
提
供
で
き
る
価
値
は
、
他
業
界
に
比
べ
て
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
」

D
X
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
要
素
に
因
数
分
解
で
き
る
が
、
多
く
の

D
X
支
援
企
業
で
は
そ
の
要
素
の
い
ず
れ
か
に
対
応
す
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
す
べ
て
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
提
案
と
実
行
に
移
せ
る
力
を
持
っ
た
企
業
、
あ
る
い
は
人
材
は
数
少
な
い
と
い
う
。

古
賀
は
こ
れ
ま
で
に
経
営
企
画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
人
事
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、

経
営
に
不
可
欠
な
業
務
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
経
験
し
て
き
た
。
そ
の
知
見
に
支
え
ら
れ
た
幅
広
い
選
択
肢
を

持
つ
同
社
だ
か
ら
こ
そ
、
1
0
0
％
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
視
点
の
最
適
な
提
案
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
の
創
業
前
に
は
、
I
T
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
業
期
を
支
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
経
営
者
の
右
腕
と
し
て
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
尽
く
し
て
き
た
中
で
、

I
T
領
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
結
果
を
出
す
ま
で
の
定
石
が
見
え
て
き
た
。

「
I
T
業
界
は
今
後
も
存
在
し
続
け
る
業
界
で
、
市
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
非
常
に
高
く
、
ど
ん
な
企
業

幅
広
い
知
見
を
生
か
し
、

企
業
の
経
営
を
徹
底
的
に
改
善
す
る

2
0
2
0
年
に
創
業
し
、
3
期
目
を
迎
え
た
株
式
会
社
セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
。
C
E
O
で
あ
る
古
賀

洋
士
が
中
心
と
な
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

「
弊
社
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
経
営
改
善
に
関
わ
る
こ
と
を
幅
広
く
、
網
羅
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
自
社
が
掲
げ
る
看
板
が
何
な
の
か
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ひ
と
こ
と
で
言
う

な
ら
ば
営
業
・
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
最
も
近
い
と
思
い
ま
す
」

同
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画
立
案
な
ど
の
一
般
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
組
織
の
中
に
深
く
入
り
込
み
、
営
業
代
行
や
企
画
提
案
、
ト
ー
ク
ス
ク
リ
プ
ト

の
作
成
と
い
っ
た
営
業
面
の
支
援
か
ら
、
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
人
材
育
成
支
援
な
ど
の
社
内
改

善
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
結
果
が
出
る
ま
で
徹
底
的
に
実
行
す
る
。

古
賀
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
企
業
の
経
営
支
援
に
入
る
時
、
対
話
の
相
手
は
現
場
の
担
当
者
で

は
な
く
、
常
に
経
営
者
。
経
営
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
、
経
営
者
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
で
あ
り
、
現
場
視
点
か
ら
で
は
方
針
と
実
行
が
次
第
に
ず
れ
て
い
く
た
め
成
果
が
出
な
い
、
と
い

う
経
験
則
に
基
づ
い
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
特
に
多
い
の
は
、シ
ス
テ
ム
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
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で
も
大
き
く
業
績
を
伸
ば
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
そ
こ
で
飛
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
経
営
者
た
ち
の
想
い
や
価
値
観
は
私
の
マ
イ
ン
ド
と
も
相
性
が
良
く
、
共
感
し
た
う
え
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
進
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
事
業
は
、
I
T
業
界
と
い
う
巨
大
な
成
長
市
場
の
追
い
風

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

数
々
の
企
業
で
実
績
を
重
ね
る
う
ち
に
生
ま
れ
た
、

自
ら
の
存
在
意
義
へ
の
問
い

セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
を
創
業
す
る
ま
で
の
古
賀
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
を
渡
り
歩
い
て
き
た
。

新
卒
で
入
社
し
た
の
は
多
数
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
傘
下
に
持
つ
大
企
業
。
そ
こ
で
古
賀
が
最
初
に
携

わ
っ
た
の
は
、
不
動
産
部
門
で
の
個
人
向
け
営
業
だ
っ
た
。
そ
こ
で
3
年
間
の
経
験
を
積
ん
だ
後
に
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
内
の
出
版
部
門
に
転
籍
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
法
人
営
業
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。

「
業
務
内
容
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
自
分
の
中
で
つ
な
が
る
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

B
t
o
B
営
業
も
B
t
o
C
営
業
も
で
き
る
ス
キ
ル
っ
て
、
市
場
の
中
で
す
ご
く
強
み
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。
何
で
も
で
き
る
、
そ
し
て
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
掛
け
合
わ
せ
て
い
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
こ
れ
か
ら
の
市
場
で
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
転
職
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
職
種
を
経
験
す

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

そ
れ
か
ら
古
賀
は
経
営
企
画
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
た
。
一
般
的
な
転
職
活
動
は

せ
ず
、
仕
事
を
通
じ
て
広
が
っ
た
つ
な
が
り
の
中
で
、
自
然
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
導
か
れ
て
い
っ
た
と

い
う
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
か
ら
『
こ
う
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
こ
ん
な
仕
事
が
あ
る
』
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

け
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
と
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
と
感
じ
た
時
に
、
転
職
を
決

め
て
き
ま
し
た
。
偶
然
性
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
は
自
分
で
そ
う
な
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

動
き
、
結
果
と
し
て
自
分
で
決
め
た
通
り
の
転
職
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

多
種
多
様
な
企
業
に
在
籍
す
る
う
ち
に
、
古
賀
の
中
に
は
一
つ
の
思
い
が
芽
生
え
始
め
た
。
そ
れ
は
、

自
分
自
身
の
仕
事
の
意
義
そ
の
も
の
に
対
す
る
、
問
い
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
在
籍
し
て
き
た
企
業
で
、
古
賀
は
数
多
く
の
実
績
を
残
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
部
上
場
企

業
の
成
功
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
、
ネ
ッ
ト
証
券
大
手
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
リ
プ
レ
イ
ス
案

件
の
受
注
。
い
ち
早
く
商
品
化
し
た
、
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
で
テ
キ
ス
ト
化
す
る
仕
組
み
。

国
内
で
真
っ
先
に
販
売
し
た
、
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、
顧
客
管
理
・
営
業
管
理
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
部
門
の
立
ち
上
げ
な
ど
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
多
数
の
実
績
。
所
属
し
て
い
る
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企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、
実
直
に
結
果
を
出
し
続
け
た
が
、
企
業
が
十
分
な
評
価
で
応
え

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
も
ち
ろ
ん
社
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
が
い
ち
社
員
の
結
果
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
『
自
分
の
仕
事
は
、
本
当
に
社
会
的
な
意
義
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
』
と
い
う
、
迷
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
問
い
は
日
に
日
に

膨
ら
み
ま
し
た
。
考
え
抜
い
た
結
果
、
実
績
に
対
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
な
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
起

業
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ひ
い
て
は
自
分
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
意
義
を
確
か

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

さ
ら
な
る
成
長
へ
向
け
て
、

必
要
と
す
る
誰
か
の
役
に
立
ち
続
け
た
い

セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
は
、
今
後
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
中
心
だ
っ
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
層
を
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
（
中
規
模
・
大
規
模
法
人
）
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
社
の
体
制
拡
充

と
人
材
の
採
用
、
育
成
に
注
力
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
は
、
す
べ
て
ご
紹
介
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
契
約
を
増
や
し
、
事

業
を
育
て
て
き
て
い
ま
す
。
弊
社
は
多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
取
り
引
き
を
し
て
い
ま
す
が
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
者
と
い
う
の
は
個
人
事
業
主
に
近
く
、
あ
る
意
味
で
B
t
o
C
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ

う
な
側
面
が
強
く
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
た
実
績
を
武
器
に
、
規
模
を
さ
ら
に
拡
大

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
B
t
o
B
に
舵
を
切
っ
て
い
く
方
針
で
す
」

同
社
が
早
急
に
進
め
た
い
こ
と
の
一
つ
が
営
業
の
仕
組
み
化
だ
と
い
う
。
見
込
み
顧
客
で
あ
る
経
営
者

と
接
点
を
持
つ
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
、
ト
ー
ク
ス
ク
リ
プ
ト
、
課
題
発
見
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
法
、
財

務
分
析
、
そ
し
て
経
営
改
善
の
た
め
の
提
案
づ
く
り
。
古
賀
の
中
に
あ
る
広
範
か
つ
膨
大
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
独
自
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
手
法
と
し
て
、
再
現
性
の
あ
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
予
定
だ
。

「
B
t
o
C
で
も
B
t
o
B
で
も
原
則
は
同
じ
で
す
。
結
果
が
出
る
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
声
の
向
こ
う
側
に
あ
る
本
音
を
常
に
考
え
な
が
ら
話
を
聞
く
こ
と
。
営
業
は
会
話
が
大
切

だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
を
誰
よ
り
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。
何
気
な
い
普
段
の
会
話
の
中
で
も『
こ

ん
な
話
を
す
る
背
景
に
は
ど
ん
な
本
音
が
あ
る
の
か
』
を
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
考
え
続
け
る
こ
と
で
、

必
ず
お
客
様
の
本
音
は
見
え
て
き
ま
す
」

そ
し
て
も
う
一
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
共
に
す
る
た
め
の
仲
間
を
集
め
、
育
て
る
こ
と
に
も
着
手
し
た
い
と

考
え
る
。
人
事
経
験
が
あ
る
古
賀
が
こ
れ
ま
で
の
試
行
錯
誤
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
就
活
な
ど
で
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定
番
化
し
て
い
る
「
自
己
分
析
」
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
信
念
や
仕
事
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

な
ど
の
根
幹
に
な
る
も
の
を
明
確
化
す
る
こ
と
。
現
在
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
開
発
を
進
め
て
い
る
と

い
う
。

「
現
代
で
は
、コ
ス
ト
を
か
け
て
や
っ
と
採
用
し
た
社
員
が
す
ぐ
に
退
職
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
せ
め
て
3
年
間
は
一
つ
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
言
い

表
す
な
ら
、
こ
の
期
間
は
修
業
だ
と
思
っ
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
一
人
前
に
は
な
れ
な
い
。
だ
か
ら
私

の
も
と
で
そ
の
3
年
間
を
共
に
し
て
く
れ
る
仲
間
の
た
め
に
、
彼
ら
が
何
の
た
め
に
こ
の
会
社
に
い
る
の

か
と
い
う
存
在
意
義
と
、
何
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、
前
向
き
に
挑
戦
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
」

転
職
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
昨
今
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
社
員
が
自
社
を
去
る
こ

と
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
古
賀
は
考
え
る
。
む
し
ろ
社
員
と
信
頼
関
係
を

築
き
、
退
職
後
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
話
す
。

体
制
強
化
と
人
材
育
成
の
基
盤
を
整
え
な
が
ら
、
売
上
規
模
を
現
在
の
約
2
億
円
か
ら
5
倍
の
10
億
円

ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
、
事
業
を
一
気
に
加
速
さ
せ
る
。

「
私
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ワ
ー
ク
。
仕
事
は
人
生
そ
の
も
の
な
ん
で
す
よ
」
と
古
賀

は
笑
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
生
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
は
誰
よ
り
も
強
く
こ
だ

わ
っ
て
き
た
。

「
私
の
、
そ
し
て
セ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
の
存
在
意
義
は
、
我
々
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
誰
か
の
役
に

立
て
る
こ
と
。
日
々
、
そ
れ
だ
け
を
考
え
て
い
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
が
な
い
と
３
６
５
日

仕
事
に
没
頭
し
続
け
ら
れ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
の
私
が
疑
問

に
感
じ
た
、
自
ら
の
仕
事
の
意
義
を
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
答
え
合
わ
せ
し
て
い
る

毎
日
で
す
」
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むすびに

そ
し
て
、
シ
ェ
ア
出
版
を
通
じ
て
私
た
ち
が
実
現
し
た
い
の
は
︽
想
い
の
見
え
る
化
に
よ
る
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
の
創
造
︾
で
す
。

人
は
も
ち
ろ
ん
、
人
が
関
わ
る
企
業
や
商
品
に
も
、
魅
力
溢
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
ず
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
自
分
で
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
思
い
の
ほ
か
難
し
い
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
世
界
中
の
人
々
の
声

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
想
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
る
こ
と
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
へ
の
共
感
に
よ
る
、
人
と
人
が

し
な
や
か
に
つ
な
が
る
未
来
を
創
造
し
た
い
。
こ
れ
が
リ
ス
ナ
ー
ズ
の
パ
ー
パ
ス
な
の
で
す
。

今
回
も
国
内
か
ら
国
外
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
創

業
経
営
者
の
一
人
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
へ
の
提
供
価
値
が
あ
る
の
だ
と
知
り
、
大
い
に
感
化
さ
れ

ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
示
唆
に
富
む
お
話
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
本
著
の
制
作
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
ラ
イ
タ
ー
、
エ
デ
ィ
タ
ー
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
皆
様
、
今
回
も
印
刷
・
製
本
を
請
け
て
頂
い
た
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
様
、
そ
し
て
企
画

全
般
を
日
夜
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
弊
社
メ
ン
バ
ー
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

垣
畑 

光
哉

む
す
び
に

31
の
“
志
”
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

本
著
は
、複
数
の
共
著
者
が
一
つ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
一
冊
の
書
籍
を
つ
く
る
、リ
ス
ナ
ー
ズ
で
は
『
シ
ェ

ア
出
版
』
と
呼
ぶ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
一
冊
で
す
。
私
た
ち
は
「
す
べ
て
の
人
に
ス
ト
ー

リ
ー
を
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
わ
ば
「
す
べ
て
の
人
に
一
冊

の
著
書
を
」
が
コ
ン
セ
プ
ト

―
。

出
版
ま
で
膨
大
な
労
力
や
時
間
を
要
す
る
書
籍
は
、
そ
の
分
、
他
の
媒
体
に
は
な
い
権
威
性
や
信
頼
感

と
共
に
著
者
の
想
い
を
広
く
伝
え
、
後
世
に
遺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
く
の
人
が
抱
く
「
い
つ
か
は
自
分
の
本
を
出
し
た
い
」
と
い
う
想
い
を
、
複
数
束
ね
る
こ
と
で
そ
の

ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ
、
ま
た
読
む
人
に
と
っ
て
も
、
多
数
・
多
方
面
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
一
冊
か
ら
得

ら
れ
る
と
し
て
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
出
版
ス
タ
イ
ル
は
、
著
者
・
読
者
双

方
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
シ
リ
ー
ズ
は
通
算
20
作
を
超
え
て
い

ま
す
。
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